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此？ ば 私は、 何ょ t 先づ 、多年 私と 思想 的の 勞 苦を 共に し來れ 
る'^ C. ml 心 諸君に 捧げる 此 # *か今遲れ走せ乍ら4设に現れ符たの 
は 正に 諸君の 變 らざる 隱れ たる 描 力と 援助と に 麻る 名ので ある。 
此番は 如何— 意 缺に 於いても、 私 | 個の も？ は f して、 諸君 
と レ- mb の 所產 であ 6、我々が 2. れを超ぇて進まねばならぬ所の® 
々Q 一の 共同の 記念？—。 费 g 




1 ff 雪 1 . —1」 て— 

11 早に 於いて S 、 私の 1 るが？ の ヒト？ 氏 『7 r e ブ 』. H 
られ —繁れ Is 獨 f チ 紹介 艺と 欲した？—。 " 

i 」 f ^ it !: ll II ^ s I ! ” f ?! f!t 

> 在 つた 時に 於いて こそ、 私 乃至 我 ★は、 我々 
し H ItJ —' て 狂 f 以 つて 彼等—" 彼等を _ した。 が， 彼等の 旣に その 祖 m こ號令 

靈 uy qpiHr に、 而 して if ― i 

i、 f 羞 • 私！ 

mill 於いては f i ん f れ1 ょり . 同 f 
ブ 九し、 こ— の— れし 1 ず、 その後 二度— 

の 出版— て s その 時に 於いても 尙 ほ 私の 名に 於いて これを 出版す る こき i したの も， 
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そ — 企 —— ■1 薦 — — ipd 



の 後 ニ iS も 正式に 



右の 心 S— づ くも？ あつた。 そ Qi— 企 gQ 時の 如きは； •る 大 新聞社ょ osf 
に定 り _.-: s 擎管 & し' tvs 後 した 時に、 たま.^， ，獨 4 定が 成立し、 平 沼 内 
閣の— ゆる 『—怪 布』 なる 内外 黛の ル 現の 爲に 出版 中止の 己むな— 至つ た® であつ たが， 
1 Q 我，：— 力へ el — しみつつ も* 却つ て 何 か 知ら 救 はれ Is へした。 そして そ 
の 後 笑つ て そ QV . 圖 及％ 榼 S .& 放 菜した。 私が 眾 なる ジャ _ナ リストで あつたならば， 如^, 宏 こも 
て 夙‘ こ 1 H 版して ゐ たで* らぅ。 が. 私は 軍なる ジ T ナリ ストた るを 欲しな かつた の だ。 

が、 私は' 祖 ge — Q —— へれ ぱ考 へる 程、 而 して 8 の ドイッ 111 の ドイッ 論 
乃至 ナチ Kwf g に すれば す fi •私 it 眞 ©ナチ ス I 、 私の SIQ ヒ トラ 1 『マイ 
ン •ヵンプ』 &、 私 QR 抱に 對 して 傅へ 痛 感 しなければ なら 芝つ た> 如何— 劣の 支 

?#f sf 、 SIS 斯 くも S . も g れ It ? あ— 个私 i 、 

本文 序1 中に— へる が 如く、 S から、 堪な る酬— は 別個に* 1 る— な きヒ ト 
ラ- 『マ イン •ヵンプ T 獨逸 ナチ K を 紹介した く 思つ てゐ た。 私は 今や 日本の 品位 i にも、® 
に ss y も-^ 4 抑 都 拿^: q みが® るに 非ざる ことを. 6 す爲 に も、 そ の必® を容 、た。 

然る F 述 命は 私を して 思 ひ 切つ てこれ， y 決行せ しむる® 皮肉な 機 會を與 へた。 私は 昨 皇紀 ニ 千 六 



百，-- frQ 中 y も M 集け て g 凳榮 q 年、 米 内内 g " 有 WS 道』 外交の 下に 於いて、 私の— 
5 國砮？ 蝸ひ 深く 誤 fQ — じて 己— い 所の 二つの もの" 『 I 那的邊 蠢』 と h 
K 的 1 II して、 stlQ —、 IsgesIf 必 f して— 寄與 
し S — 所 q 批判的 仕 . t 中止す る e ： r 一む— つた。 私は こ ff に、 私 q 多年 対へ 
てこれ SS し 得な かつた 本 著 執筆 f た。 そして その 一 f ぱ * そ® 少し f 成る に從つ 
て、 私の！ 一志の 發行す る 雑誌 『 M 際 評論 』 に 發 表した。 

私の— は斯 くの 如くして 生れた もので—。 S は， 私に とつて は、 長い間の 私©— ナ チズ 
ム fjt , i と央 に. ggQ 現 狀に對 する 私の 心からなる 押^^で ぁる。 私は 私の 此書 

を ば-世 SS ゆ 1¢— 人ネ 大表龚 I ん—は i はない。 新しき 

時代を望んで ,> |同じ様运し<生？苦しみ‘んで§所©人违に|れ含と|。 

而 して 私 W 信ずる ー 此 sf ず や 奪した 新し* J 時代 QSK 役立つ で tn „ 

昭和 十六 年 十一月 

石 川 準十郞 
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アドルフ. ヒ トラ， 著 『マ ィン •カンプ』 は、 周知の 如く 獨* 

ナチ ス Q f 会：』 であ り、今日新與|に於いては駕必需の『バィプル』きれて^る所の 
も Q である 力 そは 我 g に i つても 多くの 參考 とすべ & 物を 藏 して ゐ る。 

私は 漆 年， そ Q 單な る闢 B 介を ではなく， それとは 別個に、 一 の 自山妾 場 

露！ つ、！— §1 ず— 

I 、 I この f ! 11 介 I ! めて— の 

•手許に. rti l 十— 前ょり 同 |干と 共— 出し — f If 加へ S ん—— 近い— 
力 S する，, 故 あつて その 出 f 中 土され てゐ る。 私は こ— 5 原本 

蓋し， 『マ ィン •カン ごの 邦譯 は、 非常な 抄？ — が， 旣にニ •三 行 はれて ゐる 。全！ の 中 
に 現 はれ— ぅ。 が •同 S 、 た— ん之ら 1?. f ずし— れ— ちに 何人に も理 



解され ると いふ ではな. S 。 それは、 S ょりも^, ろ 魂を 以つ 5 かれた 書で あり、 同様の 
魂 同 株の 立 5 f の 者の みが、 ョク 理解し 得る 書で ある。 これは 财譯 の 場合に 於いても 可 じで ある。 
妹に ぞ .T ff * の：； f \ n に 於いては その 货點を何處に求むるかに依つて、 ??:- しく異つたものとなつて ^ 
る。ー -3 にして ^ へば、同じ『マィン，カンブ』を謓むにも、官僚には育 ^ の請方が有リ、ジャ1 
ナ リストには ジ丁ナ リストの— が 有り •我々 には 我々 S 方が 有る。 私は 敢 へて 私 乃至 我々 の 
それが 凡ゆる f 唯一 絕對に H しいと 言 ふので はない。 只 その 間には i 可な りの 相違が 有らう と 
思 ふ？—。 而 して 私は、 その 我々 Q — 及び SS る— の 紹介を 錢行？ 見ょうと 思 ふ 
ので ある。 若し それが、 蕖 及び 今： E 發 S く Q ドィッ 河 乃至 ナチ ス理解_ 君の 解し 且つ 說い 
て ゐる所 と少か らず異 つて 居たならば、 それ も 無意 轮では なから うと 思 ふ。 

本來から言へば我々は、今觅ヒトラーの『マィン.カンプ』などを讲として居るべき朽で次な 
い。 我々.： nr らの 『カンプ』 •我々. c ： らの戰 ひを、 血と 淚を以 つて、 綴らねば ならぬ 時で ある。 戈々 
自ら S が— 客らぬ と s ふ 時 に、 他人 QSS にして 消れ、 如何にして# f れ たかの 
硏究でもあるまいのだ。が、現下の第情の下に於いては我々は、阈滚阈玫にとつて如何に正しく如 
何に 必要で あらう とも、 我々 自らの カンプを 綴る ことを 許されない C 政治的 カンプは 畢竟 パルタィ 
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和 穿 マ そま ミ ま V CT 六‘ 力 1| 7の荀«の下に於いては我々は、阈鯊阈民にとつて如何に£しく如 
何に 必要で あらう とも、 我々 自らの カンプを 綴る ことを 許されない 。政治的 カンプは 畢竟 パルタィ 

ベ ヴ H 丨グ ンク (铽 述 動) であり、 諸反對 派に對 する 鬪爭 であり、 特に 時の 支配 權カ に對 する 戰ひ 
である。 然るに 我々 は 今や さう した 事は 許されない 。その 支配 權 力の 爲す所 が 假令 如何に 誤つ て 居 
P 、 國家 國扰を 假令 如何に 危殆に 導く もので あつても、 我々 は 『一億 一心 j これと 協力し、 協 刀裡 
にこれ を楚 正して 行かねば ならない ので ある。 ヒ トラ ー の 『マ ィン •カンプ 』は*斯かる支配_カ 
との戰ひの故に獄舍に於いて書かれたものであるが、我々は獄舍に於いてもこれを草することを 
許されないで あらう。 斯かる 時に 於いては、 他人の 家が 如何にして 崩壊し、 如何にして 1 $建さ れた 
かの 硏究 も、 有葸義 にして 且つ 有用で なければ ならぬ。 或 ひは、 それ こそが 眞に 邦 ^ に 盡す所 以と 
なる かも 知れない ので ある。 

た ^ 私は どこまで 此の 硏究を 續け得 るか、 自分で も 分らない。 私自身が 日々 の 糧の爲 の 仕 ^ に 追 
はれてゐる身である上に、四圍の祺情は何時私から筆を奪ふかも、或ひは私をして筆 5: 扮てしむる 
かも、 知れない からで ある。 た ^ 私は、 最善を 盡 して、 生 來の遲 筆に 鞭打ち、 その 出來る だけを 誉 
き较つて見ょうと&ふ。 

尙ほ本 序言の 中に 一言して 澄きたい ことは、 私は 斷じ て獨逸 ナチ スの 『亞流 』 で はない とい ふこ 
とで ある。 若し 斯か る言菰 11: 用 ひるなら ぱ私 は瘅ろ f 先 流 j である 。何故なら ぱ * ナショナル ソ 



1 シャリ を. ff : 張した Q は、 獨逸 ナチ ス ょりも 我々® 方が 遙 かに 先で あつたから で—。 i に 
獨逸 ナチ K * 紹介した Gs . f く 私— 初で* つた t 羞 ふが' 然し 私 i 流的考 へや 立場 か 
らこ 1 紹介 L た？ 运い 。同じ 齧 2 fg なく も獨 逸に 見 f 而も そ Qf 的 重大性— 
く 信じた t で あ つ$ 私は— 袋 Q 間を ハ 1 別して 來 た。 f の S からすれば. 
彼等の——— I 當然 『8 社會主 確』 と S れ ねば— ない ものを、 敢 へて B 民 
社會義 7 JS した Q きれ SI つ た。 我 5 彼 1 くを SU と沉來 た。 然し それは 
i して 方法 = 運 励 Q 方法に 於いてで あつた。 极 本に 於いては、 反ユ ダャ主 錄其他 ニ •三の 特殊 
の も QS く 外は、 凡て K に 我* も 思考し 主張して 來た 所の もので あつた。 而も 主張 的には 我々 の 
方が， fQ 點に 於いて ョリ 徹底し ョリ 逸んで ゐた奋 ひ 得る。 

、 f に當 時、 我 S 思想界 乃至 苹新運 励^; は 左右 兩派 共に、 この 我々® 獨逸 ナチ スの 紹介を 冷笑 
一チス を， 炸齡 すると 共に 我々 & 越々 その 『亞流 h 呼ばは りした ので あつた。 『皇道 
主證濟 .！ を® 榜 する 資本產 御用 思想家 Q | 團 はまた、 『獨逸 ナチ ス は 日本 QS 社會產 者の 如 
く 資本 主 f I ず f Qy 非ず」 と 2 して es かつた。 然る y 今日、 どぅか？ 
梁して 彼 St 馊 同じ 立 f 持して ¢5 流 iosf ん とし ナチ K を 



I ' J33 • « : 1 1 fxdtlu 用专 - r- .».. -at*w f 女 
く 資本 主 fl ず fQ に 非ず」 とカ說 して 已 I かつた。 然るに 今日、 Is どうか？ 
梁して 彼涅今 同じ 立 f 持して #して1| らん tw * ナチ K を 



_ 讃して はゐな いか？ 確かに其處にはエビゴーネン(亜流)有0き。而してそは何人な0しか？ 
私は こ Q 曾 f 彼等 に 捧げて、 私— くして 新しい ナチ ス 紹介を 始めたい と 思 ふ。 

緖 論 

| 同書の 性質 及び 3 來 

我々 ±、 問題の『マィン.ヵンブ』前後ニ « 八百頁の大系とし骨子とする所のものを商文に從つ 
て兑るに先つて、同書の性質及び稱成を大牌斿込んで掛ることが必要であると思ふ。 

ヒ トラ ー の 『マ ィン •ヵンプ ，3はー體、その极本乃至窮極に於いて，先づ、如何なる性質の « : で 
あ P、 何を 書 S たもので あるか？ 

一言に して 言へ ば' それは 一 め 革命 S であ P、 そ 餐の 戰 ひ® こ— 書いた も？—。 勿論 
其？？ こは、 上は ハ ブス ブル グ阜 i ことから 下は 庶民の i のこと にまで 百 一つて、®々 S— い 

てゐ る。％、. それは 凡て、— る 革命 SS も？—。® 論 そ 菜 命は*® i 證民 



milll 

, I! H :I 詩 ^^^^ 

mill— 

I ! _ 

1 h iif : 
乃— 情は 飽迄 ユダヤ人 的 理性 衣.— ものて— が、 其處 では， その 背後の 赶圖 
1 ef 中 1 1 1 •闽 す— 命の— 




何 if 觸れず > た ff 、 資本 屯淹社僉は必然的に崩壊せざるを得ないことを理論的に說明して居るに止 
まる。 « るにヒトラーの『マィン*ヵンプ』は、直接その意圖する ¥ 命の理念及び方法に就いて論 
じ、 而も 敵に 打ずる燃ゆる憤怒及び憎.惡を取始ゲルマン的率 01 3を以って表はしてゐる。ーは飽迄 
璆者 的であるなら ば、 | は飽迄 戰士 的で ある。 金權財 閥 や 貴 歧官僚 の 支配す る特權 社 會に とって 
は、 共に 『危 晚』 な もので あ o 『物 騷 』なものであるが*然し的者は |«| 接的であって、後者は直接 
的である。或は，前者は隐險であり、後荠は率直であるとも言へる。が、いづれにしてもそれは， 
特權社 會の 『思想 稗 琪』 的 御用からは 遠く 拒った ものである = 

r マ ィン •ヵンプ j の 如 3 ： なる 性質の ものである かは* 同書 销頭 に掐 げられ て & る 次の 序 曾 及び 黑 
枠の战寄に依っても凡そ銳はれる。或る货味に於いて此の刚文は、同#の性質を砭もョク表はして 
居る ものである。 




前後— に f 木 s に 於いて - w に f 3 て從 f g に 至つ た。 f 」 で 私は、 

の 姿を も 併せて 叙述す ベ “決 h fl JI n n f —<、l F 
ると ころ 多 かる.— S れ るからで— • ょりも. 説ん 為 

I ニ —— f 着 、 i 

I の i を 本 S 中に 叙. へた。 ョ として— 想 •益の® & に 資する 程度 k 於いて. 私 
- stf - 1 私は 本— は、 我々 と 無 押の 浮 W せる もので t なく：， -らミ 

I 8」 11 Ilf 、 誠心 

私は、 f 心！ のは ' f !--w n If I 。 

冬く ^ 得さ.：： る こと-* この 由の 一 M す rF 依 ニ」 ょりも、 梁ろ 話された 言葉に 依つ て、 ョリ 
はなく、 似大な話し手に依1て、1;;^1巧の|ものは、焚な|手に依つてで 
然し* - あ ^ ujt I 
されて を な なら ない。 街— 1 — の ものが 永し へに 確立 

で お ——— せ — •1 一 
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然し* 男 11 yl —竺 てで 

I —If ? J 



運動の 基石た るべき ものである。 

レツ ヒ河畔 ランズべ ルゲ 要滋 監獄に て 



1九ニ111年十一月九日午後十ニ時三十分、ミュンへン將眾館前及び元陴班省中庭に、次の人 
々は、ドィッ國民の洱興を固く信じつつ、斃れて行つた0 
アルフ アルト、 フェリックス。 商 入。 一九 0 一年 七月 五日 生。 

バゥ y ィ エドル、ァンドレァス。峭子製造人0ー八七九年五月四日生0 
カッ セラ、 テオドル •銀行員。 一九 〇〇 年 八月 八日 生* 

H — ルリ ッヒ 、ゥィルへ ルム •銀行員。 一八 九 四 年 八月 十九 日 生 • 

フアゥ スト •マルチン。 銀行員。 一九 〇 一年 一月 ニ 十七 日 生 0 
へッ ヘンべ ル ゲル、 ァントン。 综前 屍。 一九 〇一 一年 九月 二十 八日 生 • 

ケル ナー 、オス ヵー 。商人 •一八 七 五 年 一月 四日 生。 

クーン 、ヵー ル。 給仕 長。 一八 九 七 年 七月 二十 六日 生 0 
ラフ オッレ、 力 ー ル。 工科 學 生。 一九 〇 四 年 十月 二十 八日 生 • 



ノイパウ /|/ エル，クルト0小 «! 。|八九九年；：：月ニ十七日生， ■ 
パ— ベ、 クラウス • ■? ォン 〇 商人。 |九0四年八月十六日生* 

プフ ォルデン* テォドル •フォン •デル 方 裁判所 判事 〇 |八七ーニ年五 ;! 十四日生<, 

U ツク マ— K , 3 ハン。® 役 騎兵 大尉。 | 八 八 一年 五月七日 生。 

シオ イプ ネル ヒタ I 、 マックス .H ルグイ ン。 HS&M 士 * I 八 八四圯 一月 九日 生。 
シトランスキ|、 0 -レンツ.リ-ソタ一.フォン.技師。|八九九年|ー|月十四日生0 
ヴォルフ、 ウイルヘルム。 商人。 1 A 九 八 年 十月 十九 日 生 へ 
e は ゆる s 民 的 政 倥* これら 志- Hf if、 iss に sf と 1 ん だ。 

それ故に 私 s 今、 そ e 共同の 1 s 爲 に、 本 i f ば これら e 死. fM — 沐 ぐる も 
e で —。 g くば-」 わら els ; 達に 於 かれて は、 本 劈 -gss 人と して、 永く 我 -fQN •励 
の12志達の先頭に立ち，その行手 5- !1':! し示されんことを。 

i 九 ニ 四年十月十六日。 レッ戶河岬ランズぺルグ«浓監；§にて アドルフ •ヒ トラ— B 

48 ----- ------ - - SKI-.5S— 

『マ イン •カン ゾ J & 特徴 付ける 以上 Qs 蠢兩 文に 见る が 如く、 此 — は 獄中 — かれた もの 
でぁり* 而も 無綵 の徙乃 至 局外者 (psmde) に 寄せて W かれた ものでは なく* 彼等 Q^ ryJ の關 係 # 
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であり、 而も 無綵 の徙乃 至 局外者 Q 'ssde) に 寄せて W かれた ものでは なく* 彼等 0 ^ rw の關 係 # 



(An- B . nser ) に 向けて 書かれた もので あ P 、 特にその第1卷は5ュン<ン祁件に ^ れたる十六名の 
同志の ii に 捧げられた ものである。 

然らぱ 、- 、ュン へ ン事 件とは 何 か？ 簡 m 乍ら も ミュンヘン 褀件に 就 5て語ることは，此の «? の性 
« 及び-2來を1股ョク明らかにするものと思はれる。何故ならぱ -? ヒーャホ—ル本命』だの『ビー 
ルの 池 本命』 だのと 甘つ て 反對黨 に 依つ て 異名され 馬鹿にされた この 祺件 こそは， ヒ トラ ーを し 
て、 今 H f .'. J ぼ 同じく 生き 殘つ てゐ るゲ 1 B ング W 他の 數 多の 同志と 共に、 獄舍に 投ぜ しめた もので 
あ り、其處で此の#を#かしめたものであるからである。 

それは 一九二 三 印 十一月の ことで あつた。 ヒ トラ ー等が芷式に、0民社 # 主箱ドィツ资働者(：€| 
を楞榜して述抑を開始したのは I 因に それまでの 約ー尔 間は 單に 『ドィツ 勞働者 § として 活動 
して ゐた I ー九ニ 〇 半の新春であ 〇 たから、正式立铽後都合滿叫年0であったゎけであるが、豫 
ねて社畲玫主黨及び中央激から成るべルリン中央政府の喪滅.ぐ期してゐたヒトラ11稱は，同じく 
パヮ リア 州に 居住せ る 前大戰 に 於け る獨逸 陸 iff の大立 物の i 人 ル ー デン ドルフ 將 sfl sr 擁して、 先づ 
パヮ リア 獨立を 企て、 ミュンヘン 某所に パ ヮリア 政府 蟲荇 の 集合せ るを ® ひ *こ れ をして パヮリ 
ア獨立を饽はしめると共に、直ちにその必要な行觔に移つたのであつた。然るにパヮリア政府$^ 
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は 因に 當時 Q •ハ ヮ吞 政府は* 中央 黨 の バヮ リア 分身た る 或 ひは パ ヮ リア q 中央 黨に 外な 
らぬ r ハヮ リア 國民 黨』 を 中心として 組織され てゐた ー その 夜の 中に ヒ トラ 丨 等との 約束を 破り- 
べ ル リン 中央政府に 急 援を 求め、 直ちに 軍隊 及び 臀察を 動 ^ して ヒ トラ ー 等を 彈壓 したので あつ 
た。 呼應 する 零 あつた X ヮ リア 政府が、 逆に これを 武力 iQ 擧に 出た ので ある。 これが 爲にヒ 
トラ ー 等の 示威 行進は、 各所に {11:憲及び軍隊と衝突し、その包阑射擊を受け、遂に討揭の十六名の 
nU 死者を X ： した 外に 數多 の ft 傷 # を 出し、 ヒ トラ ー も ft 傷し 捕 へられて、 五ケ 年の 弊 銅 刑に 處さ 
れ前揭 文に 兑る ランズ ベルグ 要 寒 監獄に 投 ぜられ たので あつた (I 年 許りで 出獄) 。そして 悲 « 悲 
淚に 咽びつつ 綴つ たのが 此 S 『マ イン •ヵンプ』 なので ある。 

この & が S は ゆる IT 善良』 な も Q や f 健全』 な もので あり 得ない ことは 元ょり、 jgj 々言 はれる が 
如き軍なる『豫言の # 』でもあり得ないことは、以上にょつても明らかであらぅ。 

ニ同書：刚卷の桃成槪容 

問題の 『マ イン •ヵンプ』 は 一の 革命 = ドイツ 國民社 會主肇 命の 爲に 書かれた もので あり、 そ 
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問題の 『マ イン •カンプ 』 a 一 q 革命 = ドイツ 國民社 會主輩 命の 爲に 書かれた もので f、 t 



の爲に 必要と される 種* の 究明 乃至 解明を 以 0 て同書の生命と成すものであ :5 )- -とは*上述の如く 
である。從つて同書 *- .眞に知らんと欲すれぱ、我*の硏究もまた當然右の觀郎から、その生命とす 
る所に向けて迆められねぱならぬ。 

勿論 人々 は 今日、 この 書に 對して 、その 關心の 重 點 を 何處に 求む るかは 自由で ある。 賢明な 爲政 
者諸釕は*ーの國家主義|社會主较革命を說けるこの軎の中にも、凡そそれとは緣速い或ひは全く 
反對の方向の糊塗方法乃至聆瞞方法のみを見出すことが出來るであらぅ。悧功な立身出世主義#諸 
酋は、御諫への時局便乘、轉向粉飾の方途乃至便辭を見出し得るであらぅ。斯かる斟はこの書の著 
者ヒ トラ ー の 最も棑 擊し輕 蔑して ゐる 所で あるが， 一定の 社 # 、 一定の 時代に 於. s ては、 斯か る祺 
もまた 謂は ゆる 『自 山』 であり、 免れない 所で あるの だ。 それ故に こそ > ドィツに 於いても 『革命』 
が* 國民社 會虫義 革命が 遂に 必要 だつ たので ある。 革命とは， 何ょ りも先 づ第 一に、 斯かる 事 及び 
斯かる徒輩を掃倒することであるのだ。 

然し この# はまた、 3 ぅした歪曲的意味に於いてでなくても、種々の異つた觀點から硏究され得 
る。 例へは、 一英譯 本 c d llgdale なる 者の 抄譯) は —— 因に英譯もニつ三つ出て居るらしいが I 
その廣吿文の中 |- 次の如く言つてゐる。『ヒトラ-は何故ユダャ人をいぢめるか？ ヒ トラ一は 何 
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.lilt 

意— なく* f hi 。 とても—。 我々—— 
ぁ 一^^ Mnu i . n 』 の、 41 ば、— iu — f れな いで 

知り ts ! 1 ナ i い！、 ヒト 1 いふ ものは 、 s 

—111 
—1: 1 = 繼 
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£： した。 f は 『マ ィン •カンプ』 硏 究に當 つて、 斯 かる 無用の 道化 沙汰 乃至— ける 5 
も、 豫め 1 Q 本 登び 構成 § 矣將 S んで掛 る 益が t 。 これを® れぱ 既に 『了 ン， 
カンプ』 は 半 ぱ征— ので— 後は— ひの 魂の 問題、 性格の 間® 丨 ヒト Tf は せれ 
ば Istinu r 本能) の 問 ^ である。 

『マ ィン •カンプ』 の 本質と する 所 = 生命と する 所 I 革命的 目的 乃至 鞋 1 に 就 レて は旣 1 

ベた。 同書の 構成 ^ 系は 大微 次の 如き ものである。 

第一 怨 『一 q 淸算 (Eine Abr l nJ 〕』 は、 その 大 S に 於いて 『机 举篇』 义は 『 R ^ H とも 
名ォけ 得 i もので あつて、 主として、 彼れ が國托 社# 主我— & 始める に 至れる— の —、 K 
驗及 びそ 1 に 就い S ベ fe である。® 落 (Iglf 
l,.e re —)』 は* 謂は ニ 建—』 又は 『紙 SJ とも 名付け 得べ— ので あつて、 主と し 
て' 彼れ QS の— 的— 及び 方法 並びに 彼れ の 政策に 就いて 述べた も® で—。 即ち 私が 第一 
卷 1 ) を以 つて 『批 判篇』. となし* f ー卷 '後— 11 以で ある。 念 2 爲 
に 左 こ先づ 1— 介ず る (括弧 內 の— は II し、 太字の 侗所 は その— 的 
長 1 字 1 諸氏に 於い sue 內 1 ば、 本硏 1 時 赢 照して 1 。 
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第 I 卷 



清算 



序 * e 番 

射 I 章 le 家に て ( S . 1丄7〕 

H "?_ IIf Ir ri 

第五 章 世界 大餓 ( s . 17 r 9 m 
第 六 章 ® 爭宣傳 ( S . 1931204〕 

第七章苹命(8し05-225〕 

『ド—? al * 

纪 1 章 W * の Ka OS . 2 J 5— SI 0) 
f h+ 一章 ® 故 ** 族 (S.311I— 

f 章.—!—— CS . §—1 

第二 巷® 民 社 倉 主義 連 助 

第 i 章 世界 颱と戴 ( s .40 r ts 4〕 
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31 I 毛 陲民 社會 主義 * ぬ 

第一章 世界 颱と戴 (S.40r k3 4) 



第二 章國冢 (S. 42 rs7) 

第三 章阈軿 者と 國民 9 . 4 00 8-491 〕 

第 四窜 個人性と 民族的 國家趿 (S. 492 -503 〕 

第五 常 世界 觀と illl 織 (s. g 41 17 〕 
第六章初期の戦ひー演說の前耍性ヌ切一 ^ 笤〕 
第七窜赤色戰線との閼苹 ^ .| 丨 §) 
第八章强き者は孤獨にして最も强し (8.568-578) 

第 九 章 突 w« ( 173 . > 〕め*義及ぴ組繊に就いての基本 |1 念 (8.57 〇 (> -620) 
第 十章假 面と しての 聯邦 中： 義 (S. 621 -648) 

筘十ー章宣傅と組織 ( >» 649|669) 

坊 十二 章勞還 合の 問題 (S. 『 0-68: 0 

第十！11章戰後に於けるドィツの团 99 政策( 50 684丨725〕 

第 十四 章 東進 乃至 果方 政策 ( 岑 726175 〕 
第十五章椭利としての芷常防衔 ( ?» 7£—7 00 1) 

結 is s. §) 



『批判 篇』 (前 卷) と 謂 ひ、 r 連 設篇』 (後 箱) と 謂 ふ も —— 或 ひは 原本で 言へ ば 『一の 淸算 j (第 
卷) と 謂 ひ T ^ 民 社會主 餞 運動 j (第二 卷}と 謂 ふ も —— 元ょり大體の跃別に過ぎない。第ー卷と 
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T 批判的 記述の みを f し— パ— 

ない。— — 
I . で f 例へ， 『マ ィン •力 il ; 

察 f If 針が 或— ィツ S の.！ 中には、 旣に新 

政策に 對す If 批判が f れて sir そ;^ ^ー 一 卷の 3— 中には、— の 
る 我々 はこの 相 速に 基づき、 5 卷を乂 つ 1 IJC - ' if 丨 C 4 e 中： として ゐる 所に 則 遂がぁ 
て I 的 解明 乃至 論 f 主と せ f の h し、 明 乃 2 -f f せ f の、 坑ニ f 以つ 
とする ので—— 袭第 一卷に 『 I の— r 4 / Mfr f ■『批 I . 後 f IH 
I も、 ii 及び f 

110 ppdl ——、 
u ti s この 順 g 以 つて 本 硏究— めん 主 

第 5 ( 批 利篇) f 亭1^! ワイン 流 5 代までの 論述 

| ■-1 ナ S より ドイツ 敗 戰に 至る までの 論 ^ 

? イツ 崩 f り 1 始 if - での 論述 



それぞれ 次 Q = 一大 系列 K 

，る ものである 0 
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1 4 I1 H 11 P 

より—® 始 I るまでの 論述 



r 世界 觀 乃至阈 家 觀に 就いての 論述 
第ニ《(建設篇)|邋動の組檝乃1針に就いて » 論述 
i 政策 殊に 對外政 策に 就いての 論述 

r マ ィン •ヵンプ j 前後 s 卷の稱 成 及ぴ關 係は、 大 體 以上の 如き ものである。 若し 人々 が* 第二 绝 
が稀々の積極的找般的論述をなしてゐるのを見て、これを第ー馇ょりも欺要なりとするならば、そ 
れは 一の 間違 ひたる であらぅ。 假りに 同 齊を 一の } 6 ■築に 啓へ るなら ば、 第一 嵇は拣 礎 エ$、 第二 卷 
は上部構築と謂ふことが出來る。亦これをーの植物に !| へるならぱ、前者は根、後荇は幹 .1- -让做す 
ことが出來る。從つて若し人々が，第ー潘に說いてゐる所を無枞乃至輕視して、苒ら第ニ趙に說い 
て ゐる所 を 沄々乃茧《似するならぱ、それは*竟するに某礎エ祺なき上部梆築、根なき粋に終るで 
あらぅ。前者に說くが如き精神及び經歷の抟主にして始めて、後#に說くが如き主眼乃至<此圖も生 
■&- たもの たり 得る ので ある。 . 

而して私は、以下、出來るだ妨*眞質の『マィン*ヵンブ』硏究、その念所探朮の案內役を勸め 
るで あらぅ, 
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『マィン.カンプ』引用鲰文に«いて 

これょ" f 「マ ィン ブ』 內容の W 兜に 入り 、 f f I 寄 3 

11 、我 t QEW —は逐 字 f ® 姿— とし、 一 5 句 も辣 かに 
せず， 以？ t ぶ 性 乃至 1 はすに 努めた •これが S に そ S 文は、 
多 かれ 少 かれ—!.! 2— 免れず、 驟| には- 寸,^ .7: へい、 t 知れない..， 
B らく 我？ S ん で 行つ て 欲しい • I 中に 憤れて 却つ なる でぁら 5 
と 倍ず る。® ほ 我々 の 『マィ r 力 £薄3 には、 一九 一一 一 0 年 版' 一九 一 = 一一 ー年版' 
一九 三 九 年 版 e ■を 第した。 而し てこの 約 十 年に f 三 版の 間には， 明らかに 
f S れる ZJ 外には、 何等 s 本 Kgsl-f I 锰 へられて— •か 如き 
何等の m 除 ▲無 かつた。 併せ § に 附記して K く，， 
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访 一章 生 立ちの 點檢 

I 運命の 地 ブラウナウ 

凡て 物 S は最？ が闲 難で あり 問® である。 全 S の 方 的は 既 S に 付 持 決定され てゐ ると 言つ て 
宜い。善かれ盛しかれ同じくー世を風靡 -|£- るマルクス3『 -« 本論』は『商品の分£を以つて始つ| 
たので あつたが ー 因に ♦『資本論』 と 『我が @ ひ』 を 對 比される ことは 馨者 共に 不本 恋で— ぅ3 
が、 マルクス _ とヒ トラ-主 f は 世界的に 一大— 的— 在た る 今日、 これ も 亦 一の 免れ 難き 一 
批 & と 言 ふ. へく* 兩 i と 急 QS 比的批 f 暫 らく 甘季 ベ*」 であ 1 1 匕 トラ 1 は 其 著 『マ 
ィン •カンプ』 &ぱ 何を 以 つて 始めて ゐ るか？ 彼れ は 自らの ^. 立ち" その 人甜的 及び 思想 的 生 立 
ちの記述を以つて始めてゐる。 

S は 今日、® 命が 私に その 生 5 S 2 地を ィン 河畔 ブラウナウに 與へ たこと を 奇し集 ひと 考 へて ゐ る。 

篮し*この小さな町はニつのドィツ國家〔3者胜，ドィツ本凼 £ ドィ7.オ1ストリア即ち.トィク 10: & * 



は、 f 倉— 

1111 
，へ If ィ— は， u 血 u LC if II 劣 
して 1 蒿 w 利を 為」 ない。 ドぶ—:-—- 拘 ff る腎、 贾蝥的 活励に對 

1 f る—：^ 4 u I 一人 It 、 而し てこれ 
仙— 地— す •111/1; る。 そ いふ ことょり して， 

P の rorli 貧 — f f up P ひ ^ 
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でナヵ『-ィ.\.カンブ』の3_で翁。この胃_句©中こ旣こ.ヒト‘ミ：： 

If II — h 中- 旣 に" トラ- f II 

i 天の— でもない。 飽くまで 徒 " u I に 於け る 何等の 『神の— で 

I て f 、 I |)の使徒』 



れが 『•ィン カンプ』 の 3 頭で ある。 この 胃 頭 • ： 、 

思想が れて f れて居 f 言つ て宜 い ょく^ ■丨 旣にヒ トラ 丨の 全人— 
i 天の 使徒 j でもない。 飽くまで idu 1 に 於け る 0 の 『神の 使徒』 で 
1 — ：.： ： ：： て gi 』 て t 『血——— I 

でぁる。彼れの信ずる者は精々『運命』でぁり、人類の进砣でぁる。勿論彼れも、後に見るでぁら 



である。彼れの信ずる者は精々『運命』であり、人類の进砣である。勿論彼れも、後に見るであら 
ぅ如く時身气神しを沄キし气天レを云及してゐるの然しそれは結掎比喻以上のものではないっ彼れ 
にあつ ては 恐らく" 『： 大 j t 『神』 も-^ と共に = 人間の 中に 存在す る もので あ P 、 自然 及び 人間 
0合理性以上のものではない。從つて人 |!!1 に合理的にして必驳&る事は、『神』の求むる所であ〇 
『天 j の 命ずる 所で ある。 而して 麻 * は 自然と人冊が作るものである。それ以上のことは、晞史の 
不思誡な‘トか匕即ち述命たるもので&る。 —— そして彼れはその腌史の不思議&述り合せに依つ 
て、 『二つの ドイツ 國家 J たる ドイツと ォ ー スト リアの 阈境に 生れた ので ある。 何ょ o も先づ この 
ニつ© ドイツ 國家 を1つに結合せしめねぱならぬといふこと、血 5: [.3 じぅする者は同ーの國災を形 
成すべき だとい ふこ i * ドイツ 阈家が V イツ 人の设 後の 一人まで も收容 して、 共に 一生 牌 命に® ら 
#, それで 尙ほ啥 へな かつた 時に* 始めて ドイツ： 3过は外に向つて土地を嬰求する權利を持つのだ 
とい ふこと、 それを ば 彼れ は* 『犬 J や 『神 』の關係に於いてではなく虹接人問自體の關係に於い 
て r 運命 j としてこれを把通し*これが達成 $: 以つてその與へられたる〔使命』として&るのであ 
る，而して『そ©時にこそ，鋤も刦となり*その戰ひの淚からは子孫の爲の日*の糌が生じて來る.| 
言 ふので ある。 



〔S •一〕 技に 我々 はヒ トラ ーの思 想の 近代 忭を 见ることが出來る。ルネサンス以前の政治恐蚀に於い 
ては、 所 かる 使命は 大抵、 3』 『天」 Q 名に 於いて 把 N された ものである。 f にヒ トラ 丨は淹 
石に、.：3山.'ト ^ .マルクス十 ^ 以後の恐想來だけあ 0 て、斯かる反嵌史的な把2:に的らず、翊的ここ 
れを入 間 的 賄 史的 關係に 於いて 把 抛して ゐる ので ある* 

c Ef u 〕 ヒ トラー •か ブラウナウに 生れた は I A . ベ 九 〔キ PH 月：. 十：： □であっ た。 而 して 彼れ が この ^ を进 
いたのは、 ミ H ン へ ン市件 後の 一九二 P 4 年、 獄中に 於いてで あるから、 常時 数へ 年：- 十六 歲で あった 
わけで ある® 

ヒ トラ ーにとって巡命の地=ブラウナウといふ所は、可なり詳しい地圖でなければ、地圖にも弈 
恩に 出て 來ない 小さな 町で あるが、 ドイツ人の 間、 或 ひは 少 くと もヒ トラ 1 等の 愛國屯 g 者の 間で 

は、 一 Q—sf なた 所ら しい。 彼れ は UQ 町 y 就いて S 次の 如く 
記して 居る。 

r それ 許りでなく、 更に 別の 船に 於いても この 町は、 我々 の 今日の 時代に 高く 资へ て释 許を 與 へて f 
今から} G 餘年 前、 - J の 眼に も留ら ぬ 小さな 町は、 % トイ ツ晋 を換き 立たし むる ^ 劇的 災禍の 舞械 とし 
て、 少く とも ドイツ 年代記の 上に 不朽の 名 シ脔 むべき 榮费を 持った のであった 0我が酣阀の最も趙しき屈 
辱の 時 〔譯泝 n — ドイツ •か 佛 阙 ナボレ オンの 糾蹄 •卜に 蹂躪され た 時を 意味す〕 j 介の 得 緒 商に して 頑 强な 




今から} C 餘年前 "この 眼に も留ら ぬ 小さな 町は、 全 ドイツ 國圮を 湧き 立たし むる 悲劇的 災禍の 舞 ^ とし 
て、少くともドィッ年代記の上に不朽の名 ^ 脔むべき榮掛を持ったのでぁった0我が酣^の最も甚しき屈 
厚の時〔-蹕者肫—ドィッが佛阈ナボレォンの糾蹄ドに踨躕された昤を意味す〕|介の街緒商にして頑强な 



「 ナ ，ォナ リスト」 たり フランスの ^ 對请 たりし = ユ ールゾぺルグのョハソネス.パルムは、その不宰の時 
に 於いても 尚ほ愛して已まなかった祖阀ドイツの爲に*この地ブラウナウに斃れたのであった。彼れは" 
彼れ の 共犯者 = a リ IF . 確に 言へ ば その 中： 犯 者 達 =レ才ごゾユラーゲル等の名を明かすことゃ顽として折否 
した。 而も 彼れ も亦シ H ,丨ゲル等と冏じく、或る政府當局者に依ってプランスに密倂されたのであつ 
た。 アウ グスブ ル ダの 管 視總監 はこ のん ret しき 手柄を 立て、、 後の ゼ ー ヴェリ ン v ? t の ^ 家に 於け る 新 
ドイツ 官胱 の投範 を 示した のであった 0 〔譯者 ft — - fe ' l ヴェリ ング とい ふ 人物は、 戰校の ドィツに 冬 ^ 內 
相を勛め轱枝郴をー手に萃抿し、ヒトラー等を盛んに诹颶した男で、社 1^ 猓切っての腕利きと謂はれた |««1 
黨の領袖である。磘かナチス杷檷骱に死んだ笄であ令〕 

この ドイツ 狗敎の 光輝を 以 って 飾られた る イン 河畔の 小さな^' に、 费紀の 八十 年代の 終り 明、 血統 的 
には バヮ リアに 颶 し" 阀鹆的 には ォ ー スト リアに 艇 して、 私の ^ 親が 住んで ゐた ので ある。』 9 •一— •し〕 

ブラウナウ •か ヒ トラ ーの生 泥 術 成に どれ だけ 影響した か、 搌して 彼れ が 他の 場所に 生れたならば 
今日の 彼れ で 無 •£ った かど 之は、 時代が 英 f 作る か德 •か 時代を 作る かの 問 f 共に、 一個の 
問題で ある。 が、 见に 角、 彼れ は その 出生の 地を 斯かる ものと して 把捉して ゐる所 に、 彼れ の 世界 
觀乃至 人 虫 觀が旣 に 窺 はれる であらぅ。 
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ニ 幼少 時代の ヒトラ 丨 

運命の 地 = ニつ Q .— ツ證 Qiy 生れた 彼れ は、 それから f 2 つ 交？ 彼れ© 幼少 時 
代は-;:^ なる も Q であつ た*? これに 就いては 主として 彼れ 自身に 語らせる。 波れ は先づ W 親殊 
に 父なる 人に 就いて 次の 如く 語つ て ゐ る。 

r 父は 思®— 甚 として 動め •母は 家政に 產し 、何ょりも 先. つ？ 子 s 達を 何 s ■も© ら ai を以つ 
て 育てて ゐた •こ s 頃 s ことは、 私 si には* ン S-S かし か M つて ゐな い。 とい ふのは、— ならず し 
て 父は、 忘泛 g-；; た Is 町 1 つ V、 ィン 河畔？ 流へ と 下. C、 パッサゥで 新た— 地 位 こ 就か ュ 
ぱな ...なかつ たからて ある。 卯ち ドィッ 本國 へと 移り 伐む ことにな つたので ある。 

當 W のォ 1 K ト =ァ® 蟹 s 身 q 上と い tea ， 全く 「玆」 Q . g きも つた。 そ 許 もな 
くして 父は また リンッへ f れ 、其？— についで 1 した， だが、 忘1 も 年老いた 父に とつて は 
謂は ゆる！^#」 を f も e 5 なかつ た •父 a 旣 ii そ 1 e 時から， E しい 小 霄 S 子 
として 家に 安 M として— ことが 出來 なかつ た。 1 れ は、 當時朱 だ 十 1 に，, 充た ない 幼— を以 
づ て、 SV . ザ s ひ 故鄉ヴ ァ< ド 7ィァテルか飛ぴ出し .* のであつた。「經粉」ある村人の諫めも抒かず、 



— 38 — 



E は ゆる ss」 I 味す K ■も QS なかつ た •父 その子 供 e 時から、 E しい 小？— S 下 
として 家に 馬と し Hit か岀來 なかつ た。 1 れ は、— 一— 充 たない 幼— を以 
つて、 甚 ひ 故 鄉ヴァ <ドフィァテルな飛ぴ出し .^ のでぁつた。「經粉」ぁる村人£めも抒かず、 



ゥィンへと漂泊ひ”き"其處で成る手化琪を習ひ始めた。それは釗忡紀の 7/. 十ザ代のことであつた。婼か 
三 グル デンの 旅 ^ を 持つ て、 H 當もな しに 世間に 飛び出す とは* 全く 悲壯な 決总で あつたに 扣逋な い 〇 卜 
一一! 歲の少 平の 彼れ が 十七 歳に なつた 時には、 旣に 1人前の職入の修菜を丫へてゐた。然し彼れはそれに滿 
足することが /11 來なかつた。寧ろ反對であつた。當時の彼れの長い問の窮乏、絕ぇざる辛 -¥: 1艱難は、彼れ 
をしてその折角の手仕事をばまた腌めて、何かモット「高級」なものに成らぅとの決心を问めしめた。 © 
つて村に柯た頃の贫しキ、少年の彼れには、牧師樣こそは入間の達し得る般高の者と思はれたのであつた 
が、 今や 人の 視野 を 著しく 擴大 させる 大都會 に來 てからは、 官吏と いふ 職 こそ 最高の ものと 思 はれる に 至 
つた •阳苦と艱鲱の爲に半ば子供にして旣に「老成」せる者の不柯の精砷を以つて、この十七歲の若者 
は、 彼れ の 新たなる 決心へ と 凝り 進んだ。 —— そして 遂に 官史 となつ たので あつた。 確か •約 二十 一一; 年の 
後に漸やく13的が達せられたと記憶冲る。何か一かどの者になるまでは斷じて壤かしい故鄉の村にも歸る 
まいと、曾つて技しキ灸年の身を以つて心に念じた祈願の條件も*今や货現されたかに見ぇた0 
n 的 ^ 今や 達せられた。 が、 故 鄉の村 では、 雅も較 早 この 昔の 少年を 思 ひ 出す ことが 出來な かつた 〇 t 
た 彼 わ. H 身 も旣 に、 村に 親 L み 無き 者と なつて ゐた • 

父は 前述 S 备 i ハ？ し r - 遂に 退官した ので あつたが、 然し それから ★彼れ は 一 

日と して 「無 爲の 

A J として 過す ことが 出來な かつた ので あらぅ。 彼れ は 上 ォー スト リアの 小さな 市場 町 ラム バッハの 近く 
に 土地を 買つ て 耕作を 始めた。 斯くて 彼れ は， 長い間の 困苦に 充ちた 生活を 迴り |§ つて、 洱び父 組の 菜 〔酉 
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姓.〕 へと 立ち 歸 つたので あつた ^ (s. 2— 3) 

百姓から 出て 西 姓へ これが ヒトラ ーの 父なる 人の 生涯で あつた。 而し てこの 父の c frk rsi ,!t (D 

ラム バッハ 時代から、 ヒ トラ ー の 『理想』 乃至 『思想 J が 漸次 形成され 始めた。 これは ヒト ラーの 

Nationallansmls の 思想 形成の 道行 •即ち 單なる Nati§alist (國拢 キ：餞 技) から 史に SONS 
(社 # 中 一義 者) にまで 成り、 遂に N ^; ona .r 2 ialist (國民社會主義者)とまでなつた思想的迕行 
を、後に明らかにする上に笊要と思はれるので、左にこの時代に就いての叙述 5: ^| 用して |2. る0 
Nationalist の萠部 は 既に この 時代に 出始めて ゐ る。 

1 !*この 11:: '代に私の最初の狎1想が形成された。當時、戶外を 66 け廻ることの多かつたこと、 ^ 校まで |1 111 も 
涛 かつた こと、 殊に 母が 幾度と なく 心配して 巳 まなかつ た ほど 梅め て 腕白な 子供達と 義 して ゐ たこと 等 
は、 私を して、 先 づ 何ょりも、 閉じ 浦り 屋以 外の 者たら しめずに 逋 かな かつた 。從 つて 私は、 當 辛 ^ ほ自 
分の 生 迎の議 などに 就いては 治ん ど 何 4 へて 辟な かつた が、 然し 兎に 的 •私の 父 S な 純 勝には：^ 初 
から f しても 共治來 なかつ た。— ら旣に . If 品荇 れ少 かれ i な— の 中に、 

私の " ^ の ^ 能が自ら修練されてゐたと信ずる。私は小さた首領となつてゐた。この小さな符領尤、 ^ ^ 



< タ ' fjx RL -免ナ- 房 ^ ダの 穿たら し ^ 彳 に ^ 力な かつた。 從つて 私は、 當毒似 ほ自 
分の 生 此の 議 などに 就いては 治ん •と 何 4 へて 尻な かつた V 然し® に 約 •势父 S な！： 勝には：^ 初 
からど とても 共 沿來 なかつ た。 登— 旣に •1 の間荇 St れ少 かれ i な— の 中に、 

私の ^ 說の>能が自ら脩練されてゐたと信ずる0私は小さな苜領となってゐた0この小さな芮領尤、彤交 



に紇 いては 樂に FL っ 常時は 極めて 熱心に、 妫强 したので あった。 が、 それ 以外では 、可成り 手に 餘る代 物 
であっ た。 私は、 ^2 な時には，ムバッハの肘院で们歌を敎はつたので、敎 ^ の素晴らしく糊やかしい谈式 
の 莊践 さに陶 醉す るの 絶好の 凋锊を [1 々得た。 その 爲に 、竹って 私の 父に とって 村の 牧 邮樣が极高の砰想 
であつたと [..1 樣に、當啡私にとつて長老探こそは求むべキ、於高の现想と組 |1 れたのも*無理ヵらぬことで 
あつた0馊盼少くとも1時は、私は斯ぅした考へに闪 |1 れたのであつた。然し父は、热にその子の論卑好 
きなるを見ても、その爲に別にこれぞと 3 つて1 |- 供の將來の爲に何か“利な判斷をドしてやるほどに、そ 
の辯雰 才能を 高く M する-」 とが 出來 なかっ たと 今 また 長毳 になら ぅとい ふ 少年ら しい 考へ 
の起つたのを见ても’勿論これを理解して钻れるべくもなかつた“父は’私のこの性格上の分裂をばたぐ 
氣 m ひ 乍ら 見守っ てゐた 技で あつた。 

果しで谀際にまた、この私の長老様にならぅといふー時の憧れは |{!| もなく消ぇ失せて、私の氣性にョリ 
良く ^ 合した 希 菌が 代つ て 現れて 來 たので あつた。 私は 父の 賭 ^ を 搔き廻 して ゐる ぅちに、 革 -^ に關 する 
色々 の 本を 發 > i した。 その 中に" 一八 七 〇 —— 七 一年 &祠佛戰爭に關する普及版もあつた*七れは冏鞞爭 
當時の /{1 版勿で、ニ卷から成る揷繪人りのものであつた。この本け今や私の愛 ^ 辑となつた。そしてその 
& 大た 英雄的 褚は 、やがて 努樊の 內部的 精神的 普と なった のでち た ご」 の 時から 私は、 i 乃 
至車人に何等かの關係を苻する /1 ゆる瓚捫に對して、益々熱中すろやぅになつた* 

然し この ことは また •私に とつて は、 別な 點から も m 要た 意 箱を 持つ もめたら ざるを 得な かつた。 私 



?: i! !1y I 於ぃ てで！， へ f iis は—?,“ 

f r uw ' A rr 何 か——? 有— れ ば、— る 

そ^-我々！. 他の 凡ての •トィ ツ人と 同じ ドィツ人では .ょ、 のか？ 

て Hy ™ f ! rH”uf ii —。 而し 

I * f f 

それは 何 放—— 理 wf か出来な かつた。 5 r 〕 

三斷 じて 官吏たら ず 

Hri さ 12 ピ I 霧 は、|ら|‘ 

業の1=1$』|いて0父忘2で|ぅ。斯言§は何處にも有り勝ち^ 
敢^^^ i で—、 ヒト Ifi ては それ— り 深 f の 
. I は？ ては ない 4 少なく ± も大 な— ひ— して 突如 死んで 居るの でぁ 
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Ml I 唐』 證の 11 る 

敢^^^— で—、 ヒト Ifi て— が 可— 刻— 
•グ -2 は 憤 夕て はない 力 少なくとも 大な— ひ— して 突如 死んで 居る ので も 



る。 と共に、 これ も、 m に 親子の 謂は ゆる 『 新舊 思想の 衝突 J と 見ら るべき ではなく •古き Nati - 
sansmus と 新たなる Natiomilismus との 衝突と 見ら るべき ものが あるので ある。 以下 ヒ トラ ー 自 
身を して 語らせる。 



r 私は 勉强せ ねばならな かった • 

父は 私の 性格 全 粒から 兑て 、殊に 私の 氣質か ら見 て、 文科 系統の 中织校 は 元来 私に 不向きな ものと 結論 
し 得る と考 へたので あった。 父には、 寧ろ、 贲菜彤 校の 方が 私に 適する 棟に 思 はれた ので あった。 殊に 私 
に閟 « の 才能が 明らかに 現れて ゐ るのを 見て、 父は 一屏 この 意見を 强 くした •父の 確 信に依ると、闽钹は 
ォー スト リアの 中枳校 では 全く 輕ん じられ てゐる ものて あったの だ。 然し 父を L て斯 かる 意見を 抱かし め 
たに就いては、恐らく、父自身のこれまでの生活上の苦势も與かって职囚してゐた。その苦努の經鉍が彼 
れを して、 在米の 某 本 學科を 非實際 的な ものと 思は しめ、 比較的 輕 くこれ を 評 似せし めた ので ある* 然し 
その 根本 «( 因は、矢狠り父は‘彼れの讥子も彼れと同樣に當然官災たるべきであり、是非さぅさせねばな 
らぬ とい ふ 意向を 持つ て ゐたこ とで あった* 父は 自分の 少年 時代の 苦勞 を忠 ふに っけても、 その後に fig た 
彼れの官史の地位をば、それが全<彼れの鐵の如き不屈の勤勉と*::1らの赏カとの結果に他ならなかっただ 
けに •人一倍 俥い ものに 考へ たのは* 全く 無理 もない ことであった の だ〕 この 父の 自力 成功者の 自 ft が 彼 
れをして、その息+をも.：1分と同等の.出來るならば勿論それょりもそット高い.社會的垧位に就かせた 
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! 乂は 、彼れ— の—— て 今ゃ •そ！ 立 f If ら 
め. 1 る.. if , てゐた たけに、 ー胯その感を强ふするのでぁつハ。 

，父 f 4 nllf が， 1 に 1 f f 
して ふ > / ない こと でぁ つた。 從 つで 父の 決心は 器 策 l . I 丨 

t た、—、 き ^ 

HI— るな •ととぃ f ,、 i で— is fL l/ ?? rlr 

^ liimsnlfh . iih 

と 考 へられ. 父— 來 の—® 31 にも 蓉し f いもので ぁつた . 

而 へ— 金ら ズ燈、 i へ— つ— に立—ざ — i つ こ。 

十一 i つた か — f i たが， f I 父への 反 — f 父 

丨 卜 kff 秀 II 、 飽く 4 詰に f として 抑 f ぅとした。 f 

子 1 、冉 分に 全く 合は ない 或 ひは 少しし か 合は ない 考へ— $ るに 爵 I 情 h つ r 

来："” H - I 為— た。 拙 i も f i * I 馨？」 ！ 

H I い— た，—、 I 、 IV — 父は -fh 

I して—- ニ ！— flIiMf と」— ぁ—. 
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• 4( 气」 き:: は 少しし 客は ない 考へ— 穿る に贸 1 情 震つ々 

/* .| 1_と， る 為 か 金つ た 。 f の—も 「 f し 叱 f . II も 記 r 」 と 5 

ハ——-, まいと 思つ た 、 K じて、 赖 •して、！* いと 思つ た。 父は. ;^ 

細—」 篇 f f — IIMI 」—!? の P 



却つて悉く反對の効汜を來たした。自由の無い人間としてひたすら役所の室の «|» に坐つて*思らねばなら 
ず、 .11 っ.：2分の時問も21出に使用することが出來ないで*1定の命ぜらゎた沏の+へ自已の全生涯の肉容 
を當嵌めて行かなけれぱならぬといふやうなことは、考へても私には全く欠伸の川るほど不偷快なもので 
あった。 

このことは又、正に他のあらゆる者ではあり 11> ても、少なくとも世間の謂はゆる「凍順しい」子供でだ 
けは なかつ た 私に、 果してい かなる 考へを 起させた であらう か？ 學校の 方は お 話に ならぬ ほど 樂だ つた 
ので、 私は 室に 居る ょり 1外で太矂の下に飛び廻って屏る方が冬かったほど、多くの暇な時問があった。 
若し今3!、私の政敵が、御親切にも、汴意深く私の屯涯を常時の少年時代に至るまで仔細に吟味して、こ 
の 「ヒ トラ 1 J が 少年 時代 旣に 如何に 我 忮 なら ハ ® 戯を 行ゎ ® った かを、 心 ゆく まで 明瞭に して 奥れ るな 
らば、 私は 幸福な りし 當時の 思 ひ 出でから 今日で もな ほ 與へ られる •ものの ある ことを •天に 傅 謝 r る もの 
である。 苺 照 や 森は、 當時絕 ゆる 間 とてもな かつた 父との 「對立 j が 何時も その 憂さの 逍り 場を 既 m した 
ところの 私の 演武 塌で あつた。 

憨 々饩菜 學校へ 通 ふやう になっ て も •この 狀態 には 殆 んど變 りなかった。 

而も <逢 は 更に、 新たなる 對 立まで 必然的に 起っ て來 た。 

私を 官吏に しょうと いふ 父の 意向に 對し て、 官吏の 職 そのものに 對する 私の 卞 •叆 としての 嫌 避が 料 立し 
てゐただけの間は、この跑突はまだまだ我慢の出來るも， 1. , ) であつた。その限りでは、私は自分の考へ1>描 
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U 秘 rf 抑 i —、 f Ks」llf I 
f て g などには なるまい ぞと 自分で 秘かに 固く 決心す る だけで、 心— 落 で 1 

r i; H”!^ L t J Ji 。 ！ " 、 II し ー 艺-っ 層 か 意 

hh^u fa 

と’ ふこ—、 ッノキ 1 .、f n と— のこと、 私は—、 美- * 家になる .へき だ 

i L ; H n ! I . 、 :l !!iili —、 

決—!! 出 hr 浮 nH:pd:lf 

「 i に？ 美術家に？」 

ia^ ia 

翠 音 、 f i 窗 ■11 時 • I から 

- 1 r 乂の & g は 1 全く W 純 2 つた。 私に W 涅 Ai つ ctl — , i 

!fv ご—. 2111 た， f ふ—— 

「美 1ミど乂しの眼の黑いぅちほじて許さない。」秦ふのであつた。が，彼れ？供4.— 



?! ri:ll 

「 I 家：, ~ ど- わし、 の 眼の 思い ぅちは斯 じて 許さない 0」 i ふので あつた •が. 彼れ？ f 



く 他の mQS と共に、 彼れ と！：！ じほ 冶 情な 性— も 彼れ f 4 益い I たので、 これ 4 彼れ と 同 
嫌の ■な 答へ を 1 した。 たく そ S ;、 の 言 ふまで もな く 反對な だけで あった“ 

兩 カ3に ^ 張って讓らなかつた。父は 0[1. くまでも彼れの「斷じて 」を 55 てず、私は私の「どうあら 

うとも」を言ひ狠った* 

この 艰は勢 ひ 史に將 だ 面白くない 結果を 來た した 。老いた る 父は 不^-嫌と なり* そして 私も亦 父を 大 * 
に 愛して f たけに、 ひど <氣货 益くな った •父は、 勞 將來髮 にし S ひたいと いふ i 々.ば 想 
<拒否した。私は私で逬にー步進んで、それならばも5勉强などはー切したくないと赀言した、老いたる 
父は 今度 錳 萏の 權咸を 容赦な く 押し通さう.^ 扮 り 出した ので、 さうな ると 繁 右の やうな 度々 の 「宜 
苜」は、その宣言しただけ却って馬鹿を兑ることが必定であった*そこで私はそれからはロに何ごとも言 
はず、た|钗行の上に移して父を脅かした。 |4 は、父が若し苡菜學校で私の成紹の惡いのを见たな 
ら 、厭 ヵ聰で も 私の 夢み てゐ る宰福 へ 私を 向は せて 吳れ るで あらう と考 へた。 

この推測が當ってゐたか何うかは私は知らない0兎に角先づ、慼校で私が0立って不成縯であったこと 
だけは 要 2 った。 私は f 枭科 だけは i した •就中、 として f ら 5 と 思 はれた も 
のは 殘 广ず ^ 强した0反對に崔家として大切でないと思はれたものや、さうでなくて_^私の興味を餘〇敢 
かなかった ものは、 完全に これを サボっ た 9 この 時分の 私の 成瑣 は、 科目 h に 於いて 又 その 評 鮏 上に 於い 
5ねに極 ^ から栩糊を-ポしてゐた0「優」及ぴ「斑」に拉んで「可」もあれぱ「不可」もあった。地埋の 
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成控 ず，； けて— り、 世 祭 安— は筲 それ 5 上 f - sf な嚣 ST は、 私は 5 
四 若く して旣 に ^ 命 的ナシ ヨナ リスト ‘ 

ヒ トラ-は、— の 如くに、 I を I i へて ゐた 父と 將來の 問題に 就き 激しく 讲 
ひ、 そ QSII — し S でぁつ たが、 然し こ Qf Q 『カンプ』 S く i かな かつ 
た。 何—、 こ QSS に 父は 突如と して、 彼れ— 時に. 死去した か— 而 
も— S には 吾 ま— ひ. 彼れ は 十 11 公 t f て 彼れ の 父が 十三 歲こ 
L - C 1 に ウインへ と— らひ 出た 如'. 彼れ—? 供に して 『何 か 一 かど I に 成— 
とて一？！ し —以外の 一 ウインへ — S ひ 川& けれ ぱ なら 艺 つたからで to 

が、 看し— 盛いて g — に sf にし.？ 我々 は、 この 少 SS ち努 ウイン ヽ 
出 f て s ,= 代 ii 於け— れ Qli 5 て— U — しょぅ。 II して 言へ ば、, JQ 時；^ 於 
いて 踅 彼れ 黛—— t でぁ つた。 彼れ はこ® 時？ M 想して、 M じ 4 W -I U 
「雨 親 Qf て J Q 中に、 次の 如く K して ゐ る。 
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i ) - - * 5 t 2 c ん 一* iff 氐 ^.拉 す ズ <7: - つ インへ 

=1 」 卩代 f 彼れ Q — is て— C 含し ょぅ。 II して 言へ ば、 こ® f こ 於 
いて 霞れ — py 1st で—。 彼れ は ， j S 代 i し V-- 、 F2 l -l M 

「 E 親 Qf て j の 中に、 次の 如く K して—。 r 贫 一 f 一 章 



r その後 久しい 年 月を經た今日、當時の成果を改め -< 眼前に檢討して見る時*私は特に苽盟なものとして 
次のニつの剐鞞な雄赀を見る。 

第一に、 私は ナチ ォナ リストと なつて ゐ た。 

第二に、 私は 舲 史をそ の 怠 義に 於いて 理解し 把握す るに 至 つれ 

F 4 ォース ト リアは 一の 「多 民族 國家 ( Nationalit 2 tsstaao であつ た 0 

乙 の茁议 が 斯か る阈 家に 於け る # 人の n 侬中： 活に對 して、 如何なる 意義を 苻す るかは、 銀 竞 、.卜 イツ 本 
阑め國民には到底 I 少 くと も當 時は I 理解し 得る 所ではな かつた 0 彼等け 獨佛硏 饼 に 於け る ドイツ 軍 
§埯鉍に充ちた规旋があつてから以後は.：11を逐うて益々他2に於けるドイ.ソ民族といふものを疏んず 
るやうになつて55た。彼等の一部の如きはこれを最¥全然杖甫することが出來ず、或ひは麦た敢へて纹 £ 
しょうと もしな かつた。 特に 彼等は、 •ト イツ •ォー スト リアに 關 L ては、 その 腐敗 喂落 せる 王朝と、 その 
根底 に 於いて 依然 健 金なる 闹民 とを、 餘り にも 簡犁に 混同した ので あつた。 

若し ォ— スト リアに 於け る ドイツ人が 钗際 に® 秀な血 統で なかつ たなら ば、 ォー スト リアは 一の ド， ツ 
同家で t とい ふやうな 誤つ た？ を ドイツの 中に 起させた 程 S 大な餚 を、 人 n? 一 1 SSS 
ォ- スト リア〕 に 印刻す る だけの 力は 到底 持ち 得な かつた であらう ことを、 人々 は 理解し なかつ た。 ォ ー 
スト リアは 一の ド <ツ ^ 家であるといふが如き考へは*なろほど诹大梅まる^^を伴ふーの妄 1| ではある 
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!— るか ！ f ! I ? : l h !^^ 

e スし— つて ドィ； ，本 g を _y に 東方に 守備し： トィ X® が® こ f fl 

一一 】 puprsy マ ？… if 

jl—1 い 1 れ I。 费し、 11 •1 るべ— f I 

-F .! l! :pw !I ffl© ^::H «t-r H:n'luiH! 

人 「 nunrr —ー 人—?? f もぎ？ …礙- 
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して 行 はれ、 — f y cf oi ^H^^HH 。 0 : 」 ® 1 f- 

if 1 



若 入 SI ' 劳入 が斯く SI s S -— L ! い と 4 ん V 5 M ける i S V t こと 患 解 
し f で| ぅ。 彼辣は 斯くて、— 獨 . Hs 方法と i とを W つて'！ - ng . B 31 ;i 於いて、 その 腿 ひ 
を KSS せんと 努める。 彼等は 卯. トイ ッ的な 瞅を瞅ふことを扭み、ドイッの惮人から搏ざけょぅと3れ、ば 
さォるほど、您々以つて « 々これを « 拜するに至る。食べる.^の.^貧べないデ'貯めた小錢を大 \ » ば川位 
にと & み 立てる。 彼等は ドイッ人なら si に對 しては* m じられ ない ほど 耳 ざと く、 间 時に また 反抗的 
で—。— ら れて畜 分の 民 1 を附 け* それが 爲に 创 せられた り 打たれたり」 て さへ も、 却つ て 
tr 七 斯泛彼 f 小さく して 旣 u 大人 el な 贤である。 た ミエに して 彼等の 方が、 ョリ 實に 
して |1 つ3リ芷しき心 .« を持7てゐるだけである。 

私 4 つて •比 校 的 年少に して 旣 に、 HT スト リー：；；： i ■に？' 加す る ことが 出來 た。 语 地方 及 
ぴ學 マ Sg 爭 され、 矢 g - 菊と 黑 赤金 5€ K ? sliFg =^ ドイ * w 旗 3 SS に ょつ て® 
氣 = g めら れ - r 率 3」 の 叫びを 交は しで、 制止 や 刑 K も g と 4 ずに、^; 帝 g 狀の 代りに 「ド イチ ユラ ン 
ド • T パ 1 ブル レ ス つたので あつた。 謂は ゆる 「民族 M « J 0所3者涵が、 ^ ほ自 1<5 族に3|い 
て そ SS 上に！ 5 んど fr - ts 無 かつた 時代に 於いて . f 少年は 斯泛 政治 g に瞀 された ので あ 
つ 大和は 公 叫旣 にどつ ち JOW 力ず SSW ハ. 踩に s して ゐ なかつ たことは， 哲ふ まで もない。 やがて g も 
な <私は熱烈なドイッ2褅. 3 : . 龙省ー1>6| 0- 5 » 〕となつた〔 |£ :10 (& しこれは今日の我洗2 ^ 念と1 
勿論 同 •しもので はない- 
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、私、 '? 驾 ala.ti 、一^^ 5「象家.^您 0. 

® デ 而 し ミ——、 f f — 5 」gi てゐ 

SJS : に 1= ふ 「ドイツ ナチ オ T どとは、 「ドイツ ナチ 才 T レ • 7 オル クス •パルぶ」？ 
5 i ! る トィ ツ^^ 济 流の 取なる r 粹的网 家 ホ转を 想 味す る Q でない かと 姐 はれる Q 

r—sf K _ とその 根抵 i て I 健— る 1 • I 的——? |自 

ralf : 3 rillg 或 ひは 國錤 民族 產 ) ( S — コ 101 1 の和迻 

I とは、 1 S 21 味 q 之で t ぅ t 『王朝』 垚 1 為く ■1 を 1 

く 政治— 味す る も Q で？ 本人 H と？ は 右 Q 如きと と— 理解，， -れ 2 い 所— 
る。 或 ひ け、 人— 5 •他 念 H 52 、 f .へから ざ, 〇 1 な.— さへ 問え 
る* も 1 な」* 我々 は これらの gf ぱ构ほ 後の 間 f し‘ ヒ トラ 1 の續 いて 說 いて ゐる对 
の 彼れ SI 益いて £か マ？ B 0 雷硏究 愚は、 彼れ をして 斯く も『不轻 な— 

B 者たら しめた もので あつたの ^ 。 
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るか も 知れない。 が、 5 は これら 品 fsss— とし，, トラ 1 の 思て 說い てゐ— 
の 彼れ Qf S 益いて £か1 ?2 の 11 は、 彼れ をして 斯く is 」 I ® 
B 者たら しめた もので あつたの だ 0 




r ハ ブス ブル ゲ不 •阈の内情を何等硏究するの勞をとつたことのない入々には、右の如きことは恐らく充分 
理解され ないか も 知れない。 取 校に 於け る 世 抖史 の敎 宵の みが 能く、 この ^ に 於いて、 旣に斯 かる 發 M へ 
の荫芽 を 必然的に 培つ てゐ たので あつた 。これに 反して、 ォー スト リア 特殊の 解 史なる ものは、 これに 寄 
與するところ極めて少なかつた。押際この國の浬命なるものは、全ドイ.ソ ^: 族の屯活及び發妝と槌め丫密 
接に結びひいてゐるものであって、これをドイツ史とォーストリア史とに分つが如きことは、到 /«: 考へら 
るべくもないのだ。然り、さればこそ、ドィツ_が^2ニつの勢カ ^ 2に分裂し始めた時、その分裂は寅 
に ドイツ そのもの、 歷史 となつ たの だ 0 

ウインに 保持され てゐる 曾っての ドイツ 帝 國一 :逛 〔神聖 ドイツ •ロ ーマ帝國〕の帝印は、不可拟钱な® 
法の如くに、一つの永遠の共同體の拽保として作用し績けるやぅに见はれる。 

ハブスブルグ阀家の崩壊の時に當つて、ォーストリア.ドイツ民族の發せるドイツ母國との合同嬰求の 
切なる 叫びは、 讶に 、全 ォー スト リア • !• イン 民族の 胸 成 深く まどろんで ゐた ところの、 片時 も 忘れぬ 父 
なる ^ への 復歸を 希 ふ 感情の 迸りに fill ならな かつた 。然し 乍ら この こと も、 若し 各 オ ー スト リア •ドイツ 
人の 勝- 史教宵 が斯 くの 如き 一 ^ 的 思 裕の原 因 V なかつ たと したら、 到肤 理解 さるべく もないで あらぅ。® 
史敎育 の 中には、 一の 汲め ども 癍き せぬ 枭が ある* この 泉は 特に 忘却の 時代に 於いては、 無言の 铯街 者と 
して、 一時の 安樂を 起 越して、 絕えず 過去への 回想を 通じて 新たなる 未來に 就いて 囁く ので ある* 

謂は ゆる 中等 學 校に 於け る 世界史の 敎 育は、 然るに、 今日で も尙 ほ甚 /•■* 芳しから ざる ことは 冒 ふまで 4 
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どヲ こ-*- を珣 f II は— か 嵌 

4 のは 決して、 蜃上の 年代 や琛 を 丸 e しした II の 目的と いふ 

,赛盗溶*1、，|?,い：!*^ネ！1なぃ^ふ$ 

3 が 何— — の—— いたか、 凡そ f L. (hl::1 邱爲— 又 pi でない 所 
|肝贫問3忑ないといふことである：丨^'1,,:てミ|ぅかといふ穿ことは. 
si。 f と；；、 令ぐ 与て、 fK 層 H 

歷史を 「喫 4」 とは、 我々 が 器 ？ 

f ,? の 還た— e 力 If 邊 れい ， ftr > T - r ° t , I i ^ i 果 が， そ— f I つた 

•?llf 」 v へ —— S む ，" 

— i . f sf si.t p w.p i-A ilis 

- A«f I?I— 

flaa .^in 

•ト ••へ ッ iff つ 3」 i-i iufii — —、 レ f 

く、 PI 辛 f i u c- ( If 热 f 与— の 心 I へ，^ でな 

— 111 iihu 
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I? 

<' p-f ,0——,^^ ?- 

t 彼れ は その 火の SISVW つ 5 で— を. ， -—/、 . 為つ て、 この 老人— ひ 出 

<1 をす つ 力——、 これを— G 代へ 4 し 去り、 






何个^7"もの 5& くの ^ ^ き '|* カ* 11 乾カらぴた勝史的；^私 /- '-,^,出 /. て、これ ^ ^ 々しき ^ ^ |:. まで生かして見 
せた ことが、 幾度で あつたか 知れない。 我々 は その ^ r には、 幾度と なく、 ^ ゆるが 如き 悄熱 v sj き 立たせ 
られ 、時には 感砌 の餘 り、 涙 さへ 流して. 誠 義を肋 いた も s であつ た。 

更に この 先生は、 現在から 過去を 說明 L 、 過去から 现在に 對する 結論を 引出す ことを 知つ てゐ たので、 



我々 は 憋 々以 つて 幸 ひで あつた。 斯 くして 彼れ は、 他 3 何人に も 肊して、粒呤我々を惱ましてゐた日常叫 
題の ;1 てに對する我々の理解を高めて與れた。我々小さき澥の ^ 族的熱犴性は、彼れにとつては我々を敎 
符 する 一つの 手段と なつた。 卽ち 彼れ は、 我々 の K 族 的 8 # 感怵に訴へ、それに依つて始めて、他の如何 
なる 手段を 以 つてす るょりも 速やかに、 我々 腕 甶 速を 取 錨め たこと が 度々 であつ た • 

この 先生の お ^ で、 膝 ■史は 私の 好きな 科 なつた。 、 

それと共に正に私は I 恐らく これは 先生の 轺まぬ 所で あつたら うが I 常時 旣に若 き 革命家と なって 



ゐた 0 』 ( S . 一 113 ) 



ヒ トラー がその 少平 時代に 於いて 旣に 一の ^ 命 的 ナチ ォナ リストで あつた ことは •以上に 依つ て 
明らかで あらぅ。 ナチ ォナ リストとは 一言に して 言へ ば、 民族主義 者 丨國泌 主義者の ことで あ P 、 
その 主義 现想の 爲に 積極的に 戰ふ者 乃至 戰はん とする 者の 謂 ひで ある。 鞑に 一 の 職 槧 としての { U 史 
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l : li ! i a 『 . l MT ] I ゐ… 、例へ i ナチ丨 … 

t 。 t ト f •か— s は ゆ— で i なく ？ w-f て f されて？ へきで あ 
現れて ゐ s - I ® ミ 51 f る5、 斯 かる £に*タ 

五 王朝 的 I 產 、、」 國民 的國家 主義の 相違 

f ( も 同じ 樣な ことを 言つ てゐ るが ー 人 
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• I rtl 

專 i し f, 。 の p 代 pdy ト少 UMf—f 1 

も 同し樣なことを言ってゐるが 八 



間の思想なるものは、勿論素朴な形牍に於いてでは&るが、原則として旣に少平峙代に於いて本议 
的に现れるものであつて、その後の發展はこの少年時代に育まれたものの發肢に過ぎないものであ 
る。 從 ってまた、ヒトラーが如何なる思想及び性格の持主であるかも、その少华時代に於いて、或 
ひはその少年時代との關係に於いて、最もョク窺はれるのである。 

ヒ トラ- rtf 前に 引用せ る 所に 見る 如く、 『旣に十五歲にして私は王朝的な「愛阀主敁」と民挨的 
な阈：水主钧との相違を理解するに至つた。而して私は當時旣に專ら後者のみに益 * 親しむ樑になつ 
てゐヒ。 C C 一一 sc-lon mU fliafze Lr n Jahren zum verstsnd s. s des Untersc ビ edes v 〇 a dynstlsc s 3 

das letztere .〕』 と 言つ て ゐる 。これは l ffi ! どうい ふ 窓 味なので あらう か？ 王银中心の愛 ^| 主较と、 
國民の 段 族 的國家 的 愛國主 g とは、 どうして 異る ので あらう か？ 勿論* ドィツに 於いても ォ ー ス 
ト リアに 於いて も當時 極めて 盛んであった が 如く、 無喑 と王宗 乃至 皇室の 『神聖』 を 拗ぎ 、その 名 
と « 威とに依つて國拔を制呢し、自己の目的を達成せんとするが如き1部附极の愛凼主銪と、1般 
國吟の民肤一砬觀念=同胞一體觀念の自然の迸リたる國.：永丰！^愛：1来滴とは*補々の骷に於ぃて 
異る ことは 明らかで ある。 が、 ヒ トラ ーの言ふ意昧は、染して、單にそれだけの窓昧なのであらう 
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す i 、 付つ ての 『神 f 丨マ帝 

•; , ニ— ept ぅ t •ヒ If ,/.ス/-" 乾いて は. ¢1 货 乃焉 

i 1 u ' g . s-.i rf f ? l ^ os « 

じ ' f n . i.sf f ら f ?; li に 於いて 

の 為し f は/— ilouf — I — 
ヒト f :, :. .!"Igs 运 へて ゐ？ あ / : 2 であ—. ヒト f は そ 

XUPJ^.^USS^Oia J . ?f ,y»y. 

ラバ* 彼れ がそ Qtf - ' ;. 〜？ 'どとは， 今 =3 どィ人 も,. 

l ? L u II .、^ fll n ^ — 

? てれ 碁で！. ず T .: i " f — l€f ” -: .: 5 i ト 

それ 11 > i /ss ぐ ；^ ぽ Hr f f い ； i 

であ . I.f f f f if —jurr 

堂— 技ぃ— TI ' M ru . i の 和 i に gro ヒト% t/ ryt 
となつ て——、. 兄 fs 5 • ぶ ，、. ラは SQ 如く 
."へ 4 , K に 次の 如く I てゐ る。 •？： 私— 時 旣に f 本命》 
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11 0 UI4 私 



『こわ ^ どの先生のドにドィ-ン史を勉强しながら*誰か能く、その王尜の爲.丨斯くも非泣に ^ 以の沉命を 
湃されたる阀家の敵とならずに尻られたであ.いぅか！ 

沿去及び职在に ?1 ;つて、あさましキら己.：： 4> の利益の 1:5 に常にドィッ阔民の剌益を裹 ^ 0米たれる壬朝 
に對 して、 誰か 能く 飽くまで 忠節を 守り 得た であらぅ か！ 

この ォ丨 スト リァ W 家け 我々 ドィ 又に對 しで 微棋 の 说您 J 4 たな かつた こと、 然り 、而 して 今後 も 
si M 八 土 然これ を 持ち 得べ くもない ことを、 我々 は 邛少 と ^ 气とぅして知ムずに尉られたらぅかー 

ハプスブルグ芏莖の所架に，ついて€胺 *41 的認臌は、更に晶の純險にょつで益々强められた。北に南に 
也 ^族の沿索は我がド<ッ圮族の办跄を ^ 蝕し、ゥィ > , さへ{见る'^5>りに非ドィッ的の都と化しで行 
つた n 「 . T - 迸」 は 糙 ^ ある ^ に益々 -/- エコ化して行つた0斯くて、ォーストリァに於けるドィ‘，民族の ^ 
恧の敵たりしフランッ.プエル，チナンド火公が、彼 /| .门らが手を貨して造つた所の磾丸にょつて股れたの 
は、 正に 永 ^ の 正 ^ の 女神の 手、 その ^ 资なキ知议の養であつた。彼れこそは ^ に、ト ^ ょりせるォ丨ス 
トリ r • ス ラヴ 化の 木 ^ であつ たの だ！ 

ドィッ 鬆狺 せられた る贫 •は；：：： - K な もの 1 つた。 馨 のぞ， の极牲 たる や f べき もので あ 
つた。 而—れ に 為らず、 少し W 眼 品いた 表は 何人で 气 その 凡ての i は 結 ■駄な ものである 
ことを 冗め f を很 なかつ た。 而企に そ S 合、 我々 を 最も 逝憾 たらしめ たものは、 その 凡ての 行り 方 
丈、ドィッとの冏既に依つて、访始的に边ひかくされた祺であつた*ドィッとの同盟に依つて、この古き 



冇 ホ •阈に 於け る ドイツ 民族の 徐 + の则滅が：トイツ阈そのものからまでも認界されることになったのであ 
る。 ォ 1K トリ アが栉 變 •』> ず 一の ドイツ 阈であ るかの 如き ^ ^* 外部へ 向つ て粧 ふこと を 心 码て扔 たこの ハ 
ブス プル グ家の 欺瞞は、 12 家に 對する 僧 魁 を耵 め、 遂に これに 對する 激しき 反抗と 同時に 蔑視まで 呼び 起 
すに 至った。 

た 7ォーストリア.；1:肢に於いては、常畤から旣に郸ら「その任に在りし人々」のみは斯ぅした一切に就 
いて何绅知る所が無かった0彼靖は恰かも‘け人の如くに何も分らずに歼屍の側に遊步し、その阙敗の傲歧 
の中にも仰ほ寧ろ「新 0 たなる」生命の衷傲を見出すものとさへ考へて居たのであった。 

若き ドイツ 帝 阀 とこの ォ ー スト リアの 偎阈家 (sch( 5- st:iat) との 不幸なる 同盟のぅ ちに こそ、 後の世 界 
大硪 の、 從っ てまた ドイツ 崩壊の、 萠芽が 含まれて ゐた ので ある。 

私 |1 本锊の叙述のぅちに後に你ほ此の問題を根本的に取扱はねばならぬであらぅ。玆にはた ^ 、私は踢 
竟す るに 旣に 年少の 時に 於いて 次の 見解に 達して ゐた とい ふこと、 而し てこの 見解は それから 骹早私 を 離 
れ去る ことなく、 寧ろた ^ 益々 深まる のみで あったと いふ ことを 確言す るに 止めて 遛 く。 

即ち、 ドイツ 民族の 確保は 先づォ ー スト リアの 否定を 前提と するとい ふこと、 更に、！： 民 的栌情 なる も 

ドイツ 阈民の 不幸に とって 決定的な ものであると いふ こと、 此の a 解で ある。 

私は 當時旣 に lit の 認識ょり して 次の 歸結を 引出して 居た。 即ち 我が ォー スト リア •ドイツ人の 故 螂 〔大 
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即ち、 ドイツ 民族の 確保は 先づォ -ストリアの否定を前提とするといふこと、更 |: ,同民的栌悄なるも 
のは壬朝的愛鴻卞：義と如：|:なる點に於いても1致するものではないといふこと、就中ハプスブルグ王室は 
一 ドイツ 國民の 不幸に とつて 決定的な ものであると いふ こと、 此の a 解で ある。 

私は 當時旣 に lit の 認識ょり して 次の 歸結を 引出して 居た。 即ち 我が ォー スト リア •ドイツ人の 故 鄕 〔大 

ドィツ〕 への 熾烈なる 愛と ォ ー スト リア ^ 家に 對する 深き 拊顢 これで あつた 0 J ( S . ln 4) 

ォ ー スト リア 王室が ォ ー スト リア •ドイツ 民族 乃至 ォ ー スト リア 國民 に對 して、 如何なる 害惡を 
なして ゐたか は、 茲に詮 索の 限りでは ない。 それは 後に また ヒトラ ー が 憤激を 以つて 語つ てゐ ると 
ころで ある。 た r 我々 は 此處に 、不幸なる 王室と 國民 との 關係の 示 咬 深き 一 例を 見る。 ヒ トラ ー は 
何ょりも 先 づ民 抜主_で|。若しォーストリア國«がー民族から(或は|民族に近 3- 近親民族 
から) 成つ て 居り、 而して ォ ー スト リア 王室は 該民族 の 歷史的 血 緣的 中心で あつて、 斯かる ものと 
して 該 M 族の 爲に統 治す る もので あつたなら ば、 その 國民 から 背離した 政治 も 布 ず、 ヒト ラー 
の如き愛國者をして反逆者たらしめることも無かつたであらぅ。否-恐らく彼れもまた、或ひは皮 
れこそ眞に、王室の熱烈&茭持者であつたであらぅ0が、ォーストリア阈家はヒトラーの言 0 てゐ 
るが 如く 一の 『多 民族 國 .灰 J であった 許 & でな く、 その 王室は 何等 その M 民 乃至 民族© 血 株 的中 心 
として 同 B 民 乃® W 族 Q 爲に 統治す る も Q ではなく， か Q 『神？- マ 帝 gj 以來 、謂は ゆる 『神 
の 代理者 J たる n 丨マ 法王を 通じて r 神 』の命を受けて、『神』及び自らの爲に、謂は1<『神』から 
與へられたる私有財韮としてその國 « 及び國民を統治するものであつたのである。極端に言へぱ、 



― 51 ― 




その® 為 念 乃羅財 以上 でず、 これ 墨 5 はう が 普 5 はう；^ f 飛 f うが. 皇 
帝 乃 墨 室 QE 山で あつた？—。 それ UM 泛 S して 何 雲 任を 有 字、 た 2 i に對 して 
责任 |するの みで ある。 この ことは、 歐洲 中世 約 十 世紀に 5 て ■は ゆ. る i 黑 時代 j を 形成せ 
る 『七 ォ？ r 神 Q 政治〕』® 支 1 管 sf とつ 5> —y 理解され— る。 
c CD ti : 代 C そ ,!' け， 5 る 『む K 一 致 j 、 一 r 政 敎 |致』©最も理想則に行はれた時代であつたのだが、同 
t に 亦 それけ そ q fg ： 蘀代』 Q 名® 示す が 如く. 人類 一切 S 步 ©停止され た？ 不幸に して 
f 非 i £ 代で あつたので—。 それ故に— それは、 謂 は ゆる ルネサンス (文明 W 興) と共に、 

雙 s に：^ wisss れ& けね な 会か つた Q で t 。 職業 神托 f そ q ー黨 q 『 神』 は、 ョリ 高 
き 人 SQ 『正 箱の 女神』 に 依つ て、 倒され & ければ ならな かつた Q である。 

I 如仆に 『制』 の 命を 受けて 現世 統 | を 使命と せる 神聖 T マ 帝 s Q 嚣乃莖 繼承各 と 
雖 も、 近 1 Q — で、— に S 1 的 政— 以 つて 臨ん— たわけでは 
な 力 てんで あらう。 が、 私ら 『その 任に 在りし 人々 J = ハ ブス ブル グ 王朝 人士は、 近^,.^ 施 次 
を粧 ひつつ も、 そ Q 古き 政 1 想.^ 脫学る こ— 知ら 艺 つた？—。 のみ t ず、 庇に そ. 
の歷史 6 ; - 科 惡は 如何と もし 難き ものと なつて ゐた ので ある 〇 斯くて ォ ー スト リアに 於いて 丈 •『王 W 
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な 力 つんで あらう。 力、 S 时私ら 『その 任に 在りし 人々 J U ハ ブス ブル グ 王朝 人士は、 近 低 的 施 戈 
を粧 ひつつ も、 そ Q 古姦 1 想から 脫学 t — 知らな かつた Q で—。 Q み t ず、 g に そ. 
の歷史 6 ; - 枝 惡は 如何と もし 難き ものと なつて ゐた ので ある 〇 斯くて オ ーストリァに於ぃて '± 、『王ポ 



的愛國主滴と炚民的(民族的)阈ぶ主鵁の相違』は、蓋し、必然であつたのであり、じトラーをし 

て反王朝的愛阈漪たらしめたこともまた已むを得なかつたのである。 

然し， この 『王朝 的愛國 主義』 と 『國 找 的 阈家中 ： 雜』 乃至！ r 國民的 民族 虫 a 』 の 分裂は、 何 處に 
於いても 必规 とい ふ 性質の ものでは ない ことは、 この場合 充分 注 敕され なけれ ぱなら ない。 これ 
は、 國家論 上— M 體論 上の 一大 問題た る もので あり •これが 論究には 別に 獨立せ る 一# を 宛 0 る も 
尙ほ多 しとし ない ものであるが、 今 これに 就いての 私見を 端的に 述べれば 次の 如くで ある。 血統 的 
事 質的に も 統治 的 規範的に も、 或は ドイツ m 心 辨竹學 流に 首へ ぱ ザイン (- M 在) 的に もゾル レン ( 當 
爲) 的に も、 その 王 窒 は、 その 阈段の 外に 一の 全く 別 彌 の ^ 在と して 高く 超 絕 してでは なく-その 
國 K - の 中に 深く その 民族的 血綵的 中核と して 存在し、 斯かる ものと して、 自らを その 中に 含む 一 全 
體 としての 國 家 21 民 (_05の爲にこれを統治する時、に於いては、闲者は立派にー致し得る0そ 
の場合に於いては、王室の爲に魏すことは取りも蓝さず國家阀民に雜す所以であり、國家阑以の爲 
に盡すことは取りも 1£ さず壬室の爲に嘴す所以であり、刚者はー體であり得る0 

然るに ォー スト リアに 於いて H 4 者が 分裂し なければ ならな かつた のは、 胁記 の甚礎 條件 を缺い て 
ゐたが 爲に外 ならない。 即ち 其 處に 於いては、 王室 = ハ ブス ブルダ 王室は、 元來は 勿腧 ドイツ 民族 
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ず、 その g は ハ ブス プル グ 王朝に とつて;::;^ 的" 非货的 f のた る I れ 
ではなく、 遂に r — 的爵— と I に必 1 以上の もの 
たの％。 而し てこれ*- ioj I i" 烏 Ir は 相 禅れ ない ものた— 

—は餘 左— のる 推ょ 罪！ ので ぁ 0 
If If とに^ての —1 、 If i 『神— 

—ら sii — し け” パ！！ — て！ ょ 6 も 

屍 Q 侧 に遊 歩し j 乍ら、 こ れを 死 f I j - cl f I つて すれば， 謂は ゆる 『死 
考へ 、ひたすら 11 として 一路 『—<4 r t r 新 1 丨 の 審』— へ 
.へから— 知 ii . w 知— , / ヒト W て. 一 if § 政 者— 度す 
し— に、 f ’ ス トリ———^^ pf して— ら 




『 » &- を r 學ぶ 」とは、我々が眼前に歷史的出來祺として見る所の種々の結艰が、その發生する 
に 至つ た 所の そ も <の原闪たる諸々のカを探求し發見するに在る』とは、ヒトラーの腌史硏究に 
就いて 言つ てゐる 所で あるが* 『マ イン •カンプ J S : 硏究 するとは •右の 如き 祺 を ヒトヲ ー の： a 述 
の 背後にまで、 謂は ゆる 紙脊 にまで、 讀み とる ことに 在らねば ならない。 

この 『王朝 的 愛 W キ谈 j と 『國民 的 國 X 主 谛 』 の 問題は、 單に 曾っての ォ ーストリアの問迎では 
なくして、 凡ゆる 王朝 阈家の 問 M たるで あらぅ。 多 かれ 少かれ 曾っ ての ォ 1 K トリ アと同 株の 索 因 
を 内 ^ する 國に於 いては， 例 處に 於いても， 多 かれ 少かれ M 樣の結 见を 免れな い であらぅ。 殊に そ 
の 王朝 支配が 明らかに 非阈拔 的 非民拔 的た る 所に 於いては、 刚者の 令 裂は 決定的で あ D 、 古き 前者 
は 新たなる 後者に 依っ て， 取っ て 代られる こと も 亦 必須で ある。 ヒ トラ ー が f 王朝 的 愛 W 主 !% j と！ r 國 
民 的 》. » 主 谈 j の 相違を 喝破して ゐる 骷は、人 -«: の至深の注意に値ひする所でなけれぱむ&ぬ。 

六 孤 兄 ご なりて ゥィンへ 

ヒ トラ ーが紅滅の少年にして旣に革命的愛國苕であったこと、而も王朝的愛國者ではなくして« 
民 的：^ & 的 愛：！ 者であった こと《、以上の如くである。我 /* は -: マイン，カンプ.1第1卷第1章に 



_iE l ^ l H:rp! 

1 — 5 る SQSi、 f t 思て 次® 如く 5 て f 。 そ® 

*1 — ぃ て敎— ころ？ 

5 れ 1 なかつ た。 世笾は 冬-—.:、 rmf 私から 決し 
f . P ノ f I せ— なつた i r C.Ti uwflili 
蜇が 私を 「敎 へん - i とする か 忍 4あつ た。； て k 各を ボ ばん」 とす —、 f 

兵—， i と f if そ — f i— 

は 十： i 、 「 Hllf つて、 _為|—, れ た‘ 

. 7-.1」高た。そ1ニ_ヨヶパにして「7エングリ& 
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は 十：： 露 4 なぃ i ぁって、 大 f の i に！ ，れ た。 私 

- ィノ r て I」 基た •そ S テ ニヶ パに して 「rH,r .r?4 

匠！ >グ+ こ に對 す——® は、 I 止— かつた。 私は 次から 次へ と 彼ね の 作品に 引— 
けられて 打つ た。 而 かも沒. そ.；； が 地方 S 行と して 雜であ つた,」 と sir 却？ 後 tf まで 4 
费 を 可能と If 印？ 與 へられた こ—、 泛 i の-」 と 1 つたと 今日 考 へて fo 
そん 1 つた. 6 ら 、沒 十代 s 年 5— それ 锰だ tf しい 思 SI I つたがー を f 
越した 後には 特に、 & つて 父が 私 の爲 に 選んだ やぅた 職 菜に 對 す— の 心の底からの i の 情 ゃ f 固り 
I られた つた。 登、 1 となつ たら 決して 幸； g になる わけがない とい ふ 1 f 清す る や 
—，> ブ そ，， は 力 冬な く！ SS 校； 2 於いても、 私 S® の才 g 錳め られ て來 た® で、 それから 
は私の決心は雙以つて ^ 固となるぱか4あつた。 一 

願 はれて 4 かされて 气 此 e 決心は If かつた。 & は— になら ぅと 思つ た •そして どん ， M 
ことがあつ て も官史 にはなる まいと 思つ た。 

た 走を 經るに 迎れ て逮築への興昧が次第に顯はれて來たのは不思耦でぁつた。 

當時 私は これを ば 、 S に 私の 證の 才能に 忭ふ 自然の 麗 であると 考 へ、 そして 此の 自分の 麝的領 チ 
め擴 がる ことを 心 ひそかに 崧ぷば かゎで あつた 0 令 

他日 為情が全くー變すべしとば*思ひも及ばぬところであつた。』( «3 ズ 1 5 



彳< は— した r 代の 瓦 中に 士二歲 にして、 突如と して 父を 失つ たので あつた。 而も それから 
ニ f には E 后， y 失は ねばなら， y かつた。 そして’ 位つ て 彼れ® 父が 五十 年 的に、 土 ニ歲 にも 

1111 て 、 ゥィ| f 善、 彼れ— 十 ■1 を以 

つて 『ミー 1 』 に 成 It て、 すン へみ— らひ 出ねば ならな かつた ので ある。 下級 
fss 1 どでは、 『§1 人の 生命— つ こ— へ 出— か— ので— 3 にヒ トラ 
丨は 『マ ィン. ヵン ごの 中には g 記して ゐな いが、 女の 益 r 人 か 二人 あつたら しい〕。 然し 
その 時には 彼れ は 皆、 票 的に 一 の 立 S 『革命的 ナチ ォナ リス ことな？ 居た。この|\」 

塞— 的 ナチ？ k ト』 は 今や， f 奢.— I や 111 &? 

下け 胸には 不 緊 決意を 秘めて』 •問 gQ 都 ゥィンへ と 出て 行つ たので ある。 



SSIS 浮、 かな 擇 ょ 04 左 決 f れね泛 S こと、 なつた • 

十 ： S の 時に、 私は t 突 K 父を 失つ た •平 f だく I , つた 父は.— 半 中に 倒れ、 何ん 

つたの 2 つた。— ff Is しみに 沈めながら* 父が 子供 S に そ 岳 しき 
生 It : 髮 St へ— f 講じて やらぅ として、 ft — して— ところ® ものは‘ 萬は 
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十：：： 劈 時に、 私は 全く 突 k 父を 失っ た. 平 f だく 1 s った 父は. 突— 中に 倒れ、 何ん 

ったの 2 った。 丨 ff Is しみに 沈めながら. 父が— S に その 本： しき 
f の 行 S を— すべ— f 講じて やらう とし て、 最|く| して— ところ® ものは. 常時は 

まだ 達せられて ゐな かったら しい。 然し 父は* 當時 まだ 父に-^ に 

て、 全く 無 怠 識の うちにでは あったに せょ、 旣に或 る胚秘 V. M ふ 付けて ゐて與 れた ので あつた 0 
初めのうちは糾論、生沾の外见の上には別段變ったこと{起らなかつた0 

母け恐らく、父の 53 志に從つて私の敎育を械けること、即ち私をして哲史たるべく勉强させることを、 
孩技 と 3 つて ゐた 2 らう。 私 •：：： 身は どんな ことがあ っても {£ にはなる まいと、— にも f て 固く 央 
心して ゐた •私は 中等 ^ 校の 敎材や 敎育 方針が、 私の 押 想から 次钫に 说 ざ かって 行く に迪 れ て、 内心、 學 
校な どは 何う でも 宜 いとい ふ考 へが 益-^? 行っ た。 そのうちに 私は、 何 かの 御 助けの やうに、 急に 病 
氣に 罹り、 此の 病 M か ニ •一一】 週間で •私の 將來の 方針 や 衆の 中の 長い間の 黑問 四を 解決した 〇 私は 肺を 
ひどく 悪く」 たので、 蜃は 、行く く は どんな I」 とが あ？ も 私 V ■役所な どには 勤めさせない やうに と 
母 |-- 懇スに ^ -(| -*した。间時に、贫 ^ ^ 校の方も少なくともーヶ年 [?!! は / -: ^ せねぱならなかつた*これまで 
私が 心に H ひ、 そ の爲に絕ぇゾ？て來たところの年來9留みが、此の路件にょ？、殆んど獨りでに议 
現 性を 帶び て來 たので あつた 〇 

私の S 紐の £ 子を！^ て 母は、 爾後；^ を 钱 菜 gg. 校から 退かせて、 ァヵ へ 通 はせ て 吳れる ことを 飛！； g 
した 〇 

哺 たもう 奕し き 涉 ではない かと 姐 はれる ほど 無上に 串 福なる 日々 であっ た 〇 そして！^ 又 それは、 た 於 
一片の f ならねば ならな かった。 ニ 年 S、 母の 死が— 架し き計擊 打碎 いて 了っ た® である • 
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r m u ll— つた • —111—— つた 。 1 

に > j : 一————。 念— f If — 1 ¥ g 

• rrrf SI とに w 面して* 私— に 決心— めなければ ならな かつた。 父の® し 

ii ために 大—ひ fi 。 私に 1111 は. 自分 一人れ 

s if 名 r へ iff i* 何ん f て — パ ii—ii 含 

と S.^ISr し， i つた。 i し ，— f ど — と — 11 いと 決心し つ 
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第二 章 ウイン 苦學 時代 

一 ウイン 時代の 賜物 1社會 =|-. 義 

?*は旣に*小年時代に於けるヒトラ|の人となリ及び思想に就いて兑た。如何に彼れが若くし 
て旣に 『私 命 的 ナチ オナ 9 スト 』でぁ 0 たかを見た0而してその彼れが，同じ若5にして、相次い 
で R 親/ ». 失 ひ W W 七な 0て，將來の途を立つぺく、^^ウインへと /|1 て行くのを |1 た0それは 
『マ イン プンプ』 ^ 1卷"^1 55£ 『兩親の « にて』の記してゐるところであり、ヒトラーの人=:;勺 

及び 蓋 的醫 S は SVS 1 K 牌を 成 T ? t 。 次に 我* は、 猿 二^. 『ウイン の修_ 露 

代 .3に迆んで、この彼れがウインに於いて -4|1 何に «]} 難し、何暴び、如何にしてーの3|(社 
會 中： 穿) にまで 成つ たか •而も. 何故に マルクス 社禁雜 者と 成らず して， 反 マルクス 装 主 滴 
气 E 装 會 者と 成つ たか 盘るで 4 らぅ。 それ 茲れ Q 人間的； 5?. び 思想 的發 2謂 は i ., 第二 
段階 f ? t 。 UQ 段 g — sw 拽れ if 從來 QSK ? Naf I から Naf f 
にまで 成つ て fQ で 倉。？ 51 に、 S と SI 鐾？ 、そ® 人盟 及び 思想 的 
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る y — ii、 —li 
彼れ が カ行 I し ゥィンへ と 出て 行つ たのは、 彼れ が s の 時 か、— — 『マ 
ィ 1 ±. ! 記して g い® — いが 、 f く 母が 死んで く、 十六 S 十 七歲の 時 
nQ Hi u っ！ T r ' o 生ゎた のは 一八 八 九 S — •從 つて， 今世紀の 五、 六 年 S 、 1 g 
の.— u ^ u ii 、 る。 これょ— i 一 i ど i - 訪れた こと— た。 i §『 そ 
GfQsfsf 7 力 デ fe 人 sf 受け 1に』、1| ょ—? 『卜 1 
イ sl iii !。 彼 5 ?isr IS 

i ® J : nf . 殊纖ァ f ii けて，— 向ぃ て— 

1 如く 1 以つ てこれ を講せ しめられた 時の 思 出 及び— に 就いて 述べた 後-先 づ次 

『 I 、 母の—、— に、 そして 今度 こそは 多—、 

U の ” i 、 if I と — 

I ? を—衣 に 成らぅ と 1 した 。 f 怎 £、 我？ れに这 すべ ふ 在广 
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の 如く 言つ—。 ： ！i i ’ — 

hi 母 の 減、— に、 そして 今度 1 ? ベく、 ゥィンに 赴いた ミ L 

kt し ^につを存には器交決—寒て來な私は以前の—を還-^分の：：：资わ 

めた Bf / は 求に 成らぅ と 決 a した。 凡そ 障 W なる もの lli 、 我々 が これにけ 伏すべく 存在 + 



るものではなくして、我々がこれを打破すべく存花するものである。而して私はこの踔锊ャ打破して行か 
ぅと 決心した。 曾つ で貧しき村の少年及び靴閱の小肘から身々起し、防ひ拔いて逖に官史にまで到達した 
父の而影を絕ぇず眼前に想ひ浮べっっである。私の蚂合には旣にその甚礎が父の坳合ょりも良くなってゐ 
たので、その闘尕もまた遙かに界品でなければならなかった。當時私にとつて渾命の苛酷と拟はれたもの 
も、今日では私はこれを祌の酰澈として讚へるものである0闲窮の女神は私をその腕に抱へて、腿々私を 
挫かぅ と 脅やかした ので あつたが、. それに 依って 私は 却っ で 反抗の 意志を 强め られ ，結局 常に この 意志が 
勝利した ので あつた。 

私が不屈5人間となつたこと、また將來共に.个屈であり得ること、それはこの時代の賜物で衣る。而も 
3 れに も咐 して 骱ほ當 時に 鸪謝 する ことは、 この 時代が 私を 却 樂な 生活の 空虚から 引離して 吳れた こと、 
ぽしき 母の 甘へ つ 子を その 軟らかき 得ね から 引下し、 新たに 悲痛と いふ 夫人を 母と して 與へ て吳れ たこと、 
厭かって 逃れようと する 者を、 敢へて 艱難と 貧闲の 中に 投げ込み •而 して 後年 彼れ がその 爲に硪 はね •はな 
らぬ 所の ものを 教へ て吳れ たこと であつ た OJ(s. 10-23) 



ヒ トラ ー は •右に その 感謝を 以つて 言つ て 居る が 如く、 この ゥィン 時代に 『央樂な生活の空虚か 
ら引 儺』 され 『艱雖 と 貧困の 中に 投げ』 込まれ T 後年 彼れ がその 爲に戰 はねば ならぬ 所の もの J を 
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1 I I 1 L 龢 

身—— 馨 t 。 K — 募、——^ f ン 時代に 

く— 并で はない。 否-柱々 にして 逆で ミ ' f / た’ く 者の 味方では な 
如何 sgg — 弄しょ 1 も、 その 51 后 不足な く 育つ— は. 

り-社 贫, £では成1ず、と^てヵま^1らのぱ^1は恐らく從來の||請譯に告 
のみ 餐に そ— た of ので S; ■ ,< ff つたて！ ぅ。 眞に 自ら— 者 

ニ ^ 乏ど悲 慘の五 ヶ年 

後 i — j 會れ U 社;^ つ^^—、 ¢1 へば、 

何— し— .—— if 時代— ミ か 十” ト^ィ ^^ Pd 
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後に r — 都』— パ 11-、 
f る。— 

f く、—? s て f ねばならな S と s ふ u とは' 如何に wsu ± s つた かは’ 凡そ 
想像力 やくて あらう 。彼れ は 初めは 『臨 畤手傳 ひ T ; ( Hijfsarbe : tel .)』 C 我 MQ 謂は ゆる 人夫) とし 
て、次には『小さな歡ェ2|ォ)』乞て(ぺンキ11めてゐたとぃふ)、自らの 
パンの 爲に 働ら いたので あ. つた。 そして お？ e 飢 做に 常に 見舞 はれて S た 。 ggs れ の 當— 
唯一の 友人で あつた 。彼れ は 次の 如く 記して ゐる 0 



5 く e 人 gts 罪 穿 g 樂 ef 思 J 一れ、 充ち f た 人 ts — の— と 髮れる 了：.. sf 、 私に 
とつて はたべ 悲しい 故、 私の 生 W に 於け る f — なりし 時代 I ご— S 地— ぎな，。 

今 H でも 爲 ゥィ S 都は、 私には た 4 い M 31 It でぁる こ 」€ 雰— 名は、 &に 
は： M ちに} と 息 £, 起卷る UC . 持？ ゐ令 五*. 年 品 私は 初め！；；® 時遙 ひ； 丄と 

して •次には 小さな® H として、 自らの パンを 稼がねば ならな かつた •それ も . H ニ 1 を g ぐに さへ 
足らぬ ES ホン SW か 許り？ でぁつ た。— は、 常時-た 上人 だけ. 抬ん ど—— てた ことなく 
« ゾ 11 に和班も私と ^ にした所の.私の . , 1 > . 货な從者であつた0私の « ひ求める本は*そのいづれとしてか， 
彼， の 干£, を £は ざるは なかつ た = 私が I 度 オペラを 見に でも 行かぅ ものなら. それから® 日 W も M け 
て，彼れはまた私3伴をした。私はこ £〇 無情な友人と何時 1 <]? ひが絕ぇなかつた〇』 51 」 0 _ 2 |〕 
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彼れ は 更に 別の 個所に 當時の 情 熊に 就いて 次の 如く 言って ゐ る。 

r 當時 私に とって、：^ そのもの 1 付ける とい ふことは、 ハ、 曾 於いて 大し孬 かし いこ とでは なかっ 
た •とい ふのは、 私は 勿—: 練； 上では なく、 取に 謂は ゆる 手 傳ひエ として、 また 多く S 八"， K 傭 ひとし 
て、 日々 の パンを 稼がねば ならな かつた に過ぎないからで ある 0 

|/ はその場合かの 9 丨ロッバの十 1'| き照を双延から拂ひ落して、新たなろ世界の中，」新たなる ^. 活を了 
立て •新たなる 故 ^ ^ 權 妈 しょぅと いふ K 乎た る 決心を 以 つて 立つ 所の • /1 ての人々と ^ じ 1'/: 場に立ち上 
った。 今は 替、 罂や 身分に 對する これまでの 偏っ た 考へ方 や、 漂； 統と いふ T な ものから 凡て 
辦 れ でゝ内分违に提供される利得は何んでもこれを摑へゝそして正しい什事であ ^ ならばゝそれが如何な 
る 器の も s Jr て も、 少しも 恥 づべキ 、でない とい ふ考 へ广 益々 思しながら、 如何なる 枭に でを 
ひ 付いで 行く。；^ は斯 くして、 0 分の 新たな ろ 世界へ 全身を 打ち込み、 全力を 以 って これを 切 拔 けて 行か 
ぅと 決心した。 

私は 平跑 、其 處 には 常 ！ J 何等かの 仕布§ ことを 知っ た 〇 がそれ. VEg また、 その 仕累如 可 こ容 
為に 忽ち 失 はれる かを 知つ た。 

問もなく私は、日々のパンを播るの途の不安定なことが、新生活の最も大なる陪甩而であることが分っ 
た oj (S. 24125 〕 
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-11 璲に {1 谇に何 等 力の 让胡の布ることを知つた0がそれと冏哚にまた、その仕祺が如何に容 
晶に 忽ち 失 はれる かを 知つ た* 

問もなく私はゝ日 ^ のパンを璉るの途の不安定なことがゝ新生活^も大なる陪洱而でぁることが分っ 
た OJ (S. 24125 〕 



こ lif 馨 .裏 i ——。 1 有 f つ—. パン 重し ^ 

f ililti で i i 

に 於け る 彼れ s 行動の 義 SP 上げた ので ぁつた。 

3 しこ ii、 ltlif I した 。 f sir 食 べ—份約 
tvif i 物 以外には、 私の® しみと し ilur L *, ^ i 、„ i<s 
當$1、限りな“み*而|本£に逍んだ。私の1の^"にそ_—*^~.^ ;- |を“ 
H れた 。斯 くし— 乞ず し i 、 今—— つ 14 
り上げたのでぁつた— 

而」 1 礎 巻て— の 一 ii 人— 出來： 
私;;^:：; つ;:！ ii に'—…— i へ— かつ S で 何 

等 これを i する— などは なかつ た。 

Kr ^ n - C v .— し 1。 蹲」 て 全 <1 的备 f "-^は、 文 菊 《. 装 t る 限" 旣 -に 
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長 曾 て、 そ屬 If に 於いて、- リ f ——If 
il “— て— ブ無 f ラ— や— 

pf >、 rt ) co »-c nf け 善 素材 >1 設計と を 提供 十る。 老年 sf 1 

i 黛 息せ しめない® りに 於 の—' f 。 但し、 1111 

この 聖しへ1の 中の— は、 彼れ E て 何ょりも 先づ 、謂は ゆる 7 ブル ジョァ 的 其へ』 の央 
い 1 せしめ 、 i く、— ズ 1 しく. 人世 f 間— — しめたので 
あつた。 苦 1 学し も此 世ち 5 解—、 往ミ し— 度 tel 
ら SI — ぬ—— いもので t が， ヒ トラ 丨は その 點に 於いては 逆で あつた 様で 
ある 波れは自らの生活を省みて次の如く言つてゐる。 

f この 時代？ ン墓 時代〕 C 初— 1 豸— 於いて. 适？ ゐた 生活,, い ts 、 世 g 一？ 

の 人 ♦の それと 比べて、 さ ひは—、 f 所は 無 かつた 。何の 心 配もなく私は、來る日く %-| 

る 11 。其— 社 i ! いふ— - つ— つた。 私の少 年 時代の 震は、 1 の 
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f この 時代？ ン 墓 時代〕 e 初— 1 父 el 於い 5 ?ゐ た— とい ふ も 1 世 
の < 々の それと 比べて. さ： 21 ひ £1、 f 所は— つた。 何の 心® もな‘ は、 f 日く %-| 迎へ 
る ことが 出來た • 1 泛 1 などと いふ ものは 一つ— かつた。 勢 少年 時代の _ は、 小 逛 



栗ら •從つ て综1 罡 痣ん— 益い 農から、 出來 瓦た •斯甚 へ ii 

だ奇 w > i られ るか も 知 公い が、 こ e _ sl < f ない 小 mi 級と、 腕 1 者との 保 
こ 明は る sf い ten 、 2 にし叉5 考 へ— 点 深い tsvle だ 。 uef s 丨殆ん 

ど 敵— Tl — f 變、 illllf つ— 一 

群 S 中が、 K び 元 s 殆ん ど® みられ— 分へ と sl」u ひは 少 くと-^ f して ■斯 W な 
身分 こ© へられ t—、 怖れる とい ふ 所に 在ろ。 E にこれ に 加 ふるに、 彼等は そ 1 .この 下 
麻— に 於け る 文化 S 结 1 翌 ei に 於け る® しき 粗 などに 就て®、 不快な 哲 1 
る 〇 彼等 —slic 於い 尙 £1 地位に ts で、 そ s 折角 1 し v 來た斯 2 紫— 
及び 生活の 塔と 接觸 する ことは、 凡そ 彼等の 堪 へ—— 1 で t。 

却つ て h 流 の 地位に 在る 者 •か、— t f 上り#」 S. 合 1 るょりも、 比篇 平—、 その 
最下 SE 胞 S 地位へ— し C 行く-」 と S い？ 右の -slf ら來る もの でぁる。 

K し、 成 1 と vte は. 何 正に—® W 力を 以つ飞 築® 蕃的地 位から 吾 

■ y 高い 地位へ と鬪ひ 上つ た 者で ぁる。 

I I なる 響 伴— は、 Isf い ti.—i。 自 

Bs—essf しい 程 SI •か、— された 1 に 科す— f I させて 了 ふので ぁ今 
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は—， f 間と いふ も il OUII つた。 今や 私 
本— • f る—— Ti た。」 SIP —f f 、 f i む 1 

三存 を以 つて 社 會 間 題を 研究 

f I 参 1— た。 

较』 —榜 して si たのは-波れ が— i 入って r ■ 4 一， - の— 主 

illi 
は 香— ぞ定 二れ は^ < ' puff る。 彼れ 



社會 問題と— に， f 含—— f I ! ん 底に—— からで あ 

は 昼 る。 彼れ 



『ゥィン t、 世 紀の改—項 から 8 に* 社 C 的に— からぬ f なつて ゐ た* 

111 た— とが、® しい— な」 藍して ゐた • 1 央ゃ 中心— 諸 i 
多 is し— 力を 以 つて 脈打つ 所 父 n 五 千二夏 ssi がょくせられ た 。 W を S す i . り 
1 S ける— は、 S 州 S 凡 ゆ— と 1 1_」 も 似た 力— つ S 引し— EK 之に 加-^ 

る こ、 ハグ K ブル グ窑制 そのものの 强大 なる 中火 譲が ぁつた。 

この 作用 s 中 12、 色 民® SA りから 受民謹 炊を 一の 固まつ ハ 形 普まで 統 〈'■すへ き 『一の 

可能性 ^與 へられ v 含。 そ SI.W に、 上— び—— 以上に—"— S 地 一 

に r ^T uup つても、 alii— ‘ 的の 中心 f つ |$、 i の經ー 

d 益で ぁつた。 111 罢 S 勢に 對 立して、 それょ" 為 ほ 奕な 1 S 

勢 一 f 、 1 SIV 、 1 ! 賣— 1 、何 

千と いふ _1」 ふ f …9 海 養 1、 養 器— ?、 無 i 無 

し I の 蓮る f ゥィソ に—— つた •然し j^ wfe 
f f れ vf f 絕 たれ— で els ら s した—® ない 芑は •そ s 牙 sk は 決して 



分る も？}^ い • -」 I - W つ Tlsssig 、 f 謹 岛ひ洁 思 外に 
は 何も 生 avf い。 而し K そ 鬉者共劳？—。 翦は 決」 て— S 心に— 人る ことが 出 
來 ず、 後 我は そ S 核心を 塊して I から J , る。 凡そ、 i に惠 まれた ろ 人々 tM 分 穿？ W 世した 入 

♦の 大备ぢ 常 I 的— に 對 ズ無 M 心 や、 「民 f 心— に—」 エ 上衣 ズポ 
ソ姿 sf 人 i 、 內兹 パ错 たると 共に ま“ なく 作：' 翠 にして、 而备に g 何 
に J ' i . か®：！: sfj 的 ~ 舞 62 ど、 WS 1 SX -」 と ig しき も SA る*-；; St ; 知らない。 一」 れ， jq 人.,.. H , 、 
づれ にしても、 S 本 f *i f f llasr vlsd ) を 以つ てて—— へ 得ない e;、 .f f 

犯し sf sv —。 r ， れ ば-」— 1 鍫 S Hf ? へ」 甚 S した— slti も のは、 彼等 

14 かざる* W ない 5 く 常— 往 々にして— へ— へ 受ける の だ。 而 して 1 はこ.， 
をば、民衆の忘尥の證叫として考へる樣なことになるのである。 

• :^ “私. 仏 〔社 贫改 々運 如；；！ なる もの 51、1 •して あぬな こと h あ t % ハ ^% い £ ^: 心£い ^:: . ^: 、忠 

:l ^: \I: ,, :f: • へ :^ ^: 山 :?: :^ ぃ :y: 'v' :l, vi K. ^ (f» 、 ^ 'L' ??: g A'» t*. I: -f-» “- ?: lt> 

なくし y * g 利を； 一; a す ズ—るからしい、.!-; *, 丨 この ことを ば斯 iQ 人間 共は2 に理择 
しよぅと しない 〇 

私は、 斯 力 る 力 法で 針 高 題 S •ふこと から 免 かれた。# •會 問® は、 社 會盟朵 S 逢にまで 私を 
1 れる ことに 依つ て • I して 「硏 死」 せし むる とい ふょりも、 筲身 に對 して P 一ら を 當ゼん と 欲し 
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なくして - § 利を Me ! す N 1 る 丨 矣 こと を ば sis 人盟装 為に 理解 
私は 斯— A 法で 社裔要 s - j とから® かれた。 W 高 涅 、社 會盟の 益 g 蘧 1 私を 

艮れる ことに 依つ て*— して 「硏 どせ しむる とい ふよりも、—# に 封」 て B らを M — んと 欲し 



て fsii 沒れ た。 而も-」 e 小 兎' か 無* •立っ 健舍 そ运ぜ權 へ 3 た e は •社# Mgs 功 紐た る も 

©ではな かつた OJ CS .22—34) 

凡そ社會の改苹に於いては*充ち足0た階紱のー般的無關心と共に、『民衆と心を共にする』など 
とい ふ 上 庇 遊 閑 階級 者 連の 『如何にも 慈悲 深げ な 慈善 的 根 舞 ひ』 ほど， 有害な ものは ない といふじ 
と、 社 # 改 年の 活動なる ものは 左 棟な こと 备 とする ものでは なくして 、民衆の 失 はれた る 或 ひは 
耷はれたる權利を回徂するものであるといふこと、これがヒトラ|の根本認識である。この考へ 
は， マルクス 主義を 始めと する 一般 社 會主義 の 社會述 EIJ に 大 W 共通と する 所であって、 その 黏に於 
いては ヒ トラ ー乃至ナチスも1般社會 3-. 義と同じわけである。それ故にこそまた1の社 # 主義であ 
るので ある。 が* 然らば 、如何にすべき か？ 我々はこれを聞く前に、いま少し、彼れが彼れの經 
驗せ る勞棚 者の 悲慘な 生活 及び 運命に 就いて 記して ゐる所 を 見ょぅ。 彼れ は、 彼れ の 然 y であった 
謂は ゆる r 手傳ひ ヱ j 乃至 r 臨 4 : 俯 ひ』 I 我國の 謂は ゆる r 人夫 j 丨 の 仕琪 の 不安定に 就いて 
述べた 後 c 前に 引用)* 次の 如く 言って ゐ る。 
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r 熟練した」 灸働者 は、 成る 程、 未熟 練 者の 場合の 技に 然く 頻繁に— に 放り 川され ると いふ ことは な 
い。 が、 彼等と 雖も斯 搽な洸 命に 對 して 令 然無難 であると いふ わけでは ない。 馨の 場合には、 ft ； 耶の央 
之の 爲 に パンを 失 ふとい ふことの ない 代りに、 丁：場 留や 彼等 n 身の 同盟 1 とい ふ ものが もる。 』 
|^舍出の若茗丨-多くは、 ( 1 : 褂が比較的に槊であると思はれ . 11 つ苡際に樂でもあるといふことや、资锄 
力 に 短-;?., とい ふこと から 心悲 かれ、 また 大択は 都の 放つ 眩 ゆき 光に 吸 ひ 付けられべ 都 金へ 
とさ 绅ひ 出て 來る所 C 丨彼等 装 だ 所 § 1 に 慣れて ゐ る。 彼等は ti ? 代へ る I 、 少く とも 

新 しい 職坳の 見通しが 付いた 時に 始めて、 元の 職場を 去る とい ふ T にす るの が 普通て ある。 

彼等 もまた 不安 S 命を 身に 受ける だけの® 情は して ゐる 。彼等は 大抵、 幾らかの 金を 持つ て大批 色へ と 
== て來 る。 それ故に、 ff 幸に して！： らくの H は 何 芝 什 付から なかつ たと しても、 初めのぅ ちは 別 
段 絕培爵 を 必要と しない。 が、 彼等が 1 付けた 職場を 間もなく 失 ふとい ふ，」 とになる と - 1 ょョ 
リ顆 化して 來る 。新たに 職場を M 付ける ことは、 殊に 冬季には、 不可能で はなくても 甚だ 闲難な 場合が 多 
い。初めの一週問はそのまゝ過ぎて了ふ 0 そこては彼等は、彼等の努俲組合の金逋か^失槊手當を受け、 
川來る だけ 上手に 切 わ 抜けて 行く。 然し、 手 1 の 一 f で 4 ひ果 し、— it も、 打 核く 失 
栗の 爲 に、 手— 給を 停止され ると いふ ことになると 、鼓 i ; 闲 難が 到來 する 乂 ，や i は 食に 飢 
表 空 g を 抱へ て 就 所を 彷禮 し、 最後の 持物 ま X 質に 人れ たり、 资拂 つたり する 。斯 くして その 身なり 
は？ 見すぼらし くな气 外に 出— 441 な 努斐 4 倫して 行く。 それ しと 



• ...JrJU.W, *^ ^ ゾ & \ ^ ぁる呦へロには、悲慘は愈々以つて棰つて來る。 ^ 
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に’ ■1 止される とい ふ M とに— と、 茲に f 大闲雜 が 梨す る.， 今や 彼等け 食に 飢 
• T 空— 抱へ て P を彷 ¥、 lew 物 まて 質に 入れたり、 i つたり する。 斯 くして そ の 身なり 
は絲 々見すぼらしくな り、 外に 出て 身 44 f れる努 指へ 4 倫して 行く。 それ tjau — しと 



も なれば， 殊に ー 音 通ょ く 相る 例 •たが ー それが 冬で ぁる® 合には、 悲 保は f 以 つて 極つ て 来る。 取 

中く のこと で 彼等が？ 何等か e 仕事に 有り仰 いたと する。 然し 品 1 た 同じ 塊命备 蟲 される。 
彼等は 二度 H に また 同 fcf 受け、 更— 度： 2 には 恐ら 4 の 打 苦 一® ひどくなる。 然し、 斯くし 
て その 絶 ゆ ftf 不— E す— つれて、 彼等は— にこれ を 何 包® ぜず— へ 忍んで 行く こ 
とが出來.る ^ になる0反搜が遂に習惯となるのである0 

斯くて、 1 て 勉だつ 欠 間 も、— に、 た 品し い— に 彼 f 利用 せんとす— 具と 
たつて 行 <0 な 人—— 全 i — んでエ 。彼等は* 晷 1 ® f も 無しに 1 くした ことが 
度々1に、 終 ひには 央 菜の 一 度ゃ 一一 度の 多少な どは 何んでも 無くなつ て 了 ふ。 それが、— 爲上 
€ 補利备 ひ— も ので はなく して、 S — • I 的 又は 一 w 文化的 似 $ の 1 とす t ® 
合で も、 平氣 となつ て I 。 例へ ば 彼 薄は、 x トラ ィキ 好きとまで はならぬ まで 气ス トラィ S どは 半 
氣に行 ふ 该にな る* 

斯营 過？ 55は何千といふ » に就いてハッ*リと知ることが出米た。その吠$長<見て席れぱ&る 
E 、 私 读£は多 « の入21|た|1き付け5$ら、終ひにはとれ|も播り溃して 
了ふ 所 3、 ie - KS 會 し c 、 す £ になつ た* 

人* は 八！ SU 來たる や、 さぅ した 民衆 S 中に 加つ た。 i は 其處运 まる や、 さぅ した®? 中に 沒し 
て 行つ た。 • 
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生活—、 忘 世界！ 引 f れ た。 そ 益に 泛 、斯 52— 念 作用を？ 这 
擧 if - f IM」 た • Is へ • 

nip 、 絶ぇず— S 化— とぃ ふことは、 それに 依つ 5.1 收入 及び 畜の f ざる 励 
f に— 人々 に 節— に 細 ig 度 i とぃ ふ— 永 i 
い-! ことで ある。 J 

r — の 2 と f と、— には f 子供の f — が f 有る。 ？ もまた 旣に 斯ぅ した 生？ 

ゐる 。夫が— に 封して® しく ぁり、 夫ら しく 父ら し— 度を 以 つて#— fr- 居れ？ P1 
41。 f ぃふ？ 网 給は ニ. 11 の 手で W ひ f れて I。 金の ぁる 二. 三日の 間 
は 皆て 充分に 食べたり 飲んだり して、 更に その 週の f の 幾日 かは i た 同じ ほに 1を抱 へて 通して テ 
くさぅ した 時には 要は こつ そりと W り や 近所の 知舍 ひに 行つ て、 幾らか® 金を f たり、 また hi こ 
f 許り f— た—、 そ— 111 ょ 1 る。— i ホ q 
產 末なる lii ひけ 全く これ— こと も？ 有る •皆— H を 待ち 1 
料 日の こ—— しつつ、 色，. SIX た ネる。そして|れむ乍ら.や¥|ぅちこ再 
び 來た るべき 宰躏を 夢み てゐ るので ある 0 
斯 くして 子供達 も旣に 幼少に して この ^ 境に 憤らされて 了 ふ。 

ベ 夫. 4: et — な 行 f し.—-」 た對」 T 、 殊に 子供 2 SI ?、 反對 す— な# 
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ぴ來 たるべ— f 夢み てゐ るので .1 

斯 くして 子供達 も旣に 幼少に して この ^ 境に 憤ら さわて 了 ふ。 

ベ 夫— tn 動を し*# ぎれ に g し T 、 殊爭 供の SI つて、 反對す i 合 



に. H 、 みじめな 結果を 來た す* その 時には、 ロ爭 ひや 喧_ •か 起り、 而も 夫は 妻 力ら 益々 離れて 一層 柄に 
親しむ 様になる。 土帐 日と 言へ ぱ定 つて 夫け 酒に ひたる。 そこで 妻は、 自分 や 子供達の 生— 爲 には、 格 
ョ モま S かの 金で盔 上げねば ならない。 而も 大抵の 場合は、 5$ 酒 域への 淀 中に 於いて 待 伏せ 
して その 1 取らなければ ならない。 終 ひには 夫は、 晶や茲 の 夜に な？ から、— となつ て、 
而もー文殘らず使ひ果して歸つて來る。そんな時には、往々にして世にも憐れな光妓が睃開さ2る0 
私は 何 HE とも 知れぬ 贺例に 就いて これを 見聞した。 初めは 不快に 嫉じ 、反感 さへ i K えたので あつたが、 
後には こ しき 1 S 凡て— 解し、 S 根深い 原 1 になつ た •それは f — 遇の 不 
幸なる 杨牲な ので ある OJ C CA . g — g ) 

四 如何に 改革すべき か 

ヒ トラ ー に 據れぱ * 前榀に 兑 るが 如く、 S 者 瞬 級 乃至 無 產者 RS 級が 稍々 もす れば身 も 心 も 荒み 
果て、 敗 徳杓と な P 、 R 國 * 的と 3 へなるのは、結局その『惡しき境遇』の爲であ0その『不幸 
なる 锇牲』 に 他なら ない ものである。 

然り 、『それは 惡 しき 境遇の 不幸なる 锇牲 なので ある 」。この根本認識無き所には眞の社會改¥， 
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碧^ば—^: tsIlffi . 

陷 iliti /wsyi 言 . I の— 

|てその 不心得 i 、 以つ て— f の— はゅる I — 

f II 產— 1 u . r 

SI 馬轉の f を以 つて 唯 物的な — “ f て も f 稍々 もすな、 

f gifs に、 撃 I 

HI、 f i く i 素』"— 精— しな 

は？— 精 s であるが 、斯 か f I ら 1 r * s にヒ トラ I 
狭— に 就いて— 當する も ？ l '( ri -. p w ^; M SIL f !、 s — 
れ は、 iis て ニ 時 11 »# u_ru ソ でぁ—。 そ 
.-—1* git 

ので ぁり、 I ど— か、 h 同じく 誤れ f 
く異 つて 、— Gf I •©ニ is、 If 
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共』 ダ籍家 共 、 i 論 書 「心に^^^ プ ン 姿の— 人 

ので ぁり、 世—— か、— す— と t ofi f ^ OT -fi Hpf 
.. f 非 魂 ひ fl ヒ トラ-に 棚れば— — 蠢た 



1 冶、 衾 的 嵩 じ も？！ れ ば—, 曾つ て 恐し く 益 SVS 監 1 

ひ ニ 切の—— 的 傾 W — 國家 社會主 雜に茧—で 『 I 』 呼ばは りして 居た 徒輩が、 今 H 平 
18 』 だ Q 1 だの と稱 し、— に S 的 — S こと、— ゆる 『神が かり』 
な こ—— て、 その— に據 つて 時局に 便乘 し、 何ん の S 1 ずに ヶ ロリと して t 

れるの である。 . > 

ヒ トラ'— i、 斯か 11 か = の 11 ら如 1 
であつ たかは、 s にこれ までに 見て 來た 所に も S れ ると 思 はれる が、 殊に 彼 公 後に 公然 一の 『社 
#8 —el に— 放へ VS せる 所 に最—ク® はれ 1 ぅ。 彼れ 自— して f 所 
こ 據れば ー これは 『マ ィン • t プ J.M 卷— して ゐ— るが I 彼れ がそ— 名にまで 
敢 へて i 民 社— 錢 ドィッ 勞働— 』 と 公然 一の 『社 會_』 を 表明す— た 一つの S 
US 、 斯 かる 似— ■蠢 派、 神が かり— 派 1 S 別し、 マル If 
これ— し 5 赦ぞ S んが爲 であつ た® で— its れぱ罡 これら® 1 は、 その 
1 と揉以 との 如何に 拘 はら -K ■社 何を反動 化し’— 化し、 そ—! W 外の 何® 
で— いの だ。 而 して それと いふの も、 前 溶 社— S 對 する 『本— き』 爲の 根本 離の 缺加 



一 79 一 



情— ので t 』 からには、 そ g 論は 自ら ^パ^ 1? ぱ^ぬ『。そ^惡し|遇の不宰| 

翁 — f If み トレ^ の H 境遇、 惡 
if — li 皇— I 、 ■く！— 11 るゥィ 

1 a, 11111 

らぅャ こ妥 校で 铉は— に 入らない こ ^^ 丨箭 し-— こと であ 

111 に fi た。 5 til かつた。 この 

當時 私は*— 還の 人，, に對 して 失 f まいと 思へ 文、 彼— 面 — L f 
I の 出て 來た 理由と を， f ことを 知らね— ら i - ; b fp ? ぇ 1 や— と， f した 
失® する ことなし こ 甚'— L る J ご，， つ こ。— ? ナ斯 くしての み、 この 社 i 兔 て、 
•堪 へ— た 。 If i 、 1 1 . 1 
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1 吾’ 勞 還の 人, に對 して— しまいと® へ？ _ 

ISV 來た iff を、 fl 知らね— .; 而— f した 
失® する ことなし こ堪 へ— .5 ‘ 力つ ナ斯 くしての み、 この 社 活兔 て- 

- 堪 r / る； あつた。 忌 f からす— 沒 、前异 如— 幸 や.— な篇 



sly、 最¥| し 父へ か 心 1 ひ 浮べら H ずして • f くさぅ し— し— 則 S しき i 
が SK. へられる？ あつた。 斯 くして 私は、 私— s 生活— も 決して— に f ず闲 f も® であつ 
た e- •が、 そ S— つ— く、 悲」 If ど 后つ S に その il_s— 繁 に® 

るね な ことから 免れた ので あつた。 

否、 それだけに 止まらな かつた。 

旣に當 時 私 5 i 、 - S 11 泛 •次の 如き i 一— 方法 1® み ざと— 取 

L -C rr * 。 一 
3' ぶが Vs 影、 の 髮い y が V V ; ふ 影、 の itt ' ぽ *' ぽ、と、ハへれい、加ハち、に、歡ぃ取1成 —81 
へ歡 |: 说 1: ^: ふ |: たお ^' ^ 〈ぁる。 

自 W が旣存 S ものの 維 S にょりも、 種の 響 者と しての 新生の もの S 育に® 大の往 f 倾注 する が 如 
くこ、人間の生活に於いても亦、旣孖の惡しきものを强ひて改善するょりも 丨 それは 人間の 資性と いふ 

』 つを 考 へる 時に 九九 パ 1セントまでは先づ不可能なも 60- である 寧ろ 來た るべき ものの 發睃 の爲 に a 

リ 健全なる 淮 f 最初から 保罕る 方が、"'” 肝 W たるべ—。 

旣に 私には、 ゥィンに 於いて 生活の 磊备 けて ゐる間 笑® ことが 明らかと なつて 來てゐ た。 即ち、 

4か $, 5' »% »)% ヒぃ ^: 、纪 1: を*^ ^ 私いか ?: ぃ ^ ^: 叫なる歡ト ?: ^ ^: か 



t 要.^ むへ：； 一:'!^、 髟 4 むれ：^ R た 
ぎぎ 螯一 一^む 4れ4; 

べきで あると いふ こと、 これで ある』 (S. £9— 30) 

以上に 見る が 如く、 U トラ.- y 據れ ぼ' 世 Q 多く® 人.,, ：Q 轉 i 美 ひ、 社會 を# くす る爲に 
は、 それら Q 人々！ i® して 說敎 した o 或 ひは 姑息な 救濟を 施した H. 综 をして 必然 勺 
に斯 かる 狀 f 陷れ てゐる 所— 該社 會關係 •社會 組織， y 斷乎 として、 倒 域 革新す る ことが 肝 科で 

ぁり、 先決 +問 題た る もので ある。 殊に ヒト ラ丨に 據れぱ これは 後に 紹介す る 別の 個所に 說 いて | 

ゐる 所で ぁる が ー 爲政爵 級 >y 敎 化し S せしめて* これに 依つ て 一時 代の 菜， yf と いふ 談耵 
な ことは、 全く 無駄な ものである。 何故ならば， 爲政者 W 級なる ものは 原則として — 個人と して - 
は 例外は 有る が ー 元 來充找 な 『本能』 乃至 良心を 具へ たもので はない からで ある。彼等はそ*の本 
Kh-* 新しき 時代 S.IQ 爲 には、 打倒 3 れ ね ぱなら ぬ i 成 Q8 物 5 に？ る、 とヒ トラ 丨は 
見て ゐ る ので ある。 

近世 無產 大衆 Q 疾嘉廢 を救濟 する 爲 y は、 その 根本 乃至 究極に 於ぃて、. 近世 社會 組織の 變 革を 
必要と するとい ふこと I この 見解— た大 g に 於いて | 蚊社會 主 f 共通す る 所の ものである。 



近世 無產 大衆 Q 疾囂廢 を 救濟 する 爲 S 、 その 根本 乃至 究極に 於いて、 •近世 社會蠢 の轚を 
必要と するとい ふこと I この M 解 もまた 大體に 於いて 一般 社 # 主 谴に 共通す る 所の ものである 0 
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現を 一— 巧“ そ If , い！—— し S 故 i 的— 1 し 

illrrr 稱 urh tov p——— へと 入 

裏は ド if 、 d 惡かれ ，そ Qi も 1 普——— とで 

in ゼ Bli II — その 11 •一一 i る 
—っ た。 i ls n^^ IE i_is)i-^ili 

PP は p 。 r 士 i ぃ— 1 して—。 



_n I ■ . 

『こ 論 — 」 —! 111 rwr 、 ii— 



理 
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I! 4 ;l Il ;o tl H“u!i?_ 

? スト リァ — は、 — 的 f I も殆ん I '，^ るの 外部 的 力 為られる ので f 
i !,! 宜 ft ,! l v : ypl.i 

これを 要するに、 ヒトラ i , 據 

If i?x 、 c( I して 、^^ ilf 1 1 _ 
除 Q メス — 救？ 加へ ねばなら？ の でぁる „、 H LI M 1 へて、 大 f 极本 S 
の 人々、 殊— 中— — U tt 5 i 、 1 て— く 

時代の i 昼れ ！ I る^^ 難 ^。|1、 さぅ した 

認識す る ことが 出來な い 〇 

■ n r If p^ulif 

ら て — も • ii—ff ’uou P し;: と 意 か 



羅す！ I ? 從つて 1 . ら’访 一— 社— 相 ff 
ら でなくても • —i 宜藤 1 ては/— しも— 

中 ff も®— 5、 的外れ Q ものと な 



つて了ふ。これは民問團微乃至政稱の埸合に於いても间じであつて、斯かる時代 -1!3 : 惡の構成に揭れ 
棵を 持つ て ゐる榇 たものは、 如何に 『事 新』 を 云々 しても* その 認識は 常に 不確 莨で あり、 その 對 
策は 常に 欺 謹 的で ある。 それ故に 眞の社 會革新なるものは、最早斯かる時代害憇に責任を有しない 
新しき 世代 (ゼネレーション)に依つてで&けれぱ行はれ得ないことになるのである。 

これは眞に社會改革を欲する者乃至志す#にとつては枨めて重耍な尚題である。その階級的左翼 
的た る と2民的右翼的たるとを問はず、眞の社會舉新迅励はいづれも、旣成の有カ者や名士の獲得 
にでは なく、 無名の 若い者 fill ち 新しき 世代 分子の 樓 桫にカを注ぐ所以*また注がね'ばならぬ所以は 
兹に 在る。 が、 これらの 問® にまで 更に 立ち入つ て 說く ことは、 『マ ィン •ヵンプ』 第一 卷に示 3 れ 
てゐるヒトラーの尨礎認詉の範阗 5: 超ぇて、その第ニ卷に說かれてゐる方法論の域にまで踏み込む 
ことになる。旣に私は所々に於いて第ー卷の範圍を超ぇてゐる觀さへある。私は玆には順を追つて 
の 『マ ィン •ヵンプ J 硏究の 出來る龙け忠實な案内人の普であるのだから、この問題は原著の記述 
してゐる所に從つてー先づ玆で打切り，次に更にヒトラーがゥィンに於いて如何に社會主箱述動に 
共感し、而も如何にマルクス主銪#に成らなかつたかを紹介するであらぅ。これは社會問題の硏究 
に底 ちに 關連す る 間！ I であり* また 彼れ の ® 著に 裱ぃて 記述して ゐる所 であるの だ。 
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五 マノ クス！}-- 義の 勃興*、 j その 原 ® 

1 康 J G 名に 於いて— の 火の 如く 曾し.— ^; 1 いては、 マルク— 『社 舍 
If 成る)。 r ず 各® if らん t てゐた (|に各 站 

一^ 1%—— 

ョク 知つ て ゐる按 01 、ニ—?』 の マルクス iff りは 

來 る。— マルクス產為けられたる| :* し誌民"非3|1仁±が£ 

B 拿、 f i る。 が、 S は‘ 根— 

p Jl ff ^ 

もので t 。 1 - s 、 f れ u — I 4 ff る 
I . れ— S 解放 するとい ふその f 目的 乃至— こも 拘ら 
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rl ず， 一 slf し— gl 化する こと— っ U tt 2 rl — 外には？— 

I! J — f 114— 

—315 拿 e #— 的 乃 1 f も拘ら 

ず、その本贤に於いて、如何に恃德*無道.柃險， 5)1 惡そのであるかは、朝にあって單 1!: こゎ 5; 
彈 厭の 爲 H 硏究し V 类者 や、 大黑硏究蜜ど で證 S - る 『1_』 や SS れ * い 爲に研 
究 して 來た 者には、 その 全 思想 露と 共に、 到底 5 理解され 得ない。 それは、 同 じく 被 壓边國 民 
大衆 解放の 信念の 爲に 野に 在っ て、 而も これと 相碎れ る 能は ず、 身を 以っ てこれ & 研究し、 これと 
戰って來た者のみが、眞に知り得る所で 2> る。 

が* こ のマルクス主義も*そ§民备 » が眞にその國家のー^^して、政治的，經科的-文化的 
に、その阈家の恩惠乃至名#に#與して&る國に於いては、何等恐るるに足らないものである。何 
故なら ば* 斯かる « に於いては、人 * の國家的 1« 念は必然的に强固であ0、マルクス主较もその發 
展の餘 地が 無い からで ある。 然るに 當時 のオ ー スト リアは， 的 に 引用せ るヒ トラ ーの記述にも见る 
が 如く、 その 酿に 於いて 正に 逆であって、 マルクス主義に 好個の 龄展 素地を 與へて ゐ た， 貧窗の 懸 
隔は茌 しく V 殆んど 別世界 &形成して.居り、爲政者階紱は無自覺にして、ハプスブルグ神_思想の 
下に 人；^— ひ y し •た 4 力を 以て 一切の 解放 述 動 為？ る® みで、 S 的 司法 も 立法 も 
錄に知 らず > 國玲大衆の疾苦を槳てて顧みなかった。斯かる阙家に於いては人々は、國*的阈尺的 
たらん としても、 そ QS 的 竞 的たり# ょぅ 笞は 無い Q で t 。 鋈？ 就いて、 感 b 
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五 マルクス主義の 勃興.、 J その 原因 

ヒトラーが孤 1.-.-| 几となりてゥィンに苦學カ行し，窮乏のドン鹿に身を以つて社舍問_ 5: 經驗硏究し 
てゐた 時 (一九 〇七 八 年 前後 Qg〕* ドィツ 及び 才— スト リアに 於いては、 マルクス 主 箱は 『社會 
民主 蠢 Jl Q 名に 於 .S て證 Q 火 Q 如く 醫 し' 將 y 各 その 第一® たらん として ゐた (器に 各 節 
一黨と 成る)。 

マルクス 產 とは ー體 如何な fQ か？ マルク K 產 に 就いては 筆者は、 曾つ て 十 年 も V 心硏 
究し — 但し ヒ トラ 丨と同 じ 棟に これに 反 對 q 立場から —— 我！ ^マルクスキ：箱—君&どょりは 
ョク 知つ て fg 41 が、 一言に し？ れを 言へ ば、 非黑 = 非 g 家 社會產 •と 言 含と が讯 
來る 。勿論 マルクス 主 げられ た— 級 を 解放せ んとす fQ で to が. それは、 根本に 於 
いて何等の民族觀 & -冏胞避念^從つてまた祖㈣觀念もなく-階級及び階滅利咨以外には殆んど^ 
物 も- i .: 4 めす ーの « 1水 ^ 民として自民族 *-- |强化することに依ってでは & く、 ^ ろ £: れ |: 弱匕 ノ Jt .- -'nr w 
する こと に依 つて そ Q 目的を 達成 せんとす る.， JJQ であ，；；，、 |g も そ® 爲 には 殆んど 手段を® ばざる 
もので—。 ズク Ki は、® げられ twf 解放ず ると S ふそ ejsr— 的 乃1 榜にも £ ら 



ヤ、その本質に於いて、如何に俘徳，無道*陪脑.兕惡なものでぁるかは、朝にぁつて單にこれを 
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ものである。 マルクス 主 ^ は、 虎げ られた る 附 級， a " 解放ず ると いふ その 善き 目的 乃至 榜にも 向ら 



ず、 その 本質に 於いて、 如何に 俘 徳 •無道 •拷脑 •兇悪な ものである かは、 朝に あつて 單に これを 
彈 把の 爲岳究 して 來た者 や、- KS 研究. SI 读る iss 』 や 時勢 i れ まい 爲に硏 
究 して 來た f a 、 . VQ 1 想 i と 共 U 、 製 gyg 解 W 15。 それ S 、 一:じ く篇讀 民 
大衆 解放®: 5 念 Q 3& K 在？、 而 In と S . S れる摆 ず、 身を 以 って これを 硏究 し、 これと 
戦って 來た 者の みが、 眞に知 o 得る 所で ある。 

が*このマルクス主義も*その阈垃各 {1 が眞にその阈家の1 |1 として、政治的.經濟的，文化的 
に*その阈采の恩惠乃至名 # に考與してゐる國に於いては、何等恐るるに足らないものである。何 
故ならば、斯かる1に於いては、人々の國家的觀念は必然的に强固であり、マルクス主狡もその發 
展の餘 地が 無い からで ある。® るに 常時の オ I スト リアは、 前に ⑴ 用せ るヒト ラ"" の 記述に も兑る 
が 如く、 その 骷 に 於いて 正に 逆であって、 マルクス 主雜に 好個の 聆展 素地を 與へ てゐ た。 貧 宵の 懸 
隔は诚 しく 、 %" んど別世界&形成して.居り、爲政者附級は無自覺にして、ハプスブルグ祌_用想の 
下に人挝を家 ^ 扱ひにし，た ^ 權カ 5 : 以て1切の解放述觔 5: 彈 15 するのみで、社#的司法も立法も 
錄こ 知らず- 國 长大衆の疾苦を槊てて齟みなかった。斯かる1:家に於いては \ 々は、阈采的阈民的 
たらん としても. そ SS 的® 民 的た o 得ょぅ® は ラ？ ある。 霉は その鋈に 就いて、 感 '如 
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ilf V ィ 1 ! !; 間" 就 " M 

へ？ 歸： そ f ——— if ミ 

何 If i こと だ、 必—活さ へ— 
して 、 rgsf 飛 ぴ上ら ん もので もない o たなら ば 我が 一れ 市靖 級の 穿は、 注々 に 

4 られ る。 

—として、 <1 ま I 一 0 たる^ Hhrll — 
斯ぅした W 出を gf 解して 1 らぅ か， 與 へので— 力 果して 幾人 Q 人が 能 < 

41 iifffi る 



我等のー較市民陪級は、謂はゆる「民衆」にはその祁國に對して誇りシ持ち得る條件が如何に嗤ふべ. 







我等の 一粒 市民 陪 級は、 謂は ゆる 「民衆」 には そ s fjl l-a に對 して 誇りを 持ち 得る 條件が 如何に 嗤ふ べき 
程度に しか 與へら れて 尻ない かを 果して 考 へて ゐる であらぅ か？ 

「それは 他の 諸阈に 於いても 欠 張 o rMJ じこと である」、 「それに も拘は らず 」其處に於いては势働渚尤_譌 
民に 味方して ゐる 、などと 言つ r 胡朦 化して はならない 。似り に その 通りで あつたと しても、 それ- 等 

自分自 # の总慢の ^ 明になり |1> るものではなぃ0のみならず褀议はまた決してさぅではなぃのだ。 J 

(S. 3 〇 _3 1) 



『試みに次のことを一朋想懶して見ょ！ 

陰氣な ニつ の 室し かない 穴 倉の 様な 家に •七 人家 族の ^ 鋤 者が 住んで ゐ る。 五 入の 子供のぅ ちには、 假 
りに、 ■の 小兒も 有る としょぅ。 i と 言へ ば* 最初の 印象が 意識に 上る 印齡 である。 天才 的な 者なら 
ばこク- ^ 代ク記馆は後年にまで殘る位である0ところで室は小さい上に人問が餘りに詰り過ぎて居る爲 
に 萬 雄 ゥマク 行かない 。斯 くして 喧哦 や^. 論の 起る ことが 货に 度々 である。 人々 は 互 ひに 扶け 八" つて 荸す 
ょりも、 互 ひに 制 給して 暮す 〇 廣 い 住 席なら ば 一寸 離れて ゐる だけ S ちに 緩和され、 ロら 解消され て〒 
く樣な些細な爭ひでも、此處では最¥ニ度と再び消え難い不快な爭ひとまでなる*それも子供逮だけの垛 
合ならまだ大したことはない。子供達も勿論、同じ樣な事情でいつもョク爭ひを起すが、然しまた互ひに 
早速 キ レィに 忘れて 了 ふ。 とごろが 若し この 爭ひが 兩親の 間に 而 4 んど 毎日の 探に、 その内 部っ 無敎養 
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さを 逍 IS な て 行 t ! れる ならば* £6 雙 2 言と も そ s —装 育 S 璧と i tsti 子供の 上 

：_*； ■は^, 十一 iu まない。 一」 の 二八 egg 爭 ひが* 要に 對する 夫 S ;% な# 行と いふ 形® を W り、®*^.,、 段 
1 待す ると いふ 技な ことに SV なつたら-その I は 果して 如何なる もので なければ ならぬ か、 こ 
か 管- g ., T ない 者には M 俄す. 〇 さへ. •小さな； ？； 益な C . 供 y 、 旣 --1^.® こして 
大人で さへ t た とす— 柄を 知名になる 。精神的には 1 され 肉 W 的-」 は— •泣に され、 
そ s : s な しにされ て、 この 幼き 「 S 1 J け® 益 校へ とプ ラ-.:, 人つ て 7 の 2 る。 そ 
しで 時： 3 つ J ら人 S ぎし、 SS 奋— する f 有 f 、 殆ん ど® 事 こ e 5 W る。 家 £|で坪..； とい ふ 
o な こと S く— にならない。 問 g にならない 2 か.— は 正— る。 母 も 父 t '. 01 の 叫た 
けでは 勿 f、 子供 ii£ し— へ气 I; 度と f 返す，」 と S 來 ない is 方で 益 や％ の 3 
をす る。 n 分— 幼い 子供*. 解 說 i* して 正しい 考 へ— くと い 古な-.- とはな く、 寧ろ 例に 依つ て 野 
卑な こ-*.. 眢言 つて E-S せる の •か 常で ある。 M 他の ことで も 凡て、 この 小さな + 供 達が 家 妈 で g< ことは 
杰く S しかるへ き の 入 ♦への 敬® の 念， J... 强 める ことには 少しもなら ない。 於處 には 入阳 味の 句る 何 
等 S 善き 物 森く、 t 會 S 制度の 如* でも 一つと して® ロの 繁 でない ものは ない。 器の 黯か ら始つ 
て— S 元— f —、 凡て f した 對？— •宗敎 に M し ng 蜱關 しても、 12 とで も 社 
合の ことで 4、 悉<£ りで あつて、 それら 运嚣 され、 道 f If 以？ 下 K ,;; 考へ Sr 汚さ 
れて了 七斯 くして，」 の 子供が 十 W 荽小承 校から f 出される 時、 果して 彼れ が WS よ り ど わ； jj ど & 



になつてゐるかは、判斷に寧ろ闲難な位でぁる。眞の知銪や能カはと言へぱ、殆んど信ぜられな-,ほど氏 
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•• — 7 SW r 2 ;- 一方 f ゾ 娓 に 貺して も - 卩家のこと < も社 

合の ことで も“ りで あつて、 それら 装 蜃 され、 gl まる 慕‘ 以 つて 下肢 S へ© 鹿‘ I 
れて了 ふ。 斯 くして この 子供が 十四 益で 小 胡 校から 送り出される 時、 果して 彼れ が 以前より ど わ ほど S 



になつてゐるかは、判斷に寧ろ闲難な位である。眞の知撤や能カはと言へば、殆んど信ぜられないほど低 
劣で あり、 成 ひは また この 年 齡で旣 に、 入々 が 見たら 髮の 毛を 逆立てる y あらう 程の 不德を さへ も ® え 込 
んで 、その 擧動た る や 腐り果てた 破廉恥な ものである。 

斯うした 入 間が、 今や その 世の中に 出る 準備を 了へ たこと になり、 世の中へ と 出て 行く ので あるが •彼 
れは 其處で 一 K どうい ふ亊 にな e 得る であら 5 か？ 最早 彼れ にと つては 世に 何等の 律い もの も 無い 〇 彼 
れは^派な何物も敎へられなかつた。寧ろ反對に人生の凡ゆるドソ底を純險し知つてゐるのみなのだ0 
M : 歳の 童子は 今や 十五 哉に して、 凡ゆる 鼎 威に 對する 赖 蔑 者と なつて ゐる 。この 若濟 は、 媒や 汚れの 外 
には 彼れ を 商 尙な 感激に 誘 ひ 得る ^ な 何物 もま だ® えて ゐな いの だ OJ ( S . 32-33〕 

これは 一砌 離の 罪 か？ 5 うした 本人 達、 無產 者の 子供達 及び その 親 達の 罪 か？ これに 對して 
はヒ トラ ー は旣に 答へ てゐ る。 『それは 惡 しき 境遇の 不幸な ?, 蛸 牲なの である』 と。 而して それ 故 
に 先づ、 3 うした 社 翕 環境を 斷乎 として 改革せ ねばならぬ となして ゐるこ とは、 旣に戕 * の 見た と 
ころである。然るにー般人士殊に支配階級者《、無淹大衆が稍々もすれぱ非愛國的なるを見て驚き 
非難するが、波等は無產者が來國例たらんとしてもその愛國的たり得ない原因 &: 少しでも考へて見 
たこと が あるか、 とヒ トラ ーは言 ふ© である。 彼は 更に 次の 如くまで 言つ て ゐ る。 
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『私け 當時 、それまでは 全く 氣付 いて ゐ なかつ た 所の ものを、 _ にはつ 根本的に 理解す るに 至つ た 3 

- iff QIII ^ 

ペ :1 从免 §な健个：な黎潔 |: あす ,^ 1 1;: い广かい纪や ^: を^ ^: 即 |: 心办. 

み li-.f る ことが ⑴ 4、 そ 仏 4 く X &^,54 s : , m .: f : ^: ^' 』？ f 35 j 

『& るに 找 々の 場合に 於いては •それが 裂 的に， f ■忘 ハら れてゐ ろ. 許りでなく、 M に その上に 存上幸 
ひに 中 校？-; ¥• び W た S-& Q も 1 も igli S _ J て t Q だ。 我が 赁を 薛 S 错 言 諸方 节 
は、 太— そ— tls 运—に if れ なかつ た iete まで も、 大资為 id とから 

炱ひ )|< つてゐるのだ0』(8.32〕 

に 『 ^ ^ 化』する爲=愛國的ならしむる « には、何ょりも先づ、 ^ ^ が$こ $ 丨 ^ ゴ <.> 谦 
P 付； 一保 . V 作” 川 VJ ねばならない。 一方には、 王仪 の 如き 阀大な 邸宅を 掩 して、 数多の 益 ひを 
^ 3ひ哎衣飽食をこゎ褀として&る陂級が有るのに、他方には『陰鉍な _ つの染しか無い穴 & の 
枕な 家』 に 七 人 も Q — が S や 食は ずで 住んで ゐる f 狀態 では、 到® 一® 大衆の 『篤 化』 は 



期待され ない。 然るに オ ー スト リア c 及び ドィツ) けどっ であつ たか？ さ ぅい ふ點に 就いて 何等 
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S ひ 装 飽食を これ 雄と して ゐる K 級が 有る のに、 他方には 『_ な 二つの 窗 しか 無い 穴 & の 
探—』 に 七 人 も 1 族が JS はずで 住んで ゐる様 1 は、 到® i 大衆 s 『篤 化 j は 




期待されないロ然るにォーストリァへ及びドィッ：^にどぅであったか？ さ ぅい ふ ^ に 就いて 何等 
配® さ れな かった の だ。 否 それ どころ か、 爲政荠 附級は 無 N 免に して、 斯かる 狀熊を 改革せ んとす 
るー切の述動た.彈 ]^ し、逆の政策許0行ってゐたのだ、とヒトラーは言ってゐるのである。 

斯 かる 狀態の 下に、 マルクス主義が、 知識 附級 及び 勞働# 階級の 間に、 その 恐るべき 勢力を 延ば 
して行つたことは、まことに當然のこととー；百はねばならない。ヒトラーでぺ <; へもマルクス主餞の如 
何なるものであるかを眞に知るに至るまで問は、雒ろこれに好总を寄せてゐたのであった。彼れは 
自ら次の加く記してゐる。 

『私の 本 少時 代に 社 朽民屯 生蕺 V ル" ス中 •義〕 に 就いて 知って ゐた ことは、 树めて g かなもので あった 
と共に、ま /* 袪しく不 1|-: 確なものであつた0 

社 # 3 ; :!•: 激. か 無.； ^ ^ 科通逃蝌榴の 0 に闽って坍たことは、私の心ひそかに裰べるところであった。それ 
は私の甚！く跑ひなハブスブルゲ支削，>必ずや與めるに至るに相逮ないと、旣に故時私の愤性は私に寊ひ 
聞かせてゐたのであった。 この確倌を以って私は-1千萵のドィッ圮族を死の宣许にまで至らしむる 
が 411 き佌にも冇り得べからざる阈家をゴ、必ずやその崩復に至らしむろものと信ぜられるところの凡ゆる 
發时を tt inj したので あった 0 J ( S . 39 ) 



六 マルクス 中： 義 •この 衝突から 對立へ 

ヒ トラ-は 最初、 4 だ マルクス主義 I に 知る に 至らな かつ S 

^ エ審 、—變 ス クス 主 

至ナ E — 运 1 if トラ， 乃 
少しく 立ち 人 fi 介した— 4 

ィン—— 時代 j の中に、 彼れの 『奉、 ょ：; も 1 の 『マ ィン •ヵンプ』 第一— ー窣 『ゥ 

讀； lI HHn^^ 

7 U Is に® つた テ-は. 努心 ひそ $5 る さ つた。 このて と 
1— 4 ひなへ ミプ >1 弱める に— に— ない と、 旣运 時— 證は 私# ひ 



知 to u : .A! ru 心め て SI の— つたと 共に、 また 甚- <| 不馬なも^^^ °:-1 ?5いて 
通 lii ことは， I ひそ— ベ！ f つた •この-- と 
^ 3 ii0ii 



KJ かせて ゐた ので あった。 ド ナウ 阈家 〔 莉ォ— スト リア〕 は ドイツ 民族を 菘 姓にして以外には斷じて維特 
さゎないといふこと、而もドイツ分子を颅次スラヴ化するの犧牲も、何等その後にーの眞に生^^カある 
帝 阀の存杻を保證寸るものではないといふこと、何故ならばスラヴ民族の國家維持カなるものは、甚しく 
疑は しきものと 考 へられ わ ばなら ないから とい ふこと I この 確信の 下に 私は、 |千萬のドイツ民族を处 
の宣苦 にまで 至らし むる が 如き 世に-^ 0捋べからざる闭家をば、必らずやその崩壊に至らしむるものと 
信ぜられる所の凡ゆる發搣を粉迎したのであつた。言語の混亂が_舍を沒蝕し分解して行けば行くほど， 
私に 據れば 、この バビ a ソ的素赳帝國の瓦斛の時は益々近づいて來、それと共に我がォーストリア.ドイ 
ク民族 の 自由の 時 もまた 來 たるに 相違なかった。而して斯くして始めて、それから更に、將來何時か、そ 
の元の母國〔ドィツ〕への合52も可能たゎ得るものと思はれたのだ。 

それ故に 私に とって 2 T 右の 社 會民主 黨 山 活励も 共感な きもので はなかった 。殊に 问黨が I これは 私 
の 無 邪 氣な氣 持から 愚かに も尙ほ 信じて ゐた ところで あつたが _ 勞卿 者の 生沔條 tl - の 向上の 爲に戰 って 
ゐたことは、前記の哿通適扔苡现の爲のその努カと共に、私には、この黨は非難するょりも莩ろ稱ポすべ 
きものに 思 はれた ので あつた。 が、 私を して 最も 失 ^ せしめた ことは* ドイツ ツウム 〔ドイツ 民族 乃至 ド 
イツ主義〕確保の爲の鬪爭に對する彼等の敵對的態度であり、スラヴの「同志達」の好对を份んが爲のそ 
の 憐れむべき 媚び ^ ひで あった® 而も その スラヴの「同志達」は、右の社 # 蜓中黨の求愛をば、それが何 
か « 際の利益の許與を伴ふ限りに於いては成るほどこれを哼け1介れてゐたが、然らざる拗介に昤-,てけ高 



f f $—1 II 



ヒ トラ. 



n 讓 l!I I!l ]ff HM:fu II 

そゎは、 充霖 fs ない— はれ f ® が tuhtrf 及 s にこれ か 為 用す る 

i i —I 

ヒト 1!? して— 時に 於ぃ ては 、 ;^ lf H !? s —。！ 
典益に於いて-マルクス虫證『|窒1'『 |:/ 71 /丨ストリァに於いても，否佌 
而も そ SSU の 1 f xnuo 'ff ul —g し 50, 
2 れ ば、 『社# _ I 語が 曾 つても— 現 公？,;；; ぁる 。 ff もく s 岩 

『社 爲着』| 71 - - i 蠢と— 2 いと 題に • 

Iff If” ノ： rp_ 



のは、 ドィツ 社 # 挝中；铋が成立し、これを枥傍して以來のことに鼢 ';- る || , |] してドィツ社拎傲 



*— C6 — . 



Ififlf w 'i t |ぢ |が何 人 

"レカ t とも そ Q | 般に 通用す るに 至 1 



のは-ドィッ 社 # 过. .4 : . 铽が成立し-これを扔傍して以來のことに磁十る ||'|] してドィッ社科 ].':- 主® 
は そ QM 絜 何 .！ y f Q であつ た. ji と v . i に’ •トィ ッ ii 於 S V ビ K ：>• ルク G 社鑫？ Q 他 士 共に 
屢々『國滅社會主竑(81§185〇2 5' 1 5- ョ.1!0』の名を以つて呼ばれる I <H し ^ 人拷 肉ら は 『 RI 家 社# 

主雜』を松 榜し たこと なし E . « 主 3« 的 社 # 主 箱の ラッサ ー ル 派と* 明らかに 阈際 社 # 主 越 派た 

る マルク K 派との 妥挖 依つ て 組 f れたも Q であつ た。 從 つて そ S 松す る 所の 『社 付 ■唐』 
なる もの も當 初は、？ ソサ 1 ル 的と も マルクス 的と も 付かず、 その 間の 關 係は 典 だ® 味怎 ので あ 
つたし 或； 5 は ® 初は'! 4' ろラッ T ル 的 傾. w が强 かつた と V 」 へ 言 ひ 得る。 然る H その後、 W 世紀の 末 
葉に 至つ て マルクス 主述 派が 大勢を 占め.、 ラ ツ 屮1ル派 & ;1:狨から願逐して*公然マルクス主滴 4: 
以つて 同 黨の 信條 と- 兄め、これ 5: 黨綱領に採 | ; )! 1た。 »1 來，『社含^主主葙』乃至『社會民虫 « 』と 
1 £へぱ、マルクス主箱乃至マルクスポ雜黛に外ならぬものとなつだので *- る0而してヒト-ラーのゥ 
ィン時代は正にその時代、即ちマ ,1. クス主遂がその鞔欧たる5ッサール束碎乃至ビスマルク主雜を 

1 に ¢5?、 『社. 莫_ 流』 及び 『社贫 1 』 S 名 Q 下 U 破竹 S 勢 ひを 以 つて そ Q 勢力 &仲 
ぱして ゐた 時代であつたのだ。 . 

このマルクス主1としての『社會鉍主主磋』の關係は-丼後，前世界大戰の終りに至つて、今日 



『I …1 1 し— 壽 11 、 

1 『Is I マルクス—— 張し 乍ら も マル 

S1 極 合法 61 依る 11 味す— と I 。 マルクス— 

1*5' -^L 

1 が-『れ^』 £? |でぁ"『社貪8』が唯ーのマル1ぁつたのだ。ヒトラ 
® / ":s』 .'-ki 知— るか 如く これ— 及— して、 f 『社# 民 素.^』® み s 

Ml るのは、 右—— づ— で— 言では II ょり！ 『IM 

9 ヵマル クス 3 を 代表す るもの| てゐ るが、 ヒト T が， 『マ ィン •カンプ』 1 ^ 

—lnl9=" 

1 倉— 臂彼 I 

用 11 ぐ 棟け て 次の 如く 語つ てゐ る。 力 彼れ は f 弓 



r 斯かる 次第で 十七 送の 嗔の私 には、 「マルクス 屯義」なる語は你 (3 始んど聞いたこともないものであつた 
と共に、「社會圮主キ：義」と社會主義とは同 1; 槪念のもの、 ^ に思はれてゐた*されば、私をしてこの前代 
未聞の 國民欺 瞞に對 して 眼を 開かし むる には、 4 處で もまた、 先づ 運命の 拳が 必要で あつた。 

私はそれまでとぃふものは、社會民主琢に就いては、唯だその若干の大衆 /1; 咸運動を伶觀して知ってゐ 
たパけてあって、その羝負達の心性やその敎邊の本议に對しては、何等の洞核を^^く有してゐ /; かった 
が、今や一舉にして私はこの黨の敎育及び「世界_」の所甭に接觸する-丨至ったのであった0そして、筇 
通ならば恐らく何十年も掛って漸ゃく會扣したであらぅ所のものを、私は今や俺か數ヶ月にして把抛した 
ので あった。 即ち、 それは 社 含 ill 始と隣 \ 愛の假而の下に皤行するーのぺストに外ならないといふこと、 
而して人類はこのぺストをば出米るパけ忿速にこの地上から騵遂せねばならぬといふこと、萧し、然らざ 
る蚴 合に け 逆に 入 類は この 地上から 咨鉍 に錤逐 されて 了 ふで あらぅ とい ふこと、 この 悟眯で ある。 

私は 或る 故 築 エ琪で始めて社會民主主義者達と逍遇したのであった。 

それは旣に最初から餘り愉快なものではなかった。私の身なりは你ほ多少は整って居り、私の ^ 粜け慇 
觔であり、私の態庇は诫廉胳ちであつた0私は未だ私自身の運命に炽はされること多くして、その周阳に 
係はってゐる餘裕などは殆んど無か 0 た。私は娥处せざらんが爲に、そして例ひ尙ほ邇々とデあらぅとも 
修英 を！ C け 得ん が S に" 悤ら 仕事を 求める に 追 はれて 居た。 若し 私が、 新たなる 仕琪 楊へ 入って、 早く も 
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三日 H か ERH に？ 一 S 泛 1 しな かつ f 、 

f ロ ひもな しに 過ぎ たて！—- ^ らくこの— 新た 1 f 結局 何等 

つた •私 着 f If —11 ‘多 は— ちに— 決— つた— 

4 f t の ふ 

ひ 3 して 了は なかつ た理 出は、® らくての— ミ」 と--^ て* つた 彼等が 直ちに 私— 

の 中に 私—! か 成 ひ 41 ^篇. .1/ ^は5にあつた1らぅノ|は恐〜、十習 

H で：： 

であつ た。 而 して， vef 、 彼—® 飢八 ft / な tu , 四 I を 仔細に 硏究 したの 
化 i なる— バ f i は れて來-.」9 
初め f かは 私は 不快で あつた。 U 來 ごも C となつ たので あつた。 
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スープを入れて持つて來たりした。凋末近くなると 1 私は後に至つて漸やくその理山が分つたのであつ 
たが _ 斯 ぅした 人々 の 數が常 に 增 加した。 そして 今や 政治が 談じ られ た。 

私は时處か隅の方で掏り娛の牛乳を呑みパンを嚙りっ\この私の新たなる周間をそれとなく觀移した 
り" 或 ひは 私. H 身の 不幸な 遝 命を つくづく 考へ たりして ゐた 。然し その 場合 私には、 堪らない けど 色々 の 
ことが 耳に 入つ て來 た。 往 々にして 彼等は、 私に その 鹿 度の 決定を 促す 爲 に、 株 ^ に 私に 向けて 話して ゐ 
るので けない •か、 と甩 はれる もので あつた。 兎に角" 1^ •處 で 私の 聞いた ところの •ものは いづれ^^ 私を® 
度に 剌戟 する 性 ^ の ものであった 。彼 ^ は 其處 V •凡ゆる ものを 否認した。 即ち 阶 民を ば 『資本家』 階級 —— 
私はこの宵葉だけでも如何に呢々問かなければならなかつたことか I の j の 作り ごとに 過ぎない ものと 
L 、 lt l : を ば ブル ジ a T ジ-が 势働 者喏 級を 搾 •取 せんが 爲の 機關な りと し、 法の 糊 威 ^ ば ブロ レ タリア 陪 
鉸を抑骷比んが爲の手段たゎと1、决校をば奴隸と共に奴隸所对名をも赛成する制度 ^ りとし、宗敎をば 
搾 恥に 供せられ る 民衆を 去勢す る爲の 手段な り とし、 道德を ば 禺味な る 羊の 忍從の 象徴な り とし、 其 他 ； g 
•し 樣に して、 一切 これを 否認した 。其 處 には拽に、斯くの如くして怖るべき朽猫の深淵の中に引き入れら 
れな かった 所の ものは、 全く 何 1つとして無かったと言つて !1: い* 

私は 初めは 努めて 默って 居た。 然 - L 終 ひには 最早 我悛が nl 来な くな った。 私は 遂に 腹を 定めて 彼等に 反 
對する ことにした。 然し その 場ペロ 私は、 現に®々 間 題と して 爭 はれ る 諸 點に 就いて、 私自身が 少く とも 一 
定の知 織を 冇しな い 限り、 その 反 對-^ く 既込4ないことか認めなければならな^った0そこで私は、彼 
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I 君 出し— 1 

斯 1■1 た。 ' 

く f It 上の ★醤 私 •1 〔 f 主—〕— i 就いて i 

I 所 i 、 f こ、 rlf I は， f _f — #71 

1、 そ—— 、 墨— 立 

抗して々 {.'' がない>.思つたので*これも|つの|! >^ 、。と.ぢ〜私け揭りでは|し、抵 

— ——i 蕃 — 

そ— 雄 件を ば その？ くこと. HI ;, き ®< 心^^る 為が あり、 
1 ゲ 勝ちぐ 制して 來た 。を、 ~ '1 ■"の— した* 朽、 I の S 激が浮 くや •この 
した •それ f - ll . ll — して. 節 バ >i u 1 度改— 寿 行つ て 見ょぅと 固く— 

f II ほ ー — H のて^^ If し、— 無— の 

|;|む“ 11 "縛 11 1| 

公 • 5、 ！ 翁 ————— f f で f 
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ra 民 j と か 『民族 j とかい ふ ものは、 一般の 人々 が考 へる 様な 深き 极據 ある 存 ザたるものではな 
くして、 一部 人士 殊に 支配階級が 自らの 爲に 殊更に 維持 g : 調す る W CD 一 の虛樽 的 存在た ろ もので あ 
D 、 國家乃 至國泌 梢 力なる ものは 畢竟す るに 1階級が柳，階級&支配し搾取せんが爲の機關に外なら 
ぬ もので あ 0, 敎育 •道徳 •宗敎 また 多 かれ 少かれ 同じ 件 質の ものであるとは、 マルク スキ； 箱の 民 
埃觀で あり* 國家觀 であ ='、社會觀であり、1言にして言へぱ世界觀である。ヒトラーは要するに 
このマルクス主篯の世界觀に賛成出來なかつたのであ5、さぅした世界觀の信奉者共の思ひ [1 つた 
反國民的=反同胞的態度にどぅしても承服出來なかつたのである。而してその結果が彼れを丄て深 
く マルクス主義に 思 ひを 致‘ 3 しめ、 これが 研究に 沒 如せしめると共に、益々その强固な反對背たら 
しめたので ある。 彼れ 自身 旣に 、一の 斷伞 た：？ 社會 改革の 思想 = 社 # 主我の 思想に 到達して 居た に 
も拘ば らずで ある。 

私は この ヒ トラ ー の 自叙 個所を 讀む 度び に、 私自身の 過去、 私自身の 國：冰 社 食 主 箱への 道を 思 出 
す ものである。 私が マルクス 主 禅に 遂に 賛成し 得なかった 所以 もまた 玆に あった。 私 もまた、 長き 
解-制と苦難の中に鎖 3 れて來た柬北の百姓の子として、ヒトラーと同じ探な若3(ニ十歲以前)に於 



TOS ひ饱ん だ * 

か " と !? J (S. 40— 12 ン 



一 趙、 斯 1111 It 



いて- rilii、 一—— 豪 silllil 
村 il 11 ハ悬 .i に— If して， 

ィヵらス々 厂 5 れた ほど 熟 心な ナ . f ストで あつた。 然るに こ© ナシ ョナ リスト' こ 

1 ド 代に 於い 一」 普； の S 險—』 I つた。 然し 私に 於いては これ 吉 
しん V も QS つた。 私は 缓—す ハが 故，, その 不公 11 1¢1 へ、 こ 
れ 4 々し 多くの 同胞を 救 ふ ® にョ ，リー 遠 束の 强化 If 米へ たので ある。 

そ S 私が： 1 ,f て 世に f 『一 かど S』 たるべく、— ゆる S2 て ご— 
{前— の— にして、— の— 登 It ては、 デ モク 
ラ、 r に 次いで—— びに マルク スキ：—- 正に 勃與 しつつ あつた 時— つた。 1 の f 
くは S として これら— S た。 殊に 後には、 マルクス— 配 的な もの— つ 

6* % 1 Z れ を！ とい ふ g —3 ては、 これら 1 び 1 にも 充分 共 
b する U — 來 た。 今— は多| れ ——(1 も 雪して！— 公言して 

ない ものて？ 心 力 證 及び 篇 Q 1 になる-と、 私は どうしても これと 相 容れる ことが セ 

—$1 siiii In 



若 ^ として > そ の爲の 時代 本 新の 戰ひの 外に 立たね ぱなら ない とい ふこと ほど、 苦しい ci はない 



J — 11 豸12ぅ1マ冬こかと林笤れること”幻 

I かつた。 11 志爲 にどな f >— し 公知れ ない。 切く も—— s 求む る 



若 ^ として > その爲の時代本新の戰ひの外に立たねぱならないといふことほど、苦しいことはない 
の だ。 が、 私は， 搫校に 於いて、 その他の 坫# に 於いて. マルクス 主 銪 者 や 無政府 主 筘者 の；® に 
抟すれば接するほど*彼等と相界れないものとなつて行つた。殊に或るニ * 1|の集#に於いて多數 
sr t ' i むる 彼等と 公然 銜突するに至つてからは、私は、『こんな奴繂に日本 ?: 本新されて « るか』との 
■念を敁々强ぅし、愈々彼等と戰ふの決意 ^- 冏め 3 せられたのであつた0が-その場合私は、勿論マ 
ルクス主義も何ほョク知らヤ、忮嘻の誤趕 5: 充分指摘することが出來なかつた。彼等を打破せんが 
爲に は， 私は 彼等の 思想の 本源に 就いて 先 づ彼哿 以上に 知らねば ならな かつた 。私が、 當時マ ルク 
スを率先硏究しつつ率先これに反對し ^ 阈家社-^土鴻しを剂唱してゐた巧ほ一^ ^ 岛素之氏の下に 
走り、その指堞の下にマルクス :-1'. 硓 5: 硏究した所以のもの、殊にその »! 劣論の批判硏究に邶心した 
所以の ものは I 今日私は，マルクス國«論の批判に於いては、故 ?.!; 帛氏と共に、批界にも比_な 
き貢献&なしたものと闽く佔じてゐるものであるが —— 全く 斯かる W 情に # 丨たの であつ た。 それ 
故に 私は 今日 右の ヒ トラ ーの -?- 記 5: 跗む 1» に、これに他人辦&らざるもの. ?:- 感じ、これに |!14 りなき 
共感： 寄せる ので ある。 

¢1 の 愛 M 者 •眞 の. •小 新 的 ^ 國 -%の思姐的进税は芷に斯かるもので&り.斯かるものでなけれぱな 
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らぬの だ。 



七 



フル. ショア 政治に マルクス主義 排擊の 

資格な し 



論圖 011 來 、>ト4 マ if — 問— す 

r f ni —も 

r r つた fQ 『當£ 猛 〇 で 思 ひ 偶んだ。 斯か I 
按^ ミ— し— で—。 何故— .:.: 

li pp 考 P で P I! 

? r "7 H f ィ て— if た = は， if て f II の i 

— f mil — i し fi たか！— んど 111 つくした。 



そして、徐ろにぅねりをなして過ギ行く人問の長蛇の列をば息を殺して兑守つた。遂に私は、呢へ付けら 






ノ くした o 



そして、徐ろにぅねりをなして過ギ行く入間の丧蛇の列をば总を殺して兑守つた0遂に私は、呢へ付けら 
れた玟な不安な鉍持ちになつて、其處を立ち去り、自，ガの伐居の方へとフヲ<步いて行つた。淦中私は 
成る 爝萆 搿の店时に、诏ォーストリァ社會玫卞纸の中失機關紙「ァルバィターッァィッング(济働者新聞〕」 
の出てゐるのを見出した。同新聞は、私が新聞シ-諝む爲に歃々行<所の成る安い大衆贫堂にもョク涊かれ 
て ゐた もので あつたが、 私は それまでは、 その ^ 魄の論 調 か 私には 椅砷的 硫骹 の ill く 感ぜら わる この 淺ま 
しき新關をばニ分と續けて眼を通すことが出來なかつた。が今や、この示威運動の骷へ付けられる 0 な印 
条を受け 6 に及んで、私は心に深く期せしめられるものがあり、該新 (4] をば進んで_めた。そしてこれを 
ば 精細に 逍んだ 。私は 夜 これを id みつ \その_の塊りに對して幾度となく燃ぇ上る愤激を抑へるに苦し 
んだ 0 

私はマルクス屯義の如何なる理マ1的文献ょ0も*この社僉民屯狨の新阳を毎：！：說むことに依つて、最も 
3 クこの想想陣營の内部的本奴を硏究することが川來た0』(8.4 0 3 

然らば マルクス主義 者は 其處に 一 體 如何なる ことを して 居り* ヒ トラ ー は 先づ柯 を 知らし めら れ 
たか？ 彼れ が 其處に 見 出した ものは 何ょりも 先づ 、マルクス 半： 鏟 者の 恐るべく 巧 智に して 而も 3 ! 
忍*狡浒*陋劣なる戰術であつた。大衆を獲得するは、敵を倒す爲、而して自災勢カを搣大する 0 
には、 如何なる 虛言 •破廉恥 •藜 戾 •殘虑 も辭せ ざる その 假偕な き 態度で あつた。 而し てこの 戰法 
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i ， ！| 的 ■な—— て眷れ て 行く g 大衆— ぁった。 

1 sf— る.— 1 疼け— 

4———參、 i 何に— らしい— な— り::;^ 皮 U 
IP T.'I r i' r' •以 . 5 力れ てを 所® 丨と 、他— の =——3 に 於け •<> s f なる 人 g Q 
f ジ -,,1 f な ろ 卜 劣を 4 せざる. 凡ゆる p‘f 手 デ f 々ソの t5 ‘f く 申と ダソ っ ミ， 

,fi 

大 s 心理； ill ? な も QSVQ に 这」— ui な、。 
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自巾 S 大を與 へられ C も、 その 大抵は これを どぅして 梵 いかを 殆んど 知 ら ず、 却 7 ハ ば见捨 
てられた ほ な氣 持ちに さへ なる。 大衆は、 それが 彼等の 精神を 通 化し 甚 しく 恥 ぢ 知らず たら！ むる もの 
1.1 とも、 また 彼 S 人間と しての— S •蔑 5 せし む f ので t ,」 とも I しな、 彼等は そ 
の 全敎說 Q 內部 的虜も 元ょ— が 付かない。 斯 くし 一」 彼 浮た ミ その 敎费 i 的 1 の— 
なき 力と 酷烈 さとの みを 知り、 結局 こわに ^ に 一 §伏して了ふのである』( « ム4 

8 •やがて ニ 年嘉た ぬ涅泛 •—茔 Is 愛 1 faf , ッ * = と 知る に KP た。 

私は， こ 1が 何ょりも 先. つ、— 的に，, 精神的 f 、 斯 かる 装に 堪 へない 市 に對 して 行 ふ 所 
Q 卑しむ ベ.^ 神 g,K ESI つた。 卵ち 彼泛 . f 一男— と共に 常に. 彼等に と 14 危險 
I はれる® へ 2 つて' SIf e 十 iv を 一齊运 せ か ける。 而 して—,」 ク ， -WI 

e に sfgl れ努 真つ て、 た AIW たい s ; r その 畀— S . I . t 

の 攻职を 續け るので ある 0 

ところが 生來純 f 人間は、 ig 位の i では： その 平 ff うとし ない。 その ir •は、 この 攻 

取は 新たに ま裔— れ 、•吾 そ の 契へ €1 が 髭— 逅る 4、 I となく f | ク f れ る。 社會 

民 中 主 _ は 、自已 3 ■よりして 、力の 器を；^ = 知つ てゐ るので、 斯かる 一般に も 稀れ なる證 
を その 本性の 中に 狩す ると 感じられる 人 仙に 封して は、 交 激しく その 攻？ 浴せ て 行く。 f て 反 封 こ 



大なる 許鉍 の 臨 度に 依つ 



てよりも、 



寧ろ 他を 禅れ ざる 嚣な 矣說に 依つ _ 



-• wra ; を 幻み、-::: u ii : 
心の 满足を 越ず る 。大衆 i 



他の 側 e® い— ぱ •そ S めら 公 1 ?れ 為 神 的 性 芝從 つて、 或 S 用心 深< 或 ひは 赤裸に 
凡て これ— やして 行く = 彼—、 無氣 力に して 溢な— 才 ょりも、— 深く I 本性に 於， 

て强 固な 人 IE を® れる 。彼等の；^ も歡迎 する ものは、 粉 神 的に 嘉カ 的に 為き 者で ある。 

社會 4 蚩 雲は、 . g 何」 もた！^ 管 求める かの 如 く晉 かける-」 とを 心得て ゐる 。が、 さぅ しで 
彼等は' 一 怒 達が 1 S 柄に 向けられ 品て 別 15 起り f もない 時， 又は 合 S — せて 

® い 反— を 新たに 起 1 れの少 い 時に、 或 ひは— SWIL、 或 ひは 素 ¥く|上の遼を な 
して ^ 心深<然し物乎として、次から次へと地步を撗得して行<のである0 
そォ は、 人 iH の 凡ゆる 1 を 精 祀に考 g して 立てられた ダク テ 18 術) で ある。 從 つて、 これが 反 討 | 
K には f N： を以 つて 戰ふ ことを 知らざる 限り、 この© 術の 結果な るも のは 殆ん ど馨 的に e IXO 
確た成功を 0 らすことは必然である〇』( ?> 45—4〇) - 一 

ヒ ラ' は に マルクス主義の 恐る ベ* 戰 術を 早く も 看取し、 旣 にこれ に對 して 同じく 斷 乎た 
る戰 ひ 方 Q — 4 へた QI つた％. 然し そ Q 場合に 於いても 彼れ は、 こ Q マルクス 主 f 
e もの 乃至 その 本來 の 擗當者 (彼れ に據れ S 局 ユダャ人〕 と、 その— 者— 區別 する I 
れ なかつ た" 彼れ は その 犧牲 者た る 大衆 殊に 勞働者 大衆に 深甚 表して、 次の 如く 言つ てゐ 
る。 彼れ に 據れぱ 、それは 全く 境遇の 然 らしむ る もので あつて、 罪は 寧ろ 他に 存す るので ある。 



オズ‘ 力 vf 想す— 稍妇 1 衆 殊に 勞 $ 者 大衆に 深甚な M 情を 表して、 次の 如く 言つ てゐ 
る。 彼れ に 據れぱ 、それは 全く 境遇の 然 らしむ る もので あつて、 罪は 寧ろ 他に 存す るので ある。 




『この 敎說 及び 組織の 文献 及び 新聞の 深き 政 究は 、私に とって は、 我が 阈 w ( Volk ) との柯 會を钦 味す る 
ものであった。 

始めは渡るべからざる砘炤と思はれたものも、今は從前の如何なる時よりも大なる愛への勒機となるべ 
きものであった。この怖しき毒害事件を認識する時*その镝牲者までも非雜するといふことは、馬魄者だ 
けの 能く 爲し 得る ところで ある。 …… 』 C8. 44〕 

『私は、 私の 當時の 否 難 時代に 對 して、 窃分の國民を自分に洱び引戾1て吳れたこと、その镝牲者をその 
誘 ^ 者から ^ 別す る ことを 敎へ て吳れ たこと 1 V -、 痛切に 感謝す る ものである。 

これらの 入々 の 誤れる ^!^といふものは、全く愤牲といふよゎ外に言ひ ^ のないものである0何故なら 

ば* 其處 には、 その ドン 底 生活の 中に-^ ほ、 稀なる f 心 や 誠に 忠贲な る 友情 や 非常な 饨制や 

深 今 謙 課 等の 美徳々 有した 屯 梅 健全なる 血液を 存した 多くの 人 ★が 居た ので ある 。斯ぅした 幾多の ^ .: V に 
して 淸廉な る 人々 までが、 その 政治的 活励に 於いては* 我々 の 尺 族の} 4供戡天の敵の仲讪に加はり、その 
陣膂を 罘 固なら しめて ゐた のて あるが、 その 所以と いふ ものは 全く 次の 勘に あった 〇 即ち、 彼等は 新たな 
る敎說 〔マルクス主義〕 の 卑劣 さ’ 正に 理解し なかつ たし、 また 理解す る こと も出來 なかつ たとい ふこと* 
何人も 敢て そこまで 立ち 人っ てこれ を 注意し よぅとす る 者 4 從來無 かった とい ふ こ と、 而 して 結局 その 社 
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會运遇 f 51 心— fi 力 1 たと： • . 

、 '! へ？來てニ^^ルポ$、；バ、ジ ;4 :^ : ( ? ^ : :^ ? 

^ ^ V' - ^ . W. ' 

そ の打格 货 s て sy 於 s て f gf . ..., 

は/て 12 ： の 所 f 共に、 ヒ トラ 丨 こ_て^^しめた罪は£发るか 

111 產 革-: ク i f : : r % ら II ! し i 

———■ II 



來 —.f Q は、 そ SKf 裔爲— 問 $ 、度 社 2 乎 2 :sf I で 
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來た s も Q はノ vs?s た f 民間 爲 f g5、 度 社 s 乎 WSI で 

ぁる。 彼等の これまで S て來 0業は、斯かること|は餘りにも深いものでぁるのだ3 

r 何 rMfs 為 者 S :、 彼等 S かに 初めは その 2 心に 於いて 社爲 虫热 S 敵で ぁつた。 が、 彼 3 これ 
.、反 £ しつ— f 、 プル ジ— M が 凡 $ lgslii £; し 石れ. 〇 所 sli な i 
く s 56: s :^£ K 3 JS ; i - ® J 2 社^; 民.^ q 手に® つた® 老 る。 势 K 昨 件 の改與ゃ、 g ■货 枚® 防 卜. 
is -、 a 彥 ® Q 制 gt 少< とも 未 米 の |-5! 民を |» 姙しでゐる湖問だけでも ^ 人を織すること等.さ 
ぅした 一 SS 改本企 岡に 對 する ブル •ショ ァ菌 gg 迷に も證 なき 拒 介は. 社爲素 をして？ した ブ 
ル ジョァ If II 惠 への 一切の SI んで W へしめ、 そ s - gs 巾に—... しめたの だ。 我 
力 政. m 的 「 X ジ m ►.齧」 y 、 彼等が 斯 くし y 犯して 来た 所 2 要 今 Hwbwil ぅと」 て-, P . それは 斷 

じて. t *nj f :2 r、 f? '/; .f Mi- >' f 部は# の S を®^ んと r る 一 S 企 岡に i せる ことに 依っ 

r . ^ f :^ :! で i : f でな C 、 $忘办 2: ム歡53毯なお %> ね £: む -:: 、 

^ 國民の仇斯マルクス主 ^ の生般を明{2に * 心したものであるれ』63 

マルクスー為政搣に對して夙に最大の支持贡献をなして來てゐる所の組織“勞 ^ |11 合といふものの ^ 4£ 
をしで、馊松上正に逍德的に疋岛なものたらしめたの气饮4何ょ0も先づ、このブルジョ,政？あ 
つたの だ'』 (S. 47 —48) 
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A マルクス主義 背後の 存在. こしての ユダヤ人 

ヒ トラ一は* その ゥィン 苦 鞞時代に，他の問題例へば諫會や政黨や阈«擗カ等のー般政治問_に 
就いても-幾多 Qf 經 & 乃至 議£ 獲た Q で* つたが (これに 就て は肇に 紹介す) •就中、 その 
社 高® Q 釋 及％ マ 主鍪 56 に， VQ 背後 Q # 在.； J して Q ュ ダヤ人 QS 苦つ て、 その 三 
つの最大の經驗としてゐる。『この時代に私はまた〔 *1: 脅 |!:! 題の外 (-: 5£ に〕ニつの危險に對して^を開 

かねば ならな かつた。 マルクス 主豳 とユ ダヤ人 、これで ある 0 』( » 33) と肯ひ 、また' 『斯くて 

この时代に私には社會問題以外の更にニつの極めて 2; .要なる問題〔マルクス .+. 典とュゲャ人の (|!1 0〕 
に 於いて B 5 PS 生活® 經驗が 徹底的な 理論的 硏究， y 规觉し 剌戟す る も Q となつ た，』 S . ぎ と官 つて 
ゐるの は、 取 〇も直 3 ずその意味のものである0 

その社會問題及ぴマルクスキ 6| の認識に就ぃては旣に我々の見たところでぁる。次に我々は、本 
章(『ゥィン苦難時代ヒの最後に、ュダャ人問題に就ぃての彼れの認識を見るでぁらぅ。彼れは如 
何に して 且つ 如何® にこ Q 問題 S 識 y 到 速した か？ ナチズムが ュダヤ 人を 不 W 戴 夭® 敵と して 
排擊 してゐ る ことは 隅 知の 如くで あるが、 その 根本 原因は 何處に 在る *. ? 



言にして結論から言へば、彼れはマルクス主義に就き殊にその反組鸱的*反國家的*«民族的 



一 



排擊 して ゐる ことは 隅 知の 如くで あるが、 その 根本 原因は 何處に 在る 



1言にして結論から言へば、彼れはマルクス主義に就き殊にその反祖國的*反國家的*反民族的 
なる點に就き深刻な 0 疑問&该き、種々とこれを硏究してゐる間に、マルクス主錢の背後にはユダ 
ャ人の 杯 在して ゐる こと* ユ ダ ャ人は その mw 無く 而も 後には 世界を 統一す ると いふ r 選ばれた 民 
埃』 たる 本來的 性質ょ o して、 自分 達 以外の 如何なる 民族の 繁榮 を も 望まず、 庠ろ その 崩壊を ® ん 
でゐ ると いふ こと、 マルクス 主雜も その 世界 崩壊 手段の 一っで あ P, その 反國家 性 *反 民族性 
m 國性は 玆に由 來して ゐ る ものである ci 、 2r 知った ので ある。 マルクス主義の 背後には ユダャ 人 
乃至ユ ダ ャ性あ o とは、 ドィツ、 オ ー スト リアに 於いては 可な り 古くから 存在す る 見解ら しく、 有 
名な 反 マルクス 主餚 マルクス 學者ヴ H ルナ ー •ゾンバルトの 如き も その 著 『ブ P レ タリア 社會主 義 
論』 其 他に 於いて これを 極力 主張して ゐる ところで あるが •ヒ トラ ーはヒトラー獨自の米察乃至體 
驗から同じ見解に到達したので&った。『！1シア人を赤裸にして見ょー然らぱ其處に韃料人 5: 見川 
3 ん。』 とは、 確か ナポレオンの 言っ た 有名な 1 TT 葉で あつたと 思 ふが、 ヒ トラ ー は 今や 『マルクス 主 
玆を 赤裸に して 見ょ！ 然らぱ其處にユダャ人を見£さん。』ことを見出したのである。彼れは11ダ 
ャ人問題の冒城に先づ次の如く激言してゐる。 
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ru ^ 赛黨 II す——、 沒 .こ iill?l 

拊て r った。 そ sf 、 公式の® の 文 料の 如— 勿— んど 役に立たなかった“ 丨 r 

私^^し.-」 s 敎 1 £麝§ 1 芝— 适片 奈汔 就いて _ 言-」 と，. 1 

こ ほ f ベ 部 S ヲ明陳 に— する こと W 來た― 斯ふ究 して p Rni - こ. 不むな 

屋 2 f If 參ー f _1_ 

あ;^ 1"' f 然し その 時に また 人 gn . れる所 CII 出した ので 

—If ^ S 

ュりャ 人 f マに 依っ て 5や|尺 |: «; なあの、歡、 ^» ^ ^: 巧 | , : «: . ^: 、：よ。 

そ 眼に 5*宦む 患の 品 及ぴ顏 k する 訊れ. 右^二 り;::， 

1 力ら 、 f f S 1 て あ— ふ マル キシ f の馭 浮んで 來る ，5 5 

蠶 人 iisff 畜用1 拥 

る °( 然|ヒトノ 4? 0 ぃ%、それは要する篇に私が說明したが1のものでぁ 
- < 一 ■ -f — にして 斯カる 認識にまで 到達した か？ 彼れ は その ウイン 以前の f 丈 



元ょ &- ゥィンに 米てから も その ^ . Mtt - ユダヤ人に 就いて 殆んど 知る ところな く、 從つて また 讨 
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元ょ 0>ウィンにボてからもその蚊初は、ユダャ人に就いて殆んど知るところなく、從つてまた何 
等の敵意 5; も有してゐなかった。堪ろユダャ人桃斥を苦々しく5へ思ってゐた。父の往世中の小 «: 
校 時代に 於いては 『この宵盤 ^ 卯いた記憶 15 へもない』と言ひ*またそ (0 後の »; 業块校時代に於い 
ては『一人のユダャ少年を友人に持って居と’$用心して交際してゐたが*然しそれは彼れの『無 
ロ』の爲であって、それ以上に別にどぅといふことは無かったと言ってゐる。 ウィン I 『人口 ニ 
百 萬のぅ ち ニ 卜闽近 くもユ ダ ャ人の 居 た J ところの I に來ても-谪初は’反ユダャ斩聞のユダャ 
人排斥 5 -- 見て-却って『大阀民の文化的傳統に相應しからぬもの』として.议感3へ感じたと言っ 
てゐる。『中世紀に於ける趑っかの後鉍閊爭叫件 & ,«?. ||! させられて不快であった0私は斯かる艰件 
が珥び繰り返されることを見たくなかった。，3と首ってゐる。1言にして《 |1 へぱ彼れは-初めは、ユ 
ダャ人に對して別に奸沒も冇してゐなかったが、別に忟感も有してゐなかったのである》この彼れ 
が 僅か 一 •ニ 年の 間に 强烈な K ユダャ 生：' 我荠にな 0 たに就いては，勿論，旣に述べ义後にも述べる 
所のマルクス主碑の背後にユグャ人 «: «. !|1 したといふことが，その敁大の決定的旭 |*] で & った。が* 
彼れをして丼遍にまで眼 & 開かしめたに就いては、贝にー聯の$情が有り*次の如き-興味ある經絳 
が あった e 
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hr つ t 時 萬 『 ri』 —ii ゥィンの 自產大 11 の 不可 — 

暴. 貸 f —。 SI—,——、 f u 

r そのが 1 t に 1$ 禮 S げ. ，ながら ポ •§ 乃— 民の 潰に t r れギ s 
と h その— 度に 出て—。 平然として ドィツ 5 に不 ft 平 
デ， て， i , ヒ トラ 1 は掇 初、 反 ユダャ 新聞に 感心し 得な かつた 關 係から、 ら 

XM plrrrf 響 — i して 塞で — ま 倉つ h 

，疑 ひ 及 rf 起— 為た。 そして 皇室 •§ふ尝1 にな f , 却つ て 反 ユダヤ S 

(111— した 囊響 111 し :^ ^ 

^ ^ ^ ^ t T ^ ,1. ~ 

LIn tt の f 1 !! 1 ! 11 ? 



r 私 f し — ¥ il 麗 I ベ — lif 〕 は、 
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時の 大新 眼の 採っ てゐた 態度に 依っ て ー释强 めら れた 。即ち、 e •の大 新聞は 斯く Q . f 攻繫 に對 して、 私 
の見る所では、限ゎなく立派な態度を以って答へるか、或ひはまた—私にはこれがー释技敬すべきもの 
に 思は れ たのであった •か _ 斯か る攻笨 を ば 問題に もせず、 寧ろ® 取に 默殺 して ゐ たのであった 0 

私は これらの 謂は ゆる 世界的 新聞 ( 「ノイ . T . •フヲ イエ •プレ ツセ 」、 r ウィン ナー •タ ーゲブ ラツ 卜」、 
その他 等々〕 を ば 熱心に 讀み 、其處 に 讚 满に 提供され てゐる 知識の 趼汎な る こと、 並びに その 例々 の 記述 
の 客 叫 的なる ことに 感嘆した。 …… 

然るに、 私を して 賊 々不快なら しめた ものは •牧 に-これらの 新聞* か 宮廷に 媚び 餡 ふ ド 劣な 態度で あっ 

た • 苒 廷に W . られた 出來 事に して •歡 喜熱托の極みとか悲痛觭侉の至りとか言った誇張した調子で、讀者 

に 報じられな かった ものは 始んど 無かった と 言っ て宂 い。 殊に それ ^ 歷代 中の 謂は ゆる 「最も 聰明な ft 主」 

〔當 14 の ォース トリ r 皇帝〕 に關 する 時に 於いて 甚 しく、 その 騷ぎ 振りた る や 殆んど 山鳥の 交 ^ にも 似た も 
のであった 0 

私にはさぅした璀は卯何にもわざとらしいものに思はれた。 

斯かる 事は •私の 眼には、 自由 民主キ ：袭の汚辱と逬はれた。 

窝 廷の好 意を •而も 斯かる 低劣な 方法で 如び 求む ると いふ 辜は* 正に 國长の 品位を 資る ものであるの だ 0 
これこそは私が、 1> ィンの「大新聞」なるものに對して私の心設を惡<せゎばならなかった於初の陰衫 
であつ た 0 』 ( S . 56 -57〕 



r 私の 斯ぅした 意見 〔 5 : 




I 的關泛 つ‘ むべ— 妬 Qf f いふ I 〕 






ns し ， &V モッ， - W 慨 した s は， こ s 同じ？ ン s 大— 技が、 HI 廷の |2蜜 に—? 
搾げ-® も すれば W も拔 けん 許り； J ? 振り 乍ら • S . ト ィッ-, 紛 .か 起ろ や、 如何に— へ 如 し r •然 
し— 泛の 見た 3 り そ sssr - 秘め r れた— し— 以 つて • f If て馨 S ひ— 明 
した-— つ た = 511、 ドィッ 帝 WS 挖千 f 上ぶ ど ニ 含 ど 2 裔 U 綮 つた 

• れ ない。 s 。 ® ルつ たで あらぅ。 パ-その 場ム "こ 21 に g れる ならば’ 知ら く 充分 親 W な，-, 3 ‘ 
を 以 つて そ c 傷に 觸れ 、以 つて 柑 v : ele 當！ if られ た— 学と 兆に.？ する ことに 依つ 
て 逆に また- シ T す fs 甚性— Mf すべき I つた u f に その—、 大— 共は その ml 一 
盟 S に 姐 ふ 存分に 糊れ •心行く まで これ々 描き 砸 したので あつた。 1:0 
斯か る ^ 合、 私は 全身の 血の 逆流 广るを ^ ぇた0 一 
私を して 次第に 大喆 克 為く S せしめる に 屯つ た Q は、 斯 かる 為で あつた。 

猡は反 コタャ新聞5ーつたりしっトィチエ.フォ ;;- クスブラット」が、斯かる亂 # に際しては、却つ 
て立 ^ な ^ ;5' を採ってゐたことを、確かに認めなければならなかった0 

史に 私每运 つたことは、 露 赁 これ、. TQ み— St てゐた 所 3 ラズ运 す— 他 ふ 

すが 如 1 り でぁ つた。 謂は ゆる 「倚 人な 文化 望」 に對 すろ 斯か— 從 の謖ャ 開かされ— は. 
ドイツ，、 たる G ぢざ— I い 態の もめで あつた •* この, f ブ •心醉 I て、 私は その 手に せる 「i 



的新聞」を投げ出したことは1讥に止まらなかつた0そして結局前記の「フォルクスブラット」を採ゎト 



的新聞」を投げ出したことは1讥に化まらなかつた。そして結局前記の「フォルクスブラット」を採ゎ上 
げたことが茈々であつた0この新冏は勿論遙かに抒弱なものであったが、然し斯かる問陴に於いては遙か 
に純粹なものが苻った。私はその.激烈な反ユダャ論凋には饯成し得ないものがあったが、然しそのあちこ 
ちに 私の 反省を 促寸論 據の布 るのを 見た ので あつた。 

•兎に 川 斯樣な 動機ょり して 私は、 當時 ゥィンの 運命を 支配して ゐた 所の 入物と 遝動 とを 次第に 知る に 至 
つた 。力-ル •リ H 1 ゲル 博士と キリスト 敎 Kit 會洗 (die c】 r stl o - r ozi : 一 e partei 〕 とが それで あつた。 

ゥィンに 來た 始めの 頃は、 私は この 人に も 又 この 運動に も反對 であった。 

この人とこの翊_とは、私には「反肿的」たものに見ぇたのであつた。 

然るに、 この 人と その 活： 一とを 知る の砷會 を m るに っれて、 私の 平生の 正蘧感 は 私の 右の 判 斷を變 觅せ 
ずには B まなかった。 そして その 正しき 評 似は 次 笛に 公然の 敬服にまで 發肤 して 行つ た。 今日で も 私は、 
以前にも增して、この人の中に凡ゆる時代中の鉍も勝れたドィッ人の市長’見出すものである" 

ところで* 斯 はに キリスト 敎 社 會熬 に對 する 私の 鹋璀が 掰った 爲に 、私の 抱いて 店た 諸々 の 兄 W もまた 
如何に 搿改 された ことで あつたら ぅか！ 

斯くして反ュダャ主袭に對ずる私の考へもまた變史されたのであったが、これこそは結局私の最も « 大 
な*! 化であった ので ある OJ (s. 57-59) 
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I 出て 來る 『キリスト 敎社 I』 とい ふのは. ォ i トリ ァに 於いて 4 『社 sst. 並 

ぷ敢大 e f して これ— 榷—? I 念て. ■社 SJ 崙す f 社—— なく. 

背つ ての- .ィッに K ける 『中央： & と 词 t く ヵソリック 敎陡 から. 成る 资本襄 f あ"、 後に ナチ 
フヵ ィ'_ 於 J て. に 就」 た 公作は ドルフス (次いでは シュス ニック) ハ m 相と して 政 _ こ 

扎り、 I 稱 •社 装から ナチ スに 至— で S 止 解散し、 篇 ナチ スに 依つ て 仇を 以 つて 倒 君 
た— がー 11 ては 泛 死んで 亡し ー UQI に 就いては ヒ トラ-は 尙ほ, こ 
批判して ゐ る。 兹 では、 S はヒト T は斯 くして ュダ I とい ふ ものに 新たなる け f 向 S に 
至つ たこと、 ュダヤ人と Q S に 於いて _ QIISI つたこ 4 ある。 

ュダヤ人と Q 關涅 於いて — S — 忘、 si 流 以 つて、 w > s 方甜か 
ら 仔細に gw •硏究 |める に 及んで、 波れ は 次から 次へ と？ ベ Hi して 行つ た。 汝 こは 
辇彼ゎ G 證 sf し S si ける が、 文學 でも、 美術で も、 浪刺でも， その、- 讓 ‘ I 

の 『& 物』： もの、 r® 劣』 な ものの 十中八九* では、 その 作者は ュダ” 人で あつた ■，■ゥィン こ 
は、* ■や、 SS 業 や ニ 1 S 12 —々 I したが-そ 21 殆ん— く 
ュタ ヤ人 であつ た， •禅* の 犯罪の 背後には、 殆ん ど必ら ずメ と 言 つても •冗い 程に、 常に ュダヤ人が 居 



た。人：1ニ百规のぅち、ユダャ人が ^ かその卜分のー=‘.ぃ离 5: 占めるに過ぎない都贫に於いて、 
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t -赛ま-- 為 -^ * 龙号,^«场の1徳龙」が名*#在したが*その經费者は殆んど悉く 
ユダャ人で ぁつた。 fG — e 背後には、 殆ん— " i IK 段に. 常に ユダャ人が 詩 



た。人 « ニ百掷のぅち、ユダヤ人が你かその卜分のー=:十离を：£めるに過ぎない都會に於いて* 
そんな馬鹿なことがあるかと 11* ふかも知れぬが ^ 祺實は芷にその通0』であつた。『そこで<^は、 
日頃 狼んで ゐた前 記の 「讹 蜞的新 聞 しを も、 同様の 見地から 吟味して 昆た r ところが、 驚く 勿れ、 
『その編輯拎達も實一: —— 5 タヤ 人で あつた』。 而も 彼等は， 學術 物で も轉術 物で も、 ユダヤ人ので 
に成ゎる物をば互.ひに「撗英』1、ドィツ人の乎に成れる物をば『忌避』してゐた。彼れはこれを 
知つ て 『惡寒 J 5: 感じた と 言つ て ゐる。 • 

斯 くして、 マルクス 主 ^ の 背後に もユ ダヤ 人が 見 ?# VJ 4 L ょぅ 窖は ない。 マルク スキ 旗は ユダヤ 人 
マルクスの 削始せ る もので あ n 、 ドィツ、 ォ ーストリアの [..1 述動幹部の過 / |- は敝代ユダヤ人の «1 む 
る所であり、マルクス卞義こそは成る意味に於いて婧も代炎的なユダヤ人の作品であるのだ0ヒト 
ラ ー は 次の 如く 記 丨てゐ る。 

『ュゲ ヤ入が 社 合 黨-い 指導 片たる ことを 知つ た 時、 ^ は 始めて 眼が 開いた 様な 氣が して 來；^ 長い間 

の胸取、 1-> 猗神的总藤は、これに必つて終0を诉げたのであつた0』(8.64) 

『私は、私の手の屈<阪りの有0と /1 ゆる «]|: 會民主れ遂のバンフレットを第め、そのギ及逮=ュダヤ人の 
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f 昏, 11 で ， 窟—濟 で i 合の 

•し： 小 益な’ vs ん— 与： ステ：？； ヴ プノ-. *^* t , h 樣て f た。 常に 问 
前は、 —にじの 湿に f — ベ. っ， エレ ふ- r , 比.—； 名 

,: ::f n l? HN Il ^^^^ 

!! !; "” 

J it r ”：： 9 

た。 『殆ん ど 何時4利はパ側囚にパてた:^^^-|屢の|5めたの7つ 

I£.f .1^ ,• 

f と 写』 ( I 意 t sflfhH 
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はケロリとして持說を主版して巳まなかつた。これにはヒトラーも驚いたらしく、『私は呆然として 

立ちつくしたことが幾度であつたか知れない』と言つてゐる。 

が、 さぅ した 一切は、 た 义拽 れ をして 益々 反 ユダ ヤキ ：砘の信 念 及び これとの 斷乎 たる 闘 带の決 意 
を 间め しめた だけで あつた。 マルクス 主 餞 及び ユダヤ人に 對し ては、 凡ゆる 手段を 鏃して 戰 ふょり 
外に 途な し、 それが 『觖後の救濟方法』でぁるといふ結論に到達したのでぁる。マルクス主雒及びュ 
グヤ人問题た對する彼れの認識は*必らずしも博奥なものとは曾へないかも知れない)が、少くと 
もそれは深刻なもの、而も叼じ惝みを惝んだ#のみがョク理解し得る稀に見る深刻なものである〕 
彼れ は次の如き言を以つてこの問题と共に、彼れのゥィン芾難時代叙述 ? 1 : 終へてゐる。 

『た ^ それから一度 I そしてそれが聆後であつたが _ ■私は この 上ない ^ 悶と共 に 粘し 溃され る-域な 逛 

慮に興はれた。 

永い人類の睹 &! の數卟代に茛つて1ダャ民族の估§を攻究し考察してゐた時、私には、不盘に1つの心 
酚な問跔が起き上つて來た0測り知るべからざる運命は、我等憐れむべき八類には知るべからざる_ |11 ょ 
り L て、 旣に 永劫 不鲟の 決定 仁して、 この 小 民族の 最後の 勝利を 沼んで ゐる のでは あるまい か、 とい ふ 疑 
間で あつた。 




.f 人に- j c T 卜.. レ 1 十る こ s 鬆 に*- 1 3 地ヒ は® 酬 f T- 約 f れ c s V S If' うか？ 
Alv には鸯 in 身， ■.=:-」 保存，； バ ，；J ひ 3 sg 描 利が ぁる S ではなから うか？ それとも 、これ も 
f - 銳 4±に1 さ 4$ g 的— 山に f ない 31 らう か？ 
siii 了ク ，，七 デ蝥に 茂く 恐 ひ* 和め、 ユダャ人 gi を靜 かに ハッす と考へ マ -M るに 吹んで. 
運へ".： ~»が 1'. に4.1解 ?¥ を與.、て « れたのであつた0 

• i ス—2 v ャ g 敎沒 . .廷の貴|1遍 0 -ミ，；|||ニ>ユ--ニニ-タノノ-5許) 
乂 •。そ--々 •1 とい ふ 炎 的 g 糊に 代 ふるに、 SWA ぴ 死せ I とい ふ も g . を以 つて* 
|ん>ト る。 從つ てこ 〔敎 ぶは， 人 M に 於いては 人格 smsi-r 益し、 民— び— sf g めく 
に 依つ て スユム 表—, 2 文化との 前 f 形つ て 1 。この H 皮に 宇 罢頌 として 
— — ; ';, , ^ r--s Bfl の ^ -;^ る 凡ゆる 秩序と い“ も 3 を 終局に ^ くこと になる 0 それ故-」、この找 - 4 の諫 ^ 

し 得— - Kew 證 一;— li 於：， $ •斯 かる 法則 5®5 SI た 違 g を f e みで* る is 樣 

にこの 地球 トに 於いては こ e 蝥 「地球 § 伐 W 達に® される ものは、 た；， それ B 身 の 沒济 ぁる§ みで 

苦 i ダャ 人が、 了 タス 去 21 の g け* 借りて、 こ s 世界 族 ゃ： 征服す るに 至つ たなら f、 
その 時に 一一、 彼.：； eg く 霊 i 八 ¥2SS 落とな— あ.. n そ」 て 地 2^w び 何 +U 聚も 3 昔と g じ 
代 態に 還つ て、 為 もな きた i- H - テル Q 中々 播行 する であらう 0 



灰 劫の- 9 然はその命令の違犯溝に對しては、常に假借なき報设を加へる。それ故に今日私は、全能の創 
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ぅ5| , ミ t 5¢ マ A — ナ ま， レぅ-孑1て埘 ^ け构ぴ佝.：：萬年もの昔と ^ ,レ 
代 態に 還つ て、 なきた i 4 H - テ儿 Q 中シ谢 行す るで あらう。 



水 劫 ^ H 然 は その 命令の 違犯者に 對し ては、 常に 假借な き 報说を 加へ る。 それ故に 今日 私は、 全能の 創 
造 -«- の意に從つて行泐するものと仿じてゐる。讪ち私は、ユダャ入を防ぎ戰ふことに依つて、同畤に主の 
御で r 爲に戰 つてゐ るの だ。』 ( S.S 70〕 

广 li x - iH : 族生 典 J なる 5 i は 誤 m を 生じ 易い が、 ヒ トラ ー の 貫 ふそれ は 生 杓 取 的 見解から 來てゐ る もので、 
訊は ^ 『優粬 :41 義』乃辛：『優災者中：葙』とでも言つた意味のものでぁる。この楛及び想想に就いて 
け 後に 漸次 蛛に种 族 論の 紹介 3咔に充分明らかになるが、今日の竹族諸矜の货族とは關係のないこ 
>-を » めー首汴谊を妞つて砹く0 
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第三 章 ウイン 時代 諸 考察 

I 政治 指 ^ 者た る ^ の 心得 及び 資格 

々イン 時泛 5 t トラ - Q 悬— 問.— y 怒て sff 嚣 くで—。 

それは 翥 I 7 イ N 霞— 時代』 益して t ところで t が、？ I 、 取— 

— oni ょり— o & lis — 成つ たとい ふこと、 社命—. マルクス _、 ユダヤ人と 
いふ も Q 5 し w ， f 以 つて PII 成した 5 含と が、 忘—® ヒト f に 就い 

て f 益 S で f f 晋 基す る 所 pt 。 彼れ® 後定 於け る 齧の 內部聖 礎は、 

何ょ o も 先 づ、 U れ！ i 依？ 作 & れて— Q で—。 

然し、 彼れ q ウイン 時代 1 はこれ© 含は つ气 彼れ— ® 他に— 
尊い 認識 乃至 f た Q でぁつ た。— それは 盟 S 本 的な 蜃と S に— して* f ので 
ぁるが、 彼 S これを ば 一 Q 補 論 QISI めて t てゐ今 原. 11 卷第 1 『私の ウイン 



時代ょりするー般政治的諸 ^ 祭 > 1 ^ 11 2. 116づ01 ^ 8 « 石 ^ ^ 3<; ? 5与11 as meiner Wiener zei s が即 




. .. !i i- is 4 爹プ ¢13 v >, クノ_ イナ： 2 沉ー； He の ^ 沣的な 發展と 密接に 關 連して ゐる もので 
あるが、？ はこれ & 一 Q 補 論 QII めて t て t, 原 雲 一 卷 — 章 i の ウィン 



時 ft ょりす る j 般政诒 的 諸 ^ 祭 (A t = genleine politische petschf gen i i.ner Wiener zei s が即 
ちそれであって、その頁數からすれぱ、『マインカンブ』前後ニ卷全ニ十七章の中でも、訪卷站十帘 
^崩墟の la 囚 J 、後翁 m * ニが『國•！：冰』と共に、最大の窣 sr 成すものである。私もまたこれをげ玆に奪を 
改めて紹介するものであるが、同じくウィン時代に關するものであっても、时眾(『ゥイン修行苦難 
時代』) :± .彼れのゥィン時代自體の赶接的な：：1述 5: 主としたものであるのに對して、本章はゥィン時 
代の經驗を茈として諸他の重要と思はれる問題の解明を主としたものであることは注目を要する- 
我々 は T マ イン カンプ』 は： •几 來 一の 革命の 爲に糌 かれた ものである こと、 而も どっち も 付かず の说 
然とした奶三#などを對象としてではなく、^;じ志向者即ち旣知及び未知の间志を對象として齡か 
れた ものである ことを、 記惊に 新たに する 必要が あるで あらぅ。 彼れ ヒ トラ ー は その 著に 依っ て、 
m tc 彼れ の阈民 社會主筘の兆木思想を明らかにするに止まらず、；炎に他にも彼れの運勋の促進に必 
要と 思 はれる 祺 柄を ば 出 來るだ けこ わを 究叫 L 、 以っ て枳携 へて その 述動を 建 ^ する ょぅにし なけ 
ればならぬのである。このウイン時代補論は即ち多分に3ぅした总味から成れるものであり、さぅ 
した 性質を 苟する ものである。 

この 補 論で も 彼れ は 幾多の 重要な 問題に 就いて I 例へば議會キ-啟、多數決原理、阈家なるも心 
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Is い r, J5- 会が - s i 菜づ r— ニ， す if ) 』 な f 

= f ls ? iils l { & 

r ”/. rf す， is 沈 t ので ぁる。 彼 わに 拟れ ば、 特別の 一入 才の 2 は ザ r て ， s 

の，、 出，〕 3 三十— な KIUI に 出て 错に盟 すべ 今ではない ？ ^ 

i 5 It 1:111$ £意、人|く| *1 づ- ~| ト政 

な— uf — vt 、その.., しい— つても 5 」 lit 、 無い;； ら el 

る ° ぐ贏つ遷せ/か、|リ|そ|の|'き！」|裏ょ 

ac M り f I い。 f 5 文 f 稍— れ f f 12,、 11 
.f しそら 2 姿 C と J 。 そ SI,f 哭 f 罢 S !-, とこ 

な ろ ': 1- ト -> | け - 次の如く > (1 つてゐる 1 

iff S 十 ： r As は 令く 鋩の. 大之 f け 別.，.- して 然 i ノ- 限りは 一般に、 一二 十® になる— 文— こ 
“1!!, ぃ f /< それと ぃ！. 大！ 間は こ 1 に？！ で ^ 素 
f ml 、 それに し、 ふ wllil’ii 
する-土 出 f J なる から i , 思 i 的 If . lil — れる 



r 對す る自 H S 見方の 確立を 得て 始めて、 人間は* 今や 少 くと 4内 部 的に^^ した 4のとなり、國家杜 
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efi r 對す る自 H € p . 方の 確立を 得て 始めて、 人間 tr 今や 少 くと 4内 部 的に^^ した 4 のとな り、 _家枕 
钤 の 政治的 運営に 關 與 すべきで あり、 また 關興し 得る の だ OJ (ァ* 71) 

『：：：十歲になつた \ 間と雖も、その一生の問には尙ほ多くを舉ばねばならぬ*然しそれ 4^ 前に旣に原則 
とし *1 倉料した世界敗が豫め與へて吳れる嬰領の補足及ぴ充赏に過ぎないであらぅ。彼れの帛びは楨早何 
等の ^ 埋的な 织. ひ 變へ でもな くして 1 の 舉び 加へ たるで あらぅ。 J(s •72〕 

r 私は .：：：分でも’これまでには他の冬くの人 ^ ょりも比較的多く政治に關係して來たと信ずるけれども、 
然丨锊つては如何なる形も |- 於いても公然ざぅした場所に顏を出すことをば3||^したのであつた。た*>播 
め ••-小さな集0に於いゾ、私は、私の心を砌か！烕ひは關心を惹いた事捫に就いで、語つて居たに過ぎな 
かつた。 ， xr 73) . 



『 7, : し\ぁつて然らざ71場合に於いては、彼れは他：：1 3; 大な問題に於いてその從來の立場を變へねばなら 
ないか，成ひはそのョリ赛き知識巧书鉍識に反して、悟性及ぴ確倍が夙に扭衍しでゐる所の見解に無理に 
留まらわばならぬ危陡に绣着すろでぁら\その第1の极合に於いては、光づ彼れ自身にとつて人間的に 
丼 しい痛手で本る，何故ならば、彼れ.2:身が旣に励搖してゐるのでぁるから、當然最¥彼れの支持者連か 
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元と EL はに 找—く g 4 れ备じ 及れ る -V を 期待し 得ない。 而も 從來 彼れ！. 紙つ V 指 f れて來 

，者に と？ ては 伊 突た る 彼れ の 斯かる 轉落 はま. に勞 •贷 た闲 つた？ あると 共に* これ 冬 

—が戰 つて 來た 相手に K して i£5f,、— •させられ/‘ ものであるの だ。 その 第二の 場 今、 パ 

，いては ま ハ、 我 二泛今 け— €次€ほ 名 •1 じて 宏。 指 I 銮れ— I ふこと を 

じ, け才 はんじない：^ ど、 彼れ の 十 张は溘 な^; のとたり“？ ものと なり、 而も それに 代つ て 

そのす 段の 還は 卖な ものと なつて f .. 彼れ n 身：^ ¥自 ら 0 政治的 窮に對 して 眞晋に 货代奚 は 

うと 考 へてゐ ない €に| 闪に人 問は.： TS じ 得な： V の sii 泣に？ V ので ある ー 彼れ の 支 夺 

齐に梦 する 衆は、 その 癖、 益々 大キ .く k つ 城 かましき ものと な。* 这 には 堪者 たる 粒 後の もの？.、 も 

儀牲 にして ひたし， ら 「政 ij たるの 地位に シガミ 付かう とすろ はになる 3 即ち. J も 節 f 無い こと 

ヵプの 叫一の日のョ赛であり節挽であノ命紐の入問にな^厚かましノ押し付ナ決 
も 無い 蝴§ の 1 を辨 とす 姦 になろ， i f t 々丨 t. 叱 もタ聞 

Gsff ,. 人：^ にと つては 災 雑な 話た が、 斯うい ふ 徒 别が觅 に^^にで も 人つ て來る 時には i は 最初 
力ら 次の こと や 霧し なければ ならない C さう いふ 徒輩に とつて は、 政治と いふ ものは% に、 彼れ裒 泛 
ぴ 彼れ の i の ミル グ瓶 をい つまで も 離— いほの . f しい 舉に 外なら ない と V ふこと で S 彼 I 
は 染£養ふ 1 が大 となれば なるほど、 賣たる こと §に熱 心に 紙 ふ T になる。 と共に 他の— 的 
木 f 持つ た 人 gii 凡、！^ 彼.；^ 個人的な 仇敵 ない， 之と—。 彼れ は、 新と— を 見て は 



1 e r 、 自分の 沒落が 始つ たので はないかと疑ひ、礙れたん間を見ては凡て、他田その人間に ^ つて. ^ 分が 
危ぅされ は しないかといふ苊險を惑ずる0 
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1 つた 人 g 凡 X 、 S に 彼 ，；； s 人的— 敵— な V 之と 1 彼れ ii 、 f い— 直て は 



S に、 自分の 沒落が 始つ たので はないかと疑ひヽ礙れたん間を見ては凡ー乂他汩その人間に ^ つて自分が 
危うされ はしない かとい ふ危險 を 感ずる C 

拟ヵる枰類の諮會の羝虫共〇^1」§|10に就いては、私は後に尙|2裉木的に ^ るの脚 ^ を有す 
るで あ らう。』 ( S . 7 1 72〕 

斯锿 にヒ トラ ー は、 確乎たる 認識 及び 定見 無くして 政治 桁 ^ 者た ね ;;' の ^ に また 中 筘も 節操 も 持 
ちへ：： せな いが如き徒輩をば、『毒焱共』とまで呼んでこれを檳斥してゐる。然るに實際にこの世に 
は、 斯かる 『毒？ 1 』 的指 導 者が 如何に 多い ことで あらう か！ 我 4、 は その 例を ぱ 、敢 へて ヒ トラ ー 
に 從 つて 舊ド f ッや鸨 ォー スト リアに 見る 必要は ないで あらう C 今 2:、 『國 内 新 體制』 だの 『東 瓯 
新秩序』だのと喵して、我國の謂はゆる政治界に踊つてゐる人々の大名数なるものは、贫つて见し 
て 如何なる 政治 理念、 如何なる 時代 思想の 奉持 # でぁり、 何を 爲 して 來た 人々 でぁらう か V •拽等 
は # つて單 なる 反動的 封建的 國家主 義の主 張 者で なければ、 滔 々たる 俗流 n ril 生 渡の 追從者 か、 然 
らずん ぱ靖々反國家的俗惡マルクス主義の信奉者ではなかつたか？见丨て彼等は今ョ、-國指導 
者と して 良心と 信念と を 以 つて、 『國内 新 §9 制』 •『 * 亞新 秩序 』を說き.『臣道實踐』*『職域奉公』 
を 云々 し 得る 人々 であらう か ? 
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人々 は その— 奉 f て 来た 思想な 51 な ニ f である こと t 知つ た 時 I 知らし f パた 
時に：；- gs? ベ— っ t 單に 『時 S— 付 だ® 『I 的— たのの 
名の 下に、 その— fsll、 依 然そ S 治—— るの 地 I 割，— 
で tr. か/. 结 ms た— は斯 力— 合 如何に 1 *, で f つか？ こ—— ォ：て 
g 國 iwfo て も 一 e 承大 問— る も？ あるが、 ヒ トラ 1 はこれ に 就いて ハツ キリ.^ の， 川 
く說 いて ゐ る。 



『そ r - 蝥還そ てゐ ひ— 分り、 そ s 爲； .2-¢— ごばなら な乂* つ 卜® = 
1 は-そ-: 從來 S れる 益の Is 中に 霞.；； 11 川し W る 治つ た 時：^ 乂、 姑 めて 正常， い 人 

こ— &. f で— 劈ら r 波れ i 祟— 於いて— 犯し— i る 

* ら、 £6また そ S 恐れが f からで t : る‘® に W 、 如何なる S に 於いて， f 彼れ は、 - W ほ s く S 胞 の 僧 
住 I めた ゎ、 そ s 他 f した— S ことを I したりす る 篇は嫌 •して 相 f ,。 

f に 今 H 、 斯 かる： 止—.— 度 ef れる こと に？ か y 、 政治々 「. r 」 ことを 以 つて 自ら® 
命と して ゐる徒 轚の I 絞 悖 德振 り を 見た だけで も 明らかで ある。 



彼 ^;' のぅ'殆んどー\としで 15 1:政治を卬と ^ るに適した片はたい0』( 73 .73 
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… I 普 ？ f I * 為らね る こと G 何に 少 きか y 、 政治 タ r (n ,,」 こと—？ 自な 
命と して ゐる 徒轚の IK 坪 德振 りを 見た だけで も 明らかで ある。 



彼 ^ のぅナ*殆んど1\としで 15 に政治を卬と ^ るに適した «- はない0』( 73 .73 

政治桁墦ォたる片はその宰相たると一行政甘たるとー村會議貝たる七を問はす-その從來の認 .% 
乃至所爲の課6なることが明らかにな # 0 た時には*祯らくその地位乃東關係世 «- から半永久的に引 
退 すべきで ある。 例へぱ 、今日 我 阈に於 いては， N 111 中： 源は 誤れる ものな 0と1て备カ1£に『淸&』 
が叫ぱれてゐるが、若 1. ^ 來，2:由主笼的政治を追求1て來た首にして眞にその誤ゎ&るを認*した 
ならぱ’彼等は «. てその一切の攸治的公喊及び活励から姐き、再びその 3< |«1 に現れるこキを ^ ふべ 
きでは ない-- 何故なら ば、 彼等は これまで 阈 « 社奸を誤つて來た罪は恥大である許0でなく>へ，後 
もまた |..1 じ校な誤り 5; 犯す危除があるからである、といふのである。 

この！！ 論ょ りすれば、 恐らく 今 H CD 31 S の爲政 者 ^ 級の 如*」 も —— 誚はゆる幃向片は..儿ょり —— 
『殆ん ど； 人と ~>て眞にその任 |!: 述した者は無い』ことになり、|人としてその任；_谕 ± り 1 , | ないこ 
とになるであらぅ。多くの人*には斯かる «- 水は或ひは過酷なものに思はれるかも知れない が、 
それは，！瞰政治の健を化の爲には常に缺くべからざるものであり、殊に謂はゆる『 |»: «- 史 | , | , ': ^ 革 
期 J に 於いて 絕對 に 必. -«- なものである。少くとも政治指導者たる者は斯かる，1;货.断かる ^ 任铯を 




有するものでなければならぬ。篮し、浩しこの反對にして許 5 れんか、钱國民の政治の肫全化は殆 
んど永ノ人に专まれないであらぅ。その根本認饊及び方針 5.- 誤り途中でその砘枕 5; 艮ね »- ならなぃ樺 
な 指導者， 而も 何等 寅 任を 解せ ず、 絕ぇず アッ チ だ ：一ッチだと官つて國以に悄牲のみを强ひる樣な 
指 ^ # は， 元來桁 導 者た るの « 格な &者であり*斯かる指導者 ?: 鉞ぃた國鉍こそ，禍ひでなけれぱ 
ならぬ。その肘途には、»史の立證してゐる所のお宛りの『袞亡』が待つてゐるのみなのだ。 

ニ 多 民族 國 家の 必然的 運命 

ヒトラ ー がオ ーストリアに於いて痛感せるものと 1. て、そのゥィン時代補淪の中に*前妃の政治 
衔導 # M ® に 次いで 諭 じてゐ る ものに、 次に > 劣民 族 阈浓の 問題が あ る。 これは、 殆んど 坩 民 fe bg 
家たる我《自 « にとつては莊接的には大して » 嬰なものではなぃ。が，滿洲國の間«乃至滿洲 1*| と 
の 關係 S: 考へる 時 >それは測り知らルぬ朮要性 5: 抄っものでぁる。蓝しこの問 1| は、滿洲國に於ぃ 
七 《、晚かれ早かれ柯時かは起って來る乃至表面化して來る問題で £> るのだ。而も我々は、我が民 
埃生存の硇保の卩には、この北两邊塊(滿蒙)をぱ如何なる稱牲を拂；：ても斷じて而も益々ョリ大 
なる说模に於ぃて守らねぱならなぃのでぁる。今 13 滿洲國に戰ってゐる我が |.3 脃 ^ {|; 民の姿は*差 



し當=、曾つての.ォストマ.,ヶ.(，3;-部邊境 _/ のドィツ柊往民の姿 1-- も似たものである0 
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なる 覘模に 於いて 守らねば ならない ので ある。 今 01滿洲國に戰ってゐる我が |.〇 胞柊伐民の姿は、差 



し當 0、曾ってのォストマ刀ヶ，(电部邊境ンのドィツ移往民の姿にも似たものである0 

【往一 ォス トマれ ク (S 75;〕といふのは元來柬方邊堍乃至來部邊境の想味で I ォストは來，マ 
ルタは 邊境 菸 ォース 丨リ V の鹆ト イツ 寄りの 地方 I 帶、 i ! p ち 硪後 Q 縮小され たォ ーストリァ及び 
元チエコ.ズデーテン地方を指す。この地方は、ドイツ氏族の鸪ら3:住してゐたドイツ本土也方から 
55 れぱ、謂はゆる東方违境たるわけであって、この地方に向けてドイツ民族は数世紀の背しから『劍 
と 傲』 とを 持つ て 移住して ゐた ので ある に、 ナチス 政 描に なつてから 周知の 如く この 也ガは ド f 
ツに浒合されたのであるが、古稱に則つてォストマルク州と名付けられるに至つたらしい0これ {1 恐 
らく ヒ トラ— の 命名に 基く もので あら ぅ 「 

ヒ トラ ー のこの 問題に 就いての 論述は、 彼れ もまた その 一人で あつた オス トマル ク •ドィツ人の 
遣る 瀨なき 悲哀と 憤 ^ と 而も 誇 負と に充 ちた ものである。 ォ K トマル ク (東部 邊堍) とい ふのは 要 
するに、曾ってのドイツ本土地方から見ての來部邊搅地方、即ち舊ォーストリアの舊ドイツ寄りの 
地方 ー帶を 意味す るので ^ るが、 ドイツ 民族は この 地方に 问けて 數 世紀の 昔し から、 謂は ゆる 『劍 
と鍬』とを持って移 11: して居たのであり、彼 ^ はドイツ ^ 土にとっては正に『朿方の守り』たるも 
のであった。 ドイツが 未だ 統一に 至らず、 數 多の 國家に 分裂して 居た 時に 於いて* 彼等は 曲り 乍ら 
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も 一 の ドイツ 國家沿 fKSM 5 成し £ し、 以 って ドイツ— 力の w 略から 守っ て來 た 
ので あった。 成 等は' トイ ツ本國 から：：^ てられた 時-即ち ビスマルク 時代の ドイツ 統一に 加 へら L 
なかっ た 時に 於いても， ドイツ Me 爲にそ Q _ T を 守っ た s であっ た" 彼等は ドイツ. ^.3 ドイツ 

人ょ" も’ 匕— ; S ば. 益 心— く 、 f は g く、— に 東、 努 后れ てゐ た； も 

仏 ほ 彼；々 はこ S 一^ん の.，7り = 才- スト リア wy V ‘椎学 る rM.-a 出來 なかっ た S である' それ t イ 
故であった か？ 

ハ ブス ブル グ缀 es は ， f QSUM た 如く、 f ヒ トラ 1 S 2 W であつ た。 n .. れと いふ 
のは、 ハ ブス ブルダ S は § ニ の ドイツ 豐』 ではなくな つたからで t 。 が. 何故に ハ ブス 
プル グ黑 = gfK トリ ア は*- •儿來 ドイツ人に 依つ 志 成された ものなる にも 拘 はらす‘- 卜 イ 
等の ドイツ 國尝 もな くな P 、 そして 遂篇壤 せねば ならな かつた か？ 

それは ヒ トラ— に 據れ ば— る n 『多玆 漂』 で* り、 『贷| であり， i 木 細： 丄』 であ 

0 たからでぁる。 (|!: れはこれ |- 就ぃて次の如く祀1てゐる0 

i ド ナウ 王 s . f - スト* ア〕 に 於け る 一般 政治 考察は、 そ s 火き さ egii 於いて 光. つ、 E 時 ミ-ぶ 



•トィ ■ゾラ v ト I S しプ s シア s i 部と ハンブルグ 及び 北海 が 地方を 除いて ー に 於け るょ f 人ケく 
nr 抱 ^ ^ で ^ つ. tj • ^ が > 技 :1 「オ1ストリ广，レ--., *» , > 4-4、チ，.」.，^っ.，？卜、，..3,、、.，，'.. . , 
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f ゥ壬3 ..sf K ト リア〕 に 於け る 一般 政治— は、 そ g 大きさ gg に 於いて 光づ 、同 



•トイ ブラ イド I CI しプ a シア s 一 f ハンブルグ 及び 北海が 地方を 除いて ー に 於け るょ ゎ も' 人ケく 
はつ 抱 W 的で あ つた • 私 が 今兹に 「ォ - K 5 ア J と いふ g は、 S . M でもな く、 か g 大ハ ブス プル ゲ帝 
S ハ 版 岡を 覆ナるも S 3 あるが、 こ Q 大ハ ブス ブル ゲ帝 g の 地た る や . W に 如何なる g ょりす ろ も ドィ 
ッ入の移圮に炫つてそ£阀求形成の粞史的動«を»へ，り 11 たもので *. る許りでなく、またそのドィッ人住 
民 -5みパ能く « 造の八-^に //: つて、-ブ：货的に其しく .« « |成物にその2部的文化的中：命|へ 
Efs 力を ボし て來た se あつた。 時" が 辟 C ぱ g つ ほど、 この W 家 の 存立 及び g 来は- f この g .— 
成の 脱 *^細胞し_持に依存丨で來てゐた0;! 9 . :' 1—74) 

『「ォ -K トリ S 」 」- 稱さ れし軿纪枚介成犄が、それにも拘は 1'» ず遂 |* 11- ぴるに.ホつたと-:ても、それは 
奄 i 於 1ストマル：.ドイッ人の政治的能カを”定するものではない 0. それは、元來ー -? 萬の \ 間を以つ 
て M \ び ^ 族かド成ろ 11 千览ジ \ ロの關家を永く維持十ることが不 01 能なることの — 適 當な時 に 1迫 
广 !/-: 餅した前提に1與へられない限む —— G f .* を 泔 ざ る 結果で あつたの だ。 

■r — スト リア •'トィ ッ 入は その 火き ^ 以ト ; : ; ことや柃へてゐた 

卷 は、 常に 一大： ッ證 S 中に 生 ダ VV 、 為：^ け 〇 れ备 0、 それに 伴 ふ 使命 ％も «1 ふ y る 

培 介で も 決して 失は なかつ た •彼等は こ G に 於いて、 そ， い. 十 トパ黯 I え： に そ； j 彼 .^ .U ら 
S 埃，^ て ゐた所 e、 f 一 S? あつた 二、； り > g 命が SW 彼 1 か r>sf わ ば.-..‘ ■なか 
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た 時に 於いても、— は 痒 E て- 3 ほそ s 益 命 s 空： たるべ 4 め， そ— :^ f 4 
政 ひの 中に - K デ， に— 努： 所の 物；' ば： イツ提 に 失は せまいと 努めた ので もる。 而—の 1 

f く？ は. そ— 高 r — くこれ，^ fv つ 具。 i そ— 分 

<04— Vt .— L . vv.ut 

トイ ツヵ .-5 望れ た^-に 於いて 4¢、 ； 部 Q 满 L ん發 に絲ら たかつ たの だ。 

r トリ，： i ツ ベは そ 2 ; 發结旣 に 他に 比 fr 契 ハ 次 2 つた。 f の繫盌 係は 
7 r V ' ナ： ん ど，—」 ゐた Si ： 人き な— Si £ んど凡 y は馨 2 手に 在つ 
fo ノ .—史 & rsf . V , レ 大部./"::; 怒>...-55?-5 てみ た 5 K に 彼等は 外 ww .: g ;: g^f こ， t 、' 
て， 2 > 十へ 4 に？ 付け T ; た— t ->々2 く 外は、， VC 把 1 であつ た。 政治 S 7-1 は 麻 
ら S 老 ft てゐ た。.：. 14 - V イツ 人で で. 殊に— 半」 於いて それが 為し かつた。 
截術も 發も曾 ドイツ 入 Q も ので あつた ，「 (ス ココ) 

一 それに 為は •“ ず、 この 萬を 維持 せんとせ る 一切の 众 糊は 無駄で あつたの だ。 それと いふの ょ、 於纟 
m . 典な 前提を 缺い てゐ たから ご ある。 

* 

貪权 5. ” vf — 又は f ロ——.。 たる ォ丨 ストよ に 於いては、 その 中の 谷 吵族の 
遠心力を— する には、 次 SS れ かの 一つ— が— のみで あつた 。卯へ— を ば 中央— 制と なし' 同 



畤 |- 内部， »> そ"はに柑；1するか成ひ |£ 阀灰など .'; いふも5は：奸のこと考へないかでぁ 0 。』(8.7 5 



-140 — 




V , i 21 与 ，：、— sf , > “ t ;111§“52€!^8^ ', たるオ|ストリアに於いては、その0?^,ゾ天の 
a 心 力— g する には、 次 ss れか e 一 つ§ が— s み忑 つた。 即 >:1 屮 I となし， 同 



畤に2部‘そのはに糾秘するか成ひは阀灰などといふも“は：騎のこと考へないかてぁる0』 9 .7 3; ) 

『ォー スト リ：ノに於いては、ハンガリーシ除く他の件地ムには、.：：丨」，い銶以に就いての政治的記熄といふ 
ものは 八 土が 無く /: - るか、 成 ひは 昨， い沁 綿に 依つ て 拭 ひ 央 1*. れ •て 少 くし-も 分らた くな り-ハ ッ キリし なくな 
って來てゐた。そしてこ #1 に代つて、民族獨立屮：蕺2時代に-祯々，：：地匁に民放的勢カジ捋頭して來たの 
であつたが、ニの ^ 族的分カの苋服は、才1ストリァの芥小戌族-:人槌的に问糸成は1:1の沭阀 ^ 族がそ 
れぞれ ^ 1 : . 制，い 1 洛の卜；に；^ & 叫 ^ (ンン1 0- 11:1|)を形成し ^ めろ-や、それにつれて ^ >闲難なものと 
なら V . •るを a なかつ た。 说し 、これらの 諸 阀民校 U 八， や、 そ 2 M 系 成 ひは 同一の ォー スト リァ闷 內 の ^ 小 一 
段 族に 對 して、 ォ 一 N * トリ S •ドィッ 入が 尙 ほ ^ ぼ ー •以るょりも、ョ”以上の吸 ^| カシ逆に及ぼし得るに 1 
1? つた か »\ である。 

ゥィンでさへも、これが阏喟をば永く紐け讥なかつ>。 

ブ： ，ペストが 大都市 ！. 鼓 朕す る や、 ゥ /-ゾに對して光づ第；に跤敵となり-个 £1-: 阈'結屯せしめるょ0 
も、吩ろその1部を强化するこてを以つてその仟務とすろに：ヤ-つム：。 (;;1 もなく缺いてプラーグが必然的に 
その例に做ひ、更 1: レンべルゲ、ラィバッハ、その他等々も问じばになつた。これら0竹つての |1! 僉町が 
それぞれ .い地方の炅族的冇都に^埏肢す/ご-共モ今やゝその舷令益 ^ 掏立的なる文化生活の中心恥も 
また形成さ >1 る |* ヤ-つた。而してこれに依つて始めてまた、その以族的政治的本能もその椅神的芘礎レそ 



1 化 i ,- い— た •期 <1 に. 何時かは、,^ 装-: 本能 力— iis 力 名 為 
ノとな - て， * - スト y r の «滅 する： =が米.；：ば '; -らなかつた，！.，： 

i>f J 

『 i ッ .ニ wi — , i 篇黑 、..ぶ 了-…, g て— こ*— 1 

P れ i ? :; sp ^ 

?\ n.^f f liw :?7 r =? - 

力し 二で— が、 そ i 的 I ? ul,-f .1 在 s . 

W め：： 共通 illf ことな くし—^^ ハ— i やぐ r -トリ- 
&. けノ f ツ资 W 隻 3 終 SI ic れた の つんつ た。 f てそ れ A .1 W - 、 ta^ fjl 

て t そ If I ぎは 纟ト 



十るに ヒト v l r - 讹ゎ ば ォ 一 スト リアは、 その lit # 大戦に 乘 り上げて公然 |/'! 壊する以时 




これを敗十る 1- ヒトラーに摅ゎばォーストリアは、その批界ナ、戰に乘り上げて公然坰壊する以的 
に既 (-'. 、 | , '| 邰的宵«的に刷塽1てゐたのでぁる。そゎ七いふのは令く |.'1 阈は -;1: 來、ドィッ民收、ハ 
ン ガリ ー ( マジ VI ル) 以阼，チヱ :.1 代咴、スラブ代阼、扣他から成る謂はゆる多鉍族阈家でぁつ 
たが3でぁつた。然らば、劣伐攸阈！：水といふものは常に何處でも崩埗の：しむなきものでぁ0ぅか？ 
• ^ 伐 |; : «: ^ ¥と «- つても沌々ぁり*その中心以故が例へばアメリヵ合衆阈に於けるアング"サクツン 
挝吹の //]| く令\ |1 の過 -|- 數=四分の：：：を . 1 1- めてゐる堝合もぁり、灼ォーストリアに於けるドィッ找 
屹の如く沉：のーしか卜：：めてゐない坳へ：：もぁ今骱片の如き埸合は殆んど問題ではなセ後者の如 
き增合、その中心民族の立埸ょり兑て、その »} .壤を ?11 也すべき何等かの政策は柯り得ないでぁらぅ 
か？めし心つたとしたら、それは如何なるものか？ これは、 我々 が 『北 ^ 邊境阈 J 涔 へる 時に 
[•;1 黃な問跑たるものでぁるが、これに就いてヒトラーは次の如く 3* つてゐるぃ 

rA し 人々 にして P 一 r この 内 家を 維持 すん 爲の戰 ひを 名.、 •これ vv -最後まで戰ひ找かんと欲したならば. 
1の们 (^- なくして ||. つ15强なる小央集椭に依つてのみ、その=:的を迖することが出來た^ 0| しその垛合に 
UH ょりも 先づ笊 一 に、 阀 Ifi i の統 |シ机本的に砣立することに依つて、その正眞正銘のー£制を强化すべ 
きで ふ 〇、これが技術的肋成ヵ法は行政の手に《ねらるぺきでぁつた0斯くすること無しには、統；風家 



吾 ：？ H 

ょふ f いふ こ— 11 r - r す— 翁— ニ 時の！ ミ監 

所 M 1. UI 、 辱 s 一 並びに 政—— が 行 はれねば な 会 こと も / H つから 3 ら かな 

f 41 11 1?' r ^ 

空-スト リアは 他の g 苦 上に その K 大な指 f I とし t ゐ 1 

f 〕 sf .s¥_IH1. ;. ill 4-^<ik(l— 

fl ll pi: 請 “— 

p il i — — !:!^^^ 

ん fi も — 言 立 — ii—p 



然るに、同：の民族に依つて桃成されず、共叼の血に依つてょ0も、寧ろ共同の维に依つて仅たれろ闷 
$葚こ冷 ,* € 尤1刃0饴 « 7) « ^ 忒、 ^ 袄を一の冬职に节：らしめずして， 
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然るに、同：の民族に依つて桃成されず、共叼の血に依つてょ0も、寧 /» 共同の举に依つて保たれろ11 
家に 於いては* この 關係は 拋 る。 共處に 於いては 1切の指淖の劣鉍は、國家を一の冬睨に币：. 13 しめずして- 
勝れた 兑忠の 支配 時代に は發现 し 得ずに 本 來血液 的に 存 花する所の备 « のそゎぞれの本能に對して、一褀 
にその砑酣の機僉を |4 へることになる0而してこの危險は"た ^ 烛 73 尔もの畏きに瓦る共冏の敎宵.共同 
の时統 •北ハ：1:の利^竦々に依つてのみ、綏和され得る"それ故 (1 斯かみ网家梆成は、それが若けれげ若い 
ほど、栉淖の如何に依つて支邴されろことが大でぁつて、例へぱ將れたる權カ教達及び精舺的勇士莲の事 
樂でさへも、稍々もすれば、そのー入の ^ 大なる化設游の死後、やがてまた奶搜ずるが 6[1 <である*而も 
この 危險は 、敉 17 圯を經た後でも你ほ苋服されたものとは -?1 , へず、仆々にして眾に假_してゐるに過ぎ。 
い。 共 冏の指铅が劣與にして、敎宵のカ、兔傅統の识越も、般¥柯々の神昨岡 ^- の少活拊励の奶踊を克服 
する ことが m 來な くた る や •々や、 賜々、 全く 突如と して、 この 伉 險は めて 來る ので ある。 

この ことを理解しなかったことは、ハプスブルゲ家の罪でぁり、悲劇でぁったと言ふべきでぁらぅ。 
t の うち 哦 一 人 - '| .ョゼフニ世〕だけが、偁命の肋け |- 炫って今1芘汽阀の將來に光明ぁらしむべ〜’尚 
< tli 火を ^ し .!'. げたので あった が* それ も ま .: 永入に消 ;> 去ったのでんった。』( 7; .ロ丨79) 

即ち其炮には—必らずしもその施すべき方策が無かったのではなぃ“先づ國語を谳次锻に統一す 



世を » かせることが职々有る.. 



も S. か 突 f た 立ち上り' そ 5 不滅 S 生命力を f 



類： 震—::; 9 

码 f が 無 かつた？ ぁつ た。 そし 十1.じ3 

r S 贫分ネ して、 その— 諸— の聞に沒洋たこ ^^人 
1 % ぁつた-—— ち— た 1 r -TI 

の， 『神 r — 蕾 if I て' sf 1 5 篆シ 4 

r し』 £.. ぶ f ミで $ る sg ! ので f ll 



一 ⑷ 一 



三議 付主義.民屯卞在に對する考察 

ハプ乂 / ルグ國¥は上述の如く：ての常然亡ぶべくして亡びたのであつ /-: が"じトラーはこれが考 
がょりーて祀 |-- 迆んで淡#乃节議會 ||.->1 度なるものの米 ^ に\つてゐる。祝しヒトラーに摊れぱ、ォ 
1 スト リア" N -坎 の. 於』 への 資任片 は ハ ブス ブル ゲ， M ^. - wg であつ て、 0 パ 1 ： でも 議^: 制度で もなかつ 
た" ^ 丨ぷ ^ ; , ; ゼ： ^ 分制度は、时 ^ に於いて11、 ^ らでだ 1- バラくの間阈：冬を--て：址々バラく 
な ものたら しめ、 その 崩 埃に 拍ボを かけた もので あつて、 ^ は’ リ同阈 ^ バ -> < ^ 件の少くとも助 
7 乃〒 1 1 ^ 取りの役削而もその笨如をなしたものであつたのだ，'それ故に拽れはこの才丨_スト”ア 

M ^ -ii n : 5: irj ;R 'r ^ #J4;ur^ ^ LS c. t t? % ^ u IM ,H l/* ct t? t ^ K? 』 7!»t 、 ^ 」 ^ (o iM fH ,:IEfg ^ 

詳細に ^ すろ ことは 彼れ の E 的に 非 中と して、 次に ^ 會中 •骑 ( parlleut : 1 ? t 三 一二の 問 ^ を 採り 卜： げ 
て .^ -', の '? あ 0 攸れに摊れば、ォーストリアの咧壊などょ0も、その -/; が今や谞大な問题である 
VO だ e 押れ は跗项に ^| »|1 せる所に械いて先づ次の如く曾つてゐる。 
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r -」 +. ム トリ.’ 211 ハ， 祥 細に 濟すァ こ」, は 木货 H 的っ-はな ンで 、これ wh 技-— 

リ h , UU して そ i 姑せ— 方 iii つ C 力 
户：？ ア— 3 為に 就，-. て- — g に窃 セん と 欲すろ もいで t > 

丨 ..i:4s:gf R—.:' 11 泛 rf <: せ ハ i 凡人に も .—, 翠 bo . こ 

及ん— 0 制 f ——、 寿ら 望 f —li 「 ct 先 w «rl 
なし 之た。 それは 受ミ審 C 公、， 容！ ，、ば.” 為—、,，‘^ u 

CBelchsrat 〕 であつ た。』 ( 73 . so ) 



こグ才丨ス- 



'- T い- 谈 # も 勿論 『押カデモク 



た 力 ヒト -, 1に摊れぱ皮肉 /-- -もケー 
^ 壞忭を紮 © してゐ八。 



ラシ ー の 网』 =ィギリスのそれを « 似たものでぁ〈 



7 トリァ は そ S 物 そ Q も Q からして 同國 q 分散 免 • 



『ii —、 . i—sf !:s = ィ 1 iil た* ィ 1 か 
r こ S 21 E 2 UX て ふ 制度を ば そ s ま 4 け 人れ て、 こわ V . ば 川 f — を 加..、 る ことなし 
に ウィンへ と据袅 たもので あった の だ， 



r.-L J ス. • .-*-y 1,-li 3 */ (t 、 此 ^ G u Abgcordem-tenhas 〔衆 ^ ^ ^ . •. IIr 4 cnha 〒 iH 族 ^ — と 1て4 
の 2:中_を |!« 1£ れた0た ^ -- 1 族 '7: 」そのもの'か少し違つて«た。曾つて..，ギリスに於いてバ19 —が彼れ 
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: if 「4“《? ^ そ 4;; まぇけ人れて、こ >1 をば /|| 來るだけ變迟を加へることなし 
にゥィンへと据表たも心でぁったのだ。 



ィ •キリス，.. •.院 lill 度 It 、 叱處で は Abgcortlem.tenhaus C 衆 ^ 一 ^ ^ •■ M r rrcllhau ;' ^ 族 ^ I と I て そ 
の « 屯を )!« はれた。た ^ 「載 ^ 」そのものが少し違つて ^ た*曾って...ギリス (:. 於1てハーリーか彼-^び 
字に 成る 大 班# f „ T ムス 河 装 水の 中 か.」 成 f しめた 時には、 彼れ は f . t ス狀 WWS . の f の 中 
に 手— ばし' その 中から 彼れ の® 烫 sf ^ めハ大謹の千：1 '1 , 1 £篇- « *1: - 11'|1 杜の ^ 飾を联ったの 
でぁつた。斯<て<ギリス€$! ^ ^ .ひ人 « の.5 |% なるも <;> !£ .彫"^ .^ 7; »: 術 |* 於1ても^ ^ ^.. ^ 0 « » 

の 殿 党と なつた のであった。 

f に ゥィン €? 合に 於い ri. 光 づ泌一 にこの 拉绝 に 於い ゾ闲 雜に错 した。 とい ふのは： ニ. 
マル X ハン •セ；' が、 そ S 新たなる SR 代表 S 大 Sf 石® SW 後 S 破尝蔑 1-.“、 彼れ は そ Q 器，' ■は找 
古代に S— める ょり 外に 如 ザ も 致し方が なかっ た。 W4 こ S 「w々i ク？ マ」 SWSSU、 = —1 
丨 マ处ぴ T S 政治 蠢及 .6 袋 S ャ以っ 一^られ 1 ....り、 1 的 r 皮‘ M にも、 1 の曱 

には ト ：代ギ リシ ”. 。 - マの 四 g 引 馬 屯が、 5. 火の 四つの 方 肉 に 向つ て 5+U 继ん でゐろ 姿. か 飾られる 
- - 屯 つた se ちつた。 价 かも * 當 S i ォ - ■< トリー ' 內 部の 励 向を 外に ® して M も “ ク ^^ す る * 5.5 , ■'に 
であろ 0 

*-ス トリ TC 「多 民族性」 猛-2、 その 著 1.: 中に ォ-ス iR 史が醫 ゴれる こと V」 ば、 

梅； & 乃至 桃 級 として許さ#かつたのである„ 』 ( 71 *2〕 



H ,-SI 

f とこ. デ；^ に is 2? た t ので ぁつ 5 それ— 运れは f こ 

攸 へて i——。 glt て 一 ■は is し て鏡、 ！， '.t; 、 vi 

1 ソ人 flf : め slf I , の pf is る SI て、 要と 

1ア_ 勞 馬な f C が、， 会 益 1」— ズ に，—、— i にこ 
i 本 if I 層し — s i I 蓄 T 、 f 』い 

V も S れた砂 ゎ Q — で t が、 趕 Q 齧い 枕いて 攸ハ吴 の 如く M して ゐ る。 

艺—め 一.、……？ -^ J .— 舞の！ 中.、 介 、— s 

一 <&f — し— つたが、 吞 私は 甚 しく 接 的 零ぶ は _-, F , 

私は そ戀ら て— 然し それは 決して fit (4— J , ハで 
. ィ とこ プ ' 力 反 封に 私に； 一 . .H 山に — する ベ M とて、 他 s 政： ES& 能 件 y. し . ぅ Ly 4 ..、.- L. 5 
i ->t —l "" iu 、 何 — の ” 議の f 、 ハ ブス ブルダ ！する私 | に截んみても、ン |:/ 反 
1丨ニ切ら理性に反する犯罪2様に思はれたのでぁつた， 



この 私の 考ヘ (- は、 私が 若い 人間と—- て H 切 新聞々 人い に 讚んで ； s ;; ur 、 . |'| 分 n ^ 'e (I t : v 4 -. M 
,が付か十 {:. 、ィ¥リス狨矜に對するー秘の « 啖の則念を觭付けられてゐたこ.てが，少，-か | % 1 广奶锻してゐ 
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この私の考へ {- は、私が若い人間として：：：切新聞シ人いに讚んで；：5 /: 1^ ;-. 、.：：分. »'| 竹ごは --1*: .: -: れ-妃 
が付かず一^イゼリプ：狨矜に對する一秘の把啖い則念ヤ：艄付けられてゐたこ”が’少-から广奶锻してゐ 
た。 それは 私から 荇品 に 杈け UJ iL ない もの ご あつた 。イギリスでは 下院 ゥ-^品位を以って ^| 「し..び務々祟 
心 遂 行 して 行く その 氣萵さ は II これを げ我が ドイツの 諸 新聞 U 如何に ^ しく邮 碟 L 祁诚 L /: ことで あつ 

たか 私には强く§の念を起さしめた”銳し、これ以卜に介派なー阈-民自治の形式は、见して他に 

句り得たであらぅか？ 

然し、正にそれ故にまた私は、ォーストリ下繙钤の敵であった。そ0八十饫坳の姿 /;> 仏には、そ 1/) 你たし 
ろ ^^本の而汚しに拟はれた。ユれ 01 に今や、锼に次の採なこヒが>めつ.：：。 

ォ！ スト リァ _家に妗けろ.トィツ人の運命は、_钤に於けろその地位 {: 伙つて決记され.ァ3胬通無：；^;: 
選 ^ 法が 施行され Ai rv . u 、 ドィツ人 M 尚 ほ 議 # に 一の 冬 松！ 大した ものでは なかつ たが —丨 を 制して 
ゐ4!。 1: もこ .'.| 狀防：も旣 |* ^ はしいムのであつた。 (-|1 故ならば、砘 # 圮<^械の阀以的に仿用すべからイ‘-る 
卵 度 ，い爲に、ドイツ \ に關する嵇々の汛嬰た問閗に於いて、前記の多數も邝々にして —— 各 抛 民 枚內，い彼 
等の支れ泞シ離反せしめまいとして - I ドィゥ人の必ぬに ^ 丨；て態度してゐたからであろ 0 «1'- 科：^卞敕」 
M - 時 旣に •トイ ツ 人 € 黨 として 考ヘろ こ レが m 汆たかつた。然ろにそこ.'持つて来て竹通遮取法か施かわる 
や丨ドイツ人0银越は純拟璆的にも ^ ぬし 7-- ご- ?, ->た。今や*糾家が誃4#ドイツ化して行くことに3: 
導の 妨 1 t M かった 1 



i tj all ell l—, i 的 ■装 I ょりして ®— 代 — f も — gf i- 

— If . f ! 

IP- II 民 代 f い . 表 — 導 — f 今 
しな 1 :; euul I 達 為」 T 、 - 」 窘 rs$if .sf i 作 

ぁて q もので — f I 。 i? f I に f 一 f ? 手べ— で 
hwldpptif ハ illu 、 I— 

.M lf tH Hlf , i に！—! 歷ぃ て“ 

控 、こ ell 日 1 ■•そ 1 ft ，^ 

I 行 ili 灣 is 、 I, 三 f 乂 リ 



させられる 「程度」 の もので あつた 。ニ •三の 代菝 士以 公の 如きは 货 に、 ド ？ソ語ではな<、彼等 ('| ォり 
スラ* ゥザ 叫て、 成 ひは モット 花 確に 言へ ば 方言で 話して ゐ た。；^ は それまで 明に 新開で 說んで 知つ こ ゐ し-こ 
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i に 行 迂ハ 提 1 的 内 穿 ミ g は、 その ォ r 



•ヌ m 七 ，-, i るに ^ 分で ^ つた c 
ふら 人 - rs 知り 得た 限り、,；, ！< ウン ザ： 



させられ 0 「 |2 度」のものでぁった0ニニ|ーの代钱士 3|5 公' 0 如きは饨に、ド|ッ語ではな<、彼等_ |'| 印の 
ぅン姦 p 、 § ii 5 ト ii へば 方 ； ai し 2た。 私； 一そ4 ま— に— S ん P 知？ ゐたに 
過ぎな かった £ e ものを、 今や 晉芝这 g く et .$ 似た 3で ちっ.^ 蒸-！^ 振.^ し •儿 ゆる g 此 
子で 互 ?. f しく 立ち f 一 っ Q -^ s り ー そ の間に ぁっ i 入 S 1 T •った 

ォギさん が、— に 汗し 怎 、性 f 癸 ff 、 大 — HI ひ# 淙ひ 3 め X 、 露を 
« 厨すべく翮起となつてゐた。 

私 |1 嗤 |£ ざるを傅なかった= 

それから ニニ 11韵3後、 控 W & 當に 行っ 5 た 。 f へ f AJU 1 た。 環は 

ガラ明きでぁった。數人の代钱士は自分の坐 /« に冈て、瓦ひに欠仲を交はしてゐた。ー人の茂 « は -| (1|'{ 
說」 してゐ た • srr 八 湘には 副 雜 « ー人だけ川席して*たが、他所；；；；にも分るほど [!|] らかこ&屈して,,ノャ 
U と雜坳 に 眺め 人って ゐた 0 

私の 頭に y — が 起り 始めた •そこで 私は M 後 も 時 g £- 許す® り— となく— に； g け 付けて、 その 時 
•* ■の 光 f 餅 か运 っと— し、 譯 し f W り ellif Et 、 こ Gf き W 家裔 is 間 か f>lss 
ば-, たる 八 々 G 多 - R れ少 力 れ知 g なる 相 M を g 究」 た •斯 くして 次 g に 私 篇® 考へ を 典め て 行っ た 〇 
f して 約 一年 ii 、 した だけ i に；^、 - je 制度 s 本？ f 私&3 前 SW を 殘リな 
く 變史 し •乂 |£ これを除夬することが |0 來た"私の内心は«¥*ォ-スト=^に於いて見られた »'« 含 .« | . 拟 
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e 出來 s ひな どに K して、 今； SIS — 右— たれた かつ ハ W 今 is は. f そ V の 
I 学る-. 一とが 出來 なかつ た •それ— 这 y 、 才_ スト リァ 鐾$? は、 ドィッ人 芨 W に S 
を 占めて ゐ ない-., と； issvt ee 念た が、 <, lgi 姦斯 < G —苎 K 0 I , ひ f 

の 中に 認めた ので あつた* 

% 時 私の 即の 中には 次ぎ/ \に多跤 (/> 疑問が持ち上つて來た£? 

がは 先っ この 全 制度の 蕩たる 民 丰下贫 多 1 袅 なる ものを 欝し 始めた •と共に また、 諸隹ン 
I として そ sasi !— つ. V . 所运？ I な— S — 的ぺ ひ— gwg にも 、 is - f . ざ 
る 注意を 注いだ。 

斯くて 私は、 この 制度と その ^ 常： iC とを 共に 知る， .ク •こ 0 

そ 一, • I 一； 年れ 過す る 間に 私の 麗と製 との 中には、 この 新時代に 於け る 似 も 如 威 ある^^ 

I 為！！ SSI 、 — iEi —。 而」 1 U 、 11 ,, 

的瑟を X でに WSIU 於：. て、；^ 盟に 刻み t れた s であつ た. 

こ S 度— た 私は • I に 依る！；；— 21 で 、 ii めて 多くの 入., K 1 的に® はれて ゐ 
る 所の •£ しそれ；./ ゐ はらず 裘 は： 止に 人 S 22 JI 衆に® へらる. へき 所の •一ん 1 の 中 -- f 
ことから 免れた ので あつた G ( g . 212) 



四神權國家主義は 1\: 主主義ょり恶し 



ことから 免れた ので あつた〕』 ( .7) . 212) 



四神權國家主義は 1\: 主主義ょり恶し 

斯 it r . ヒト .ソー に摊 ゎば、 ^ は§る議钤及び議付人なるものは嗤ふべ汽ものでぁり.听牟弋ハ，ズ 
も ^ 敬す-キ： ^ めどころか-その ^ も輕 ^ すべキ- ^ ^: たるものでぁりゝこゎに依つて國 ^ ?: ^ ^! ;;;- 、 
定して ?; く .': いふ|?はゆる說會 --1= 淡1 , 13 与 £ 116||1111:0 & るものは、低 * ょ.^高きに向つて迪む 
人糾の 柯落 の迆ル Ja 象で もな くして、 正にその反對現 & =喷 ?# 现兔たるもの.でぁる。而も、ドィ 
ッ 、ォ ーストリ丁に於いて然るのみではなく、人猢ー股に於いて然るもので * つて、逭つて人邡が 
眞にその迆卅發展を宅むならば-その何庵に於いても必史 ^ ゎねばならぬものでぁる。 

これは ， S 言 smf e にと？ は、 正 に？ かなら 25 でな け ハ 2 ら $ S に 如 
M なる 理 山に據つて、ヒトラーは斯く：言ふのでぁらぅか？今：2>凡，\-『淡3:』とか『選以』.；-か 
稱さゎ途屮の 7- らな孟減、袋1ぺの程は、§へてヒトラ1のヵ ,|<(: に叫く*でもな、所でぁる.- 
我々 はヒ トラ.- から. 彼 深 If I 片 Qf に 於いて 小 fMl 5 ひ-」 喚 t 立てたり 益 
りした U する 拔 §々々し3加減は聞いたが、米だ这.け屯谪の否记 ,-*:- るぺき枳冬 11'] な何枘も間いてゐ 
ない。次に我々はこれを彼れに聞.かねぱならない0 





.ヵヒ 上 I そ—. ESIy 人 1 て、 そ elli S て來 —SI 
て 居 D 、 我*— これ— ことは 出來 ない。 それは—— _ 

民—; は排！ であ 系、 然し— 彼 だ？ ぱ lsis?f f て裔— 
する が 如き I • I •:晶 els ' l •校 f : すれば— 義 •癸 _ sg — 坪 y 

付 f E , fl は' ヨリ 以上に f - るべ S で t とい ふこと で—。 これは、 彼れ に i せる S 
• wi . r 、 ニ 1 あり 旣に 彼.；； の 思® 的汰ひ 立ち， 為本 的に 从て來 た 我* には 何實； るに 足 

らぬ ものであるが，— 我國 に 於いては こ— は f ハ ツキ _れ て？ い— あ 0、 そ 

QI でもない ナチ KII て t か® 如くで！ ト了 ぎれ に 就いて わ 杉 
へ ブ丨炭 後 esli 於いて 明らかと なつ 一」 f が、 彼れ は蓉產 ® 問® Ki して 次の 如く 

r 今 UI——、 i I 益 I 民 — i く— 今 

られ— たで— 7。 W に SI — こ— 的ズト に 針して—: に そ i 

篆典 そ s —运 天れ て-」 SIU 煙-する ことが 出来た f. で t ニニ 笑..，- 
確は そ e 外部 的 尖 —g た— 翥度に 於いて， 告ー s rf 火 か C 洽出忠 ひ tjs した。 5 



るに この 出來損 ひに 於いては •惜しむ らくは、 「火」 だけが ー脫に して 旣に 燃え 盡 して 了った 樣に私 には 思 
はれる い， 
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ブ 1こ ^' 保坟菸は為权することが出來たのでぁる。この | : . 
義は S 外部 的 _ 形 ■る蜃 制度に 於いて、 史に 一の 「 f 火から 成 7 , I 拟 ひ」 表み 出し こ。 G 



るに この 出來損 ひに 於いて U •惜しむ..： くは、 「火」 だけが 一瞬に して 旣に 燃え 盡 して 了った 樣に 私には 思 
はれる 0- ■ 

私は-運命がこの問問をも矢张りゥィンに於いて試驗として私に魏して與れたことに對して、遝命に感 
謝 1'; 上のものを感じて6まないもので .?*, る。何故ならば私は*若丨そ ^1 がドィッに於いてであったら、餘 
りに も輕卒 にこれ に 同 答を 弭へ -c ゐたで あらぅ ことを 恐れろ からで あろ。 若 丨假 りに 「譏 會」 と 名付けら 
れるこの制度の馬鹿々々しさをべルリンに於いて始めて知ってゐたならば*私は成ひは錄に考，、もせずに 
そ ('') 反對へと走り、1見如何にも尤もらしき珂甶を以って、阀托故び 1 ^ 家の幸漿は專らヵィザ|恕想の咼 

构に在 りと なし、 徒らに 時代と M 衆と に 背 反して、.：1=的にこれに對ヶする側へと立ってゐたかも知れな 
いからで ある。 

然るに ォー スト リアに 於いては 斯かる ことは 不 万能であつた。 

K . 、 處では 、 左 ^ に簡 取にーっの過誤から觅に他の過誤へと阽ること (1 出米なかった*邦焫に於いては镂 
_ も 無益で あったが、 ハ ブス ブル グ 人士は m リー府 通 かに 無益であった。 如何なる 勘から しても 狨 包ょり 
も ^1 益ではなかった0其處では「_ # 主我」を报朽しても、それだけで濟むのではなかった0といふのは、 
« らば 次に 來たる 者は 何かとい ふ 問題が、 其 處には 你 ほ 絕えず 残って 居た からで ある 〇 璘 样を f * i 随し排 除 
する時、其處には唯！の統；^カとして唯だハプスブルグ家だけが殘されるであらぅといふこと (1 -私に 
とつて は 特に 考へる だに 我 ^ ならぬ ところで あつた。 
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f て-——— いぎて 恐.‘/ ベた で 

i l * 1) W4 にこ； gwn£l »;< せしめ；.^ であ つた。 JS, 3 

五！ l fr 中- ^ a 何故に 排 さるべき か (丨) 

5;、 り“ ヒ -TLS ぱ 、パ i メ ン タリ ス ムス (VI 常 S2 好—)， -ぞニぞ .V、 
き？？- 

f 了にー： ：—於=祌明的に、 1' : ぱ- | ; | |!!) , |'| 荇的に、可な0文ち人ウて，.|じて 
，.- .V r . す 4 ゎ .^ f め S にす る 一 Q ク で— が、 S 2 W ” •セ费 s ? c >2 
1 .Jf に VI —可な =抱 雜し たもの— つて fr _ 

f し！ ぐな 。 i Noi は、 iih 、 そ i , 恐 L iif 

奶 • I 議愈 主揭の 政治なる もの 心 此 1く無か卜，心いかか ^: _^ 
f 1! — に f 、 If も|1つ て，— 

illp 外 Iti 為、— 於いては fff て.::: 
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外 i 与 i 於い if f 



人もこゎ |- 對して眞に贵任を炱ふといふことがない。政府でも淡 11 でも、その誤れる時は、精々斯 
鉍すゎばそれで濟む(が" /1: 様なことで ^ に迓住ハ^へるものと ---> || へるもので ;^ ないリ 

『私をして何ょりも先づ笊：に ||. つ最も多く衫へさせたものは、并娲に於いては* $|| 何汁ろ制人にも3:等 
e w fc - も明らかに存在しないといふことであつた。 

蹯舍 !? 或る何かを銳決广る。その結災は成ひは祁しく 1«: を窖すろものでぁるかも知れない*而も何入も 
これに對して货任を ^ はたい。また何入もそい货邝を問はれない0篮し、無妨の破綻を生じてから*そ，い 
即ぁる政府が辭嘥しンからといつて‘それで果して逬卬を負ふたものと ^ へるでぁらぅかク’成ひは内閣 
c 聯^ s 成が ^ つたから といつ て、 成ひは鞔饩までも解散3れたからといつて.それで果して货^々.朽へ 
る も (-と言へるであらぅかフ‘へ ^ ? 0 "^ I CO S 

«■ の # 任なる ものは， 柯堺 にも ぁれ、 その 化 命を 以 つてれ はるべ キ •もので ぁり、 殊に 一阈 K - の 述 
命を飪接乂配する政治に於ぃて然りでなけ ^ ばならぬ。その時に於ぃて始めて芷しき政治*捋き政 
-;/? も期待され得る。然るに|?# ^ 淡政治の下に於いては、そも^^その -« 任の所作から*して不明で 
ぁる。蓝し ||| # 主鉑なるものは、\代の ^ 敕の爲に人比の名傚に依つて政治するといふ拔主 -11 旎の 



只 £ 的 表 はれた る もので あり、：.^., 乂ジ 

SA! 

も ハ ツキ—、 5— の f » l で Ur dr く， gf して そ— 

とく f If ! 與レ r t f f 釔 の 政治 の資 任— む f 
ム 矣 に‘ £ 初から—. な こ 者な けれ 

. w - 

M . VI こ，， を惡拜してゐる 0' で 2> る。ヒトラ|文 3» 5 0 ,*父モ 0 テ旬>>_艺ノ 

I づ 戀—產 i て— f f f らして ’— i 



ru. —Ills f Is 嘗 1121 ， 

パ d iltI2AliHSI Ji ぐ 

? るに Is 変. ひ 性 . M 运づ V 笔—芒 t う i f I 

い士と u 、 — iwDUIF 」 て、 成 i 

SMI Ml— 兹 — は， — 的 i 驛 —— 11 こと - f 



gl たる elg!i 、 i 湓 4.1 装び — 為む — 盍 4 Ef xlvw 



- 在る ので あ 1*, ぅか？ 



1 る 1 に s 41 方 装び 決— 思— と 共 c . 1 揄れ 1 の嘉 

u Li r - 穿た— が. U れ少 かれ m なる— c て— s めれ たる I 餐— . 1$— 心 ■ 

ド」 1 為 m 來 なか S 笤 ふ •彼む それ 掄？ そ爲 突— S — 無 tti > さ 

> f る 泛あら うか？ 

.空の— た fs は-漂に 1 に执 つて モ 2 偉 交— され ZI - し、 そ 7 T を— す t 
い : 於 r る H 的 usi ベ ti て -—— flilli い 

政 1 が 己れ に £ L $ SIV ! と •か 沿な かつた 31、 彼れ は t く s 何に す 
べきで あらう か？ 

彼れ は -ーれ| 迄つ S 收 すべき 1 らう t I 
それとも • Essl - il 」 v •そ slsm — 备 めた is :¥ l 」. それ*.」 |§く 
べきで あらう か？ 成へ 1£ 飽く支で胡锻るぺきで * らうか？ 

斯 1 に S 乂党 U 、 1 备 s & iisli へば そ 31 と es <.. ? ざ 

ろ 矛盾に 陷り it しない か？ 
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f . ; 般 に 料す る i ヒ伽 人的总 い i と 十 W 別 十’ 命； 嵬は - M 雄に 作す ろ。 あんぅ か？ 
打の指垛者は—て、断'の如くして取 .,- る政治鰌に喷するこヒヶば>これを祀否 4>* ざるを以-_ ?> ご (^ 
なぃか- • • 

k 殳に f tin s ^ ^ 達 * i' ifi ， 诗 げは彼 ^ が货はずして成 . ， ;. い抑 . 、抓き冬衆が ^ ふもいであるが 12 

今 HS ^ ^K 5ii 多 敉決腊 斓07|>3| 3 なるものは、 一舲 |: 指抑片圯忉を破-丈-^るの結果こ 
刊ら ざるを捋ない.は‘：からぅか？ 

いと*人々は时に倌，トてゐるぬ0あらぅか？ 

そ；；とも\々は，こ(\锊文 11: の前视$:將來は^て/’恐.く濟，广坩ろ4いヒ -/^ £. ^ ^ 

であらぅ か 7 

物，ろ反對にこ^ |??| 说-.るも <.) は*今：1:こそ，從 ^ ,い 4|| 何た-る叫ょりも必 ^ .も ;') \- ^ へらし；_ノ *0 
あらう か？ J | ( s . s r -. S 7) 

^，■ © 一連の設炽&中に旣にヒトジーの談你屯 ^ に對する根 ^ 思 ^ は-不ぅ‘-れて ^ るものでぁるが* 

拽れ は斯く 霞し S、 云に 5 之 QS で： 5 {に it 泛 f.-vr へ 高 sf 械 け てん 



る“圳ち彼わに捭ゎば次に先づ、 

• '^ * • * 、 KAr.u^ ^' w^ ^' v fJ- '^ ^ r/ r r ^ 
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彼れ は斯く 設問した 後、 XJ れに交 衾 式で： 贵 i 屯 だ f るべ 梟 以を け てん 



る。 即 も 彼れ に撺ゎ ば 次に 先 づ、 

M r ' llr # 主谈は \ ^ r : i : 步の MfJ 松た る 指 ^ ^* 思想 (sillrer 专一 anken ンに |^* するもの 0 - あ 〇' 、ぐ 

れを破坎するものである。 

する ものである， 

こ^ > . _ V の ものは T ' TJ V リに l ^ ji . 1 てゐるものであり » ーつのものの « 4‘- ^ とも -. »-1 ひ 1- , .|- るものひ*レ 

るが、 次に 紹介す る羡 は” 一の 詰と 崔 つて •势 する に.^ の ニつ のこと を g 調せ る ものである. 

『多 |> 決といふ糖付丨戎の «': 邱は*倘人(ャ6:-20の袱威を否定し*これに代ふるに其卟々々.い冬衆し炚 
fc l» Ji^ ^ w o *r 't- ^ c t^ «< OT/H^Q ^ A^ : -r- a^ 1s ^ M .ti! c7rarlrtokslische<irif r-- =-l— 
der >‘ alur 〕 に 背く‘ の 0 ある。 讥 しこの 場 介に いふ 行然の 掛紋 - i • 我的兑解たるもの ( J ■. •今 H 。我 N :-眯 
架 登る 醤 T 柯 < 流め 如 キヒは 勿論 何等の 關係 4; V 、 上で 九り、 斷 じて 斯 かる もい に g れ， ，れ心 

を 必要と しない も. い \,」あ る。 

この近世民主 -1-. 為漭锊政治2制度が如 (>0 に ||«- を海|てゐるかは-ユダャ的 ^ 新即 <! |^の如ヶ {-. は‘皮 
等がそ ^ 自中的に思ゎし ^ 討することを知つてゐんい-限り‘勿 ^ ^ 易丨抑 ^ ^ ム以ヶい。 ^ ^ ^. ^ -; ^ 



厂 今—-^— る 裳を— 产— に； g ん— ずべ から vl - f 1 丨 めて 

衾して t もな t 。 ，1 に贤指 1 UIS 緊為 わ、 
政.— 久坪ケ じふ も 3 多 に狀 S 泛—— 的：： H や仕少 XU 的と 卞 して . ぞ .5 
-. l - UCIT^IIgilf 信 。 T て、 そ — — た 7, f 
ti Ji ぞい 之 f ’ 玲 li < lf て； tl — で 



I る 一 .i 裝 h u. f VSWI い — 运い 1 なれ . は 1 ど、 ま 1 

■.て 鼻 el €2 I $ 辜 — sf I ベ— ほど. 叉 ii 翁と 
^こ^無い|.部〈村§小. ?* 匕1|とす|な、換-午れ這にブクレ51ょ0も 

f " lflli ———。 .... .. ! 

る こ— く ii ど、 彼 — f I 的— 小 — i h *. ^ Ai 
i ぎ———— if する こと iiti に ^ hpu 

f ベ 班 # f m 出 斗— 腦—ば 何ょ 2 傾 5 に fg ふからで ある。 • , 

^ て ぅテ 5 都 . 1 S 蠢 w 共； 富に とつて JJ. そ 2. 出席 S と g じ 

ネ— „手と いふ— • i 

内分 S 神 高 めか？」 とが 出 來る とい ふ つの だ。 ¥— 何ょり 等 uhw f 



が 市長たり 得る たら ば… へータ ー L 杓子」 も 市長たり 得ない 理 m li 何處に 有らぅ か？ 




が 市長たり 得る たら ば- ぺータ ー 〔杓子」 も 市長たり 得ない 理 m は 何處に 有らう か， 

尻主卞義のこの趣问こそは贺に、最近に於いて全く1の恥辱にまで甚しくなつて來てゐる所のーの特 
打 •卽 4 ： 我 國 「衔祺奔陪級」なるものの大部分の^^忭とビッタリ合致してゐるものである。多少£盘 

袭ある凡ゆる竹際の決纪に於いて、湖はゆる多數なるものの上衣の裾に身を泜すことが出來ると |1 -何ん 
たる ^- ひごあらうか！ 

人々は|度でも次の如きーの政治的追剷ぎを考へて見れば赏い0常にその成功を氣遺ひ乍ら*冬數 .-?> 馑 
成を乞ひ水め、以つて必嬰なる ('|« 問を確保すると共に、間時に何時でもその货任を囬避し得るやうにす4 
所の ■左 ^ な 追剝ぎ を /.- 。 然るに これ こそは 赀に 、心 a *: しキ ▼從 つて また 氣骨 ある 入 間を して斯 かる 油 •類の 66— 
政治沾励から鄉反せしめ.これを_惡せしめてゐる所の主职囚であると共に、反對に凡ゆる入間共をして —1 
. — 囚に、自らの行爲に對して例入的に以任をれはうとせず、却つてその掩譃を求めるが如き客は*中伙 
な 無 賴涣 に 外ならぬ ものである I これに 惹キ， 付けて ゐる 所の 主 原因な ので ある。 一 ^ 民の 指溥艿 がー 度 
び斯 かる あさましき 徒 铱から 成らん か •然る 時には 忽ちに して憇 しき 報 ひが 來た るで あらう。 人々 は その 
時には 最；： ^想然勇を鼓して斷乎たる；び灿に2づる找なことは無くなるであらう。彼等は、或る1の決0 
• |' 赉ひ立つょゎも、窣ろ掙惡.の祕辱をも敢へて辭しない樣になるであらう。其處には最平何 \ も* (*«1 物を 
も砬 みずに 瞰乎 たろ^^ の 遂行の 爲 に" 自ら 继んで 身 も 心 も捧ぐ べき 用 怠 ある 者は 無くなる であらう。 

蓝し入 ★は 次の ことを 決して 忘れて U ならない 6冬數といふものは-この构合にも決して\叫々靳 /- に 




ct; -Il :xl 、 2slvs — 、益からは 一 31 的 — 患れ て f 之 3 ' い p o', 』 



^ If ri^ 

i. im. mLf hH^ 

My y If て ^ h 

I 於い — if ば i> i し vsu i 



斯 ノ、てその結果は - 指沿名階級の . ： 1^ 益々拊人する秸神的 & 闽化シ見るにポる 0 而してその坳合、阀泌 






,J : ^ K .:r^r 断、 る 「衍浮托 - 



」て ?;- らざる驳り， 
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デき 於いて 何 零 sf 所崔 けれ 装 〔$:“^3;^“”::^|2って、他内凡 



斯くて その $果 (1 -指消 :« 階級の8ら益々埘人する精砷的©闲化を見るにポる。而してその坳合，1;泌 
及 •ひ 阀家に 對して 如何なる 彩 « を及ぼすか |£ >彼れ9身斯かる「指裕 «' 」に捣して5£らざる限り‘何んで 
•^s.-T ffi ^ L ^ ^ -c- fe f-J SOJlc '/i .aolao 

然ら ば* ヒト； フーが おに 於いて i の不 M ; 倭の 大 Hfr 棍 として ゐる所 の 『指 裕 者 思想 J 、 rE ffi o w /* 
主雜的极私思想』とは、ー «. 如何なるものか丫我が通片通氏は虹ちにこゎ&問題と 5 れるでぁら 
ぅ。 然 =、此豳にこそ問題が#するのでぁる。が>私は今や此處にこれ 1- 立ち人つて紹介して ;,>:' \1 
ベ*- 餘裕も •目 111 も有しない。それは後にヒトラ！ |'| #の親しく諧る所のものでぁるが，理解の便 -!1-. 
上敢へて淥めこれを簡琳に紹介するならぱ，ナ、骼次 © 如きもので&る。 

f 指 ^ ^ 思想』 とは > c れ «: ;の规肫と 1, て兑る時には『衍淖 .«- 原珂(1'' £; >运 5. § 3 』と冊される 
ものでぁつて*嬰するに、この世は何亦にも限らず俺れたる片がト- 1" 立ち，不楠能と全责任と * 以 
つて、 それ ぞゎ柑 場 遂行して 行くべき ものと する 思想の 謂 ひで ぁる。 即ち i * 多數 決な どに 依つ て 
ではなく、 指 の 描 能と 责任一 一 於いて 遂行して 行く ので 2> る。仉し战_」注总されね«ならぬこと 
は， 下 R の. み 分野の 指^ <^ :|-. 位の娀高指湛#に依つて任命5ぉるが、その上位の最髙指嗔荇0 
ィッ の叫合で言へぱ一一トラ-:一は國兄全船に依つて選舉 ^ れるといふことでぁゾ：^これ即ち彼卞小が*^ 



Q 思想 乃— f 以 つて、 後に 皆く— の 中に 見るで らぅ 5 く， 一 Tr デ 七 クラシ 
丄と稱 して， 3— 以 であつ V * 今日 i 客—. ve 他 Q f ドィツ 歸り』 I 『 ドィツ， 3』 の* 
君に 依つ て 移入され 震 V れて SSI 1』 とは 似て 而し 3 しく— 實に— h て— 
i も Q で— 多に 『鼻の 1 主 誇 极木 思想』 乃至 『自然の 貴族 主義 的 見解』 とは、 黎こ 

j - る 『マルク iQ — とし 5 H ダャ <3 も 見た— く，— © 貴 11 

i 一 e P — 旁—- 0』 If れ 、要す—、 こ— — の毫 者た る § 

は Sf — H 芒ても 人 要 SI IISIII 

り— £1 をして— eg 1 らしむ る— fQ とす f Q で f 。 こ 它トラ |; 

の s f 息 sf 运、 これ— 交 S て裘所 f 涅れ— 如く、 f 『神』 乃至 『天』 

士 1 で— が、？ 乃至 『神』 には— ゆる 『 nf 』 で、 これ— 何— かは I 
人々 の k け 2-? i ル ト了ン シヤウ ング (人世 觀 又は 世 霧』 の 相 f 言は ざ—2 い。 が. 
いづれ にしても それは， 今 HS は ゆる 『措』 な fQii なき ことは. ヒ トラ！— っ 

てゐ るが 如くで あ？、 こ q 『鳥 els —』、 1 1 』 ょりすな 、今日® — 

の 如— 寧ろ II され t 含— も® で ある。 事 f トラ_ 一 f f く 2 ぶ S で、 
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。雄賁ヒトラ11簌は驻しく反ユンケル的であ 

づて 、ユン ケル？ ィッ 貴族〕 最後の 據城た 0し餌部からまでその勢カ&:敁した©け、自然の改族 
+. 適と 人爲の 貴族 主銳 ，國民 的设族 主 辟 (ナチ ス〕と附絞的 1'1' 阼 --| ; . ^ ュンヶル5とが、逖に相#れな 
かつた設左たるであらぅ。 

ヒトヲ ー の Jn ふ 『指 锞苦思 想 J、 『肖 然の* ： 族 主 箱 思想』 とは 以上の 如き ものである。 ヒト ：フ ー に 
描れば これは、 人類迆 步の 大前提た る もので あ o* 自然の 窓 志 =.大 の 窓 志 H 神 © 意 * であるので あ 
る。然るに議#主餞はこれに反し*謂はゆる『味咐も供-もー鍺』にせるぷ姒決主谴 ?£: 以 0 て跑 « を 
決し*眞に傑出仑る人物の搽如 5.- 不可能ならしめ、人翊の巡少 ?!: |!|1 灰するが故に*_會主谈は排*， 
れな ければ ならな St いふ© である。 

愚劣なる支配の下には愚劣& <,, 徒鲅が蚶钯する。眞に« *1 たる # ,眞に芷し冷者は、斯かる時代 
には咨れられなぃ.0これは議會*腌の下に阪ったことではなく、ヒトラーに據れぱ，神 « 阈采主滹 
政治に 於いて 殊に 然 P であるが、 議會生砘に於ぃてまた然り七ぃふのでぁる。 

六議曾 主義は 何故に 排 さるべき か ? ) 

ヒトラ ーに據れぱ-議會政治なるものはその根本に於ぃて弗しく無责任なものでぁ^反迆少的 



の 如きは 寧ろ 當然 否定され る ことになる もので b 
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す J であり. IQ である ことは、 以 .：： の 如くで ある。 が* |1の§ はこ ゎに 卜ぎ 
ち S ではなく、 5 次の 如 *.. -f gsgsk — ので ある 〇 W ち- 

遂 、落 篆蛋い 緊ぽ， |を；お 乐 f 蒙^^.^ S 

$_ 紫は— 1』—… ^ 皂— こと SSQ 如く S や。 が . f ば パ S ; な 
fs け 如何にして 作られ— . it - は if fv 籍に 外..—,— ある 

ノ L トラ _ に 描ね ー繫尺 な f のは その 时 へられた 晶货 が盟に H して、 それ H 
t 考零 一容 f な— $fQ ではない。 態 結り に J こた 能力 あり」 一し T . も； りし 

た— 違 f i 還い ii 、 lut 達 f 211 S を 

S め夺 CS 製 S 關 にょつ て gf れる 。十， 衆は—』 ハ ft て、 >, ゎらの 极關に 故つ 
■ T- .§J 人 V . タプ '然るに、. これらの ■還 機關 なる，^ ，のは 如何なる 冷に 故つ 一」 碑 成，— 
rf , 力と.，、； に 大抵、 議 『オデ 2 速』 に 勝る とちらぬ 零の 祕に 依つ て 横 成，^ て， ト- 
り、 而も f の の 中に— 斯くて—— の 下に 於いては、 『 I の 大部 — t 
£ J f " 常に これ. しの 饈 Q 背後 者に 依つ て僞 f れる ことになるので ある。 ュ '•わは 丁度 截雄 
€ 『スタ こな ど、 いふ 者が、# 社の 11 に 依？ 一夜に して 作 パる©」 向 じ 




、して蚪 -'|:. 3'ゎるものでぁ 0 の 
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の r ス タ丄 など 上 ふ 者が、# 社の— 1 に 依？ 5 にして 作 OS れ るのと？， 



ものである • 代 ！ S 7I: 七 稱 V 」 れる荠 そのものが 旣 に、 义 くの坳 合、 斯 くして 拟沾 'わるもので あるの 
だリヒトラーはこの問賊に就いて次の如く --;* |« つてゐる。 

3上にも劣らず私の關心をぬいたものはノ截阀以代ムなる謅 7!- の瓜に ^| する能カ坆び知踫とノ|の 

帶ぴ ると いふ 使命との 對照で あつたり 

この坳八 |.| 找々は、彼等叫；^代上 ^ 7 {- の选擀. - 6 4、のが如柯：.；：：：はれ、彼 ^ がそも/\如何にしゾその地 
位 やその 新た •なる 權威に 就く かとい ふこと をば、价：^ |!|| .- 附1て既いて :*1: い0卞た、|が货1て一舲 
の艽％を » 项するか、それとも 1 部の必典を|:现するかし-いふこし-も.この蚴<"人して問跖とするに常ら 71 — 
たい 。このことは-大衆の政治的现龢なるものが价：：：抽しく朱熟であつでゝ到阼そわ白身でー舣政治卜：の —1 
见财に 到達したり、 そ 解の 為に 叫 賴レ §れ ろ 人物を 魂 川1た0するに束つてゐ /.- いことを知る教 |-: は、 

何べ にも 值 > r に 諒解 v . iL . c モあら ぅ。 

そ も/ \我々が. 个索 「咪<1」 >-いふ語を以つて： |1 ひ ^ はしてゐる所のものば/ ?1- 人の-::::ら逊た料鳅や秘 
骷 l •. 依って構成？れる部分は椒めて№か (■^•- 過 ^ v ' ,ない4ので卞：つて-その人部分とい .•.. もの uki : r 外部の 

忭々にして旌しく强烈にして |.|. つ执拗なる誚は-3る「 ^ 兑」に依つて招來べ--れるものである。 

然るに 斯かる 「政治 教育」 の ^ 倒 的 大部分，： る も， いは —— こ。 坳 < 11 に U プ &パガンダなる語が秘め丫妫 
叻に當てはまるも5であるが 新間广说つて | , .* められてゐる。斬 ^] はこの「 ^ 槩 1/> 让电」の第一紛に立 





• J uri1 て .i 八— if Tii る •' —.Ji. SI 

.ず‘-—,?々 にして f くト？ 迎 小の 平に 抱ら々.， ゐ るので チべ を $< して ウィン i ‘ 

. K に、 こ if —— 爹— 麓季说 1 i ‘ f —h Jl 

Yf 技 • -」sls る 人 2 力が ねに纪 い 間に 要 ct :.$f —y 出す fr か 川长 
で 1 llj h 力- f W な カンへ.， ひそれ U、 一努 衆に® かにが 在す-,. 發览置 ぴ晶— k 

_シ， ) ! --、7.るもの1-犬.ミ#13べキ，|ょ，リして.^ 

:* す：， i に- 斯 かる 一"-! に—! は ms— に附 された ぶ： リ H?.3 
へは それは、 大家 $ 盗§ » *0 から费设み去られたの1つた， 
f« 4 嫌か盡 gs に、：^ 無 かつた 析か C 盗と を— 益く s As が勞 受れ、 これ 
•^L- 1 K^> f 
u .;:4 拼 つても f I じ泛众 ST, れ た。 ..1: 人々 はこの— ゴロ 51 を 
•r 詰， f 各には、— S— 弩る h .* ヤ 人的— 曹盟 して 見なければ たらな 



つ斯か 志に と？ U 、 そ SIS — な Hg 為 t-scf “い f 何 一 

馨は 、繁 る— には， 接 elpgv 為し f . その 栗— 贫 f 決— 仏す 4 



は、 そ の松骐探しの太能は何等かのこれが爲に役立つぁさましき礅件を探し出すことを化めない* 

:こ斯かる野郞共が ^'] はゆる「與論」の彐分のニ以上までも製 ^ してゐるのでぁる0而して節發の女呻 
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彼等は， 斯 かる— には， 鏡 slg 席專 為し® り. その 不吉る 贫 f I 的 k す 名 

は-そ &松 5» 探しの太能は何等かのこれが爲に役立つあ？まし 3-. 事件 ?.- 探し出すことを也めない* 

W に 斯かる 野郎 共が？ 1はゆ 4 「與；！1.1の彐分のニ«上までも製#3してゐるのである。而して济. # の女神 
It - J の 「3.'<1」の池の屮から ||1 て來てゐるのだ ,° 9 .91—94) 

冇せ ず、 これに 不適 當な ものである。 

近代阀家は-*しの0 ||| 生通初期の{-夜3.:1!¥』時代とは興=>*多々益* --« 方面に >) つてその任 
矜を帶びて來てゐる。從つてこれがカ策の決记には客々益*庠 |''1 的知識 5: 必噁とする。然るに>誠 
符屯瞄の下に於いてはこれが方诳は謊#が.ゾ，，，數決に依つて決记し*政府は軍にこれを執行するの’で 
あるが^その議你人の ^ 欺なるものは何等斯かる啪門的知識を冇しないロ而も敁等は寄つて胖つて 
こ れた {■決龙』ぐるので4る。その站汜は、その決记なるものは常に货い如減なものとなり、餍々 
* たべ |. く誤れるものとなノ- 0 往 * にして*全く背後の何 ^ かの隧れたる勢カに操つられ>その爲の 
もの , 1 -. なつて， --ふ。これは，この制度木来の：1:的からしても不へ：： ?1 なものでなけゎぱな 1', ないと共 
に， 闽 束 WK I- ': つて 危險も W し i も. のでなければ ならぬ。 ヒトヲ ーは次の如く ^ つてゐる. 
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rwr 念蓉卞 •含 下に 於いて 作 H 2 ベ t とは、— の 例.、 ば W •只の人々— I では 糾人も 
その 屮 r 加，' れるが ー 露 川され て、 彼す に 凡ゆる 1 の於濟 決定の i が 負は される とい ふこと 

:么 "-SH る C 沿を 來 たすかは-^^ 间明 に袅 した だけで も 叫ら かで ぁる。 

そ へ f しや 能力， v それぞれ 與にせ ろ' ヶ = t の 選 ばれた る N ivi 代；^ 讀 Vr ^IY 
■ cr / r' x 1 .' ものは个く，乂 ^ 滅裂にーて； 1 :つ / 1 そ橡 ^ たるものでぁる 0 猜し人々は.この ^ ^ の選ばゎ 
f .' , t w , •枰 ' 1 .^ ^ し ^ ノ --:於’-^て ^ ばれたる押であるたどとは‘ょもや ^- じ ^ - ^ あら广匕：^びこ 
，て-^ 叫とは？： へない— 為 級.： 1 錕 f >, K ナビ」 幾バ人 もの 政：^ が 生，； 川る 矣ヒ は、 M 
入 も g .. r タ 、ハ’ いで ぁ .V っ* I " 靈 明か.： eg 天ぶ 屯 ハて f たどと いふ i に f ては.，？ 

如 wrt ' ssf JT つて 臨んでも ，WKf , v - s で t 。 SM -、 一 つ SW 段には そ S 凡ゆる 神 期た £• 代 
々 f W . 上 度 一八 SS 政 菜が W すろ 位 s も SV - ちつて、 M 時に 何 •■:: 人 も，. 3 CR 梁が 而 
4 れ yfievu な： - S だ。 绝 一に、 K 31 iK — 学— 茨— £； 常に 一 S 倥ら f —.e 
，のべ— &つ S . K な 文絜 rg ; w 」 され 名， T は •それより 前 ii 證も針 宮をザ 故け る 

:較凡 思墙甚 に 决莩 — s は. 常；.^ f ら以 f の屮 に— り— げて f も2 であ 今 



然 4 に玆 |: > 以^の如くし丫、寧 -, 錄でもない五 '|'| \もの人間 .1. -敁も* -'*1 な |>4| 1.'; の !!!1 ;); を|?決1,政 



贷货 柴 I 运学— S は. f 也 皙らむ蜇3 屮 — h て f t であ 今 



然るに 玆に 、以 卜の如くし人蝌ハ錄でもない芄一::入もの人問が-敁も帘耍な阈圮の袈求を槊決し、 ^ 
府を決 */!| するのである。 

ところで* これらの ^ 民 代 炎 ^ ;^ 7!- なる片の天赋の 1* 能の如きは今企然これを附題にしないとしても、 
然し考へゾも ;1 ょ、その解決を要する所の問娌なるものが如佾に抑々は々なものであるか、如何にその解 
決巧ボ決以が相興る捕々のカ而に对つて行はれなければならないかを！ 然ろ 時は 當然次 のこと が 瑚 解 さ 
れる ごあらぅノ問迦とされる堺情に妁丨て知識や純檢を打する ^ とては常にホンの佛かしか存在しないは 
な 人々 の々 衆 押 ^ U 、 於 後の 決 {ル- 櫬を炎 ねて ゐるが 如き 統治 糾織なるものは-間题の解決に對丨て如何に 
挪籠でなけれけならないかといふことゝこれであるの邡處ハ-:^例へば你めて笊斟なる諸ィの純濟方策が 
一: 濟的珣 備 知識と て はその成卩の十分の一も持ち介せてゐない ^ な如锊に持ち川されるのである。こゎは 
舣-りも汎さず-成る雄柄の沿後的決记をば-そ0決{ >11 に必.奴なる如何なる |1.! 袵をも完个に缺いてゐる所の 
入々 の 手に ^ ねる とい ふこと に 外ならぬ ものである。 ‘ 

ところが、 これは 他の 如何なる 問 姐の ^ < |> に 於いても 同じで ある。 常に 無知 識及び 伽 插 力の 冬 数に 依つ 
て 決 ^ が 與へら れる ことになる。 柯故な らば、 •取扱は るべき 間 閥は 公共 生活の 殆んど 凡ゆる 領域に} 51 つて 
席り、從つてこれを判斷し決{疋すろ代諉士迪の絕ぇざる交稗を必耍とするほどであるに拘はらず、その制 
度の描成は變ることなくそのま<であるからである。が*同一の人間例へば萵等外交政策の成る問題卜處 
押す る 所の 人々 をして* 问時に また 交通 11 :題 を も處理 せし むる とい ふことは- 饮 |:. 不 »>; 能なことでなけれ 
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i •パ。— いては i — 先づ大 抵 - f 

^ 〔 i J! J1 L H .f Ii n“H^ 

^■^1 ^ v!-^IIIlf f 

1 iT ; Ir !f _ 

r ? て 1, 處 ては 冉門 -1 に 依つ て 何時でも 十二分に 究明され るので—, と。 

--f ; g 1 み！. 丑 tu-c" f そ 2 響には， W5; 次 S. -.! とが ggp なナれ f なら 5> 左0 ，こ.， ノ 

焉產 gi ,!! li,VH ン^^ 



: \ 々がその 爲に 選ばれる ので あるか* 



■— • 76 — • 



I の i 題 glIf 響！ 秀 is 



もの 人々 がその 爲に 選ばれる ので あるか？ 

然 ゎ、 玆に こそ 間 題の 急所が あるの だ。 

今 « の说 1|-. 氺衮綠會政治の1:1的は、凡そ ^ 入の # 合などを形成するに在るのではなくして、蝌 / # 精祌的 
に濁->.なき木偶の坊共の扔〇を形成するに在る0その呦八1:、その芥入の禺鹿の程が火であればあるほど、 
これをー记のカ向へ引つ猥つて行くことが紝々料姑である0今：！：ー般に ;-1 はれてゐる总味に於ける政脒政 
治なる ものは 奴に、 墀ら斯 くの 如く して始めて行 (1 れ以るものである。それのみではなく、更にまた、そ 
の m 嵇の In の 操縦 ^ が* « ら何等の苡びをも問はれることな1常に川心深く竹悛に隧れてゐることが川來 
•ると いふの も、 斯 くして ^ めて 可能な ので ある 0 蓝しこの場介にけ* (^ 尺にとつて如 1''1 なる ^| 讲な決记*か 
行はれても、その玟任はその極めて明跄なる；倘の恧羝に鉍せられずして-令阑飧の料に跤せられろから 
である 0 J (, 0» :-5 3 

以 卜.の如く 1. て議會キ砬政治なるものは，大小成 # 人を1て益々無戾任な恥知らずなものたらし 
め、 こわを 益々 ^ 落せし める と共に、 埸へ门に饮つては阈除金融资 ^ なとの他3ともなり、_賊的な 
存^- v まで も //, .,?。 
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r 今% キ リ注 チ.® AuiK,- •れ 付，， からして S に ■ 5 めて £少 の, i 泣し か々 
t ,.i な.， ぜ ^ と ^ へるんけ、础か <.: ‘ |>| を火しん 1-1 刀たるであら，， 

”り， 碗 かに r .-,- iJ ム こ まい 

，.く _ する ことに 仏つ て， 彼；， は 性 踅瑟— 「れ るので 5。 「 劳 、受 a ふ：：-，, の 
關 —-5 找 々け 何も 分；—: い. .少ズ .も 抬入 とし，」 全く 分らない もの C 匕— i 」 へ 

—/: 空も译 .- る.： f っが、 W 2 ハ i く sf 菩」 於いては. f 好んで； 讲 s 鹿に なら 

. 101 vu . lv ^ l ^! l,,^s 

へ A て-た V に— 逄气 かあつた とし X 、 I にけ 1 = ん . 4 りないで あ.， {こ SE の K ? 

III 

丨 -';- n ^-. H . Se あつた 代 f 漸次 必然的に， この 一 於の I と K — 姐，、 と投 ぜら 
れ X . ことに i 二人 f Isis — つた*-'. ろで. 今 gsf の ものには 何 TS 化 も f 卜 も 

の」 レ"' "专. は ' W に M ベ か？-!-' に 起る かも3 れ ない耑 3麗 を 悉く 殺して- 1。 斯ぅ、 ふ 
益：」？； 汽 n 分. U#:: 次 S に；.： £ 分け 1 らぅ。 -H 分. wir と-; 忑 仙 3满1^\バけ 4|. だ 



?- だ ^ 兜な ものでは ない、 彼 ^ と ^ 鋤することに依つて自分は-た ^ ひとへに彼等の益今’愈化して行くの 



― ' J 7ti ― 




?. •た 神 ^ な ものでは ない、 彼 ^ と ^ 恤することに怅つて自分は‘た ^ ひとへに彼等の益キ恕化して行くの 

ル 防ぐ ので ある、 と .': ( s . 07- I 95 O 

!"この耩_といふ制度は*你めて ^ 饥にし^、特 |- =の光りを恐れること土愧の如き铱にとつてのみ*專ら 
涔はしく ||. つ捫倘あるもの0ぁ0沿る。が、ー叻の滅仪に！て剛 |1 , ( 、侬に例入的に灾任をとるの !|] 总ある 
-• K * r - >. -> ては、常烈嫌您を免れないものであ 0 。 

さゎぱこそ、この褪の民 :]* .-|- 遂はまた、その.：：：らの秘粑の：：1:的の爲に-现在もまた將來の凡ゆる時も、 
§>'ヶ恐れればならぬ人釉の逍具ともなつてゐるのだ0即ち-獨〇ユダャ入のみが-彼 ^ 自邛と |-.1 はに位 
ら はし. • ||. つ.小正なるこの制度シ赏说丨^るのだ0』 9. .*」9) 

七 ■の ゲルマン 民主主義 

ヒト -/ 1 I - 抑れば •大船 以上の如き ?|1 ||| ょ.=して、近 -|«: 以中：キ：淡= ,* 侍 ;1- 淡なるものは觖に排さ 
れなけ ればな !'. ぬ もので あ K-r 

然 |'> ぱ |'!1 1|| |-. 池れぱ、代つて '!(|| 例なる政治 |!?: 洲及び紕縱が揀 « ^ るべきか？ 片かれ悲 しかれ 近 
1 ,, : ^ « , ^浼=尺.^卞液 ,1: -人初が，人し 4 に |.<. .?中 ||!; の '# ;|,1) じ滴 |- 为しみ拔ぃた經驗5站必、近捭に 
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於いて 漸 ゃく1 した 所 1 び 2 た tQ である。 その 近世 

K -- V でな： f ハ ブス プル グ诺 世 的 出— ひ 神！ J も M じく.？ リ h :: ず:;; 
— すれば、 他 QS 含 S — 岌罕 ：ゲマ こだ 匕 トラ i して—— マ、 ヒ トメ — 
で— 可. I 『 I 』 臭々 して— 蚩に 反対す， 奚は 凡て— 明らかにし！ f ど 

ぬ叫以であ. <> 。 

これに fMf しては、 ヒ占 1 乃：，, ナチズムには、 gs 『フ Tr ゾリ f ッブ 

1 eg 、 裒 - Ksf であ 孟 ssg 涼に gA へ t 

r :" 丨 L - ソ丨 はこ t げ^- ft 後に、 問題 QR : 『マ ィン •カンプ』 の第ニ翁 に 玉つ て’ ^ れ 

elsmf f 5 iif が、 找な r 蓉 IS 1 に 1 し 1 .: 

，5るべからす、^れに就いてゅ矣の如く綠じてゐる。玆に5『ゲルマン，_^1:^ 
f - グさ QS に 外な シ 3 こと、— は ニれ— I Q 『代.”._ 『ゲルマン^ と 
なして ゐ る-,- とは， こ Q 5? 合 sf る\、 S あ.：，。 

『こ C ? ャ跫 u — f て •一人の 指 f U 5 i す— ゲ … Klsie f i . 



■Che Desokrtio が 存在す る。 この ゲルマ ソ民屯 主義に 於いては、 ^ 指 fu . u らの‘ 
て全資住を完余に負ふの货務を科するり北處に於いては-例冷の間妞に就いて冬敉ハ者：， 




1 V ャ的带 i に対して • 一人の 指 —vss ず — ゲ O I CJie 



De—krtio が 存在す る。 このゲルマソ民 -- 1 - 主義に於いては、該指货は.！：！らの-切ゐ行 ^ ド料し 
て全資住を完余に負ふの货務を私するり北處に於いては-個冷の間妞に就いて冬敉ハ老‘ぬ一ご以決すると 
いふが 如き ことは 全く 存在せ ず、 唯 一入の省，指界者〕の決定が宵ろの入である"丽してこの毗一名は、 
その 令 能力 及び 全 生命を 以つ て、 その.：：！ ら の 決 记の货 fr : を ^ はれば ならぬ ので ある。 

芯 L 人 あつて、 斯かる 前提の 下に 於いては-左は た 危險な fr : 務に ー讣を 柃ぐる /• けの 用意 あろ 代た ^ 
は、涔总に見出されないであ、 1) ぅと抗銳するならば、それに對しては啦だ次の如く答へなければな.丨；“0 
料 難い ことには、 何趑にも彼銳にも見出される沌類の驭るに兄らぬ野心家や济德的卑伙者などが、何んだ 
かんだ と苜 つて 上手に 介 ^; 廻つで、その州说：1:胞の絲治 |: 奄與すろやぅなことの無いこと、そ5引受くべ 
き 寅 任の 犬なる ことに 依つ て旣 に-斯 かる 愤： 池 ^ や 柔與泱 ク ば 嚇 1退 けて 了 ふこと こそは •ゲルマン KL 
ホ 義の 意と する 所で あるの だ ' と。 

芳し それに も拘ら ず斯 かる 徒 ^ が 何 處から か 忍び込まぅ としたたら ば、 我々 は 界站に これを見れけて、 
荇赦 なく 怒鳴りつ けて やる ことが 出 來ろ •去 it * sh ^ なる 邾 a 奴 丨 炅れ * 汝の 如きを丄せるは附段の汚 
れで ある* W 史のパ ンテ ォン r 茂； t 殿〕 に 人る の 玄關 は、 汝等の 如き 卑认な る ^ 行 教ゐ 爲に 序 在す るので 
はなく、 02 € 奥 七 達の 爲に 存在す るの だ •と。': CS . 091100) 

^ 磷# |61 理といふのは、骱にも赏へるが如く、ー人の桁導客を抖で選び —— 令：® 一致 推 鉞の形 式 
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でー あとは 外て—— の， f に 巧て 资し 8 』- る 上で あるが. ヒト- フ - i " ナチ ス - * 
れ ば、 f ゲルマ 断.、 t て sews 公 A み 、所く して fitii つて 來た も2 であ 
つて-取" も f す r マン锫 索の デ」 クラ f て. V : •ので ラ。 こわ £ ハ J ? フシ— 

、て帶 -:4 ハ も s で t s だ s ナチ >、 1K.T: € 於、 芑於ぃ K§lf 決 f れて 
-vi-t が、 その g りに 於いて ヒ トラ 15 ナチ ニ； 趙 sir 二 u. 35 バ w 
伐』 で il あつても、 過 h; に 於け る f の sfi での §など し 的に— る も S で 
あ=、 S かに 一 の デモ クラ f 存 ひ以 .5 もので t ハミ この デモ クラ f 4 謂は f Y 
々けが デ.」 クラシ； あつ -^ 下半身は 明らかに 制は ゆる 獨战 であり. 繁 には. 『デ f ノノ f 

々し ィク タツ-ニ j いふが？ SSW.— に K ..- ハ W4 にも！； .で 〇 ない？， を た. 
るたけであろ 0 

厂 の：^ SU * 私に 拟 4 ば ， f ずし.. = 十；； 代 ゲルマン 贷程£ もので なく. 古代 乃.— ^ 

S に 於.； ては 的ん どなる 锘乃 2 •松に 之れ 少 かれ 名せ— もので あり、 S また SS 
As S 間に 之な かれ 恐* く w c 4 :?. p の , .1 V , わ f > の であ そ從 つて •こわ 名し ゲ 



4 锘 s だ 之 なれ 党 c 4 1 2 - VI . バ f S であ そ 怒 \ こわ t た V 



; i マン 特 传の如く |1- ふならぱ，そゎは間逮ひたるであ0ぅ。が*十チスがこれ «: 以シて|の尺 -1; -|; 
-^ -1;なし、ゲル.マン的 ^ - -1- :+. 我 < , - & してゐるこ4は、拽 ^; が. |'1 らの社 ^ --1- 迎 5: 以つて『眞のドィツ 
社分15|,3.4-なしてゐることと.共 |- 、充分説承 ; 1 れ«る所で 4 = . *た我々の注览を耍する所で& 
る。 十 チ スの ナチ スたる 所以は斯かる骷に鉍もョク；.小 ;; れて ;0 るのである。從來我國に於いては、 
『ドィツ歸り』の : |) 名な『蝌 # ,5センセィ訊針に依つて、ナチスは企く ^ 社 # -1= 4£ ,反民ホ虫 !» 的 
なものに跺かゎた"が*十チス 1: 以て斯かる , '|1 純な國 -4{ -|; 浓 |'9| {». の如く ;>5- へるな-:ぱ*これょり大 
なる說り 1± 無いでぁらぅ3 

八 近世 ドィツ 史に 於け る 俗流 愛國 主義.、 j 
純正 愛_ ,|-: 莪の分 裂 

近 -|.||: 議# * # 乃不 ^ 命制庞な 0 <,.0のに就いてのヒト：ソーの极 ^ 的 ^. 解は以ト；の如くである5処す 
るに攸れじ、蛄局，.€:映的ィギリス的民.^ 1- 识に代ふる |- * 5 ルマン抆^,. | ; . 诜 «: 以 0 てし、多 | , ( 決卜- 
1 ^ !- 代ふ 0 に衍绰冓氺雜を以つて.するのである。木來のナチス渖则は.：儿ょ=*へ，3:心ドィツ 1*1 {水は 
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.全く-- の 思 I び W 法を 以つ v : S れ たもので あるが、 ヒ トラ— は ウイン 時代に 既に 大趙こ s 
解 M し S たらしい 44 はこの— — いて dlf た 後に、 『仏,.： ト P ? ン 
の 2 に 通 ひ、 ガ へに 片 へた— . W か . SS 裂-た 3であ：々 .V れル si — 广 2 
に： 七 ハ 文ね なか C 2 と.3て|。 of ,: れが 枝れ S — 的 WW で わつ た怎 f 
こ SII の 考察の 後 掹わ は、- の _.ぶ の SI けて f イツ 化 L 市 5 匕 
し：- ぷ 0 たハブ k ゾルグ 1 に 於け ろ— S に考— W けて ゐ る。 f . 货 針— 革の レ.，」 

f 、 そ QS ね 2 含 も ペツ tl、 .VQS 完予べ St 大 JS 2 す？： t にと 
つては、 そ QS にして H 的 stv , かこの 2 S が、,^ i 盟 i ? 來る のでれ 
今ヒ トラ-は ハ ブス プル グ gf 對 しては その 幼少 時代から 予 11 ず， 禅ろ その 成」」 
1 んでゐ た,, とは、 W に 我々 の =? た 如くで ある。 が、 1 は、？ 匕た ハ r プル グ國音 f 
り も’ その 下に 於け る 一指 故 •一— K の S ベ— 準 決に あ US 。 而 して 我… こリ 
1 S 中に、 ヒト ヲ丨が 徙ら に 『崖 權威 J St 报 り迥 す 謂 U ゆる 『俗流 g.lf J さ 鉍 
未的に興る最も深刻なものを見るであらぅ。 

ヒト了 に據 わ ば' 1 Q 如羸會 政治® 下 y ハ ブス ブル グ裘这 イツ 的な も Q となつ 



ヒト T に 據 .；； ぱ ■ f Q 如赢含 政治® 下 y ハ ブス ブル グ裘は f ず ィツ 的な ものと なつ 



て行つた。 1>1> らにドィツ托脫を抑搬することを以つてその能となし、さては墀ら宗敎(羅馬ヵソリッ 
ク敎) を 利用して 以 つて國 家を 維持 せんとす る 栉に までな つた 〇 これ は 第： 二者から 見れば、 ハプス 
ブルグ_家としては已むを得ャ」る仕儀でもあった。蓝し、ハプスブルグ國窠は多圾族阈家であり、 
その 人 n 約 五 千闱 のぅち ドィツ人は 約 一千 狨を占 むる に 過ぎず、 如何なる 民族 主 臨に も 立脚す る 能 
はず、 議會政 治の劣數決で行けば劣ひドィツ民肢は處待されるものとならざるを得ないのである。 
とルに’斯かる阈家に於いてはゝ結局姐尺枚的な气神极ーでも作って來て統ー—持するょり外に 
致し方がない ので ある。 が、 ヒトラ ー に 祕れ ば、 ハ ブス ブル グ阈家 の 非 ドィツ 化は、 さぅ した 内然 
的 •消極的 •#意的なものではなくして，全く奸衡的*稍槲的'惡葸的なものであった。殊にチエ 
コ系 |»«. 以族婦人を妃とするフヱルデナンド大公が & 太子と決记されてから、この傾.：1:は益々擷 ^ : なも 
のとな り 決定的^ > のと なつた。 ヒ トラ ー はこれ に 就いて 次の 加く 記して ゐ る。 

『谦 # 孜治は、ハブスプ /1 ゲ :^ 家を «1- 近に於いて衰纫せしめた所の生獎な哚闪の . っであつた<=この锣畲 
政治の作用に依ってドィッ玫族の椹分が益々毁損されて行<と共に、それにっれて益々この諸民肤 ||1 .//: の 
睹け勝負を斟とする制咙が支配して行つた。群台そのものに於いてはこの渦程は常にドィツ人の級找に於 
いて行はれ、さぅすることに依つて結 ^ 踅にォ一スト”ァ帝 |^ そのものが級牲とされて行つたの^7 ^ つ 
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た 0 

I がそ®. r -」 fs 5 川 6 S なら， •.ぶつ.；， 所 5 1; 在れな is 2 れ泛 K 4 と. si . W す 

る- Sstg の 念が ff つて 行つ た。 ハン ャリ丨 に 於いて 許りでは なく ス ラゲの 益 方に A -,' て も. 

上け 共 s ssle — へ-^ 5 fl — いだな り、 , 吾 1 の梵 少し， f 公 

iu-.-s 

f に 於 L -; r 1 な 3 り ザ や 益 21 裟—; i ： はれ • 2^ て - W ほ ■!1 れてゐ た 

力 その i は筲 ドィ； 人が： y -» i ; ねばな 〇 なかつ た， 地方に 於い I 、 许馬— ひに ml .5 
セに J こと 一^つ てこれ— 3 じ狀 fa ! て k : •た。 た の h 的 高 41 _ 又-一 
非て 名つ た‘ に ド— 承が 7 ラング. フ X •チ ナン X 公に 1 1 勢力，, 與 へる にャ つてから i 、 h ハ 

f - r . u こ 化— には ー緯 Tf が加ス ハ—。； . f 货こ i — ぶ . U 

そ — f f 馨學 、 f ilg 」、 f - Hts —!、 少くと 

t -. cw 学べ ふめた •斯くて 純 ドィッ 的の 地力まで が ws " 接 料々 M じ 一 令に、 3 し 穿と， 
1 S 危險— へと 押し込まれ て；；^ ハ。 本来 の ォ— スト リァ 益に 於いて さへ も-.- の— は 次から 
バ^%1排し|>れ，|はゥィン||のチエコ人に依つ丫旣に彼等の首|べ，'れ 



この C プ K ブ ，：ゲ 家の 新入の 家族は 塀ら チ K コ語れ」詁してゐたが(囚に、大公の妃は前チ上1泊將の令 



この ハプス ブ ny 家の 新入の 家族は 塀ら チ H コ語 ^ -话してゐたが(因に、大公の妃は前チ上1 ||*1 將の令 
抑マ尺公とは身分递ひの^^を忙しものであつ^反トィッ的女坳を傅統とせる此锊の出身で ^ つた)* 
彼れの枪笵思划は中央ョ1ロッバにーのスラヴ阀來を樹立するにあつ /* 。而してこの_家は， |1': 敎を ^ す 
る r ゾ ァ木阈に對する防妬-^骹にヵソリック敎の览礎の上に杻てられねばならたかつたり斯くしてゝハ 
プスブルグ家には夙に幾度となく兑られたことてあつたがゝ又もや以紱が純政治的意陶の爲一^而も找々 
•トィ” ノ人の 立％ か すれば 少く とも 卵 悪なる ^ _の以 に •利 mrj れた ので あつた。 

その 結果は 幾多の 骅から U て 洵 に 悲慘以 卜： の もので あつ /: 。 

常の ハ ブス ブルダ 家 も、 また ヵソリック 敎 fr も、 そ S 期待した 栉酬は 澳られ なかつ た* 

ハプス ブル グ家は 王位を • u I マ 敎會は その I 大敎队 陴家を 失つ たので あつた。 

とい ふ ^ ^ 、帝釭がその政治的打笕の爲に ^ 敎的要尜寸でも利川したことに依つ乂自らは元ょゎ思ひ 
も 及ばな— つた 所の 成る：. の 精 祌を呼 び 起した ので あつた。 

この 凡ゆる 一十 段を 以つ て灼 ^^ ^ に於けるドィッ民奸を補例せんとした众阃から、その返報としてォー 
ストリァに於ける汎ドィッ逋動 〇 \-1 « &ち116 1^含空コ 5 が也じたのである\11( 7: .100 102〕 

このハブスブルグ阈礅の非ドイツ化は、その下に於忖るドィツ尺眹にとつては、正に同阈泌の非 
阔扰化 たる もので あつたが、 これは フヱル デ ナン ド 大公の 樂太子決记に始つたものではなく*それ 
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以歆ら のこ.， であつ た‘ に 一 八 六 京の ブロ シアとの 攀以來 ノブ スブ ルグ— はこれ-せ 
して— f た f ツ— して 丨 S せ t の 為へ てゐた 二八 七 o 年. プ ニアを 
中心 七す— ドイツ g 邦と フランスと 品に 戰 .ぶ 始 つた 時、 《ブス プル グ S はこね 运す S 
说 の V 2 考 へた Q であつ たが、；， イツ sf に迅 1 つ叆 しく i し— 5 .Q 5 S 
しな H .1 して こ Q 5 QS は、 オ_ スト n < f イツ wf f 、 s ゾ ロシア 
1 f ヘンツ ホル レン 劣 11 に f して、— s 『1 WJ I 戌した の 名っ 
た オ - K ト リア 湾の ドイツ i は、， HS もやが てこれ に sm 來 f S — じ.— 丨 てこ 
i 乱へ た-が ノブ K ブル グ證 はこれ 1 て s ! i 、 雙 ドイツ 及び ドイツ 民— S 財 1、 
湾 ドイツ f - Q — ts し 1 した？ あつた 。 rs K ; ナン； 公 St 時？ 5 子 七な 
' ラヴ f Qse 下に、 その 3 ドイツ §11であつたのてが、55 
'.:- ' w ‘ z > イツ！^ のこれに 孕— T . 況 ドイツ ■も 『 f ドイツ さに 米— つて w - f 勢 

r 旣に 一八 六 六 年の 舉 - 1 戰 1 S 北 s 枯果 W 來 、ハ ブ k プル グ来は岱| に 於いて f せん も 

1 へ！ ぃ！ 丨丨 1 ニ— a 時— 歎 r — 5 ので 



あつ.； Je 1A 七 0— y ; 尔 s iis 噴： 榈佛戰肀：一があれほどまでも無姒の戰勝に終らなかつたならば、® ^ 
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のとの名へを抱ぃてゐた” 



•だが 然し、 



: •フス ブル は尙益 ； •て ml 親つ X たので 



あった。 一八 七 CH 尔の狨 卞獨怫 趴 唞〕があれ <1 どまでも無賊2戰勝 | , : 終らなかったならば、恐ら 
くゥィ、.皇尜はナ.ドヮに於け6敗戰の-3* ^ の血附5游鉞を诳に肘 ?? したことであつた， ..> ぅ。ところが、戰 
邶か； 1最初の难々しい戰祁が到达した時、それは洛始の找な殆んど « することの也來ない£^ものであつ 
たが、 然し そゎは碗かに钉饥の祁范であった。そこて、凡ゆる ^? 十 '|« の「骹1總明なろ御方」は未だその 
機に 非ず と 認め、 このが： 戯に料 一て出來るだけ立派な仉度を见せたのであつた。 

この： 1尔に尽る輝け.>戰卞は、然丨、ぬけその外にーつの火なる齡咒を找し /: のであつた。といふのは 
ハブスブパグ人士にあつては ^|* の態度の§{化は、晚じて内心の斛砌に苽づく4のではなくして、四阳の你 
侦の •强 制に 难づ くもので あった。 が、 仍ォス トマル ク 0 ドィッ W 族に あって は、 ドィッ .の 戰防に 心から ^ 
顶天とな0、そして心贱か.-:感勤に打たれ乍ら、 1| 處に难々しキ- 1» 1 1. ノ|::ぺなった父祖のゆ‘の洱現を見たので 
ある。 

ところで、こ€大陬卞-の後、ハププ、ブルゲ家が您々最後の決葸を |?.| めて、そのニ眾竹，證に於ける尨險 
なる 民族 (その抱饮せる名へは：^丨¥かべくもなかつた所の〕をば徐々に然し ^ 借なく描倒せんと蒗手し 
た時——躲丨そゎはスフヴ化政策の終敁=:的でなければならなかつたのだが ！ その時、その最後の述命 
に 立た ぜらゎ た尺 択の ^ 抗の火の手は、近世ドィッ史に未だ竹つて ;1 ざりし |1 どの勢ひを以つて燃 ;>. 丄っ 
たので あった OJ へ S . 10215*0. 



— 1 ' 0 — 



S は右廿 i.LW 尺 はん」 之し.— て 5 ン こゎは 爪に 5 S - W 尺への s ./ v 、 S 3 S 
叛逆て ぁる uh.v l .^ c ^..,- ??=;= ---._• ---1 - li r .-§ Tlv'hy - Kf ^ ^ 
の泛 ) J 存 パで ゐる が-断 かる 逆 命に」，； たせ、 しれ“ 乂斧 陶 泛ど此 しきは ぁ— い。 代才 
1 •トリ ア帝國 (ハブ 《 ブル v gis 奋 v - k トリ h •ドィツ 诘」 .■は y に それで ぁつたの だ。 ヒ 

3 民 S . 12 な 戈 s 人 ふ 窆始空 f たらた。 

4 れは gfwIA - g い、% 运 1 T ない。 そ ハ' u 、 . U 货 ts ‘ J に 
S ? かずん け じ ま i と.；；： せられる 所 2 統治 3 ; 柯に對 する 叛逆で あつた。 

f 史に 於い 忑に始めて.ポ1:,ぼ *: 运忠雰浴ぼ ?' が分裂—5ぁ 

九 _家 は それ n # : n : 的に 非ず 

断 かる f ' ( S には 1 W ) が Ket 及ぴ 1 に； ^ して,^ 1 泛 



兗しにまで陷し、れる七 {,? ぜられる方 |'0 に迆まんとし* || , |] もこれに《對な國尺 ^- ぱ敢へて椎カ 1- 以 
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1 靡 I . 馨には 請劳謖 W ) が爲 Q 裳 及び して 告间 W 泛 



1'^」にまで陷し \ れると {,-! ぜられる方 |' - 0 に巡まんとし、而もこれに《對な » 以 1- ぱ敢へて權カ 1- 以 
つて 殫 壓掃倒 せんとまです> <) 埸へ ' , . その网以たる .«- はー ^. 如柯にすぺきであら0か？如何にする 
こと. か 眞に 『变阈的』たるであらヮ-か？ 間賊のォーストリアの坳合に於いては*«家は堪屮を中 
心と し 先： SA . L て斯 かる 以阈民的方尚 —— 5 :し |1''] 阈ドィッ沁攸か6兑て I へ 4 迆んだ ので ある 
が、斯かる場へ"、 « に阑來 5: 噔し |.'1 胆 1: 嚯する ^ は见して如何にしたら-冗いであら.-‘ノか？ 

これ [± «雌な問题である。と共に笊大な問賴である。『«*»たらずも、臣' |11 た&ざるべから 
ず』 とい ふ昆地 ょり すれば ，阈 来 •阐 '4< たらやも、拢.扰たらざるぺからずで、《采が如何にその 
逍 を 誤 =、 或 ひは 餌， s plt 落 •怼逆無近 '5: 椒め、ー路谢坎に迆まっとも、阈此は唯々 , | * 々これに從っ 
て ® まねば ならず、 VV ヮする こと が 『噔« 的』 たるで あらぅ。 が、！ ！" » 説れぱ以これを正すを以つて 
その道と -<- 』>_いふ试地ょ=すゎば、阈采誤れぱ找は攸然起 0 てこれ 5: 是正し改組 >11 生せしむぺき 
であり、それが眞 |. 『嘴 1<1 |1-) 』たる ^ あらぅ。また史に遡つて、古支那の『入の政拉见想ょ0す 
れぱ ，結 間 その 5 ?合『天』が如何に :*? へるかに依って決せられ、中 -|«: 歐洲3『神の政治』思想ょ0 
すれば， rtJ ： が 如 ；？にセへるかに依つて決せられるで ?. ら-ソ。が*その場合も，『'大』乃至『神』は 
そのい づれ； w 嗜むか の 解 釋 に 於. s -c 、 iii,v l f .J , />- ^ 5: ^ iI. t (: s c . t k (t !Jlf ^ ® /J. L -c 7 J \ ' t > ) i )r -e i) * -' >L ^ 
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1 /Ml f 『神の— は斯 くして、 いづれ も 『天 』—」 『f I っ’$ 

r 相 亡び そして 遂に— に 於いて 『人間の i に S て 代られた の— 

UHi 、 とは、 f f 言ぁ|い1!。 が.— i を f h 

•ごご WSH 的で t 。 ヒ トー T はこ egi いて 如何に 考 へ、 

- て ゐる 今 彼 ゎ 装に 次の 如く 一 1 てゐ る。 この 彼れ の 所論の 中に 我々 适こ 
，於け：？ 國_§ 九を 俊つ— もたく— は 一の I 5 .rf 〇 なと il—L L 

! A 間が そ QI 保 sg — い xf 1 : -f が 

る〃 

il ll rl ,」 产 ，プ 儿®" ィッ •1:?. に 於け 歲 ドィッ .沉 励の 功培ぁ つた。 

して i 爲 i .— f W ない。 何故ならば， N 1 濟 ff 

の 10 には、 この W に 於け る 如何な， V 遂 も— すべから ざる もの f 1 な 
ふので ある。 
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若し 統治 描 力 CKdsngsgsalo の 手ね に ^ つて： ^ ^ が 衰亡に 沿 ひやら れ 6 W 如き 場合には、 その 
咔には、_民の乩ゆる成：：：にとつて*これに反逆するこし-は荷 (.* 蝴利たるのみならず、|::に魂粉たるも 
ので ぁる* 

ハ ^ 、如何なる時が斯かる時でぁるかは、理論的討究などに依つて決せられるものではなく、 ;^ 峨カと 
而 して！ i に その 枯见 とに 依つ て決诺 される。 

一切の 統^^ 力 U 、 例 ひそれ が 如 柯に ^ 您なものでぁりヽ如何に鞑冷一:民の利害を褢切る^^ものでぁ 
らぅとも’阀家搠威維柊の淡務を打らの爲に婴求^-ろでぁらぅことは行ふまでもない^それ故^:^:-しを做 
保せ んと^ 〇 國 KU 、 斯くの 如き 勢力を ^ 服し、 - 1-1 山 や 獨立を 飓んが 爲には 、相手が C C 2 維持の 爲に nj ひ 
ると同1の武器を取つて硪はねばたら“。蚓ひは、從つてその打例さるべき糊カが謂はゆる合法的币段を 
利^^る 限りは、 欠 限り 「合^ §一 P 段を 以 つて 則は れるで ぁらぅ。 が、 抑！^ が 非 4 1 ^的手段々 ;|] ひる 
時には、 被 抑跶者 も 非 八 M 法的手段と 觥‘辭 すべきで はない。 

1 股に、 货に 、次の ことが 忘れられて はならない。 1 人 問の 生存の 餃尚 ：=的は一阀家の雜持ゃ況して 
ー政府の維持などに花厶のではなくして、2!ら€橄族の防濩に扣るといふこと、これでぁろ。 

然 ろに、 この E ら の秘疚の队雜そのものが旣に呕扒されたれ排擊されたりするが如き危險に朽る视合に 
於いては、その墁へ || には、合法性などといふ間_は、た ^ 仝く第ニ次以下の問跑たるに過ぎなくなつてで 
ふ。 そ C 楊 人"、 女 配分 力の 方は 丨 w ii 幾 十 度と もな < .svl li ゆる 「介 法的」 の 手段を 2 己の行勖に利用すると 
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L.r 5|かも知れない * : ^,败| «- 侧はそ 10 .^$の1ょ0して常 |- 、拉なる兹^ 
つて 4 " g 7— じ r I へない ； e t — ハ‘ る 篇 ；. g V , •れて t も 3 で—, 

この— 高める こ io して のみ、 始 めて、-」 の 地— •に 於ゾ iKK の 内部的 及 •ひ 外® 的の— 匕 こ 
4 f , 1 ffff— 帒 は ' 职 i し — 

ノ^ぐ ^ ; 5.は购 ^ の故利を 0 : ノス>ぎ备薄泛 ^ ^ 9: み 81 :|マ§。 

若し，— へ IE 爲 A 5 ISS ひに 於いて 贤す るなら ば、 その 時 には、 そび >1 ょこ 

5 ト 索 維-— せ 2 に y 、 琴，- 益に 於いて f iig . f る，」 為 1,、 れ たも，* — 

ろ- f 、 印 5姐7> の、 产 ，一， の努 ^ い 灰に W しては、 永し、 •1., 

If り ゃつけ てゐろ ので— . I ■ 

价界は gg なろ H w ? e :.. 常 す-!も2 ではない の だ。 j フ 一-. ニ 05〕 

的に？ i へる 時 ふ ず ぼは， S M ' : ぎ. 謂になる ことは、 後に W 2 を if 
K . S に 於いて i は それ—：;; 的に f 各？ ゐる 所に，， g はれる 所で ぁるが、 ヒ トラ 丨 
に 抑ゎぱ 试1 廷上 Q 如 f q で I 。 2はこれ .5: 8する：^§に装1でぁツ 



て、 それ 以外の：！： 冷で もない。 人權 は 國權に 優越す る。 阈窠が.その_民を+當に抑嗯し芯 1, くは誤 
嘌し、その生存を危ぅからしむる£^に於いては、核阈以は當然起0てこれをむ破小新すべきであ 
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に 5SI 设上 Q 如 tQpt。 垃はこれ .5: |:^の爲に装するも©でぁク 



て， それ 以外の 柯片で もない。 人 桃は 阈權に « 越す る。 阈家が .その 阈 挝を 不當に 抑 ^ し 芯し くは 誤 
缧 し，. V の 生存 &危ぅからしむる呤に於いては、 ^ 阔挝は當然紀つてこれ 5; 打破不新すぺ*;であ 
る。その爲には，場へ=に依つては、 ~* #<::法的屮段』と !* も辭ずべ 8- ではない。『人間生 ^ の诚 ,';: 1 ロ 
的は，1阈家の維抟や况してー攸府の維持などに在るのではなくして、內らの沌&の |:.!;' «$ に在る』 
ものである 。この C ； らの • .|1- 逋の « に敢然超つて戰ひけない « &國尺乃茧代蛻は、旣にその生夼，の權 
.利 «; £1ら棄てたもめである。ヒトラーは斯く首ふのである。 

4 fe * 乃至 人* はこの ヒ トラ ーの ,;(& ?: 肯- 5|1 するかボ宙するかは，宂ょ0 ^ 入の1;1: ||1 である。た !;' 、 
« に阈窠社齒 «.- 荜祈する所の ^ 翁述剌は、大艄この试地ょりに非ざゎぱ出て米ないことは明らかで 
ある。藍し、國涑乃至 1 : '45 桃威 -¥- のものが敁終：=的な0とすれぱ，ヒト91の 3- つてゐるが如く， 
阈： : 4!. の 15; すこ > -は如何&ることもこれ 5: 認めねばならず、この |||: の如柯なる强政も否定し得ないも 
の とな るので ある。 

十 ?>1 ドィッ觉とキリス卜敎社行 :€ ,3敎訓 

ヒトラ 1 5- 1 て*記の如くにま.で激靑せしめて.， 1 る所の|:ゾスプルグ阈 ^ のそン «1 内ドィッ民 & 






U パ uri 里 八 silf IG 八 •九ト 

- f ゾ - . し w けて s 七告 わる が I 叱して ど S 沒 度の もので f 如 何なる r—'lay 
gs て ngts か は、 ：ぬ2潭 1 ハ— は 川て；^ ず、 f 薛 かに— g い。— 敢 

ノ が. 见 兄、 ヒト— その If ィ if f 
I ハ の 5 ■ f 昼)だの . 1 5てゐ命|ると.相當ヒドィものであつたらぅ| 
け t . -、ss の 初つ s , u 、 才 ..スト リア 於いても si が既 —i め、 マル 
ク ■•1 み il - で r 益 せんとして 3： り.、 g 内は ニ戍： セの' 促亂 にがつたら しい。 

ハプ ス f I f f ? て-」 の S ドィツ；^ の抑咐 f m し s 、 ， v s ォ - ス トリ 
アの £ s 中から- 斯か— 萌： への 『 Mj として 生れ m た.^ に— それは ヒ トラ1 が— 
で— が—— ドィ lit f キリスト i fef ol 

，をつ た！ は Ff オ r— に— もので f I は 『ヨリ f ゾ ツィ 
アル，：； 觀窆立 つ 』 もの であつ た。 ヒト f はこれ— いて— 次の 如 ふして ゐ る。 

『ノ 切には、？ ヤ的根 木 i に A つ ニ チ ニ f H 由— はこの ポ W に 於」 て备 g に 達 



し*衣 /: これを超ゆるに茧らなかつた0然しこれに對する反鉍は、愆ォーストリァに於いては (!!! の /1 ゆ6 
場 < |1 '冏じく、先づ第ーに、社钤的 ^ 點からではなく、圮族的覜判から出て來たのでぁつた。.：：1己保存の 
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r ノ ‘r ? には、 ユダヤ 的 根本 i に 若 ニ 5 * !H 由— はこの ダ W に 於 V 先 I に 達 



し* 衣 /: これを 超 ゆるに 泡らなかった 。然し これに 對する 反 ^ は、 愆ォ ーストリァに於いては他の凡ゆ6 
場介し，同じく、先づ第ーに、社钤， 1|'; 师點か.丨>ではなく、说族的覜貤から出て來たのでぁった。.；；：1己保存の 
衝勁がドィッ民族をして唆烈榭ま6防衞に起たしめたのでぁった’第 :.: に、その次に東って始めて、純濟 
的 考迸か 漸次 その' 決 迫 的 於 雉を 及ぼして 來 た。 斯くて 一 般的 政 ^ g rjt 絍 の 中から、 ニつ の政黨 組織 か 屯れ 
出て 米た。 一つは ヨリ 多く g 段 的の 觀點に 立つ もので あり、 他の 一つは ヨリ 多く 社 會的の 觀袖に 立つ もの 
でぁったが、そ$兩 ^- 典に將來に對して帼めて興味：€く ||. っ敎訓深きものでぁる〇』.(8.102〕 



『ョリメ*くナチォナル』な述動と『 -^ リ ^ くゾツィ丫ル』な ^ ^ - r. i 1 が ^ に ナチ オナ A ゾツ f 

アリス トた るヒ トラ ーにとって ){1 大な關心の對染たるべきは、我々のおのづから_解し得る所でな 
け ゎ ばなら ぬ。 彼れ は W に、 その ゥィン 時代 ^ 考察の： £ 後に この 刚運 動に 對して その 批判考 怒を m 
中 I * 同 tv - -;!: : ハ 十 餘頁 中の 1 r * •分の 一 以上 /:- ft やして これを 論じて ゐる 。蓋 I 、 阶にも 言へ るが 如く、 
旣にボ新の |- 心を懷き、その如柯に革新すべきかも大微明らかになった者に >- 0ては、今や、その如 
何なる 力 ^ 、 如何なる 述励に 依って 一、 その H 的を 速すべき か r m 大な關 心で なけ ゎ ばなら ぬ。 ヒト 
ラーの 汎 ドィツ m 及び キリスト 效社# 撖 の 兩述動硏究は取りも苞さず斯かる意味を持ったものでぁ 
り •この 咖 述動を硏究することに依って、莨は、.3:らの採るべき運動方法を明らかにせんとしたも 
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G である = は— こ Q 叫— 2 いづれ と 為しく 5 も？ 5 が、 然 i れは 「の 叫 
Its — く S も SS ん 2 る‘ し て符 - S 1 して ゐ爵 益— も 
str UI 胬究 GP : にれ 5 て f - れたも Q 2 つて., Jgf 后いて— 2>プ こ 力 

ンブ， 』 に 於け— の 多く の 蝴？ M に、 こ— ー卷 に說 いて SW の もの t 知る ことなく— て、 
第 •一 箱に g 5 てゐる 所の もの 裏 當に g 解す る ことは WW である。 机に 姑 ..， M の 小に も 述べた 如く. 
r マィ ン- ヵンプ』 を 一の 吐 築に 例へ るなら ば、 第； si 、 第— h 部 f •り、* 
たこれ* 1 Q 植物 y 例へ S らば • I 、 1 i で.^ 2 である。 ヒトラ _ にと つて この..，. 
1 の硏究 が 如何 1 f も Q で あるかは* 次 g 彼れ S 3 にも g は.；； る。 

r こ S 5 -3 S S 失敗 s 傾史 wlt 」> y 、 我等 s <,= s 時代に と？— SIX る も？ * 
に そ-:; は 我が f 達に とつて i る。 M 故なら ぱ 、今； r の 情勢と# 時 sf は fsgli 於いて！- 
r . ものが t この 硏究& つて 我 1 、 けつて この— 励の 一つを ば そ S 末 「、他の 一？ — の® 
冤へ」 运 いた 所の 諸 ♦の 過誤を •は、 これを 避ける ことが 爪來 るからで ある。』 (. X . I 〕 

S ; し 醬 は 主として 麗 q 方法 そ Q も QK 学 fQ である。 革新® 露 的ぞ鑫 つ 者-.. とつ 



ては 大なる 意 轮 fc 苻する ものでぁるが、 ん様な志しなどを持合せぬ荠にとつては、反對の必嬰から 
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ャ 'し its 主 tw„iQ 2 そ Q も QK 關す f Q で* る。 革新 QSS し蟲つ 者に とつ 



ては 大なる 意 轮 t 存すろ 1のであるが、左様な志しなどを持合せぬ莕にとつては>反對の必#か& 
でもせ ざる 凡そ 無 州の ものである。 加 ふるに この 問® に 就いての ヒ トラ ー の 論述は 可な OK 
大 且つ劣岐に苴つて说り‘これむ詳細に茲に紹介することは博に本硏究の淥定^闹雛である胙りで 
なく，却つて謂はゆる林に人つて樹を見て森 5.- 見すで問題の耍點を逸せしむる恐れがある。そ ^1 故 
に私は、これをば出來 ?. だけ -«- 約1てその -;'!- 千 5.- 紹介するに止むるものであるが>捣志の透 | !, | 潘氏 
に 於. &てはこれをぱ、卑ろ，；1らに與へ、 1') れたるーの課_として尤讀されんこと 5: 穿む。彼れは先づ 
'- の W 述釗 の 沿 長と 一 」ゎに對する彼れの饨：=の經緙に就いて、次の如く記してゐ 0 > 

【 ■••| 1 1£ ゆる「合法性」の外衣をまとふことが呢制政治にとつで；1如何に界钻なことであるか、こ3ことも 
また ォ ー ストリァの例が « も明晚に !|. つ«も妬切；2.ボしてゐた。 

. 常時 ォ- スト リァに 於いては 合法的 N * 袖 力は、 弗 ド イ-ソ 人が 冬 K V . 占む る 反 ドイッ 的な ろ 通 # と > ifli 
し r 奴に .- れ と： 一 じ v. ii •トイ ッ的な る «萤から成〇*つてゐた。このニつの. * 素の >|' に全阔家职威が «« *0 
されて ゐた •斯か ろ 狀賅の 下に 於いて その内 部から、 ォース トリ r . ドィッ 民族の® 命を®! へょぅと いふ 
こ とは，そもくナンセンスであつた。と共に、 ¥ ら「合法的」方法のみ 5- »1 能として .. れゃ @ 以する讪 
中や、.阈求梅成そのものの *§ 拜灰迪の考へからすれば，その«合、一切3反抗は介法的平段ヶ：3つて-:て 



は遂 行 し 得られない が 故に、^^ これ 念し なければ ならな かつた。 

眼 f # け ハ f U 勿 f li、.=ruslsf ? H 7 JISuf で 死んで 行く 7 ベぅ。 

人 g は 初めは a ら S に 菜を— の I 、 後には 法讲 S 乂 g が— する かの 如く 考へ る， 

斯 1 理—本 g：ig VT 、 凡 t — 的； - Kglf —- 仙 e 政府 Q - HSIg せしめ 
たことは. す k --= •こ 於け— 時 q 机 ドイ品 動 g 功 培 あつた。 

ハプス ブルダ 人士 文 ゆ— 3 つて ドイツ— V 翁す - v ' lx -や、 M ドイツ， 「3. な 

る 崖 治つ て ¥ s 探 47、 攻 つた。 Eg 兵— 2 S 念 始めて 探 針— £ み、 
幾”"劳人々にその|溲した。この^1;, !.» .^朝|か会|の1な槪奢救ひ出したモ-ょ 

正 にこめ 救の 功 紱 である。 

沉 ドイツ 赍浮れ た：^ S は そ S 舞 芝數は 非常な も € であ つ 一、 把に 文字 f 塗 をぅ？ 叫 
$ るの® が あつた。 然し そ S が ニク 行かな かつた。 繁 ウイン r 来た 時 には、 こ S 動 益— か 

カ毐た 言 で 教棼泛 依つ 系？ れ 、罟 f If も 2 に ま 

この is に 1 ト W - 運呦 1 とその 3、 勞に 於け る キリスト— 益の 審有 —m 丨 
との isil 、 だと？ は、 2! め Tm 斧 蠢を 持つ 典認な wwf も，？ であつ た • 

ウインに 出て 來. K 常時は 私は、；^ 全に g ドイツ 述 侧に 共鳴を 寄せて ゐた 〇 
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インに 3 て來 た® は；；} は、％ 全沄： ツ證 共 fs てゐた • 



< ♦が 嫌® r 於.， て S を® して、® へて 「* - へ y ツ才 ルレ ル ン家龙 雄」 を 叫んで ゐる Q* 見て' 私は 
甚 しく 心ぅた.；； ると 共に， また ん •た。 人々 は 自らを 以 7 依に . W に 一 時假 o に 引離され CR る こ 
過ぎぬドイツ帝网の栴成分子と考へ、 .0. つこのことをまた公然 -||(' |: > ) : すこと々- |» 時も « れないのを见ミ 
私は sges び—— ら .t た。 人.^ ドイツ icg する 凡， §,备 沒於 し，^ f ぐ U「JV 衷明丨 g 
じ— f 許— い e を 孕.；； 5 は 我が— psl i 赞 2 1 も s 4 ；- た e で 4? つ ハ.。 然 〇 こ 
そゎ 巩 ドイツ sg が、 そ e 初： &は衣 れ f で！.； 還」* 窝を 示し X ながら、 S 後に？ て あれ：^ 
どまでに— したと いふ ことは’ 私には 常 fgw 出來な かつた‘ 共に W に、 讯 ドィツ！^ 声. た TW- そ 
の 時に、 キリスト教 社 件 叛があれほどまでに笟くべき»カを | | .- めることが出 -< たといふ .. とは、ムこ1ョ 
リ 1 S 不 可解であつ >. 0 キリスト敎杜料筑 |£ 常時正にその>;:雎の絕： )1'1 に途してゐ . , - のであ * 。 

w くて 私は-, - Q 動を 比 R 考 5S する に. ■? つたので あつたが、 こ 3¢ 合に 於いても ま ハ Jg- 令が r 人の* ^ 
つての 悲しき 1 に 促されて、 私に こ S の 原 W を 理解 十べ キ ^上のデ |1» ^.か與へて與れたのであつ 
た。』 (a 10S—S J 

汎 ，トイ 系 (AJJdefheli) の 運動と いふのは、 嬰す るに、 前述の 如 ォ 1 ストリアの小 
S 下に 於 SV 二 SKXVSQ 8 から イツ S & 救 はんとした も Qs =、 f ス 
ト敎社 t E ス、 •h 3. 55. lidl - soz 5- Je panei) の そわ は、 ドイツ « 族ょりも-全 53 としてのォーストリア 



自骹を 救は ん としたものでぁつた。この唞者共に1.時は降盛 5: 枨め’殊に抟片=^”：.、—矜社4:黨 
は 破 後の オ ー ス トリ 了 時 n : にまで K つて，新たに勃妁せるマルク '<. 、 :-| : . 确の社會托キ秘と '.!:; んで方-配 
(|' , ^ , ;''. , .」 * っ /: ' ^ しこの附述 $0 ^ に-ての木來の：^ |'1'] 5: 5.{? 十 ^ - みが ||1 來 0: かつた。 ! , !| >', 、 ^ ドィ 

' '. .:: : !-',- オ|ストリア«ドィッ扰 45; .:ーハゾス -/ .-. ,'/ --:^ /'. - :' 汉；：：；5ず>キリストン ';|[ ゾ. , :- > ;', オ| 
ストリァ ^: その-:&极から救ひ得なかつたのでぁる 朽ォーストリアは 1!:|: 校 |'1'1 |.: は戦，ボに ( ; ; :て.： ;,: ム 
し /： . S でぁ っ- たが， 然 <^^^-に據れぱそれ21断に.於いて旣に叫分五裂 (.' 陷って_ @' \.取に戰 # 
1-- 依つ て その 2:ぬの ^ む -1' 與へられたに過 ^ ,.;5かつたのでぁ，；^キ9スト鞞粃.& ^ は、そ-;^:ン |'- 
すが 如く、 欲 洲 W わ揭族 /: '. キ”- : , . ト敎の :.': 叫に - 1 , /- - , . て. '. バでぁ：たが、_松 / .: 以.：て— ': -^; 
にォースト=^阈内 ^ 以族を統一す 0 能はず*またマルクス屯扣の§、 5: 如柯し.，.0结-^なか 0 た 
のでぁる0ヒトラーが. |<|') 述则 ,-- -『失收』と.： >| つてゐるの !.|; -.取りも 1': >.:ずこの总哝のものでぁ，5。 

然ら ぱ それは 柯故で ぁつたか？ これが今やヒトラーの斫咒题；=でぁるので 3!> る。 

十一 兩截 指 ^ ^ シエ ーネレ ルと リユ ー ゲル 

汎ドイ ッ祕及びキリスト敎社料 ^ が遂にその用を爲 ^ -なかった傾闪は柯炮に化ったか？ じ トラ 



—はこれが研究をぱ光づこの阳黨秘疗の比較研究から始めてゐる。 



-202 - 



汧ドィッ絨及びキリスト敎針科黨が遂にその用を爲て：なかった原闪は例出に化ったかァ じ トラ 



—はこれが研究 «: ぱ先づこの. |« 羰秘汀の比較研咒から始めてゐる。 

『払 |1 私の比較硏究をば、先づ晰戴の }1; >:? ^ にして， .11. っ创ぶ片であ .6 と：：さ4べき.\5 \ 物か .', 始め 
る。 ゲオル グ •フ オン •シエー ネレル (Georg V . scl o . nerc c / と、 力 ール*リユ|ゲ“ 1 ^ |: ,0” ^ “1 2. 
r uegcr ) の ニ 入、 これで ある。 

純淬に人叫といふ郜からこれ々 >1 る時は、このニ入とも；1じ 1;! に、 ^] はゆろ讲 ^ 政治浓なろもの、||准 
。 -1-: 积度を遙か.に抆いてゐたー般：：政治的糊敗い泥价の中に布っで、こ.2 :.: 入€个 1-: 沾なろものは抱く 

if 純潔に して 且つ ^ し 難き も ^ ： •-扎 つた。 

;'. 人の 能力を 比較す る 時には、 常時： 既 |.' 仏 |'. は、シェーネレルの方が朌抑的ぶ叫卯に於いてョ，- ^ れョ 
リ枳木的た患忉求であるはに ,1!* はれた。彼れは他の柯入 |1 -^って -| リ砬碗に 1|. っョリ明拟に、-^丨スト 
リァ闷 家の 必然的 減-: -1を述識してゐた。若丨人々殊に'トィッ帝 ^1 の人々が、ハブスブルゲ对上阈 |1 対する 
シェ|ネレルの博小 |'| をモ少ト從く關いてゐ /- た..：ば，かの令：ョ1 (> ッパを敵としての，トィ'の «1: 界べ硪の 
不幸なるものは決して起らなかったであらぅ。 

た ドンェ ーネレ ルは、 諸々 S IUJ 跑をぱ その内 部 的 本 仅に於いて認焱し /: のであったが*それだけまた 8 
リ 多く 入 間の 瓶 祭を 誤った U 

玆に反 對に リユ ーゲル 博士の 提所が あった。 
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”ュ丨 ご w - HJisguf 人 i で 与た = 彼れ ti 坪」 •人 翏ば そ 2 W 筠 上； if ，、 為な こと 

々 しない 人物で あつた- 從つ v また 彼れ は* i 上 e * s ♦ 2 s - 能 性なる も 2 3 ぶぐ— した。 
f にシ h - ネ レニ 力は これに £し て 給り £ w 名し なかつ た。 i 上から 見れば. -.バ汽 丨ッ— 
* の 乃へ たことは 凡て K しかつた。 が-彼れ は、 そ 3¥ 論 的— を 大衆に W ,、 る 力，..- Ifw 、 れ .に そ 

の— を ば. 袋 运 し< 製. ご益 小— 备 2 WW 人衆运 籠」 4 於いて これ 

を 衣は す 力と—. ？- .# •いて ゐ た。， j れが贷 そ s 凡て sitr 送 黑 一: 谋 化」 せな*. §5.-2 

雄' に 止つ たので ある = 

ところで こ Q rf 際-; ’3人觀織3缺 4|| に、そ':.把に逝むに .^ んで、凡ゅ- 0 > 1 動並ぴに «. ; ，語 « 3カ 
の邡似を誤らしむるに芾つた。 

堝竞 する にシ エーネレルは、世姑觀の 1|1) 妞が肝竹だといふことは碰かに說識してゐたが、然1、斯くの 

—殆 んど溪 g とも ¥ v へき 容€黎 為たり 以る泛 、さ 访 S に 保 に岱人 衆^: る 之で ある と 

いふ ことを 塊 解し なかつ たので ある 0 

彼れは、遗憾ヤら、.51はゅる「ブルジョァ」 ^ 級の_愈忠なるものは祁しく抆少なもの|しーいふ 
こと、 何故ならば、 彼等’ 2 探 的 地位は そい 交を I て 於り にも そ の 失 ふこと々 恐れし め* 從 つて 史た彼 
等をして蜞ろ ^ ^ 的ならしむるからであるといふことを*殆んどと言つて究い松に、僅かしかガへなか 

フ こ* 



.，かじな つたせ 於 H SCIS 这之せ 1 1 
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: 1 ニつ 1 が艺更 1 泛 If なり ■その 必 
な < 1— く缺く s I 宗 つ-^ で 念た S 1 C ぁ 3 た。 

" 僅 _| 1 

售 4 謹 — f 

◎ P 1 "ij li n : p“u 

i II II lf u ^ Li^ 

" IP pyM 

<! f ! H 、 1 . H ' Tli !—^^ 
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ifn L - 〇 ぅす 0 こと |: 认つて、强人な饿代心と兆に頑從なる阏爭カを有个る个.く挤ぎな$汷衿^:时ハ，祕你 
したのであつ /: こ彼れは予たゝ袍くまて腎叨にヵ”リック敎锊と閲係ケ枯ぴ’忽シい叫に多數の :^ い奸佔 
作 を 敗 付した® ?. 

，し じ！； パ T : 人 や： 杏 K . SU . U 搜 ，な C ば、 それは 彼れ！^ し i 大な不 常 ハ-犯 
十 4:;てん. < *: ^ し、この21叫なろ硪 ^ 家には"电に、 ^ |:. 说大にし广けつぺド的なる改革 ^ の ^ 汁 « も 
- E はつて ゐたの である。 

こ； /1:1- に秀 0 たる人物の迫 ;]; ^た：：；的なるも，いは、跑く亡で1竹險的なものであった。彼れは先づゥィ 
ン々 屮に人れょぅと々へハ0ゥィンはこの対.丨 ^1 ::心臟でムつた。こ .0 都か 1. 、械朽せる珩阔の恥 ^ 老尨 
せる岢 «. へと |*.] ほ最浚の 4 -: 氣が： 5111 ?广ゐた。心网が健人—になれば、それにっゎて爾餘 <') 令 »> 蹬.”また外ご 
1 兀奴 |- 1$讽つて來る-,とは必{: >11 で ?. つた。 |/|1 して，..い ^ へは咕則とし -( は ]!*. 1かつた。が、それは、： 
5 t ! c 時の 制 W の ドに 於いての： へ n iij n . れ付る ことであった。 

Irll L て此嗞にこの人物心與 :^ があっ-:^饨れ :- ゥィン-い市设として辩げた功糾は’ ^ 嚷の於卜-の意味に 
於いて 1' 朽のもの0あつた。然丨それャげってしてもぶに洩れは、获れ主阀を最吵拟ひ得なか7たのであ 
る。 —— 叫は旣に餘リ |: も此 />* ったのだ。 

こ，ぃ郫に就ぃては彼れの餃敵シェ-ネレル 1') カがョリ叫拟に ^ 収してゐた。 

リ ューゲル博士が攸際に逭手した吡水はふ阽らしぃ成功を.ボした0が、彼れがそれから期待した所のも 



のは 次に 炽老 かつた。 

.' V 胡んだ 小 は 成功し なか 



■ •«. 丨ネレ 



た、 彼れ s M .、てゐたことは、迈忮乍 1*> 、仝く恐ろしき 



, ま ',こ竹叫1た，：：であつた丨 

^ .- A- y T ^ n u* I vvy _> 

する 能は ず、 シエ 丨ネレ ルは：^ 丨 トィ ッ货 々その 斧」 から 通 な 力つ た。』 9. 一 一〕.- § 

ネ KI5 た-— 格 S3 — .: かし. いふ ことは ニの 雜に丨 5 .裘 t—」 
J ミ 4 私は、 これ &い w' 侄辛 人つ て 1 sas たな P が、'」 れ 1(.= )&• 

g - l -11 られ ると はず ts で* る = ■而 して この— ょ A る 作、 (一) 入 格の® に 於" ては 

= el 菅 1 レ til — 导ゲ t 、 t 分が 11 1 が、 

c .) i 及 tc ::) 才 SQW に 於いて、 二人は 洗 T る 5 ゼ つた。 シ T ネ xt そ泛— .，乂 .し 
太： n . s に，— 瓜し くして 抱， I 、 ゲルに 勝つ てゐ たが、 その 社命 鼠に 机 V - 私しく 
?:^かぁ"、#にそ1の爲的£を缺ぃてゐたものらしい。これが轻その1‘は 
登 ニ？ 成 •.，ず、 彼れ 及び 2 Q 1 は 軍に 一® 賽敦的 裳— つた？—。 これ に反して" 
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ユムル K 、 泛 i 人 題袭晶 泛 して 1 的 S に— し；^ に 5 る 力 t 利用し， 
スヴ 運® i 冬. に」 て大を 成した Q で., Q つたが“ 代® 大 WQ 蓋し 1 5 て W り 且つ そ g 理想 内 
没 於いて ？ f Q が $ S に、 そ Q in '^ u W ん にも 成らな かつた Q で t 。 

■，ぐ，： 鳥に 就いても 大—校 調た tQ であるが* 殊に嚣 念ず 茂に とつて 抗大 
な . V 咎 ，.へけ ゎ ばなら* 2。 蓋し， ふ • 1 •才腕 2 mi 弈に 勝れ S 人物 tr 何晦 ewli 於いて 
ミ-, A ■技に しか 名し ない。 斯 1 我々 は S な—、, J 1 Q 中の いづれ， y ョリ 
..... A へた 提穿 拽 V へ* ヤ S ドィッ： M 适れ たが* その 名は 1 が あつた 3 この祕 は ® 

£ 1 1 せ f g であ n :g 1 て そ g ：：： 的は 後 にナチスに依つで述せられた？あつた。 

-1 ミト 1 HVSVMI がた 3孟 つた％、 1 Q す, <ふア に 於いても 1 

フ— リアに^ ■-、 て も、 UQ E は 遂に g ^ も g JV ; も 救 ふこと になら なかつ た。 a に戰拽 のォ _ 
スト； に &、 s ては sift 一 俩 Q ブル ジ； Ms し、 i 垢つ 5 後には：^— から ナ 
チフ まで 解 f £ して 獨栽条 f 遂に ドイツ •ナチ スに 依つ て 血を 以 つて 倒， れ たので あつ 
た-/々 は：— の ン备ぱ ヤノ， を 得ない 場へ"、 そのい. つれ— るべ キ」ャ M ドイ li か， 

午 リスト 氍翕 S か V . 黎は飽 くま i しく、 後对 は少 くと も . j 時は il めた？ あク 



た。 が， 驾 —1 勝ち、 變 ■11($11$1& 

航 した かは、 Iwe 盟で なけれ ytw 。 _ f … ..L 
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た。 が，—*— は 敗れて 勝ち、— は 勝っ て 敗れた とも 首へ る。 .如し て その 執れが 

献し たか u : i 偶 el ければ —3。 32 Y こ L 

^ 0fiii?siii. air 

1 .セれ て SS で* って， 5 は 班 I んで W — 蔑 上— ts — して i 

十二 National 黨 -仇ドィッ篼の失敗原闪 

rs — とい t の— 解し なかっ たこと に 深く！ もので ぁったが に; T ; ii >i 
1 e $€ f 的 §1 ひ、 •一般 ブル ジョ了念 大して—— 『§』 な も 2 とタ？ 
たのでぁった。 H く、 



? K ，リァ r 於け る 凡 トィ ッ张 ” 缓 には、 私 Qf 所に 枝れば、 ニーつ の 原 W が あつた • 

な 一は その内邰的木贤ょ〇すゎば访然 -^ へ叫 !|-; な <:> べきこの新たな 0 筢が、狀 # 叫购の >£ 要性に就いて 
ハッキリした瓶念を持たなかつたことである。 

シエ，不レパタ<,て，ニ黨は*先づ ^; 1に.フルジョプ ^ 附奸.、とその足 ^ ,ゲ水めた尽に、^^ 
r . r - M - f . :冲弱 微 iw ' •ものた.-: V -- る ヶ !'.! なかつ /.: 。 

If ッ 17) -/ ル *;* ョ7陪級、殊にその上 ^ 附鉍け、その許倘が必ずしも ^ 識してでけないが*句 1^ ぅ.ぃ成 
ずゾボ人間卯 <- 叫す 0 泛"に於いても、个く. |'| ^1 >1: 的である2!にまで ^ 勿れ卞衣である= ^ 个の^^、 
nfl し •の 叫八 || で ,, ;; : ^ き統治の咔代に於いては-これらの附級の斯ぅ|た您度も、 ^ ボにとつて秘めて 

れ ' V ベ >て V 2 所 2:$ メヴゴ 巧し f ぎむ はれる 時代に 於いては、 斯 4 る 蓮なる も C は 、樂を 
，る どころ か、 链に个 くこれ ハ-でる ものである， 況 ドィッ 1 は、 M に 録な呢 ひ々 f 茂 行丨^ 
, v , n l : は • M ょりも 光 づ ml にた 衆の 換 1 '| 々忐さたけれぱならなかつた。然るにこれ /.- 爲さなかつたが 
r ? K h 紙は そク： ル ^ 力，- T 、 斯ヵる 述 励 ガやが ゾその装 ^ 十る ^ なことのない 1 , $ |- は必 1*> ず必游とする所 
の 木； 兀的た 砂 ^ 力と いふ-^ のを 火つ たの でんる。 

MJ " ィ 社-^ ^ f 力 i ,.^. ,.... ‘ ^• ^ もされず 1 { 1* ,^もさゎなかつたと兆に、この新 ^ は ^ にまた、炎こ :7. 士つこ 
そ •：寶 を％ 学：^ 能 は 4 V 失っ た 9 であつ た S 蔽 /、 湓 的な ブル •シ 7 分 •十が 蔣 しく 多数 V 占む 
るに卞く時には ^ ひその 3>: -则の内部的志向といふもの <± 益々々ぃぅした附級，、と.问け.しゎて ?1- く。化しぐ 



そ cfir WW 大衆 sf’w 七.！ wf 技 ビ sf ： 力 1 : ssst- Ytc け 欠は 

il -,'J ふの*.' あ* C ';. 

' . - ， . . a :-5 ニ.. ■ - L t 、 disf +■< , c り ^ i yj .cn ら ^ く 人 ^ の 旧に ^ ジ 



.!»:<，一 




そ 涅、 WW 大衆 sgfiH ふ 盂6 す-^ ビ Sf ： 力 涛 する： sst - vts け久は 

-^w 認に 於いてた に然 りで-'; つた" S して それは、 M 紙は その 怒から 敗く 大衆の K に その R 
f 求める こり— 遇， かな かつ 41 : つた。 斯くて 7 イツ 1 は 「プル ジコ ，的に ム にして 
n ,M に ラ.'^ カルな もの」 となつ たので 方る , 0 ？ §丨 一 5 

そ QS :. G . gw は* パ SJS .; SWW 七 不^'*^ 德 H もので 皂 て、 MWK そ 2=;= ょり 
しても IH 常 Ms = 行® 会 VI ぁ C たの、 f W : となつ たこ^^ 

十 K ブ ■>. いふ こと も必 t 4 いこと ではなく， S 一つの 必 .2 ことでは ぁつた」 然し 典處に 

S . が S ? へ 4 は綮 つた。 審拉 いて S — しょぅ S ム ふ— は、， イ I の 場 

へ： に*: ニ-. 话 St ナン 七ン ス£淼 で* つた ■■何 W ならば、 仍ォ 'スト リアに 於いては ドイツ 

人は f 、 ness 1 ハ # trG いて 免 ドイツ人— *」 4 tH へ— 设 

在つ たかな*.?- 仇 ドィツ S 、 3 にべ つ 一」. 一'. の S か ら これ— f しむる とい ふ 3 の 下 
こ尝 又？ 行つ た ので.ぁつたが、それは学ハに名ぃでぁつて、外部からこれを叩5す七い 
ふ W 靴 1 したから y 外耷沄 つた 而も 放へ て鐾に 『袅 とし 
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ほた"けであった0外部的には却って馬鹿に3ゎ、1^用を失ひ、内部的にはお走りの『潢线病也荠』 
々你川丨’ ^ 收嗔 ^ を招來したのであった凸これは珍らしい現象でも玲らしぃ淡論でもないがゝヒ 
トソー 力 こゎに 桃いて 言っ て ゐる ことの 中には • 埽ろこれに關聯せる他の點に於いて、幾劣の茂， || 
が 姑 川 ^ れる， 

スの第：の誤 ^ ょ〇して更にその衰 11' を ¥ める坑-;の !.*;': @4 が生じた0 
丨丨ト でッ拖 煎の 起っ た 時には* ォ丨 スト リアの^^ なる ものは ドイッ 足 族に とっでは 旣 に絕泪 的な もの 
で ふった r 議 科は 怎 空て 益々、 ドイッ 毙を 逐次 掃滅す るの 制度と 化して 行っ てゐ た。 この ^ 後 1 
K 及/ご •の 狀 P ," ら救は れん.. 爲に It 、 饿 ^ レ-いふ制度そのものシ ^ 土することにー錤の轺みハ弼ける 
の 外はなかった" 

职く丫 凡 トイ ッ ■け 根本： £ た 所大盟 に汽而 したので あった。 即ち 、 f A 破 1 には、 _ に 
入っ て；；；： って、 入.^ 叫に：^ 3 はれ sv か 如くに これを 「.蘇から 咬 ひ 破る」 ベ かか •それと 各部から 
この 制度 そのもの- 對 して こ.：： >ビ 破 吹す るの 岡 ひを 進むべき か、 とい ふこと であつた* 

;>1 •トイ ッ 鐵は钱 科に 人っ 一： K った € で あった。 r てして m ぎ W された ので あった* 

尤も、 彼等は 人って 行かざる を ^/ なかった の だ。 



外部から 斯 tg 力に 対して.—— 行す るには • f . 餐篇 S へる A に， iG JO ul を 

し >. 掛らね f なら 30 それ；！ 牡 + V . そ？：； 5¢ を以 つて 抑'、 つける H な 
费 '•钥 . ： … - WV 众— 匕.？- 叫けら 46 ことに 
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外部から ぽ运 力 S し 一 '-. —— 行す るには • f 癸說— へる" 泛 ，ま 11 バ 
№ 4!: し r 辑ら ょならぬ0それは牡怎そ乃街を以つて抑'、つける^^びて多る々< ン 

f Tii-S 乂れ t に 

依つ て Q み、 W び 決然 起ち 上る こと も 出 米 欠で チ s 

fk ドイッ 1 U 斯 かる 贤た 大衆な.， .t びメ .ゎ ■ミ' ブ - "ク. 

人つ て 行く ょ 0外 に— 無 かつた の. た。： 9. ニニ S 

E. トィ— uf 人— IT51. 11 /、 た is、 洽さ いては 

ッ^ i 十 ._tl ii.f て、 

らば、— は 凡て、 その——— く-一とが m 來ろ か* 成 ひは 荔の 1 r 依 ニ… -ネ丨彳 

l ! n : l - f I p ” u“ H 

给し 、こ si§ には 幾千 幾 f もの 入々 が f'tu 入*— " f Vi: 



ん： ▲に G み •益に 来 - i ブぶ で チ 5 j れ S /. V , の 環！^ 泛ニ •一一 が 3 席す るに 過ぎ 
ず、而もその多くは /-: ^ =:當>> ^ はんが 1. , | に必てゐろふであつて，決して、その屮の甲乂は乙の「幻汉に 
太」 殿 S 通に 吹： てれ f クバ ニな ど ¥ てみ る s V U たいの だ。 

就小洲替のは、それは锊 |- 饥にレ..っでふいヒいつた黎であつ、祭決して„リ以上に何^^ 
加ふることのない她中だしいふこ-0ある0 

- パら の •人 .-1; チ 心：‘” 十, ザ、：、 そ€昃り：； づ で-い 

ふ r な ことは ないで あら* っ。 

断 かる 「 論 ^ 」 .- 讷 脱-ろ ことけ、 • )|- に ;. , -| ).11 の则物脒 !-. : |?1 戊ハ-役.け與_、るやぅなもの0$ノ， *; 

5 ブ ...，'パ …ぺ \ r ヘペ v , v : ムネろこし ^ エへ.：,“ 

々の 軾閱 ぅ/? 1ないのみ，"、 ^ 々その :^ 味ム 1.! [|!! ヒ- >1 !^ ひけ 1': く ^ はれさへ丨 /* こ .*: れが ^ ;: ま /- &1 、 ,^ 
は、こ.〕新翊劬に就いて£めて惡い印ず ;; .ブ>2 -: 1*, わ (. ので丸つ-;:。 0 J ( 7. •一一 211 h 

「若 しーの |«.- 界 ^ の爲の ^ ^ か3に始忱的な炎 ^ に ^ つて拊 ^ さ >1. ないならぱ*加.肱にはや，ぐ1卜^3の ^ 
ある ^ 士も般平作 4: しなくなるであらぅ0闩分-2!身€存在の爲に砂ふ炖た ^ は* 1|<: 叫の ^ *: は舲3-冬くを 
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j しこ—— |4§し货人も5备知.' 差が t 。 a ち. 男ヶ 

rf $,、 レの—: つて、 涛に 於い vu ¥, 通 ではない とい 十 5— っ.. „ : ..... H £ 

^ ^1115!' I 

M1 f,- ;ll SKAk;^ r- fT>^KSIG -J vfg® l 5f-. fi^ 

造が Ig—rf そ 2 茲 S 舞泛 U 何 か” た资す 1 營 し 
待 5 為、 そ S - I . V こ と為 寧 i く ホ益备 もな 力 d J .: . M : f 
凡ト ィッ IW しい S 镇學 i ' i — v 錢—— 二—」 P で货 

“ ： H 1 l s^p”pw I は 
^<..1 

o c あフた o 

斯くて、 — lr 與 V バ备 $1• ;? ン —is て f iu ふ u 
rt 令— かつた •これが 授 1 导ィ ごな. 漫、 w ’ 突* 完 には w * s い*— 待つ r ブ 
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たので あつた c 

そ も/、 文 进の餓 !{: • 及び その， J 惚 k ^ " 殊に その 八， H 、 ^ バは、凡て、次のことを ^ と心饵て肢くが 
宜い。 丨この讹の耵大の纪革なるものは、決してぺ>に依っ厂 ^ かゎたものではないレいふこヒを！ 

然 り* ペンは 常にた を 理論的に 理 ⑴付けることか出來る/けてある。 

r *-! 殺 的 及び 政治的 性 代の ^ 吏 h の 諸々 の大紀 舯夕糙キ起した所ハり ^. 竹 |'. 、览始以米、詁され /-* ろチぬ 
の •个 M 戡な 力であった の だ。 

殊に、1阈民の谢汎ひ人衆なるものは常にた ^ 浈改のヵにのみ服從する。凡ゅる人運舯は货 |: 阑民沌舢 
であ 〇、人間的怵熱と心銳的感赀との ^ 火 |1| 的 ^ 發である0それけ冷酷なる闲窮の女祌に依って惹起.：、‘.れ 
るか、又は大衆の [1 ! 1 に投ぜられたる .1' 從の燃ぇ立つ姒火に依って忍起さ ^ る。そゎは決1で、矣夂の文笨 
犮や社交帘の洱十：などのラムホ氣分の發艰たるものではたい。 

ra 民の ^ 命は、 た 1* 熟烈なる惝熱£嵐のみが -. れを變へれる。心—てその阀民の惝熱は、- |'| 1これハ-£: 
に 抱く ^ のみ 力、 これ 1 V 呼び 起す ことが 川 ^ る。 

桐 0辕？のみが餅槌で打っ如く叫尺の心の^シ開き得る言呢を*:1じく£熱に選ばれ /- ろ游に與；、る* 
悄熱に 燃え立つ こと もな くまた n も 結ばれて ゐる省 は、 天の 总忠の贫小：：#ヒして涎ばれた米ではなぃ* 
それ故にー切の文筆の徒，：；1、右しそれに對して充分の理解と能カとを釘するならば、「理論的」に沾動す 
べく波れのィンキ硌の側に诩まる7きでぁる。彼れは決して、指格片たるべく生れた片でも逃ばれたろ名 



でもない の だ。 

大 H 的を？ i 3 sls 、 斯か— 、蟹-; <f sli ; な：. 銳— 力し S けれ 
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でもない の だ。 

大 HI 的を 衣す る 一 は、 斯 かる 1 焱汔聯 I 失は なぃ 泛 常に 銳馨 力し なけれ 

ばなら ない。 

獨り i な现 竹の みが s .‘ n 的への 聚 S ふるもので なければ ならぬ。 賊な 途を 行く ことを 欲しない こ 
と 气この世こ於いては餘りに-^々、职にその品姦棄することを意昧する。而して人々はこゎをは 
欲する こと も 出 米れば、 欲しな V とも 出来る。 

沉 ドィッ 1 がそ 21 ド 依つ で— SIS 馬を、 WK にでは なく • i.-K くに f や •そ 一 
の '15 5=^ !» 來を失つて、そ <. , 5 代0 |1 0 «|1 の « 1« た効艰を拽たのであつた。 21 
そ.；； は、 m 4 ん 'た e で m し v それ— に— そ の—の雜后 ひしな くな つた 
の だ。』 CS. M S 丨一一 J 

沉ド ィッ® が 益した 符ーー§3 は ' y トラ I 掹れぱ 、裝が ヵソリック®' 坊キ W 伐を 始 
めた ことに 在つ た。 _ は 何 2了神乂 乃 1 2® il から、 稍々 も すれば 的 皆 
家， 姑 SQ で— が、 粗 f スト リア® 場合 U 於 -S ては それが 权禁 刻で 5 た。 ハ プスプ 
ルグ國家«そ «0 政權>'<_維持せんが爲に、ヵソリツク敎分はその # カを延ぱ*:んが爲に、相和用し拟 



結託して す一ストり ア*ドィッ2:;故の勢カ趿逐に努めたのであった。こゎにはドィッ人の..多<は* 
ソリック敎の »71 はゆる费軻 !-. 對し\- --! 0 : 5 はゆる斩敎たるプ=テスタントの倌徙であった關係も、少な 
からず與かってゐたであ '> -‘-と思はれるものであるが>いづれにしてもそれはォースト”ア.ド- 
ッ芘族 にとっては衍やかならぬものであったこ七は疑ひな^^これに對して汎ド一ッ寐^^ハプス 
プル グ支配 1- 佾む の餘 0*謂は_3る『坊十*佾けりや袈裟*で』の比喩：迎= —— 伍 1この場含は，袈 
淡 J の 方が ホン トゥの 『坊 i ! 』 であつ たわけで あるが |敢然戰ひを起し、敵の本源 ?: 突けと許り 
に、 f " ス . ノ + ン • 0 — ム ( a 1マょりの離脫ン』煺§;なるもの&起したのであった0 『=— マ か 
らの雠脫』といふのは>世沽のヵソリック敎の凇 |1| は=1マに在0、謂はゆる=丨マ法王がその )1: 
碎めだヵらであ -^ 。 . 

こ if ! は、 ヒトラ ー に據 れぱ 、切 敢な ことであった。 が、 誤れる ものであった。 とい ふのは* 偽 ォ 

スト リアに 於いて カソリック 敎が； «- しく反ドィッ氏族的.でぁったのは*皙ォ|ストリァの阈 |^] 政 
治 箏惜に 某 づく ものであって、 必ずしも カゾ ”ック そのものの 本性では ないから である。 ^ 1 A . * 
が 一由'© 京 敎乃至 宗派の 敎銪 そのものに 問 闊あ .り と 認め、 これを 打破 乃至 改革せ ねばならぬ と考へ 
るならば、姒らく宗敎改革者となってこれを改革すぺきでぁる。加ふるに，ハプスブルグ支配 *: 敵 



と— 上に、 I 力 m 敵と 1 とぃ t とは、 根本的 蕾 的 E 1 せ t ので ぁ 
り、— 上 誤れ f の で* つた。- 4 ト ィッ 戴は これが 爲に その 5 力の ff . a つ その 瘦 
丨 — i ン？ 5 〇 l o 5? ^ y ^ いては ヒ トラ l u ll /i o r 



- 218 - 




と— 上に、 I カツ” ツク！ 敵— い t 在、 根本的 蕾 的— せ t ので あ 

り、— 上 誤れ fQ であつ た。 •仇 ドィツ 篇は これが 爲に その？ 力の ff al 

得し 得た であ ら ぅ 勢力* S し？ つたと い含 で U 品爸 H ては」'""， 丨 ， f 
き— つ 5 じ V ?、 彼れ— 泛罕— fl として— も®？ るが、 私は 次 

に 問題の 嬰 點だ けを 紹介す る。 

早 < I せしめた— I 誤泛ひ 關 係に 立つ Jd ® 内的— 

力 i 一教す lisa 、 i-KSKi§i 尖 f 来たした® で 含た。 

然し そ S : 一; s 震— た、 大衆の 德に對 する 無識 -」 そ S — の 1 "て ゐ た。 

巩 ドィツ 1 が カツ リツ ク敎會 4 つた 苦雜 S 爭 は、 彼等' か踅 e 精神的 S . Miis して 持ち W た 所の 

理解の 不充分からの み說 明され る。 

o 丨マ に對 する この 新* の 烈しい 攻 5 S の 原 w li 次の ！ ffi に存 した。 

ハ ブス ブル グ家 がォ ’ K 5 アを 一の ス ラヴ— に 改® しょぅと^® 的に 決心を® めろ や ■ —はこ 

1 つ— 一 slf 。 1 度—、-」 ii — 善 依つ i 

十る 所な くその 新たなる 藏 家™ 念」 の® に 供せられ たので もつ， 



チ K コ敎以及びその^^の利川は、この目的即しォ|プ、トリアの全般的スラ.ゥ化心£|に分；る多くの手段 
の中の一つに卟ならなかつた。，； ^ .:! ^ - ^ ^ 

『それと 共に - Kir 敎會 もまた トィツ纪族と共に名ふることをせずして、却っで不當にもドィゾ民族0敵 
側に 立って ゐる楳 に 思 はれた •而 して その 弊害の 极抛 は、 殊に シエ ーネレ ル の 見解に 從へ ば、 力" リン 
ク敎资の指裰がドィツ闪内に存在しないことに在り、それに依つて旣に麻. 1-> 約束されてゐろ所の同敎會の 
我が 民 松の 利害への 背反 性に 在った。 

ゲオルゲ.シェ，ネレルは、物褀を中途半端にして馘く男ではなかつた0彼れは、た ^ それのみがトィ 
ツ民族 を 尙 G 救 ひ 得る との 確信の •卜に、 敎會 に對す る闕讲 を 起した ので あった or ： 一丨マ からの 離 脫 ( LO ? 
Ton ， nom ) J 渑 勋 は、 勿論 棰め C 闲難 では あるが 然し ^ めて 苻カ た攻繫 行 励と 想 はれ、 敵の 牙城々 粉 碎せ 
ずんば止まイるものと思はれたのであつた。若しこの_ひが成功してゐたならば、ドィツ |* 於ける ^ 幸な 
る 敎餘分 裂 も ^ 股され てゐた であら 午し、 ドィツ 带 响及びドィツ民族の内部的カはこの勝利に侬って、極 
めて ^ 著に 强 化されて ゐたで あらぅ。 

然るに、 この_ 审たる やその 前提に 於いても、 また そ c 結 架に 於いても、 まことに 香ん ばし から V . •る も 
ので あつた OJ ( a 1191123 



i もな く、， トイ ツ 民族に 關 する 凡ゆる— に 於いて、. ト イツ 人* ゾリ*' ク 牧師 達の 民族的 反抗 力は、 

非 ド- - V 入 殊に チ エゴ 入 1 達に 劣つ てゐ た- 

と ル--、 ドイツ 民族 S 利 ?! を 義代表 するとい ふことは* ドイツ 入 牧師 達に とつて は ^ んと 全く 思 ひ 
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3 ひもな く、： ツ 民族に 關 する 凡ゆる i に 於いて、 ドイツ 入 ミ"*' ク 牧師 f 民族的 反抗 力は、 

V ド f ツ入 殊に チ エ ゴ 人 1 達に 劣って ゐた。 

と 典に、 ドイツ 民族 s 利® を義 代表す ると いふ ことは*. トイ ツ入 牧師 達に とって は 斤ん と 全く 思 ひ 
if ぬ ことで あった ことは、 餘 S 無知な 名に 非ざる 何 入に も 認められる® で また 
然し R 時； た、 前く も 贤開いて ^- 衾は一:人矣のこと嘉めなけれはな-^なか-ナ^^斯 

した ことは @ •ょりも 先づ 或る 一っ SWS2 する も 3 であっ て、 その 爲に 我々， トイ ツ入 U 尹し ま 
ねばなら 3S ■だとい ふこと、 而し 一」 そ 8蓓 とは、 f ドイ 又® B ら に， る 1 が恰か 4WW にて 
も對 する が 如く；* gS で t といそ 」 ヒ、 >.1 れ であ った" 

t- n 入收 g 達； 一 その -H ら S 民族に 對 しては 盡 的に 對 し、 敎 脅に S しては 塔ら.， 各觀 A -* ヲナ び‘ 

正に i --、 ドイツ人 收 iuffe しる i 的に 仕へ、 a . ti 后して 泛昃 f H 
，.あ^-」— し— 逵— い 一 i 、 1 」 v 、幾 f <f plii " 

それ 技し 5:2*^ $ 敎だけ esssi で洁 くして、 今 u — 运 々—ん どなる —A 

.に 1 的— 的 0115 して 來てゐ fsl る の だ。 b ! 
U ♦今县 WQt : 窮が鬆 的 is 企 陶に對 して 採っ てゐる 所の 1 を、 向 sff ® 
1 る— ら - 所 S 1 と 比較し 互る— い。 果して 他の 凡ゆる 1 官需 中 も、 淺に 於、 
て 殊に こ 11 c - I されて— •1 ろか Kli 货 1 も 3 — .、 されて t し e に、 



— 221 — 



こわを 「國 家 梆威 」の名の下に蹂硪してゐるものと信ぜられるか1 



S. IUO -120 



『それけ悲し4;べきことであ /, 0 が、それはてい唞找であり、これを改革せんとすれば、その前に先づこ 
.の哳択ハ- ^ 詉て拼らねばたらない。 

时 侶 ^ の 一部 ;' 依る ドィッ人 利益の 代表の 軟弱 さに 就いても 事悄は 同じで ある • 

そ：：は敢へて彼等.：：1: ^ の苡地憇さ琚意.1:體の現れでもなく、また必らずしも「-1:」からの命令に依つて 
起る--? ので もない。 我々 は 斯かる 民族的 果敢の 缺. 如を ば 寧ろ、 幼少ょりの ドィッ 民族 主 a への 敎宵の 缺如 
の鈷果と兑ると共に、他方、偶傲化せる珣念への馓晚的屈服の結泶と見るものである ... ハ8.12 1: ) 

?*私はゥィン時代にこの問妞をも氓心圯懷に吟味するの餘暇と機尙-:を充分に有1てゐた*而してその嘹 
沏ほ ：1:常の交際の中に、この兑解の疋しいことハ，幾度となく砲課することが出來たのであつた0 

^ 々雜多の ^ 族の燃炤地たるゥィンに於いては*次のことが莳ちに槻めて明瞭に狩取された。た1.ドィ 
ッの平 和 主 淡 者の みが 肉阙民の利害を常に ^ 觀的に考 ^ しょぅとするのに反して、1ダャ人は決1てユダ 
十 民族の 利 辔に對して斯かる態度を採るものでないこと、た！-ドィッの社.1:ヒ義者のみが、國際的冏忠の 
問 を 泣き付き 廻る ことに 依る 以外には、 自一; 民の 正 當を 主張す る ことを 敢へ てせ ず、 た！. その 意味に 於い 
て 彼等は 「阈際钠」であるに過ぎないが、チエコや.ホーラ.ニトや其他の杜會主義者達は決1てさ6ではな 



、こ'-〕 れ 1。 約 1 1 に：— 不幸 遠— 一 11 U 

^ 厲 し、 他 s —1111 臺 — i 

• ■ N . ロ a こ r > tJ .^ r>』 o 
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、こと， これ i。 I すれ^—— に：— 不幸 後 その 一 110 

»v 厲 し、 111 我 SSI1I その —. ひそれ に —— 

守ろ 溝-'. 於、 1 it 禮 性」 た— 以つ Js ® 心—」 な y 」」 1 "ば . r 

我 S 治 そ SIV. f4」f ISIS 削に 1 V 、 そ 2 

ず isu 於い it 、 免齡会 久し* 4 つて— す I j 年 
た。 大 £}の&箭 とい tsu 、 殊に その— 慕に 於いては、 新粲敎 の だ 1 に 正にた r r . 



P なる ドィッ 帝 ^ が 冇る のみで あつた。 j (S. 1231120 

」ぎ |' _ 4^のだへで_么心，-き徙哦は、 ^ 敎をもそ。炚治的化机の范具に用ひて !*1 らない( ^ し斯かる 
S : 製に、：. ては- •£ ん 1 W に 邱ら 言したことのみ；^.|で|のだ〕0だ|それだから杳つて，斯 
かる 鋈シ 君す ろ .; 装 共 £择を 鋈 is 仰.」 nt ; せる-」 と，；： S た、 同.〜 確かに S ひで な 
ければ なら 4 斯 1 U 、 他 e 如 だ f f じ £ ii 舞 QS ， 劣* 盗 ssii £ すろ ので ， S 

.& に g 又 晶繫隹 を鋈そ f S や骛 にまで沒 す >」 と-^、 別 sg からして 正しから t の 

fy , |盅崧？ 一^、 ilig;&gsvvf 登® となす SA . か、 政 g 

にぞて £? ぞ は k .& みに 气这缓 街な Qwi 人た るべき も Q にして. 決し V , 靜や中 g 

■一代；* 者で 4 {つては たらぬ こと， べ忘れカつべ了ふ|2た教もぁる*然し乍ら斯かろ下^;た牧師|入に射し 
て、蝴 めて. * 實に结 に * 念して— 敬すべき 牧 3 が 千 入 以上 為る？—,, ics . 138) 

Iff また 人 あつて これ iigJL て • -js 合裒 i®Q 小さた 谋が g ;® なのでは なくして、 根 木® 
B 十 性； Clf K 敢 全般が たる も Q であると 2 ならば、 それに 對 しては 次 0 如 < Mg ,,, 新た 



にして そ Q 1 W へ— か出来る • * 
f 汝で J の 場 <8 に ES を $ ふべ <1 に 依つ て 選び出された ものと 信ずるならば f 

、 Ykf - }v-c^.u 机 L ^ 'r •へき V •ある。 何故ならば、 政 



C-.- - - - 
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にして そ Qlle : へる ことが W 來る • VS こ* 
で汝 かこの 場 高に— を g ふべ <1 に 依つ て 選び出された ものと 1 らば f l デ 
しその 昨 こょ. 歲な どと いふ 任路 を 經ず に， £接 これ— すの 勇 M を 持つ ベ H 何故ならは、 政 
思^^つてすること|た1&引でぁるからで|。汝は斯かる份引に依らずして、|今日の 
醜勉 を.^® して、. これに 代 ふるに 汝の劣 ふる''' なる 將來 * 樹立''"' へきで ぁス 

K しそ ef 汝にそ iH か 無い か. 成 ひは 汝鼻 にも その， 1 もの—— 明ら 力で ない な 
• cf 、 s . x <. f した 企 N から 手* s け。 如何 1 S •が ui 、 汝が その ii ® 方法-」 W つて じ 
1,4 ない 所 の も e を、 政 $ ls — 的 方法 运 つて 巧みに 欺 美 迻ん としては ならない。 

BC 1 治 的 1 ii 、 護.— 族 的 1 者と して. = 民族 s 倫證 11 こ 忘 無ぃ 限り、 
■ gg に淫 る. 1 ない。 同 罡襄側 も ひに 介 人して はなら な、 

I sgg— が— 及び 七の 1 w」 T. 彼等— を ml ん とする 1 、ベ* は汰し 
て— と E じ 方法を f E じ— を J '-c ， '- c ' tt K » l ' 。、 し。 らい、 丨、 

i 寅％ . Is — に、 31 : 力 4 :I c: 4 * I:k l:f y 

ぢ$、 |1|1' い ^' $¥い”家い^^ならば、彼ゎは政|たるべ冬 | 

るべき である 0 

これと K つた i は、 就中 ドィッに 於ぃ 51 た 十— 
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私け 汎ド ィッ 運動 及び その：： 1 マに 對する 阚讲々硏究して、旣に當時及び殊にそ。後の « 年の間に*次 
の 4!| き確份に到達したのであつた0即ち、この運籼は社會 1!|) 題の甫耍性を理解することの少かつた爲に、 
眞に鬪 ^ カある阙民大衆ハ，. -^ に人れることが出來なかつた。吏にこの瓶砌は戠钤に«加した爲 |". その大な 
る 飛 糊を 失 ひ、 課會制 敗に 附き 物の 凡ゆる 菜を 持つ に： 生つ たので あつた。 而 して 次に ヵソ リッ々 敎會に 
^ 彳るその ^ ^ は、數多の中小阱級の |||| にこの渖動の發 ^ を不呵能ならしめたと共に、この運励ょゎして 
結 ^ W 族 的！ ^民的たり祀る所の無數の最铸分子々奪ひナ、つたのであつた。 

この沌動のォーストリァに於ける文化闘氓の议找的紡采>いふものは、殆んどゼ0に等しいものであつ 
ナ I 
成， 0 ほ— れ— から 約十逛 Qie 引 _ tj とは m 來 た 。 f — は それに 依つ て 殆んど 何等の 特 M 
別の 打睽を も ^ らな かつた。 敎锊は その 玛合 、その 失 はれた る 「小羊」 の爲に 赏際に 何等 涙を 流す 必要な | 
とはな かつた。 何故なら ぱ 、敎會 は旣 にず つと 以前から 殽早心 か，； 錨 依して ゐなか つた ものを 失つ たこ 過 
ぎな かつた からで ある。 j (8. 12 G -128) 

『恐ふに次の一事は確かに：止しぃものでぁる。 

若 L 沉ド イツ 潘 - g が 一般大衆 Q 心理と い に對 して 相當 Q 理解を 有して ゐ たなら ば、 同 運 g は决し 
て斯樣 な 過ちを 犯さな かつた であらう 。若し この 運動の 指 襟 者 達に して •苟 くも 成功を 克ち 得ん が 荔こ 



ミ 純 心理： g 理 2 ょりして 旣 に、 大衆 运 して ニつ 乃 f れ以 上の 對 敵を 指し示して はなら/じと、 之 

r-、 d S らば ニつ S それ 以上 S 1 I 」 竿は そ - 51 2 ilf 來 宇からて 2 •とい 



♦COKSSW ょりして 旣に •大衆 法して ニつ 乃 f れ以 上の 對 敵*- 指し示して はなら + プ と-て 

I 、 何故/’ ば ニつ れ 以上 SI — し 竿 g そ 5 S 爭 31 f 來 宇から VI •とい 

11 H 11 21 

$ さゎ 1 であら 5。 I ま 何一つ 党！ こと も出來 ない贤 2 ' 凡 u tr — 爲 u Bct I cr 
る !|1' いや心ぷに依つて|され、1と凡ゆる方.せ瓦つてその1の|美ナと'.^政*~ 

とつ て尥 險な るは ない。 • _ • 
個々— に緊— に S 何に lr べき 之が あらぅ と、 政 洗た る も s S と 雖も次 iw,w 

か. ぃ VK ては ならない • 卽ち、 從來 の 凡ゆる 歴史-^ の經驗 に據れ ば、 同じ# 情に 在つ た— 戴-」 して-つ 

として 襄改草 V 行 ひ 得た ものは 無 かつた とい ふこと で—〕 ご.^ 

: LV」 凡 •いづ—— いて— さ、 11 -〜 
4" . き-、 常に これを た 二つの 歒 に— せしめる に 在る。 この 1 の 喚起が 統一的^ はれれ 

f i — Is 磁釔 吸引 没 それ' ハ 文 VI 、 從つ T また その 票 3 そ n 洋 S 、 
ザ ひに 韹诿袞 す 為二 敵 V さへ も • - I にた エ つの 仲 仙 忌— も® 益<| はしめ る 
ことち 偉 t 場— 雲 客 一つ！ 5© •、1!1• f 、 t . sl 教—す 

る ことは' 性格 € S < LV 巧— かな 入 ふと？ s 、 wltlil 运す ，-1 の 

端 硝タ- なす 恐れが あるの みで あるから である。 



動 抗 沱りなき大衆は餘りにも多くの敵との戰ひの中に自己を見£すや、謂はゆる奔觀性なるも心が苽ち 
に飧即し來たり、果して他の凡ての者が不正であつて、た1-{1;: ^ 长又は肖分達の運動のみが正*當であるか 
とぅかと いふ ^ 間 ^ 起すであらぅ。 、 

これと 共に また 平く も 3 己の 力の 不随 化が 起り 始める = それ故に、 内部的に 铒れろ 多数。 敵を もこれ を 
依に 一括して、 以 つて 味方 Q 大衆 Q 眼には 謬は た U 一 つ Q 敵に 封して 行 はれる 控映ぜ I , めなければ な 
らな い。 然る 時は 大衆は. ！：己の： |1-; 雜に對する倌念を强めると共に、この正藐の殳害者に對する憤激を品め 
るに至るであらぅ* 

付 つて 汎 •卜 ィッ 運動が この こと々 理解し なかつ たことは、 同 運動を して その 成功 ゲ失は しめたので あつ 
た。 

これを 斟す るに 汎 ドイッ 連動の 目標の 見 ^ めは 正しく、 その 怠阚 もまた 淸純 であつ たが、 然し その 採つ 
たカ法が誤つてゐた。この運励は次の如き一人の登山者にも例へらるべむものである。即ち、この發山者 
はその ^ ぢ登るべき山頂をぱ確かに眼に把捏し、また非常た決意と非常なカとを以ってその逋程に上った 
のであった。 が、 この 逍程そ の ものに 何等の 考礅を も 注がず、 常に 眼を 目標に向けるのみで、そ £;) 登山の 
特 fh を 觀玢 もしなければ 吟味 もせず、 これが 爲に逖 に 失敗した のであった oj s . 1 2 

汎ドィッ敌の失敗に對するヒトラーの硏究批判は大體以上の如きものでぁる0私はその所論をば 



可么 り 省搭し で、 而も そ Q 骨子* 達ん ど餘； なく® 文に 奏に 紹介せ f ので ある 力 
ラ-が 右 浣ド VI いて— は* だ 乃 1 泛 と？ 1 
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可ヒ o 省略し で、 而も そ Q ? &達ん ど 餘す所 & く® 文に 鲞に嚣 せ f ® である 力 
ラ-が 右 — v i 思 l 」 i —、 1 …—— 11 & 意 
雄！ e み f t 74 新 1 とつて は、 S を SIS 5 ベ f の I 

へて ゐる ものである。 

十三 Sozial 黨リ キリスト 敎社 會黨の 過 ^ 

I ドィッ— 央 111 "ト？ は、 次 S んで T で 批判し 

てゐ る 。 1 に 枕いて S れ QI は、 S 者に 就いて e それに 比— かに 短い もので あ 
る。 然し 其處 にも また、 抵の 11 む 衾の 採つ て以 つて S とすべ 1 ものが S さ 
1て .^ る 0 

匕 トラ I に 描れば、 帆 ドィッ 秘は雖 W する に 社' 織に 於いて 4 しく 缺 く， P がま'* ブ 
意 f 理 W しな かつた』 爲に 失敗した ので あつたが、 キリスト 敎社 1 け その 點 f いては？ 缺 
くる 所が 無 かつた 。否、 社命 乃至 大衆に 對 する 及 ひ®® に 於いては 問私齡 L ュゲ 
する 批判 Q 中に も 見られし 如く、— 稀 1 明 着 §1 もので あつた。 日く 
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I ■この 關 係は、 その 一大舉 相手たり して KX 敎鍫媒 に 於いては 正に 逆で あった 潭思 はれる。 

キリス卜敎社钤黨の選ひ進んだ途は、腎明にして ^1 っ：止しいものであつた0唯だその^^に補ゎ.っの袋 
た 認識を 缺 いてゐ ただけ であつ た • 

沢ドィッ ^ 動が誤つた殆んど凡ての茁耍な點に於いて、キリスト敎社會苽の採った態度は圯し<し广 0. 
っ 計银的 たもので あつた* 

キリ K ト敎： ^ '# 雀 せ汰衆の束姐性に就いて必耍な理觯を * してゐた0そして-その運劾の最初の日ょり 
して、： H ： 黨の社 eg 性質 ( SZSIerc c - araktenIK ム然强 諷する こ i に 依つ て* 少く とも人衆のー部を哝议 
に手に入れたのであつた费キリスト敎泚會黨は’下辩の小さな中問附級乃茧手エ菜洛附級の拇 ^ ニ本格的 
に 自ら夕傾例することに依つて、忠鉀であると共に根氣强くしてはつ犧牲心 <- 富める，乂抟齐达を脒た0同 
班はまた ^ 敎機梆に對するー切の岡爭シ避け、さ6することに依つて、敎會の今日形成してゐろヒ.ルに同 
樣の强 人な 組織 S 持 V , 播 たの I った。。 從っ てまた g 黨 は、 唯 だ I っ S に大 なる 卞繁 有する のみ 
であつ た "_史にまた间撖は、大规校 ^: 陴€惯舱を >.1| って |>, 1 0、その旗大な交持者べ衆の心瑚的本拒に豳ら 
キ冉 ける 上の 名人で も あつた OJ ( S . 130、 

キリスト 敎社 ^ 热が如何に遝動上币，宜俾丨：”であったかは、ヒトラーが後に|戰肀賁傅』に就 
いて 論ぜる 個所 (第一 雜第六 章〕 に、 f この 宜傅 の币段 なる ものは、 夙にマルクス社會' !* 袭の ^ «费 
がまことに棠に人つた巧妙さを以つて、こゎ；；；职使し適用ずることを心得てゐたものであつた0:_ 
…この 術は、 ブル ジョア 諸 *; にあつ ては こゎまで 殆ん ど ^ ほ 未知の ものであった 〇 唯 だ キリスト 敎 



S 1' 浩リ -1 ゲル 時代に 於け る それだけは，— まで 巧みに これ韋 段 >し て 用 
ひ、 そ el で SS く s 成功— めた ので ぁつた。』 と、 言つ— i も— S れ る、 1 
;、.、 r :欠、 n ト吹 rb •.呼 Koiti 正に マルクス 主® 議に 次ぐ 巧 



普 1 •窆 2 ムル 時代 运け I 客は ， f is 乏 れ$ 段" して 用 
ひ、 そ Q 1 I め！ 成功— めた ので— た。』 と ニ 1 i も 凡 S はれる 、 I 

QiTIK ト； — い VS 、 キ ” KASIU 正に Z ミ— に 次ぐ 巧 

T H 9 r t も—-' スト i!ll 

1 、これ， yl から 救 ふこと が S 來れ V らた ■その ■腺 W は何虚 に* ぐた ヵブ. 

;.--v ラ 14 搛れ ば* そ裔 因は 2 •ォ .'スト” 了と いふ® の 特殊說 にもげ く <1 て f>— -I ヴ 
S5e^lf るべ tss 泛 つた。 が、 こ sm— い— へば， S 引用文の 中に 
さ— 益く、 MS3，VQISf 於 SVSI くも QS つた。 本 個所に 於け 
t ト T e i は— 方法 e s t 晶 とし. たも® で—® で、 こ® 忐 為瞭 に 就い 

ri 、 夜 n - Hfiv - これ；！ 指摘して ゐ るに 止* り、 立ち 人つ てこれ & 說 明して ゐな い* 今ヒ トラ' 
に 代つ てこれ S し 4 明 J ならば、 - Kie 如. tQ — はれる。 

前に も 言へ 為 如く usir 1 Q 置に f し TX 55 f it て 
その明—から 救で とした 纟 で它、 こ 1 st 好都合 にし i も 手つ 取を く最 
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も無沾と思はれろ — 皮肉に言へば « も安直なる —— 欧洲钎遍宗敎キリスト敎を以つてその統一倌 
條とな し、 謂は ゆ-る 世 限 觀と なした ので あるが、 然し、 何を 如何にす れぱ a に 所期の 阈家阑 尺を 救 
ふこ4-になるか>.明らかでなかつた。汎ド<ツ{热の玛 ^ に於いては、 # かれ惡しかれ"ハブスプ，；； 
グ 支亂ビ 倒して ォ ーストリアを大ドィツと合 [/[ : することに依つて、ォートリ丁.ドィッ民砍を救は 
ん としたので あ 4、 その 問には ハツ キリした ものが あつた 。然るに キリスト 饮社 許溆 には それが 無 
かつたのである。 ^ 論"杣象的觀念的には"キリスト敎社 .^ 滿にも2!槪が礅存したと -3* へるであら 
ぅそれは. 1''1 ょりも先づ阏 | 7 '] の統ー强化を以つて肝起となし、その爲には先づ阔内諸民族及び_階 
絞の 精神的 醤的 W 上 及び 器 苦つ 巧 r g 々とこれ に 努力^: した ので あつた。 その 
鮎に 於け る キリスト 敎社 食滅の活動は 111 に釗期的なものであつたと 11- へるであらぅ0同就が社會段 
中 . E と 柃崧 5- 箏 ふォ ーストリア敁大の狨となり得たのも、掸党するにこれが爲に外ならなかつたの 
であるが、然し同撳はその『社合 ^ 』と稱すると雖も*ハツキリと分本主掘に反對してーの新たな 
る 社 叙 主 砍社# を 招 來 しょぅと いふので もな く、 职に謂 は ゆる 社會問 題 乃至 社# 主 遜に 對して も理 
解を 示した とい ふに 止まり" それ 以上に どぅと いふ ことは 無 かつた ので ある。 後に、 戰後の 新たな 
ろ ォ ーストリ了時代に至つて、同羰は全くーの反動ブルジョ了狨化し*遂にナチスに依つて血を以 



づて S れる i つた q も* S こ el— 不明瞭 £ づ くも el へる® で— が， ヒト 
ラ-— れ ば、 何ょりも 先づ玆 にこ e —弱點 乃— 陷が 存在した ので ぁつた。 斯 かる S 半端な 
!£,|7 十 mvJ&-J5u i 、 s rif Q 才 'スト リ ア内外取情は餘りにも深刻であり !-1 つ 
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づて S れる i つた？ 結？ S 摄 Q — e 不明瞭— くも el へる？— が、 ヒト 
ラ-に 據れ ば、 何ょりも 先づ兹 にこ 11 陷が 存在した ので あつた。 斯 かる S 半端な 
暖昧— S 至 方針を 以つて救 ふには、 I ® ォ i ト ”7 內 外— は餘り 刻 sp 、3 
餘 P にも 時旣に 迆抄 して a たので ある。 、 

が、 キリスト 敎社裏 がその 目的 S 成し S かつた— には、 ヒト ラ-に 據れ ば、 取に 前記の 
目標の 不明 脑と いふ こと Q 外に、 更に そ® 靈方法 上® 重大な 蠢が あつた。 そ®® 一は 霧 e . ‘ 

場ょり せる ユダ I 排斥で あり、 そ 1 は 民族的 力 11 た。 この 二つの ものは 一の 

同じ 极源丨 言 K ト敎的 超 i 襄 1 1— も Q であつ たが、 これが SS 動を して 
殆んど 全く 無意 1 たらし® た？* つた • C れに 普— 了は 次® 如く 論じて—。 

『气 こも 拘は ら ず、 tx ト敎 If また、 ォ- スト リァの— とい ふそ S 1 る H 的— 成す 
る こと s 出來 なかつ た sy S 暴 Hgs . if 明 gyo し-」 t 共； r そ 2採り」 方— 一つ sg に® 
づ ，、ものごちつた0 

この 新 連 WS 反- iv ャ— は、 入 sif 上に ps な <• ゐた y ? 
何故に こ Q 過失が 行 はれた か、 そ S 因 51、 E 時に isf . •犯さ しめた！^ 原因と E しもので 



' れ を 要するに キリ K ト敎社 #截は、 |' , -| ; |.:' 的に.の . , !'- 命的鲮革 5- 必迆としてゐた多民族闷采=ォ 
1ストリアをぱそのま、年：體.4;してこれ 5: 教はん > —た；：ィ |. 、而 1. て * た本來^^的人 «| 噯 ?: モッ 
トーと す る キリスト 救の 立坳に 亢てろ爲にゝーの述動は ^ 名以阼一:家の找つ凡ゅる茂族に都八：：の货 
. . もの -» >なけね |.1 , なら卞、如何なる兄唉乃 3> 民肤虫雜にも偏 -) , - ることが-:£米なかつた3で ^ る。こ 
11 .... ォ ー r •トリ アに於 いては I 艰なる功利的兄地からすれぱ. 一 i ' c ひは 『 » 明 J な ことで 4 つた 
—.. ll r '. l ^ . へで ら ぅ- 5 ： 故なら ぱ 、これが 爲 に！！^ (, 、ハプスプルグ攸槠か 1 ', ;!! 十 1 '| .*; れることもな 
く， また 例 ひ 1 S でも 大 & 成し得たのでぁ 0 =が、こかが爲 |.- .- の述励は凡てに 11 つて中途屮端な 
不做底なものとな0、柯んの爲の述動か分らくなつて丫つた七丼 |-: 、«„ : 1'' 如柯なる用构及び陆4か 
らも肛の褙. 1--1 分子を池得1得なくなつたのでぁ.？-' 

所ぅなればその述励は先づ、如柯に你ほその大 5: 保れしょ..，'とも、 ;!-- 終ひで&けれぱならぬ〕的 
にも曾へるが如くこの紘は戰後のォ1«トリァにまで一:1:って祚械 1. 、社.&以キ：稱に拮抗しっ、大 ^ 
これと 代 o 雅つこ に；！ 國 $: 支配した ので あつたが* ヒト v 1 4 i a m lc ft l ,-> - T : r !' l ; K : 、 M &’ m ri u .- l . — 
ゲルの死せる時に、苹くもこの狨の終 ^ を||めてゐる。この铽が戰後に -1: で苴ってォースト=ァを 
支配 I •殊に その 友 期に 於いては 獨裁を 敢へて ー, 遂に 彼れ 自身に 依つ て 倒されようと は、 ヒト乡 



丨も懲 し V 迄 かつた. 培 会。 W く、 

^ : K 1 r 凡 ドイツ 班と 言で 1 ? ね〕 を ば— の— を以つ 1 て. an 
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-も橡 想し VtS なか； 塔 U く、 

H ll SM ^ 論 p ll :^ ]! l! s 

■■—H ;. 觀藝 f J 

H 雙 Ms ll ds"-m__ y 

SH 龍： i VI ”p H ^ p r 1 bf ^ 

1 ‘ i ほ G 

£ ■ 諝 HIMHnl 丨… 

十四 ^ 族主 ^ 的"こ )111 ^ ^ ^ が 

キリスト 敎社 3 の 1 に f る？ 1 批判は、— に fl 所に"— 如くで 1 こ 



w - 



あ r た r- 

キリスト 敎社 台炻が ォ -ストリァを救はん".すれぱ、冏叛の 01) か矜逵の意兑に據れば、冏靼は人神原理 
c s - f . rprinzip ) の 立場に 立っ ては ならな かった。； i ： 故なら ば， ^ 丨人神 1 '-;( 理：氏族 :-|: 莪〕の丄に允っ時 
は、 忽ちに して この 國家 の<ト ：般的 崩 .|^見なけゎばな ;» なかったからでんる*殊にゥィソ.：：：晚に於ける車 
情は、 この 黨の指 箱 表 達の 兑解 に摅れ ば •一切の 分裂 的.^ R .- / il 來' たけ 胱範に 取 除き、 これに 代 ふるに 
ー切の統ひ的剡點を岛拟することが必嬰であった。 

この時代にはゥィンは旣に特にチエコ分子に依つて著しく ^ 透さ-れて ^ り^その爲に一切の神故叫卯に 
對する蚣大の览料のみが能く彼等チヱコ分子をして、元來反ドィッ的な ;', ざる一の黨の中に褪枞すること 
が 出來 たので あつた。 而し てまた ォー スト リァ シ救 はんとすれば，.彼等ナヱコ分：十を放览してはならなか 
つた 0 そこで 人々 は、 マンナ エスタ ー 流 .：：1 (!! 中：在に反對して戰ふことに依って、このゥィ-ノに於けろ保め 
て 多くの チヱ n 系小锊 笊 ^ を 巡 ^ しょぅと したので あつた 。と共に 彼等は* その H ダ ヤ 人との 阏爭に 於い 
て ® ォ 1 スト リァの 一切の 民族的 ^ 別を ^ 越す る 所の 一の榴 語を ば、 ^ 敎的茈 礎の 上に 見出した と考へ た 
のであつた 0 

斯くの如き茲礎に立っ斯くの扣き闘爭が、1ダャ入といふものに對してホンの砟かの爱谳しか與へなか 
ったことは m め こ明 白 v ある。 被 &:の坳介に於いても、：忱ぎの洗粑の水は常に .-<. ダャ人とその商设>を 
同畤に救ったのであった。 

と共に、 斯かる 皮相の 立 描から して は、到.賊仝卯跗ャ眞劍 |: 科€的に以扱ふことが出來なかった。これ 
が爲にまた、祸めて冬くの人*にはこの神の反ユビャ中 « は必然的に，个可解なもの /.- らざるを捋ず、彼等 
をして 却っ て 唯 だ 反撥 9感：せしめただけであっ - :。肋も \ 々_キリスト敎 |1: 泠«の人々〕は純感情的考へ 
か 山って現窗の跶識に到達しょぅともしたかっので’その理念の釤郷：カは殆んど令く一部の精神的に限ら 



たた 5 SI 5 会— • M 麗—的 111 ハ。 斯く 

, 夫 is は， その— に 於 V f 

とする こ；^ るか、 然ら X ば 唯 だ 全く 羣的城 妬の ル， に 過き，、 力，" な 
丨， .1 . . •: 勺， £3 n r =. l ^.H ^ 敏 の喑啟 を ^ つて、 榭めて下劣な迪中-^外ヮ冬',ノ 



たた 5 111 i - 1 SU 11 I — ハ。 

— ilil iK i 觀 

た • s : てまた その^ ■は 一 s ® 的な i な 被 * の 格 s をジ , T - s 、 sl - 4 t / '' l ]' lj - r、？bs 
yil-1 すべ —i れハ ik • これを ^ 3 お % 
に關 する も S であつ て、- て ew 決 s 何に 依つ て 凡ての f ダャ泛 “潘 命ん ゾ さ* ズ ，..*< ~丨 

. Rr - した セ ヤ-;: •の？、* リ K ト敎 社柯 «; の &: ユ.*ャ :-1- 龙の沾励はその « » を失つたの1-""'1.>,.4 

u Ts^f frl - i ? iip ; l ll ! t ^ 

1 \l f くして—— れ 、 f i 抑 .、$ た—.、 た i つた 力、 袋镜 r て 

は^^2^^^^^^2家の爲に旣に人なる1在'けなければならなかつたほどなら."ィ 
ゥ鬆 . U 技の 主張 昼 r はョ 4 かに 多くの 霜を 体ぐ くヶ 笛で ぁ* た ィ… t 

—Hsaisilg 

匕 l; 」 の 0 あ つ - 4 0 .一 ^ - l-l wo 丨 一 ^ 2,- 
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'ゎを 要するに キリスト 敎社 fr m lt 、 ^ グぃ的に：のを命的崚奉を必迆としてゐた多民族一:尖けォ 
1 -/ •トリ Tt ぱそ のま、 全 52 , 1 - -してこれ 1 - 4::はん4!た£: (- 、 ||'|| 1 . て * た木來 :.||": ^的人 |)'| 嚯 «: モッ 
ト ーとするキリスト敎の立坳に 5 , -*. てろ « に、ーの迅剌 1: ; .1< ぶ尺 !/.: 阔尜の：5つ凡ゅ.>?氏枚に都へ [1 の 1|: 
...ものでなけゎじなら中’如何なる以枳乃至民攸虫雜にも侃ずることが川米なかつたのでぁろ ^ こ 
il ... r . -)- l ~トリアに於いては I m な ァ~功利的从地か；>すれば —— 戍 ひは 『£! 叫 j な ことで 4 つた 
-•.• .-! |''. 1 , 1 .?で0ぅ。柯故ならぱ，これが爲 1- |''1 链 :'.- » ハプスプルグ政椾か |'> ;]| -: .: :- .れることもな 
<• また 例 ひ 1 ST でも 大 &成し得たのでぁ今が、こ ^ が 1:5 に：\.の啊€:は凡て |- 11 0 て >|' (^^な 
不做庇なものとな=、柯んの爲の述觔か分らくなつて丫つたと共に、：： 1!4 :;卜如何なる；£^及ぴ阽？ '. か 
らも «- の | | 1/ .八分：ナ 5: 掩得し得なくなつたので ^ <; — 

所 ぅなれば その 述 15 は 先づ *如柯に疴 |?. その大を保^;しょ0とも、 ?.- 終ひでなければな&2」甜 
にも 1? へるが如くこの菇は戰後のォーストリァにまで：几；：て*械1、社#找ホ；铽に秸抗しっ、大 {, , 5. 
これと 代り 赉つ こに！ 1國を支配したのでぁったが*ヒト：ソーは戰前に於ぃて旣に、 | | 1 积洪竹リ--1 
ゲルの死せる時に、¥くもこの « の終5|を認めてゐ <> 。この黨が戰後 (-. *で 31 ってォースト”ァを 
支配し* 殊に その ^ 期に 於いては 獨栽 5: 政へ て 1> 遂 に 彼れ 自身に 依つ て 倒されようと は、 ヒト令 



1 も豫 & してゐなかつた楳でぁる。2く， 

! $ - : u I ra ドィツ 被と キリスト 1 の それ〕 を ば S の 1 以つて ; Ji 守 一 



.も豫想してゐなかつた様でぁる。 1--1 く， 

w ll ^ nis n MW xr i a ^ ^ r ^' I ; !!--^^。 -- s 
ar .4 r s ^ s #?』 s * f 8^ ; s — ;^ (. ^ 9 , uu ' n w r. pl 

Hs ii _ :§ — 選 3 EH y 

となられ？.^ いで？，。 で 彼れ 力-… Ttk '- J r , ィ？ A ^ ^ -./ c 1 
入の 中に 人つ r . ゐ ハ— らぅ。 彼れ が こ- 2 代 SSI 〔十-ァト リア 〕 -r 

£い たこと； r 彼れ の 薬 及び 彼れ 息 バ不名 ぁつた、 \ t 、 ， ，、、 こ f a パつ て 行つ てゐ 
r ハ. ヒんだ 1 ミ哗」 バルヵン uut た 益が それから それへ と—」 “ 

.た n ^、 U むれ y て 彼れ imt - y — じ V ゐた 所の ^ が 1 ト il " 

見せずに 終つ たのは、彼れにとつては堪ろ幸？で^つたでぁ\』ぐ，" 

十四 ^ 族 主 ^ 的 ご 社 ^ 主義 的 

TK ト敎社 衾？ ■に ¥るヒト？2 批判は、— に？ せる 所£ るが 如くで ぁ •ろ}」 
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れ—す V ? Lms - 1! 據れぱ 、，ィッ 箱は 5 ^州でぁったが、^^でなかった尝念し- 

キ W スー敎社^; ;:' , .- ;;:. |/ パに社许的であつたが、ばぼ呢でな*へた《にセ收！たのである'.セ.， 11 す /1 

ば ■汎 ト-ッ 登-キリスト 益， 益の ミ. —- il フ 。ご： リ -: S -— でな..： L で 

なら，. .，■..つ V : のに-:; 在， に： t そ Q 一而し か 打 1 なかつ た £5 に 失® したので ある。： g れは この 問® 
の舷後に跗 ^ :: 池励シ ^ へ：：批判して次の如く ^ ってゐ^我てにこの ^ ^ 枇判の屮に’彼れのナキ 
ォナルゾッィァリスムス 1111 +. 阔以壯鈐に雜(戍ひけ-找收社妗丨-淡>の6へ方及び性格 5: 妝も端的に 
珑 .'. こトが :|', 米.フ私に槐ゎば-このヒトラーの附究批判はそ <| だけでも旣にー .!! ; に値ひする」 |/. 澉 
な もの - i - あ， -* J - 



『1は.0 ^ ご谢 1; -伽 « 1..後 .«- の »''|; 砌.。 '|- 、 |& とか.し、その ^ 故 |>4 を坫 (|| ?っとした3であつた" ?(3 1 
•,- に (1 、« ォー < ト リア に 於いては ，:. ' し wl v (« 强する こ との •个 HI 能た ゎし…-. は W らく 令く 別 問® しこ 
て、この |^ 激の說 "« |はズの 41! きものであるといふ碗；^に印本 |. たので 1，.：0 

: w f ッ ■、ドイツ人 处 生の 品 •し對 する その 极本 的晶に 於いては 做 かに疋 しい もので 4 めつ た 
カタ： 1そのナ 1. の撕 ^ に於1て不幸 \ 5 ; , った。この運砌はナチ十十リスティッシュ广- ^ 族.^我的乃不- ^ 

h T -* r ^ テ^ fv ニ 么遣跑1ら、大衆ゃ搜 ; | , | する码に充分ゾッィァニ社贫的〕ではな^ 
g 反 ユダヤ 泰 は、 M 族問赘 SCF - し；， i に 立脚 i ,‘_、 鬆 gi などには 蟲し てゐ なか。 



た。 唯 だ その 一定へ 小 派 〔* ソ リツ クに對 す； る鬪 平は •これに 反して 你货ト •力.** •、戰 術'*" •力 ■"■もけ 速* 



, ッ ク 



こ對 f る岡忠 •これに 反して‘ 奴 上 か.？ •滅術 上から も 間 速つ 



た。 唯 だ その 一定 ^ 派 〔力“ 

* ト教サ 4 挖 、ドィッ人 货の晶 1SV ぺ 盟た觀 f 打っ てゐ なかっ たが、 赏 f vr :'r 、 

n 一 ■_s:s; 發 

■> 裔—赞 hk 、 罟、 M . …蠢 てゐ た ® u 

” pilni_pn ^ l®T ト 

識 c/J- k.n :t で 11 S2t-WK 的 KS さ— し* 殊に そ 21 UKII け. 4 3 
^ ;.° , :た^4その|は、私|へに據ゎば、1に於いて既にドィッの|光的に產し1で1 

あ. い ..- *5 な |'1> 呦となつてゐたであらぅ。 r -- - 巧 Rt 0 t 0 0 4: 4 こ 3 る t 
f 、 それが さぅなら なかっ たとい ふのは、 卞 として ォ •"スト リア、"^ 家 その“ の 本性 

のであった が 0』 (S. 13— 1 34 1 



ソ all と —al KK 的と 社 待 5) 乃至—?— 层と f BFii 裏と— 主 0 
. _ それは 我國に 於いては、 明治 大疋 以来， E は ゆる H 裳 導』 系 者に 依つ ては 元ょ。^ け ゆ 
る 『お 2 4® 派兵 1 费) に 依 つても* ぶは ルる 『备』 4. 產派 (社 會主雅 S に 依つ 



て も 相容れない も Q として 說 かれ 5 たも Qpt 。 如何 y こ S 論が 從來 §1界 を. i し 
て來た ことヵ！而してまた现在支配して&ることか！若し我阈に於いてこの附者のー骽不可分 
レ.- 5夙に... & *し、生 !|1- し而してその爲に戰つて來たものあり-とすれぱ、それは饴だ明冶，大£* 

三代 昼. ： ■て 慶か會 失 ひで 而も- 窗 絕ぇ fg が 1 社會 、■派 ぁる Q みで ぁる。 然 

る にヒ トラ l l - t ! J Jil : i : 、 否 ヒ トラ— に！ g c ) て も 亦、 この 刚者は 贤にその裉水理念に於いてー致し } 1 .} 
るも Q I S 孟— 、そ® 霜に 於 S 1 S は & ければ ならな s も Q I るの だ。 

フ如の & ネ+ ^ ^ は也^ず ^ 會- -: ^ 者たらざるべか&ず-^眞の阶か ^: 氣ネは必らず^^截 ^: た 
ら .ざるべ から 2 とに、 ト ィツに 於け る ナチ スの提 g に 先つ て從 つて また これを 知る ことなくして 
死した积の加1 | , . , | , :! ^ 之の言であるが*ヒトラーの灶解もまた /1£ にそれなのである0 

识にも？ 11 へろが如く-ヒトラ_は，この刚张励から可な&多くのも© 5: 學んでゐる。勿 ^ 彼れの阈 

K 社會產 D ゼ へは， 3 Qg に 見た 如く、 彼れ 息 q 獨自の 篇と硏 f 接？ 到 違した もの 

であつ て、 この 1 QW 究に 依つ て 知つ たもので はない 0 彼れ は豫め g に II 至の 
思想を： £ つて 〇5 つたれば こそ-こ Qgl にも f したので ある。 が、 こ© 兩 ■から 彼れ は， そ 

QS 方法 = 氍 SS 方 慕ん PI 。 M ち、 受イツ 栗ら 證的 M 民 的 樂方基 •ひ， キリ 



、ト敎社辞艰から社科的迆み方を學んでゐるのでぁるロ而してこれを深く參鸾として姐衣されたも 
のが-取りも瓧3ず攸れの碑民社會':七-餞述则で&るのた。た ^ ,キリスト敎社命赘の『社#2』は 
，、.二 ト .卜..， 3? b ?/-5 r ,、 安 1ま,ー , 1 , :- |でた « .>* 『比キ £ 商，.ニキ-で昽し池め-てゐるだけである。 
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スト敎社#视から社科的迆み方を學んでゐるのでぁる。而してこれ 5: 深く窍游として杻忒3れたも 
のが’取りも瓧さず忮れの碑民社會主餚述则でぁるのだ ㈡ た^^キリスト敎社命赘の气社龠的』 ^: 
不充分なものでぁつたので、彼れはこれをぱ公然『社分主谈3に * で牠し迆めてゐるだけでぁる。 
ャ リスト 敎 社會贫の『社會的』は不 ^ -诚なもので * り、そんなことでは敁年時代の炖展にも滷應せ 
ず、 マルク' 中： 戗に も對抗 しける もので なかつ たの だ。 

十五 神權阈 家 遂に 救 ふべ からず 

私は ヒトラ ー の， V ィン 時代 ^ ^ 狢 ?: 紹介 1, て淅やくその最後に*で到達した"彼れは设後 -|- 、こ 
の ハ ブス プルグ 阈 滅= 『寄 木 細 丁：』 S : 水に 對する 悲哀 •# 的 •憎- ® , 1 : ドィッ 本 國に對 する 变览 •愤 
馈に就いて 5:«-. 1り、以 0 てこの『 : ^ 51 3?-校』時代=ゥィン時代の辦暫終へてゐる。 

彼ゎに摅れば、ハブスブルグ國 -^ に於ける彼れの生活は ^ ^ そのものでぁつた。爲政 ^ はハブス 
ブルダ. ^ 资を始めとして感逆^触自觉^俾劣を極め-本新運励はどいつもこいつも出來拟ひでぁ 
り、，！ ダ ャ人， y 始めと する 與 禅人は « 211、 ^ を叫いても左&.间いても不愉快 & もの許=でぁつ 
た。 ハ ブス プルグ 國 ^ は到底救はるべくもなかつた。それは唯だ崩墙を俟つのみでぁ0 . 且つ1= 
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も¥く叫-坎ぺ厂ぺキであつた。斯かる ^ *4: は_灾として： |7- 作の资 !^ なきものであ0、ォースト好 
ア • ッ 以族の黎叫じこの國 ^ の明域ふ，-、に始まるべきもゐであつた ;^ |- て改れは、この考へ 
及 び 1 ! I - ! 1 ; . • - し て： 分 •々ドィッに對する思蘼：れ：^^ドィヴ：けハ-決尨するにがったのでぁっ产：彼れ 
はこの枝わの狀也坆び心怙を叙して次の -/*|! くオ0てゐる" 

『じはその後， »> ,他。いづわの撖にも私の,へが «1 れてゐないのを ^ たので、そ。旣存のいづれの阍特 
にも ^ V - 加 人ぐ，- 乃 干 これと 共に 鬪ふ決 Arc に **: れなか v : o w は 常け 旣 |- 、常時の政治祕励の凡てが誤つ 
て的0、トィッ托 % ハ阀民的柯生シ大3校にりっ徹蚨的 |:. 竹现することが /|1 來ないも5> ^ へてゐん ; : 

’ 然し’ハプノ：フルゲ ^ ^ に對すろ私の内部的拊兜は^またこの時代にほヵ咐大したのであつた。 

私は 殊 ,. 外交叫跑を研究し始めたのでさ :-; ,-:が、これゃ硏究十わぱすろほ'と、この阑來構成なる1のは 
必然的に 唯 だ Kf ッ民族の.个宰を來たす // けであるといふ碰岱々强めたのであつたり沏くて結15 ^ は"ド 
ィッ K 族の 妞命 はこの 叫 所 L ォー ストリァ から決定されろも心ではたくして’ドィッ-:::技に於いて決记 
さわへ ものであると いふ ことを、 益々 明瞭に ^ めた ので あつた 。而 して この こと は、 搰 に 一般 政洁問 題に 
就いての みならず、 また 金 文化 生活の 凡ゆる 現 衆に 就いて 一般に 言は れるこ とで あつた。 

ォー，、トリァ阀家は純然たる文化的乃：个-篛術的闞^^域 |' 於いても、凡ゆる袞如の徴蚁、少くともドィ 

ッ民族 r . 對する意在喪失の徴候を /)• し c ゐた。このことは迚納の铽域に於ぃて M :も然 o でぁった c 

斯くして私は鉻々1のニ南；生活を行ひ始めた0现性と视铋とは私に對して-ォーストリァに於ぃて|の 



柯雖 /1 然—-抵 /, .所冬き取校を 7? グすべく命 1: たのであつたが、然し私の心_は他の竭所じ鼓動してゐた。 

常時私は、この阀家の内部的ネ虛を知0、これを仰 »1 も救濟することの不可能なるを知り、それと共 
に、この_家が冇りと凡ゆる咐に於いて唯だドィツ民族，/个唯を來たすのみであることを凡ゆろ點からハ 
ツキ リ し- ^ ずれば 感ずる ほど" これに 対 广る逍る瀬なき不滿に槌はれた。 



W 難な 然 •泥 /, •所 冬き ^ 校を 完 了すべく命 1: たのであつたが、然し私の心臟は他の場所に政動してゐた。 

常呤私は、この阔家2内部的ネ虛を知0、こわを侃ほも救汧することの不可能なるを知り、それと共 
に、この ^ 家が ^» 0と凡ゆる水に於いて啡だドィッ ^ 族 '': 个-〒を來たすのみであることを凡ゆろ點からハ 
ッキ リ し-惑ず れば 感ずる ほど" これに 対 t る 逍る瀨 なき 不滿 に 板 はれた。 

私は、 この 4家が (15 |- 银れたろドィッ入をぱ /1 て氾丧聪泊し、反對じ邓ドィッ入の凡てシ按肋する |- ゼ 
るべキ，こと々-確 {.-| してゐた0 

仏 |". は、その苜都の /1; してゐた諸\神浞介から 1. て忌まくしいもの-てあつた=チエ 3 入'ボーランド 
人、 ハン ガリ ー人、ルテ-:-人、 -£ ルビァ \ 、"：：ァート入等の諸 ^ 攸此 ^ の凡てが忌ま/\しかつたり 
而1 -7- の到 >:» 所1:人類永八の分呦繭たるユダャ人の墒.けしてゐたことが、 1|£ じ忌ま-^しかつた0 
|/. |: はこの大都市は血の汚 ^ の榴化である磔 |:. 恐 (1 れた。 

幼少 時代の 私の ドィッ語* U 、ド >: ヮリァ垧方でも詁ぷれてゐた所の方言であつたが、私はこれを忘れる 
ことも /11 來ず、またゥィンの合の子 ^1 葉を從えることも出來たかつた。私はこの都に長く作めば伐むほ 
くこの .'1- きドィッの义化郴市を蓮炱する所の浞<" % 民族 |:. 封して益々嫌惡の念を强くした。 

この ^ {取が钳ほも久しきに.丸つて ^ 續するであらぅといふ考へは、私には笑止ボ ^ のものであつた" 

说 時. i ストリァは、バラ/、の木 |;- をつなぎ介せた接合 «1 が敁¥ » , | くなつてボ2くになつた1の | , .* 
い挤木細 1; の 4|1 きものであつたりこの細 :1: 物に何も觸れない限0、それは仰ほその$をどぅにか續ける 
ことが /|1 來卜 , 0 が、こわに (*<1 か觔擊が加へられるや否や、それは幾多のボけ |- まで分散して了ふものであ 
つた" 従。 て 間 龅じ唯 だ •何時 この ® 擊か來 るかと いふ こと だけで あつた。 

•仏の心鞔はー度としでメ-ストリァ :-|': 阀の爲 | 鼓励したことはなく、常に唯だドィッ帝网の爲にのみ鼓 
叻してゐた。私には_ /: 、この國來の崩壤の時こそはトィッ民族の解放の始ま心時.てあると考へられた。 



2 以 



丨ナ ル m 山 力 は，^ に その 幼少の 明ょり 密かなる 愤悦と 把 かなる 愛海と を胳 じて ゐた所 
の地に、 0 :?的£赴かぅし；い ';> 3:,為『か益々强く ^ 即して米た。 • 
t は f >て、 »» 销 ^ ニーてーヵどの人 [. ,1 ) となり、以つて ^ 命ー；その ^ へ"仏にへ¥,所の小なり人なハの 
世界に 於いて、 . U 分 の设族 の n に圯挝 なる 取 化を しょぅと 考ヘ てゐた 

^ 1 ?/ *プ.、ク場合もん ^ の热ゆるヵ纪キ、切たる ^ みを何時かは ^ 5(] 广て ^ ^1- _る {- 扣这た、歼，-卜-山'-、 
於いて、 ^ らき^ !るの幸福 |: 與からんことを欲したのであつた0その ^ みといふのは、我が设する故鄉を 
共 〇. の矶叫= 'トィッ帝 ^ に<3併するヒいふこと、これであつた0』( 75 134_ム笤) 

鞞 くも惡 しく もオ ー スト リア： = ハ ブス ブ A ダ 阔家 は、 ヒ トラ ーにとつては生阙であり故國であ 
る。 その §、 そ. の 篾た斯 くも 設 • S 『父なる 國』、 S な” i し •は 言へ、 T とも 形式 卜‘ 
は 明らかに 一 Q 沖 肉た る：^ の ものを、 斯く蠢 ひ、 所く も 追 ひ 永め ねばなら ぬとは、 何ん たろ 此牝 
の悲 刺で あらり か！ それは、所かる谠遇に ^ かれたことの無い «* には、咨：に理解 ^ れない： 1||;- 丨§ 
で ぁり心祺でなけれぱならぬ。が、ヒトラーはこれに鱿ぃて次の如く ,;1!. してゐる， 

1多くの人々にけ ^* カる1::4烈のか何たるものでぁるかは今：2でも化 {1 理解され：：：！>な-でぁらぅ5が、 

K 、 署に 依つ W これ まで 斯か る議 SQ gw へ q 篇〕 を W な 來欠 々、成 6 は 益 無符 こも 

^ ■ナに n オを努 は-,, ，た 人々 に 向つ て 評，、 る。 私は* 以關 から 引き離されて、 祌觀 なる 自らの 言語の 使 



用 さへ 蟲 K ばなら 5 凡 VS 人 ' 毘へ € 艺 忠誠 岳 神 S — れ缓 されて ゐる 凡て 

の人々*そして恕嘆當惑の中に柯び親跫なる « の胸に迚れ ^ される日を待ち胡んでゐろ凡ての人々にぞ 
る* ^ o 、私はこれらの入々の凡てに訴へる。而して私は供ずる0 これらの人々は私を现解して'4 




Hr 55 にさへ 為は ねばならぬ 凡ての 八々、 毘 へ の” VS 出 誠の 精神の pi され 3? れてゐ る 凡て 
の 人々 •そして _墓 の 中に 柯 び證な 為の 胸に 逆れ {される 日を 待ち 架んで ゐる 凡ての 人々 に拥へ 

る*然0、仫はこれらの入々の ;1 てに ^ へる。而して私は ^ *广る。 これらの 人々 は 私を 现 财して'4 

る |2 > めらぅことをー ‘ 

ニの 史广る g 泛所 ¥ る ことを 許され TV ドィッ人た る ことが 如何な ろ ものである かを ば，” ぐ わ 白 
•从 身を 以 つて 曾して t 君み が f 、 S る 2 ょり 分 管 れてゐ る 子— 心に 變ず f てゐる 所の 
深き思 ^ の &|1 何なるものであるかを推知することが 111 來る。それは、肌 ^ の尸が以ヵれてドーの血ずヵト 
: の 4 邦に 平 利と ^ 靜と々 - « び ;-1 川すまでは、ユの抱ける -^ をして愧懷せしめ、これに^^と -^ ^ ヒ /* 扎 
んで 己まないものであるのだ ^ 9 ニ”0 

我々 には 幸 ひに して 祖國 から 分離せ しめられた— はない。 が、 この S は •少 くと も 1 
して 机 m から K られ ない 冷、 f 涅 これが SS んと する sir S 理？ れる でら ぅ。 

『神聖 國 义』 = ォ ーストリァへの 1& な 0 付惡、 [*'] ー ^ 族1> ^ ドィッへの侧や咐す思 ^ 彼 4 の 
ゥィン時代はこれを以つて終る。斯くて彼れはゥィン 5: 上 0 て、ドィッはミユンへンへと終 ^ ^ ド 
赴._、其處で前大戰に位し、彼れの化 ^ にー大龄域を與へられたのであるが、こ扪に就いては我々 
もまた 席を 改めて 研究す るで あらぅ。 
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附記 本 ^ 續刊諸 分册 に 就て 

■^ト：の私の『マィン，ヵンプ』硏究奶；分盼の阶 / |- (铽<|ょり坑ニ取 |: 11 る|で)は、扪和卜だ乒 
—h ょ o 本 f .A- ^ ^ ^ ic lil ij -c m '-I.- irN l^ ^iy r. ^KrJ ^ L-^ co -e ils o’^ r- ar -al ^ iAd 
= リ f ィ J 1て”版に： |^ し；^たに ,^ ,,..-ドせるものであるが N に 第二へ： T fiif も大平 は 旣 Ic fil ? 7 ric , 『切 2 

s _3 に繫想 中で ある 仏 二 太を ば 次の 如. § rv w ^ : fllh 丨 hc efl * に 分ち、 SE 々 l.t firl 

铂 7トむ丨-、以つて本 ^* 4- | * 成1たい七 ^ つて :0 る0 

J. j 第一 分册 — J :* なる ノ Hti-> コ a ,r t ょり 一 ticnalsoziali-st に $ : . r . ^ 

*3 E m 批 #| 篇|第ニ分册|前大戰に ^ けるヒトラー七ドィッ收戰 ^ ^ の ^ 4っ吖记 
一 第三 分册丨 W K - 社. ^ K a ;^ 列の if An とその 浓 本 思 相 • l r . J ^ ^ ^! :^ fn : :; l ! 

1 .= 第一 分册 丨ヒ トシ！ ナチズム の -1||: |乃|家努硏究 
f ん 第二 分册 .— 匕 トラ— •ナチズムの- 認ぉ針 及び 織の 翌 

第三分册—ヒトラ—^ナチズムの ^ 外政策殊にその対外政策の：^究 
^• の\, * 、 1!0- の中、前；2沘 ';-|] ;5.::册は本年中に、谇£|忧 .,>- ^|:.舭は明； -'|-- 中に、*^ |-'1 .んる，ブで 
ある。 が ■私 Q — e 3 整！ i 加 ふる 运 知 Q 如 

s -.,, s , 私は.： 1分でも保ぷ出來ない。尜ひにして無 *|1- に枝.け以たならぱ、 ^ «- 消 /!- に於いて1枝ナ 
て •城んで SIS 。 r . — t "* 



